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１ 数学専攻 
 

1-1 専攻の理念と目標 

 理学の目的は自然の真理を探究することにあり，数学の目的は数学的真理を探究することにあ

る。数学は数千年にわたる伝統を持ち，論理性と普遍性を基軸とした人類文化を代表する学問で

あり，自然科学・工学の基礎として近代科学文明の発展を支えてきた。近年は数理科学的手法が

社会・人文科学へも応用され，コンピュータによる情報社会化の進展も相まって，数学の利用は

ますます広範かつ高度なものとなってきている。 
 広島大学大学院理学研究科数学専攻では，自然界に働く普遍的な法則や基本原理の解明に向け

て，純粋科学の教育研究を推進し，未来を切り開く新たな知を創造・発展させ，これを継承し，

また，教育研究成果を通じて社会に貢献するという広島大学大学院理学研究科の理念に則り，高

度な専門的研究活動に参加することによって，将来の数学の発展を担う研究者を養成することを

目標とし，同時に現代数学の本質とその学問的・社会的位置づけを理解した教育者，情報化社会

のニーズに応える高度な数学的思考能力・創造性を持った人材を養成することを目指す。各分野

における専門研究を深化し，国際学術研究の中心的役割を果たすことを希求している。 
 

1-2 専攻の組織と運営 

 数学専攻は，代数数理，多様幾何，数理解析，確率統計，総合数理の５講座で構成されている。

さらに代数数理講座には代数数理グループ，多様幾何講座には幾何学グループと位相数学グルー

プ，数理解析講座には数理解析グループ，確率統計講座には確率論グループと数理統計学グルー

プ，総合数理講座には総合数理グループというように，必要に応じて外部の人材も入れて研究グ

ループをつくり研究・教育活動を行っている。運営は数学専攻共通で行われている。 
 

教職員 

平成27年度 

 代数数理  教  授 ： 木村俊一 島田伊知朗 松本 眞 
       准 教 授 ： 高橋宣能 
       助  教 ： 平之内俊郎 
       特任助教 ： 宮谷和尭（H28.1.1 採用） 

 多様幾何  教  授 ： 作間 誠 田丸博士 

       特任教授 ： Jurgen Berndt（H28.3.1 採用） 

       准 教 授 ： 古宇田悠哉 土井英雄（H27.4.1 昇任） 

       助  教 ： 奥田隆幸 安井弘一 

 数理解析  教  授 ： 川下美潮 吉野正史 

       准 教 授 ： 滝本和広 平田賢太郎 

       助  教 ： 倉 猛 佐々木良勝 

 確率統計  教  授 ： 井上昭彦 若木宏文 

       准 教 授 ： 岩田耕一郎 栁原宏和 

       助  教 ： 大和祐一 

       特任助教 ： 橋本真太郎（H27.10.1 採用） 

 総合数理  教  授 ： 阿賀岡芳夫 阿部 誠 石井 亮 水町 徹（H27.4.1 採用） 

       准 教 授 ： 澁谷一博 
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       助  教 ： 河村尚明 

事務室          生田眞由美 奥野美香 梶野真由 桂川信子 

              窪田庸子 高原園子 瀧野百合香 三原詰雅子 

 

教員の異動 

 空きポストが生じると，将来計画等を勘案して，採用分野を決定した。新採用の助教はすべて

任期がついている。 

 

平成27年度 

 採用  平成27年４月１日  水町 徹 教授 

平成27年10月１日  橋本真太郎 特任助教（任期 H29.3.31 まで） 

     平成28年１月１日  宮谷和尭 特任助教（任期 H29.3.31 まで） 

     平成28年３月１日  Jurgen Berndt 特任教授（任期 H28.3.31 まで） 

 昇任  平成27年４月１日  土井英雄 准教授 

 退職  平成28年３月31日  Jurgen Berndt 特任教授 

平成28年３月31日  佐々木良勝 助教 

 

1-3 専攻の大学院教育 

大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

 数学的真理に対する強い探究心にあふれ，数学の専門的研究活動に，目的意識と積極性を持ち

自発的に参加する学生の入学を期待している。 

 

大学院教育の成果とその検証 

平成27年度 

 博士課程前期：（入学時）学生数25名，定員22名，充足率113.6% 

 博士課程後期：（入学時）学生数３名，定員11名，充足率27.3% 

 学位（博士）取得：６件 

 

大学院生の国内学会発表実績 

平成27年度 … 39件（修士の発表 20件，博士の発表 18件，修士・博士共同発表 １件） 

 

大学院生の国際学会発表実績 

平成27年度 … 11件（修士の発表 １件，博士の発表 10件，修士・博士共同発表 ０件） 

 

修士論文発表実績 

平成27年度 … 18件 

 相見 俊介   Parabolic generating pairs of hyperbolic 2-bridge knot groups 
（双曲２橋結び目の放物的生成対） 

 石原 吉崇   Flat connected finite quandles（平坦な連結有限カンドル） 
 上田 達司   素数を用いたグラフに関する研究 
 大迫 成美   ｋ番目に大きい素因子を固定したカーマイケル数の有限性について 
 尾白 典文   尖点的保型形式のトレース作用素による像が持つ代数的性質とその応用につ 
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いて 
 片山 拓弥   RAAGs in knot groups（結び目群に含まれる直角アルティン群） 
 木村 健太郎  AI型対称空間内の全測地的部分多様体の分類 
 黒木 健司   ある偏微分方程式の発散形式解のBorel総和可能性への反例 
 竹村 公伸   裾の重い分布による巨大リスクの分析 
 田中 貴大   クレーム額が超指数分布に従う保険の危険理論について 
 田本 亮太   桁数の大きいカーマイケル数 
 茶之原直人   Estimation of covariance matrix via shrinkage Cholesky factor 
         （修正コレスキー分解を用いた分散共分散行列の縮小推定について） 
 當山 凛    あるfat pointの族の極限となる閉部分スキームについて 
 仲村 勇祐   A Vasicek-type short rate model with memory effect 

（記憶の効果を持つVasicekタイプの短期金利モデル） 
 野村 文香   完全非線形一様楕円型偏微分方程式のLp-粘性解のHölder連続性 
 福田 寧彦   距離グラフ上の線形系 
 村上 凌    ポリアの壺における大偏差評価 
 山縣 直也   シャノン-マクミラン-ブライマンの定理について 
 
博士学位 

 申請基準は以下のとおり。 
(1) 数学または関連する分野における高度な学力を保持していること。 

(2) 数学または関連する分野の発展に寄与する研究能力を有すること。 

(3) 上記(1)，(2)を示す博士学位請求論文を提出し，数学専攻における予備審査に合格し，理学

研究科教授会において受理されること。博士の学位論文もしくは，その主要な部分が査読付

き公刊論文として掲載されているか，または掲載が決定されていること。 

(4) 博士学位請求論文発表会および最終試験において，上記(1)，(2)に関して主査を含む３名以

上の教員による審査委員会の審査に合格すること。 

 

平成27年度学位授与実績（課程博士６件，論文博士０件） 

  中 森 さおり   （広島大学大学院理学研究科博士課程後期） 

   平成27年６月22日 

   題目：Bernstein type theorems for some types of parabolic k-Hessian equations 
      （ある種の放物型k-Hessian方程式に対するBernstein型定理） 
 
  Rasha Mohamed Farghly Eid（広島大学大学院理学研究科博士課程後期） 
   平成28年３月４日 

   題目：Elliptic Quantum Algebra U_{q,p}(g^), Dynamical Quantum Z-algebra and Higher Level 
Representation 

      （楕円量子代数U_{q,p}(g^)，ダイナミカル量子Ｚ代数，および高レベル表現） 
 
  今別府 孝 規   （広島大学大学院理学研究科博士課程後期） 
   平成28年３月４日 

   題目：On Sawollek polynomials of checkerboard colorable virtual links 
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      （チェッカーボード彩色可能な仮想結び目のサボレック多項式について） 
 
  阪 田 直 樹   （広島大学大学院理学研究科博士課程後期） 
   平成28年３月23日 

   題目：Veering structures of the canonical decompositions of hyperbolic fibered two-bridge link 
complements 

      （双曲的ファイバー二橋絡み目補空間の標準的分割の変針構造） 
 
  風呂川 幹 央   （広島大学大学院理学研究科博士課程後期） 
   平成28年３月23日 

   題目：Commensurability between once-punctured torus groups and once-punctured Klein bottle 
groups 

      （一点穴あきトーラス群と一点穴あきクラインボトル群の通約可能性） 
 
  Hoang Thanh Hoai   （広島大学大学院理学研究科博士課程後期） 
   平成28年３月23日 

   題目：Degeneration of Fermat hypersurfaces in positive characteristic 
      （正標数の体上定義されたフェルマー多様体の退化） 
 
ＴＡの実績（のべ雇用者数） 

平成27年度 前期 … 修士 10件 

           博士 ９件 
      後期 … 修士 ８件 
           博士 ３件 
 

大学院教育の国際化 

 数学専攻においては以下のような取り組みを行っている。 
 ・大学院生の研究指導においては，外国語の文献の講読をほぼ全員が行っている。また，英語

での論文の執筆を推奨し，博士課程後期の大学院生はほぼ全員が実施している。 
 ・外国人を招待した場合には，セミナーや談話会などに大学院生を積極的に参加させ，さらに

大学院生にも英語での講演をさせるようにしている。 
 ・外国人留学生を積極的に受け入れている。 
 

1-4 専攻の研究活動 

研究活動の概要 

 

数学教室談話会 

 

第１回 

日時：2015年６月２日（火）13:00～14:00  

場所：広島大学理学部Ｂ棟７階B707教室  

講師：吉永 正彦 氏（北海道大学大学院理学研究院） 
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題目：超平面配置の特性多項式 

 

第２回 

日時：2015年６月30日（火）13:00～14:00  

場所：広島大学理学部Ｂ棟７階B707教室  

講師：谷口 雅治 氏（岡山大学大学院自然科学研究科） 
題目：(N-1)次元空間におけるコンパクトな凸図形の与えるＮ次元進行波 

 
第３回 

日時：2015年11月24日（火）13:00～14:00  

場所：広島大学理学部Ｂ棟７階B707教室  

講師：盛田 健彦 氏（大阪大学大学院理学研究科） 
題目：Limit theorems for expanding fibred systems via analytic perturbation of Perron-Frobenius 

operators 
 
第４回 

日時：2015年12月１日（火）13:00～14:00  

場所：広島大学理学部Ｂ棟７階B707教室  

講師：逆井 卓也 氏（東京大学大学院数理科学研究科） 

題目：シンプレクティック微分リー代数とモジュライ空間のコホモロジー 

 

第５回 

日時：2015年12月15日（火）13:00～14:00  

場所：広島大学理学部Ｂ棟７階B707教室  

講師：橋本 真太郎 氏（広島大学大学院理学研究科） 

題目：非正則推定とベイズ統計学 

 

第６回 

日時：2015年12月22日（火）13:00～14:00  

場所：広島大学理学部Ｂ棟７階B707教室 

講師：三石 史人 氏（東北大学大学院理学研究科） 

題目：３次元アレクサンドロフ空間の崩壊 

 

第７回 

日時：2016年１月26日（火）13:00～14:00 

場所：広島大学理学部Ｂ棟７階B707教室 

講師：栁原 宏和 氏（広島大学大学院理学研究科） 
題目：Consistent Information Criterion in Normal Multivariate Linear Regression Models even under 

High-Dimensionality 
 

数学専攻構成員主催の研究集会等 
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○京都大学数理解析研究所共同利用研究事業 研究集会「保存則をもつ偏微分方程式に対する解

の正則性・特異性の研究」［国際］ 

 日  程：2015年６月３日～６月５日 

 場  所：京都大学数理解析研究所420号室 

 参加人数：48名 

 世 話 人：川下美潮（広島大学），加藤圭一（東京理科大学） 

 

○ＲＩＭＳ研究集会「部分多様体論と種々の幾何構造」［国内］ 

 日  程：2015年６月22日～６月24日 

 場  所：京都大学数理解析研究所110号室 

 参加人数：25名 

 世 話 人：澁谷一博（広島大学） 

 

○第14回広島仙台整数論集会［国際］ 

 日  程：2015年７月14日～７月17日 

 場  所：広島大学理学部B707 

 参加人数：約60名 

 世 話 人：平之内俊郎（広島大学），松本 眞（広島大学），高橋浩樹（徳島大学）， 

      都築暢夫（東北大学），雪江明彦（京都大学） 

 
○The 23rd International Conference on Finite or Infinite Dimensional Complex Analysis and Applications

［国際］ 
 日  程：2015年８月24日～８月28日 

 場  所：九州産業大学 

 参加人数：80名 

International Advisory Board： 
Chairperson：Liang Wen Liao (Nanjing Univ., China) 
Vice-chairpersons： 

Hiroaki Aikawa (Hokkaido Univ., Japan) 
Nak Eun Cho (Pukyong National Univ., Korea) 
Junesang Choi (Dongguk Univ., Korea) 
Tatsuhiro Honda (Hiroshima Institute of Tech., Japan) 
Young Joo Lee (Chonnam National Univ., Korea) 
Masaru Nishihara (Fukuoka Institute of Tech., Japan) 
Tao Qian (Univ. of Macau, China) 
Kwang Ho Shon (Pusan National Univ., Korea) 
Le Hung Son (Hanoi Institute of Tech., Vietnam) 
Toshiyuki Sugawa (Tohoku Univ., Japan) 
Chung-Chun Yang (Nanjing Univ., China) 

Organizing Committee： 
Chairperson：Hidetaka Hamada (Kyushu Sangyo Univ.) 
Vice-chairpersons： 
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Makoto Abe (Hiroshima Univ.) 
Hiroaki Aikawa (Hokkaido Univ.) 
Tatsuhiro Honda (Hiroshima Institute of Tech.) 
Makoto Masumoto (Yamaguchi Univ.) 
Masaru Nishihara (Fukuoka Institute of Tech.) 
Toshihiro Nose (Kyushu Sangyo Univ.) 
Toshiyuki Sugawa (Tohoku Univ.) 
Takashi Umeno (Kyushu Sangyo Univ.) 

 
○Analytic, Algebraic and Geometric Aspects of Differential Equations 2015［国際］ 
 日  程：2015年９月６日～９月19日 

 場  所：Stefan Banach International Mathematical Research and Conference Center, 
Bedlewo (Poland) 

 参加人数：約80名 
 Scientific Committee： 
  Werner Balser (Ulm University) 

Moulay Barkatou (Limoges University) 
Stefan Hilger (Catholic University of Eichstaett) 
Masatake Miyake (Nagoya University) 
Hidetoshi Tahara (Sophia University) 
Masafumi Yoshino (Hiroshima University) 
Heryk Zoladek (Warsaw University) 

 Organizing Committee： 
  Galina Filipuk (Warsaw University) 

Yoshishige Haraoka (Kumamoto University) 
Grezegorz Lysik (Jan Kochanowski University in Kiclcc) 
Slawomir Michalik (Cardinal Stefan Wyszynski University)

 
○広島幾何学研究集会2015［国内］ 

 日  程：2015年10月７日～10月９日 

 場  所：広島大学大学院先端物質科学研究科401N 

 参加人数：40名 

 世 話 人：阿賀岡芳夫（広島大学），田丸博士（広島大学），澁谷一博（広島大学）， 

      奥田隆幸（広島大学） 

 

○広島微分方程式研究会［国内］ 

 日  程：2015年10月９日～10月10日 

 場  所：広島大学理学部B707 

 参加人数：30名 

 世 話 人：佐々木良勝（広島大学），柴田徹太郎（広島大学），滝本和広（広島大学）， 

眞崎 聡（広島大学），水町 徹（広島大学），三竹大寿（広島大学） 
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○第58回函数論シンポジウム［国内］ 

 日  程：2015年10月10日～10月12日 

 場  所：島根大学松江キャンパス・松江テルサ 

 参加人数：31名 

 開 催 者：日本数学会函数論分科会・島根大学 

 世話人（会場担当）：中西敏浩（島根大学） 

 編集者（予稿集等）：阿部 誠（広島大学），中西敏浩（島根大学） 

 

○代数幾何学シンポジウム［国際］ 

 日  程：2015年10月19日～10月23日 

 場  所：城之崎国際アートセンター 

 参加人数：63名 

 世 話 人：石井 亮（広島大学），高橋宣能（広島大学），權業善範（東京大学） 

 

○The 50th Symposium on Finsler Geometry "Half a Century of Finsler Geometry in Japan"［国際］ 
 日  程：2015年10月21日～10月25日 

 場  所：広島大学学士会館 

 参加人数：40名 

 世 話 人：澁谷一博（広島大学），愛甲 正（鹿児島大学），Sabau V. Sorin（東海大学） 
 
○研究集会「４次元トポロジー」［国内］ 
 日  程：2015年11月20日～11月22日 

 場  所：大阪市立大学理学部 

 参加人数：約50名 

 世 話 人：鎌田聖一（大阪市立大学），安井弘一（広島大学），松本堯生（京都大学） 

 組織委員：上 正明（京都大学），鎌田聖一（大阪市立大学），河内明夫（大阪市立大学）， 

      古田幹雄（東京大学），松本堯生（京都大学），松本幸夫（学習院大学） 

 

○小研究集会「調和解析とポテンシャル論」［国内］ 

 日  程：2015年12月４日～12月５日 

 場  所：広島大学理学部B707 

 参加人数：10名 

 組織委員：下村 哲（広島大学），平田賢太郎（広島大学） 

 

○合宿セミナー2015 in 福山［国内］ 

 日  程：2015年12月18日～12月20日 

 場  所：ツネイシしまなみビレッジ 

 参加人数：17名 

 世 話 人：阿賀岡芳夫（広島大学），田丸博士（広島大学），澁谷一博（広島大学）， 

奥田隆幸（広島大学），石原吉崇（広島大学），木村健太郎（広島大学） 

 

○ＨＭＡセミナー・冬の研究会2016［国内］ 
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 日  程：2016年１月８日 

 場  所：広島大学理学部B707 

 参加人数：24名 

 世 話 人：池畠 優（広島大学），神本晋吾（広島大学），佐々木良勝（広島大学）， 
滝本和広（広島大学），水町 徹（広島大学），三竹大寿（広島大学） 

 
○研究集会「ポテンシャル論とその関連分野」［国内］ 

 日  程：2016年１月31日～２月１日 

 場  所：北海道大学理学部４号館501 

 参加人数：18名 

 組織委員：平田賢太郎（広島大学），伊藤 翼（東京工業大学） 

 

○内藤博夫先生退職記念研究集会［国際］ 

 日  程：2016年３月５日～３月７日 

 場  所：山口大学理学部22番教室 

 参加人数：約40名 

 世 話 人：近藤 慶（山口大学），久保 亮（広島修道大学），田丸博士（広島大学） 

 

○複素領域の微分方程式，漸近解析とその周辺［国内］ 

 日  時：2016年３月７日～３月９日 

 場  所：広島大学理学部B707 

 参加人数：約30名 

 世 話 人：神本晋吾（広島大学），廣惠一希（城西大学），廣瀬三平（芝浦工業大学）， 

吉野正史（広島大学） 

 
○Branched Coverings, Degenerations, and Related Topics 2016［国際］ 
 日  程：2016年３月７日～３月10日 

 場  所：広島大学理学部E104 

 参加人数：58名 

 世 話 人：足利 正（東北学院大学），作間 誠（広島大学），島田伊知朗（広島大学）， 

      徳永浩雄（首都大学東京），松本幸夫（学習院大学） 

 

○第３回岡山－広島代数学シンポジウム［国内］ 

 日  程：2016年３月14日 

 場  所：岡山大学理学部 

 参加人数：約40名 

 世 話 人：山田裕史（岡山大学），木村俊一（広島大学） 

 
数学専攻各研究グループにより開催されたセミナー 

 

○代数学セミナー 
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 日  時：平成27年４月３日（金）13:30～15:00 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：JongHae Keum 氏（ＫＩＡＳ） 
 タイトル：Automorphisms of K3 surfaces 
 
 日  時：平成27年４月24日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：Igor Dolgachev 氏（University of Michigan, ＲＩＭＳ） 
 タイトル：Pencils of quadrics in characteristic 2 
 
 日  時：平成27年５月１日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：Daniel Allcock 氏（University of Texas） 
 タイトル：Hyperbolic reflection groups and automorphisms of Enriques surfaces 
 
 日  時：平成27年５月22日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：James Lewis 氏（University of Alberta） 
 タイトル：An Archimedean Height Pairing on the Equivalence Relation Defining Bloch's Higher Chow 

Groups 
 
 日  時：平成27年５月26日（火）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｃ棟C816号室 

 講 演 者：Anthony Giaquinto 氏（Loyola University） 
 タイトル：Some Properties of Frobenius Lie Algebras 
 
 日  時：平成27年６月５日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：吉永正彦 氏（北海道大学） 
 タイトル：超平面配置とオイラー多項式 
 
 日  時：平成27年７月３日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：平野雄貴 氏（首都大学東京） 
 タイトル：Equivalences of derived factorization categories of gauged Landau-Ginzburg models 
 
 日  時：平成27年７月31日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：Nguyen Chanh Tu 氏（Danang University of Technology） 
 タイトル：Recent results on regularity index of $n+3$ fat points in the $n$-dimensional projective space 
 
 日  時：平成27年10月９日（金）15:00～ 
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 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：Alex Degtyarev 氏（Bilkent大学，ＪＳＰＳ海外特別研究員） 
 タイトル：LINES ON SMOOTH QUARTICS 
 
 日  時：平成27年11月27日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：平之内俊郎 氏（広島大学） 
 タイトル：有限体上の多様体におけるHermite-Minkowski型有限性定理について 
 
 日  時：平成27年12月４日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：Viacheslav Nikulin 氏（University of Liverpool） 
 タイトル：Classification of degenerations of Kahlerian K3 surfaces with finite symplectic 

automorphism groups 
 
 日  時：平成28年１月８日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：Alex Degtyarev 氏（Bilkent大学，ＪＳＰＳ海外特別研究員） 
 タイトル：Real Enriques surfaces 
 
 日  時：平成28年２月24日（金）15:00～ 

 場  所：広島大学理学部Ｂ棟B701号室 

 講 演 者：大川新之介 氏（大阪大学） 
 タイトル：Compact moduli of marked noncommutative del Pezzo surfaces via quivers 
 
○広島組合せ論セミナー 

 
第５回 

日  時：2015年５月14日（火）15:00～16:30 

場  所：広島工業大学三宅の森Nexus21 1007教室 

講 演 者：見村 万佐人 氏（東北大学理学部） 

講演題目：確証可能なケーリー・エクスパンダーグラフ 

 

第６回 

日  時：2015年11月28日（火）16:30～17:00 

場  所：広島大学理学部B701 

講 演 者：Gary Greaves 氏（東北大学大学院情報科学研究科） 
講演題目：Graphs with three eigenvalues 

 
第７回 

日  時：2016年３月５日（土）15:00～16:30 

場  所：広島工業大学三宅の森Nexus21 NX607 
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講 演 者：Jae-Ho Lee 氏（東北大学大学院情報科学研究科） 
講演題目：Nonsymmetric Askey-Wilson polynomials and Q-polynomial distance-regular graphs 

 

○広島大学トポロジー・幾何セミナー 

 
 日  時：2015年４月７日（火）13:00～14:30  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：Andreas Arvanitoyeorgos 氏（University of Patras, Greece） 
 講演題目：Progress on homogeneous Einstein manifolds 
 
 日  時：2015年４月21日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：安井 弘一 氏 （広島大学大学院理学研究科） 
 講演題目：Exotic 4-manifolds and non-concordant knots with the same 0-surgery 
 
 日  時：2015年４月22日（水）15:30～17:00  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：北川 宜稔 氏 （東京大学大学院数理科学研究科） 
 講演題目：部分群の複素化のみに依存する正則離散系列表現の分岐則の性質について 
 
 日  時：2015年４月24日（金）13:00～17:00  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：馬場 伸平 氏（ＭＳＲＩ） 
 講演題目：Complex projective structures on surfaces, and PSL(2, C)-character varieties 
 
 日  時：2015年４月28日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：吉田 建一 氏（東京大学大学院数理科学研究科）  
 講演題目：Stable presentation length of 3-manifold groups 
 
 日  時：2015年４月30日（木）15:30～17:00  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：中濱 良祐 氏（東京大学大学院数理科学研究科）  
 講演題目：ベクトル値正則離散系列表現のノルム計算と解析接続 
 
 日  時：2015年５月12日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：見村 万佐人 氏（東北大学大学院理学研究科） 
 講演題目：有限生成群のなす位相空間と，距離カジュダン定数 
 
 日   時：2015年５月19日（火）15:00～16:30  

 場   所：広島大学理学部B702号室 
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 講 演 者：長谷川 和志 氏（金沢大学人間社会研究域） 
 講演題目：ツイスター正則なアファイン曲面と射影不変量 
 
 日  時：2015年５月22日（金）16:30～18:00 

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：Nigel Higson 氏（Pennsylvania State University） 
 講演題目：The Oka principle: commutative and noncommutative 
 
 日  時：2015年６月９日（火）15:00～16:30 

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：寺垣内 政一 氏（広島大学大学院理学研究科） 
 講演題目：Generalized torsion elements in the knot groups of twist knots 
 
 日  時：2015年７月７日（火）13:00～16:30 

 場  所：広島大学理学部B707号室 

  13:00～14:30 

 講 演 者：Yuri Nikolayevsky 氏 (La Trobe University, Australia)  
  講演題目：1. Solvable Lie groups of negative Ricci curvature 
       2. Totally geodesic hypersurfaces of homogeneous spaces 
  15:00～16:30 

 講 演 者：佐藤 光樹 氏（東京工業大学大学院理工学研究科） 
 講演題目：結び目の４次元多様体における特性ホモロジー類 

 
 日  時：2015年７月21日（火）15:00～16:30 

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：金 英子 氏（大阪大学大学院理学研究科） 
 講演題目：The asymptotic behavior of the minimal pseudo-Anosov dilatations in the hyperelliptic 

handlebody groups  
 
 日  時：2015年７月28日（火）15:00～16:30 

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：石原 吉崇 氏（広島大学大学院理学研究科） 
 講演題目：平坦な連結有限カンドル 
 講 演 者：相見 俊介 氏（広島大学大学院理学研究科） 
 講演題目：ある有限型Artin群のねじれアレクサンダー不変量 
 講 演 者：木村 健太郎 氏（広島大学大学院理学研究科） 
 講演題目：AI型対称空間内の全測地的部分多様体の分類  
 講 演 者：片山 拓弥 氏 （広島大学大学院理学研究科） 
 講演題目：RAAGs in knot groups  
 
 日  時：2015年８月４日（火）13:00～16:30 

 場  所：広島大学理学部B707号室 
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  13:00～14:30 

 講 演 者：Liang Chen 氏（Northeast Normal University） 
 講演題目：Legendrian dualities and their applications 

  15:00～16:30 

  講 演 者：梶ヶ谷 徹 氏（大阪市立大学） 
 講演題目：ケーラー多様体内のハミルトン極小ラグランジュ部分多様体について 

 
 日  時：2015年10月６日（火）15:00～16:30 

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：早野 健太 氏（北海道大学） 
 講演題目：レフシェッツ束の多重切断とシンプレクティック４次元多様体のトポロジー 
 
 日  時：2015年10月20日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：正井 秀俊 氏（東京大学大学院数理科学研究科） 
 講演題目：Closed random mapping tori are asymmetric 
 
 日  時：2015年11月10日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：廣瀬 進 氏（東京理科大学理工学部） 
 講演題目：超楕円的ハンドル体群の有限表示について 
 
 日  時：2015年11月17日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：沢井 洋 氏（沼津高専） 
 講演題目：可解多様体上のVaisman構造 
 
 日  時：2015年11月24日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：大鳥羽 暢彦 氏（慶應義塾大学） 
 講演題目：球面束上のスカラー曲率一定計量 
 
 日  時：2015年11月27日（金）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：横田 佳之 氏（首都大学東京） 
 講演題目：On the cusp shape of hyperbolic knots and its generalizations 
 
 日  時：2015年12月８日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：Alex Degtyarev 氏（Bilkent University） 
 講演題目：Slopes of colored links 
 

Ｉ－ 14



Ⅰ－15 

 日  時：2015年12月22日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：三石 史人 氏（東北大学） 
 講演題目：アレクサンドロフ空間の良い被覆  
 
 日  時：2016年１月12日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B702号室 

 講 演 者：山田 拓身 氏（島根大学大学院総合理工学研究科） 
 講演題目：Hodge numbers and invariant complex structures on compact nilmanifolds 
 
 日  時：2016年１月19日（火）15:00～16:30  

 場  所：広島大学理学部B707号室 

 講 演 者：中西 敏浩 氏（島根大学大学院総合理工学研究科） 
 講演題目：タイヒミュラー空間のトレース関数と写像類群の有理変換としての表現 
 
○広島数理解析セミナー 

 
第186回（第35回広大サステナブル科学セミナーとの共催） 

 日時：2015年４月17日（金） 16:30～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

 講師：浅井 智朗 氏（広島市立大学） 

 題目：４階非整合初期値問題の自己相似解の存在 

 

第187回 

 日時：2015年５月15日（金） 15:00～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

  15:00～16:00 

  講師：高橋 仁 氏（東京工業大学） 

  題目：半線形熱方程式に対する動的特異点を持つ解の構成について 

  16:30～17:30 

  講師：加藤 勲 氏（名古屋大学） 

題目：Global well-posedness and scattering of Zakharov system at the critical space in four and more 
spatial dimensions 

 

第188回 

 日時：2015年６月12日（金） 16:30～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

 講師：千原 浩之 氏（筑波大学） 

 題目：Fourth order dispersive systems and dispersive flows into Riemann surfaces 
 
第189回 

 日時：2015年６月19日（金） 15:00～17:30 
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 場所：広島大学理学部B707 

  15:00～16:00 

  講師：島袋 祐介 氏（McMaster大学） 
  題目：Well-posedness and stability in the integrable systems 
  16:30～17:30 

  講師：橋詰 雅斗 氏（大阪市立大学） 
題目：A minimization problem with a sign changing condition 

 
第190回 

 日時：2015年７月31日（金） 16:30～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

 講師：隠居 良行 氏（九州大学） 
 題目：Traveling waves bifurcating from Poiseuille flow in viscous compressible 

fluid 
 
第191回（第37回広大サステナブル科学セミナーとの共催） 

 日時：2015年８月26日（水） 16:30～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

 講師：Jessica Lin 氏（University of Wisconsin-Madison） 
 題目：Algebraic Error Estimates for the Stochastic Homogenization of Parabolic Equations 
 
第192回（数理分子生命理学セミナー，数理情報科学セミナーとの共催） 

 日時：2015年10月５日（月） 16:20～17:50 

 場所：広島大学理学部E210 

 講師：Marie Farge 氏（LMD-CNRS, Ecole Normale Supérieure）， 
    Kai Schneider 氏（M2P2-CNRS, Aix-Marseille University） 
 題目：State of the art of wavelets for turbulence: analysis, modeling and simulation 
 
第193回（第38回広大サステナブル科学セミナーとの共催） 

 日時：2015年10月23日（金） 16:30～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

 講師：小野寺 有紹 氏（九州大学） 
 題目：Dynamical approach to an elliptic overdetermined problem 
 
第194回 

 日時：2015年11月13日（金） 15:00～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

  15:00～16:00 

  講師：冨田 直人 氏（大阪大学） 
  題目：Flag paraproductのHardy空間上での有界性について 
  16:30～17:30 

  講師：三浦 英之 氏（東京工業大学） 
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題目：On Ukai-type solution formula for the Stokes system in a domain with graph boundary 
 
第195回（第39回広大サステナブル科学セミナーとの共催） 

 日時：2015年11月27日（金） 16:30～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

 講師：Christophe Prange 氏（Institut de Mathématiques de Bordeaux） 
 題目：Boundary layers in homogenization 
 
第196回 

 日時：2015年12月11日（金） 16:30～17:30 

 場所：広島大学理学部B707 

 講師：中西 賢次 氏（大阪大学） 
 題目：$L^2$臨界KdV方程式のソリトン近傍ダイナミクス 
 
○広島複素解析セミナー 

 
第１回 

 日 時：2015年４月24日（金） 16:00～17:00 

 場 所：広島大学理学部B707 

 講演者：Ahmed Sebbar 氏（Bordeaux University, France） 
 題 目：Critical points of Green's functions 
 
第２回 

 日 時：2015年５月８日（金） 16:00～17:00 

     2015年５月９日（土） 10:00～11:30 

 場 所：広島大学理学部B707 

 講演者：山澤 浩司 氏（芝浦工業大学） 
 題 目：ｑアナログの差分-微分方程式の形式解の多重総和法について--example version-- 
 
第３回 

 日 時：2015年５月22日（金） 16:00～17:30 

 場 所：広島大学理学部B707 

 講演者：千葉 優作 氏（東京大学） 
 題 目：極大多重劣調和関数の最小値原理と複素モンジュ・アンペール方程式への 

その応用 
 
第４回 

 日 時：2015年７月24日（金） 16:00～17:30 

 場 所：広島大学理学部B707 

 講演者：渡部 拓也 氏（立命館大学） 
 題 目：Molecular predissociation resonances at an energy-level crossing 
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第５回 

 日 時：2015年７月31日（金） 15:00～16:00 

 場 所：広島大学理学部B707 

 講演者：廣瀬 三平 氏（芝浦工業大学） 
 題 目：特異摂動型q-差分方程式について 
 
第６回 

 日 時：2015年11月６日（金） 16:00～17:40 

 場 所：広島大学理学部B707 

  16:00～17:00 

  講演者：西岡 斉治 氏（山形大学） 

  題 目：倍角公式と代数的独立性 

  17:10～17:40 

  講演者：小川原 弘士 氏（熊本大学） 

題 目：Wallenbergの定理の差分類似 
 
第７回 

 日 時：2015年11月27日（金） 15:00～16:00 

 場 所：広島大学理学部B707 

 講演者：梅田 陽子 氏（山口大学） 
 題 目：Multiple-scale analysis for some class of systems of non-linear differential equations 
 
第８回 

 日 時：2016年１月27日（水） 16:30～17:30 

 場 所：広島大学理学部 B707 

 講演者：渋川 元樹 氏（大阪大学） 
 題 目：New elliptic function identities and an elliptic analogue of reciprocity laws of generalized 

Dedekind sums 
 
○広島確率論・力学系セミナー 

 
 日時：2016年１月19日（火） 12:30～14:30 

 場所：広島大学理学部Ｂ棟B701室 

  12:30～13:00 

  講師：清水 亮 氏（広島大学理） 

  題目：定常時系列のふるいブートストラップについて 

  13:00～14:30 

  講師：仲村 勇祐 氏（広島大学理） 

題目：定常増分過程の新生過程の表現について 
 
○広島統計グループ金曜セミナー 
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第１回 

日時：平成27年４月10日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：若木 宏文 氏（広島大学・理学研究科） 

題目：ランダム係数を持つGMANOVAモデルの変数選択規準 
 
第２回 

日時：平成27年４月24日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：玉木 徹 氏（広島大学・工学研究院） 
題目：大腸NBI内視鏡映像の認識と時系列処理 

 
第３回 

日時：平成27年５月８日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：清水 昌平 氏（大阪大学・産業科学研究所） 

題目：因果探索と独立成分分析 

 

第４回 

日時：平成27年６月12日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：栁原 宏和 氏（広島大学・理学研究科） 
題目：Consistent information criterion in normal multivariate linear regression models even under 

high-dimensionality 
 
第５回 

日時：平成27年６月19日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：二宮 嘉行 氏（九州大学・ＩＭＩ） 
題目：Bridge型正則化法に対するAIC 

 
第６回 

日時：平成27年６月26日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 
講師：庄司 功 氏（龍谷大学・経済学部） 
題目：Detecting the latent sampling rate behind observations 

 
第７回 

日時：平成27年７月31日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：中川 智之 氏（広島大学・理学研究科） 
題目：高次元の場合の線形判別関数に対する誤判別確率の推定について 
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第８回 

日時：平成27年８月７日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：山形 孝志 氏（ヨーク大学・経済学部） 
題目：Estimation of correlated random coefficient models for short panels with a multi-factor error 

structure 
 
第９回 

日時：平成27年９月４日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：山田 宏 氏（広島大学・社会科学研究科） 
題目：Ridge regression for extracting the Hodrick-Prescott cycle directly and several related results 

 
第10回 

日時：平成27年９月11日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：Solvang Hiroko 氏（Institute of Marine Research, Norway） 
題目：北大西洋におけるミンククジラの脂肪厚における経時的地理的変動について 

 
第11回 

日時：平成27年９月18日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：ライチェフ ビセル 氏（広島大学・工学研究院） 
題目：Higher-level representation of local invariant features with applications in scene recognition, 

human action recognition and medicine 
 
第12回 

日時：平成27年10月16日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：大瀧 慈 氏（広島大学・原爆放射線医科学研究所） 

題目：ある２相ポアソン過程モデルのもとでの点曝露によるイベント発生の発生の超過発生 

ハザード 

 

第13回 

日時：平成27年10月30日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：橋本 真太郎 氏（広島大学・理学研究科） 
題目：Objective prior based on the α-divergence for non-regular model 

 
第14回 

日時：平成27年11月13日（金） 15:00～16:00 
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場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：藤澤 洋徳 氏（統計数理研究所） 
題目：Robust sparse Gaussian graphical modeling for high-dimensional data 

 
第15回 

日時：平成27年12月11日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：下平 英寿 氏（大阪大学・基礎工学研究科） 

題目：多ドメインデータのマッチング相関分析とクロスバリデーションの漸近展開 

 

第16回 

日時：平成27年12月25日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：王 文傑 氏（広島大学・社会科学研究科） 
題目：Bootstrap inference with many instruments or weak instruments 

 
第17回 

日時：平成28年１月８日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：山田 宏 氏（広島大学・社会科学研究科） 
題目：リニア・タイム・トレンド，HPトレンド，そしてl1トレンド 

 
第18回 

日時：平成28年２月５日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：福田 博人 氏（広島大学・国際協力研究科） 

題目：統計教育の現在と展望－社会・歴史・哲学を視座として－ 

 

第19回 

日時：平成28年３月４日（金） 15:00～16:00 

場所：大学院理学研究科C816号室 

講師：末石 直也 氏（神戸大学・経済学研究科） 
題目：Regularization parameter selection for penalized empirical likelihood estimator in misspecified 

models 
 
○広島統計談話会 

 
第290回 

日時：2015年４月17日（金） 15:00～16:00 

場所：放射線影響研究所 講堂 
講師：ハリー M. カリングス 氏（放射線影響研究所・統計部） 
題目：日本人原爆被爆者の被爆位置および地形による遮蔽に関するデータの改良の結果得られ 
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た線量推定値 
 
第291回 

日時：2015年６月５日（金） 15:00～16:00 

場所：放射線影響研究所 比治山ホール 

講師：藤越 康祝 氏（広島大学・統計科学研究拠点） 

題目：主成分分析における次元の推定基準一致性 

 

第292回 

日時：2015年７月３日（金） 15:00～16:00 

場所：放射線影響研究所 講堂 

講師：稲津 佑 氏（広島大学・理学研究科） 

題目：パラレルプロファイルモデルにおけるランダムエフェクト共分散構造に関する尤度比検 

定統計量の帰無分布の漸近展開 

 

第293回 

日時：2015年10月２日（金） 15:00～16:00 

場所：放射線影響研究所 講堂 
講師：ジョン B. コローン 氏（放射線影響研究所・統計部） 
題目：二値データに対する一般リスクモデルから非交絡予測変数を除外する時の効果について 

 
第294回 

日時：2015年11月６日（金） 15:00～16:00 

場所：放射線影響研究所 比治山ホール 

講師：若木 宏文 氏（広島大学・理学研究科） 
題目：ランダム係数を持つGMANOVAモデルの修正AIC 

 
第295回 

日時：2015年12月４日（金） 15:00～16:00 

場所：放射線影響研究所 比治山ホール 

講師：植木 優夫 氏（久留米大学・バイオ統計センター） 

題目：不偏なモデル選択による円滑閾値を用いた遺伝的予測 

 

第296回 

日時：2016年１月15日（金） 15:00～16:00 

場所：放射線影響研究所 講堂 
講師：橋本 真太郎 氏（広島大学・理学研究科） 
題目：ベイズ型情報不等式について 

 
学術団体からの受賞実績 

平成27年度 … ０件 
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学生の受賞実績 

平成27年度 … ２件 

 ・小田凌也，学生発表プレゼン賞，行動計量学会岡山地域部会，2016年３月 

・阪田直樹，広島大学大学院理学研究科長表彰，広島大学，2016年３月 

 
国際交流実績 

・木村俊一：研究者招聘，James Lewis（アルバータ大学，カナダ），2015年５月21日～５月25

日． 

・木村俊一：研究者招聘，Mao Sheng（中国科学技術大学，中国），2015年５月22日～５月27日． 
・木村俊一：外国からの招聘，中国科学技術大学（中国），2015年９月２日～９月９日，2015

年11月12日～11月15日． 

・島田伊知朗：研究者招聘，Nguyen Chanh Tu（Danang University of Technology, ベトナム），2015

年７月28日～８月３日． 
・島田伊知朗：外国からの招聘，Facultad de Ciencias, Universidad de Zaragoza（スペイン），2015

年９月14日～９月19日． 

・島田伊知朗：研究者招聘，Alex Degtyarev（Bilkeny University, トルコ），2015年10月１日～2016

年１月31日． 

・島田伊知朗：外国からの招聘，Vietnam National University of Science（ベトナム），2016年３月

14日～３月18日． 

 ・高橋宣能：研究者招聘，Michel van Garrel（ＫＩＡＳ，韓国），2016年３月14日～３月15日． 

・作間 誠：研究者招聘，Michel Boileau（マルセイユ大学，フランス），2016年３月６日～３

月20日． 
・田丸博士：研究者招聘，Andreas Arvanitoyeorgos（University of Patras，ギリシャ），2015年４

月６日～４月12日． 

・田丸博士：研究者招聘，Yuri Nikolayevsky（La Trobe University，オーストラリア），2015年７

月５日～７月12日． 
・古宇田悠哉：研究者招聘，Sangbum Cho（Hanyang University，韓国），2015年４月15日～４月

23日． 

・古宇田悠哉：外国からの招聘，National Institute for Mathematical Sciences（韓国），2016年１月

４日～１月10日． 

 ・水町 徹：研究者招聘，島袋祐介（McMaster大学，カナダ），2015年６月８日～６月26日． 
・水町 徹：外国からの招聘，Yau Mathematical Sciences Center（精華大学，中国），2015年８月

17日～８月26日． 

 ・水町 徹：外国からの招聘，Cergy-Pontoise大学（フランス），2015年９月13日～９月27日． 
 
国際共同研究・国際会議開催実績 

平成27年度 … 国際会議開催 ８件（「数学専攻構成員主催の研究集会等」に記載） 
        国際共同研究 ８件 
 ・木村俊一（国際共同研究）：Mao Sheng（中国科学技術大学，中国） 
 ・田丸博士（国際共同研究）：Jurgen Berndt（King's College London，イギリス） 
 ・田丸博士（国際共同研究）：Jong Taek Cho（Chonnam National University，韓国） 
 ・古宇田悠哉（国際共同研究）：Sangbum Cho（Hanyang University，韓国） 
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 ・安井弘一（国際共同研究）：Selman Akbulut（ミシガン州立大学，アメリカ） 
 ・安井弘一（国際共同研究）：Tian-Jun Li（ミネソタ大学，アメリカ） 
 ・安井弘一（国際共同研究）：Cheuk Yu Mak（ミネソタ大学，アメリカ） 
 ・井上昭彦（国際共同研究）：Mohsen Pourahmadi（Texas A&M大学，アメリカ） 

ＲＡの実績 

平成27年度 … ６件 

 Rasha Mohamed Farghly Eid 楕円量子群の表現と量子*Z*-代数 
 稲津 佑   経時データ解析手法の評価と開発に関する研究 
 武富雄一郎  左不変Einstein計量の存在問題の研究 
 中川勝國   力学系の平衡測度と次元スペクトル 
 Hoang Thanh Hoai 正標数の代数幾何学 
 余越貴宏   １階偏微分方程式系に対するボレル総和法の新展開 
 
 
個人別の研究活動の概要，発表論文，講演等 

 

代数数理講座 

 

木村俊一（教授） 

 

○研究概要 

 Monoidal Categoryの有限次元性に関する2 out of 3 property予想について，一般には成り立たない

が，Rigidityなど適切な条件のもとでは成立することを証明した。 
 4n+1型の素数どうしで平方剰余になる組と平方非剰余になる組の個数の差について数値実験を

行い，平方非剰余になる組の個数が極めて規則的に増えていく，という現象を発見した（上田達

司氏との共同研究）。 
 
○著書 

 ・木村俊一，数学の魔術師たち，KADOKAWA／角川学芸出版，東京，2015年４月． 
 
○総説・解説 

・木村俊一，数学実験！，数学通信第20号，5-18． 
 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）Shun-ichi Kimura，Motives and Arithmetic Geometry，2015年５月28日，北海道大学． 
 ・（招待講演）Shun-ichi Kimura，談話会，2015年９月３日，中国科学技術大学． 
 ・（招待講演）Shun-ichi Kimura，The Algebraic and Arithmetic Geometry Conference AGAG2015， 

2015年９月７日，中国科学技術大学． 

 

○国内学会での講演 

 ・（招待講演）木村俊一，第３回岡山－広島代数学シンポジウム，2016年３月14日，岡山大学． 
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島田伊知朗（教授） 

 

○研究概要 

 K3曲面およびEnriques曲面の自己同型群と射影モデルを格子理論と計算機を用いて研究した。 
 

○論文 

・Ichiro Shimada, An algorithm to compute automorphism groups of K3 surfaces and an application to 
singular K3 surface, Int. Math. Res. Not. IMRN 2015 (2015), 11961-12014. 

・Thanh Hoai Hoang and Ichiro Shimada, On Ballico-Hefez curves and associated supersingular surfaces, 
Kodai Math. J. 38 (2015), 23-36. 

・Ichiro Shimada and De-Qi Zhang, Dynkin diagrams of rank 20 on supersingular K3 surfaces, Sci. 
China Math. 58 (2015), 543-552. 

 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）Ichiro Shimada，On the topology of projective subspaces in complex Fermat varieties (joint 
work with Alex Degtyarev)，Workshop "Motives and Algebraic Geometry"，2015年５月29日，

Hokkaido University，Sapporo． 
・（招待講演）Ichiro Shimada，Automorphisms of supersingular K3 surfaces and Salem polynomials， 

Tsuda College Mini-Workshop "Calabi-Yau Varieties: Arithmetic, Geometry and Physics"，2015年

８月７日，Tsuda College，Tokyo． 
 ・（招待講演）Ichiro Shimada，On the topology of projective subspaces in complex Fermat varieties，

Geometry, Topology and Combinatorics of Hyperplane Arrangements and Related Problems，2015

年９月16日，Facultad de Ciencias，Universidad de Zaragoza，Spain． 
・（招待講演）Ichiro Shimada，Automorphisms of supersingular K3 surfaces and Salem polynomials， 

Conference on K3 surfaces and related topics，2015年11月６日，ＫＩＡＳ，Seoul． 
・（招待講演）Ichiro Shimada，Computer-aided calculations in the study of K3 surfaces，Colloquium talk，

2016年３月17日，Vietnam National University，Hanoi． 
 
 
松本 眞（教授） 

 

○研究概要 

本年度は， 
(1) QMC積分に用いられる点集合の新評価基準WAFOMに関する研究を行い，多変量正規分布の

累積度関数に対する有効性を計算機実験をもちいて確かめた。 
(2) 楕円曲線のモジュライがなす普遍曲線から構成されるモチーフの構造を研究し，R. Hain氏と

の共同研究論文として投稿した。 
 
○国際会議での講演 

 ・（依頼講演）松本 眞，10th IMACS Seminar on Monte Carlo Methods，2015年７月６日～７月10
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日，ＪＫＵ，Linz，Austria． 
 
○国内学会での講演 

 ・（招待講演）松本 眞，愛媛代数学セミナー，2015年４月20日，愛媛大学． 

高橋宣能（准教授） 

 

○研究概要 

 今年度は，数論的スキームに付随するカンドルおよびカンドル多様体上の加群に関する研究を

行った。 
前年度は，数論的スキームおよびそのガロア被覆に対してあるカンドルを対応させ，特に，結

び目カンドルの類似と見ることのできるカンドルを定義した。またこのカンドルからもとの数論

的スキームの情報を復元する方法について研究を行い，主に有理数体または二次体の整数環のス

ペクトラムの場合に多くのことが復元できることを示していた。今年度はこの結果を整理・拡充

し，論文にまとめて投稿を行った。また，前々年度までに行ったカンドル多様体に関する研究と

合わせ，口頭での成果発表を二件行った。 
カンドル多様体については，代数的に連結という性質を満たすものがある種の等質空間として

あらわされることを既に示していた。今年度は，カンドルのコホモロジー理論をカンドル多様体

の場合に調べるため，その基礎としてカンドル多様体上の加群の概念に関する研究を行った。特

に，線形化した代数の表現との関係について考察を行った。これは，リー群の表現とリー環の表

現の関係に相当するものである。カンドル多様体のうち「正則ｓ空間」と呼ばれるものには線形

化としてリー山口代数と呼ばれるものが大体対応するが，リー山口代数の表現にはいくつかの変

種が定義されており，これらがカンドル上の種々の加群の概念に対応することを観察した。この

結果については，今後コホモロジーに関する研究とともに発表することを予定している。 
 

○論文 

・Nobuyoshi Takahashi, Quandle varieties, generalized symmetric spaces and φ-spaces, Transform. 
Groups 21 (2016), 555-576. 

 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）高橋宣能，Quandles in algebraic and arithmetic geometry，The 10-th Anniversary 
Tokyo-Seoul Conference in Mathematics - Algebraic/Arithmetic/Complex Geometry, 2015年12月

５日，東京大学大学院数理科学研究科． 
 ・（招待講演）高橋宣能，Quandles associated to arithmetic schemes，Low dimensional topology and 

number theory VIII，2016年３月25日，九州大学産学官連携イノベーションプラザ． 
 
 
平之内俊郎（助教） 

 

○研究概要 

 今年度は主に，有限体上の多様体に関するHermite-Minkowski型の有限性定理と，局所体上の曲
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線の類体論について研究した。前者については，まずG. Wiesendの高次元類体論にあったように，

多様体の被覆に対して，多様体内の全ての曲線に制限して，曲線の分岐理論を用いることで，も

との被覆の分岐を制限することができる。同じアイデアでｌ進層の分岐を制限したｌ進層の有限

性定理を用いることで，分岐と次数を制限した有限体上の多様体のエタール被覆は有限個である

ことが分かった。論文を書き上げて現在投稿中である。類体論については，すでに論文を書いて

投稿しているが，その後修正すべき点が見つかり，大幅に論文を書き直した。 

○論文

・Toshiro Hiranouchi, Milnor K-groups attached to elliptic curves over a p-adic field, Functiones et 
Approximatio 54 (2016), 39-55. 

 
○国際会議での講演

 ・（招待講演）平之内俊郎，East Asia Number Theory Conference, 2015年８月24日，春川（韓国）． 
 

 

宮谷和尭（特任助教） 

 

○研究概要 

 p-進超幾何微分方程式の性質を研究した。具体的には，p-進超幾何微分方程式の定める過収束

F-アイソクリスタルの，特異点における局所モノドロミーを計算した。そのためには，p-進局所

フーリエ変換の理論を完成させる必要があり，そのために複素数体上のD-加群に関するArinkin 
(2008)の手法を援用することを試みた。 
 

○国内学会での講演 

・（依頼講演）宮谷和尭，複素領域の微分方程式，漸近解析とその周辺，平成28年３月，広島大

学． 

・（依頼講演）宮谷和尭，第３回岡山－広島代数学シンポジウム，平成28年３月，岡山大学． 
 
 
多様幾何講座 

 

作間 誠（教授） 

 

○研究概要 

(1) 双曲２橋絡み目群およびHeckoid群の放物的生成対は，上方あるいは下方メリディアン対に限

ることを，Adams-Boileauの観察およびアレクサンダー不変量を用いることにより証明した。こ

れは，昨年度にDonghi Leeとの共同研究で得ていた結果を完全に一般化し，Ian Agolがアナウン

スしていた結果に別証明を与えるものである。応用として，２橋絡み目群の間の全射準同型が

メリディアン保存であり，従ってOhtsuki-Riley-Sakuma構成により得られるものに限ることを証

明した。（相見俊介，Donghi Leeとの共同研究） 
(2) 双曲的交代絡み目補空間のThurston-Yokota分解の辺のホモトピー類は非自明であることを証

明した。これにより，この分解が定める貼り合わせ方程式の解で，忠実離散表現を導くものが
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存在することが証明された。（横田佳之との共同研究） 
 

○論文 

 ・Ken’ichi Ohshika and Makoto Sakuma, A Subgroups of mapping class groups related to Heegaard 
splittings and bridge decompositions, Geometriae Dedicata 180 (2016), 117-134. 

 

○国際会議での講演 

 ・（招待講演）Makoto Sakuma，Invariants in low-dimensional geometry，2015年８月10日～８月14

日，アンカラ（トルコ）． 
 ・（招待講演）Makoto Sakuma，Topology and geometry of low dimensional manifolds，2015年10月

27日～10月30日，奈良． 
 ・（招待講演）Makoto Sakuma，Workshop on Teichmüller theory and low dimensional topology，2016

年１月11日～１月15日，三亜（中国）． 
 
○国内学会での講演 

 ・（招待講演）作間 誠，東京大学火曜トポロジーセミナー，2015年６月30日，東京大学． 
 ・（一般講演）作間 誠，拡大KOOKセミナー，2015年８月18日～８月21日，神戸大学． 

 ・（招待講演）作間 誠，N-KOOKセミナー，2015年12月19日，大阪市立大学文化交流センター． 

 ・（依頼講演）作間 誠，「リーマン面，不連続群」研究集会，2016年２月13日～２月15日，東

京工業大学． 
 
 
田丸博士（教授） 

 

○研究概要 

 平成27年度に行った研究および得られた結果は，以下の通り： 
(1) 久保亮（広島修道大学），奥田隆幸（本専攻）と共同で，リーマン対称空間内の全測地的曲面

の研究を行った。特に，全測地的曲面と冪零軌道との対応を示し，また既約エルミート対称空

間内の全測地的複素曲線の分類を行った。これらの結果は国際研究集会で発表された。論文は

現在執筆中である。 

(2) 木村健太郎（本専攻大学院生），久保亮（広島修道大学），奥田隆幸（本専攻）と共同で，AI
型と呼ばれる対称空間内の全測地的部分多様体の研究を行い，階数が３以下の場合に完全な分

類を与えた。論文は現在執筆中である。 
(3) Jong Taek Cho（Chonnam National University，韓国），橋永貴弘（北九州高専），久保亮（広島

修道大学），武富雄一郎（本専攻大学院生）と共同で，(¥kappa, ¥mu)-空間と呼ばれる然るべき性

質をみたす接触多様体に関する研究を行った。先行研究により，これらの空間がリッチソリト

ンならば(¥kappa, ¥mu)=(0,0)または(0,4)であることが知られていた。我々の研究により，単連結

な(0,4)空間は非コンパクト実グラスマン多様体の等質超曲面として実現できること，また実際

に任意の次元においてリッチソリトンであることが示された。これらの結果は国際研究集会で

発表された。論文は現在執筆中である。 
(4) Jurgen Berndt（King’s College London，2016年３月は本専攻特任教授）と共同で，非コンパク

ト型既約対称空間へのpolar作用で，全測地的な主軌道をもつものを分類した。そのような作用
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を許容するものは，実双曲空間に限る。論文は現在執筆中。 
 
○論文 

 ・Shinobu Fujii and Hiroshi Tamaru, Moment maps and isoparametric hypersurfaces in spheres --- 
Hermitian cases, Transf. Groups 20 (2015), 417-436. 

 ・Hiroshi Tamaru, 対称空間論の離散化とカンドル代数，Part II，In: 研究集会「部分多様体論・

湯沢2014」記録集，55-60 (2015). 
 ・Sadahiro Maeda and Hiroshi Tamaru, Naturally reductive homogeneous real hypersurfaces in a nonflat 

complex space form, Topology Appl. 196 (2015), 675-683. 
 
○国際会議での講演 

・（招待講演）Hiroshi Tamaru，On totally geodesic surfaces in symmetric spaces and applications，
Workshop in honor of Professor Hiroo Naitoh's retirement，2016年３月５日，山口大学． 

・（招待講演）Hiroshi Tamaru，Realizations of some contact metric manifolds as Ricci soliton real 
hypersurfaces，The 11th OCAMI-RIRCM Joint Differential Geometry Workshop on Submanifolds 
and Lie Theory，2016年３月21日，大阪市立大学． 

 
○国内学会での講演 

 ・（招待講演）Hiroshi Tamaru，Milnor-type theorems for left-invariant metrics，筑波大学微分幾何学

火曜セミナー，2015年10月27日，筑波大学． 
 ・（招待講演）Hiroshi Tamaru，対称空間論の離散化とカンドル代数，大阪大学数学教室談話会，

2015年12月７日，大阪大学． 
 
 
古宇田悠哉（准教授） 

 

○研究概要 

 任意の閉３次元多様体は，ある種数ｇの閉曲面により２つのハンドル体に分解される。この分

解をその多様体の種数ｇ Heegaard分解と呼ぶ。Heegaard分解の複雑度はHempel距離と呼ばれる非

負整数ではかられる。 
種数が２未満のHeegaard分解に対しては，それを許容する３次元多様体，およびそれらの

Heegaard分解の写像類群（Goeritz群）の構造が完全に解明されている。そこで，特にHempel距離

が０である種数２のHeegaard分解に対し，そのGoeritz群の有限表示を与えることを目標に研究を

行っている。（種数２のHeegaard分解のGoeritz群の構造の解明は，直ちに，結び目解消トンネル全

体の集合の構造解明への応用を含んでいる。）このタイプのHeegaard分解を許容する３次元多様体

は，３次元球面，２次元球面と円周との直積，レンズ空間，およびそれらの連結和（可約な多様

体）に限られる。これらのうち，３次元球面についてはすでに有限表示が知られており，また，

昨年度までの研究により，２次元球面と円周との直積，一部のレンズ空間，可約な多様体につい

て，Goeritz群の有限表示を与えていた。本年度は，S. Cho氏との共同研究により，残されたすべ

てのレンズ空間に対して，Goeritz群の有限表示を与えることに成功し，論文を執筆中である。証

明は円盤複体の構造の精密な分析によるが，一般的な状況ではこの複体は連結でないため，さら

に巨視的な観点からこの複体の構造を俯瞰することにより求めていた表示を得た。また，副産物
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として，レンズ空間内のトンネル数が１である絡み目の結び目解消トンネルの全体の構造を記述

する，Haken球面複体の組み合わせ構造を明らかにした。 
 
○論文 

 ・Yuya Koda, Automorphisms of the 3-sphere that preserve spatial graphs and handlebody-knots, 
Mathematical Proceedings of the Cambridge Philosophical Society 159 (2015), 1-22. 

 ・Sangbum Cho and Yuya Koda, Disk complexes and genus two Heegaard splittings for nonprime 
3-manifolds, International Mathematics Research Notices IMRN2015 (2015), 4344-4371. 

 ・Sangbum Cho and Yuya Koda, The Goeritz groups of Heegaard splittings for 3-manifolds, 数理解析

研究所講究録 1960 “Intelligence of Low-dimensional Topology” (2015), 46-58. 
 ・Yuya Koda and Makoto Ozawa, Knot homotopy in subspaces of the 3-sphere, Pacific Journal of 

Mathematics 282 (2016), 389-414. 
 ・Masaharu Ishikawa and Yuya Koda, Stable maps and branched shadows of 3-manifolds, 数理解析研

究所講究録 1991 “Topology, Geometry and Algebra of low-dimensional manifolds” (2016), 
88-97. 

 
○国際会議での講演 

・（招待講演）古宇田悠哉，The Goeritz groups of Heegaard splittings for 3-manifolds（Sangbum Cho
氏との共同研究），研究集会 “Intelligence of Low-dimensional Topology"，2015年５月21日，

京都大学数理解析研究所． 
・（招待講演）古宇田悠哉，Stable maps and branched shadows of 3-manifolds（石川昌治氏との共同

研究），京都大学数理解析研究所合宿型セミナー  “Topology, Geometry and Algebra of 
low-dimensional manifolds"，2015年５月26日，沼津KKRはまゆう． 

・（招待講演）古宇田悠哉，The tree of tunnels for knots in S^2×S^1（Sangbum Cho氏との共同研究），

AMS Sectional Meeting “Special Session on Spatial Graphs"，2015年10月25日，California State 
University，Fullerton（アメリカ）． 

 
○国内学会での講演 

 ・（招待講演）古宇田悠哉，Heegaard分解のGoeritz群－有限表示とその応用－（Sangbum Cho氏
との共同研究），東京理科大学特異点・トポロジーセミナー，2015年７月３日，東京理科大

学． 
 ・（招待講演）古宇田悠哉，Heegaard分解のGoeritz 群（Sangbum Cho氏との共同研究），東工大

トポロジーセミナー，2015年７月15日，東京工業大学． 
 ・（招待講演）古宇田悠哉，Arc complexes, sphere complexes and Goeritz groups（Sangbum Cho氏，

Arim Seo氏との共同研究），農工大セミナー，2015年７月31日，東京農工大学． 
 ・（招待講演）古宇田悠哉，ハンドル体結び目のモジュライ空間について，研究会「ハンドル体

結び目とその周辺VIII」，2015年９月26日，早稲田大学． 
 ・（招待講演）古宇田悠哉，３次元多様体の安定写像と分岐シャドー（石川昌治氏との共同研究），

N-KOOKセミナー，2015年10月３日，大阪市立大学文化交流センター． 
 
 
土井英雄（准教授） 
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○研究概要 

平面結晶群とTilingの研究： 
Branko Grünbaum & G.C. Shephard (1977)により合同なtilesによる等質tilingには81個の同型類が

あることが示されている。同型ということの定義を数学的に明確にし以前の研究者の数え落とし

を補う重要な論文であるが，証明は多くのcase by caseの考察を含みしかも詳細は記述されていな

い。これに対しJohn H. Conway, Heidi Burgiel Chaim Goodman-Strass : The Symmetries of Things 
(2008)ではorbifoldsの視点から等質tilingを扱えることが述べられている。しかしこの本の表には数

え落としがあり証明が述べられているわけではないので81個の同型類の数え上げをtopologicalに
行うことを目標とし細部を検討中である。 

また Grünbaum & Shephardは等質tilingにおいてtileが凸に取れる場合tilingの対称群の Dirichlet
領域で実現できるかどうかを未解決としているので，これを検討するために平面結晶群のDirichlet
領域をinteractiveに表示するprogramを作成し実現の可否を検討している。また非凸の場合にも

Dirichlet領域のEscher化により実現できるかどうかを検討している。 
 
 
奥田隆幸（助教） 

 

○研究概要 

これまでの研究において，擬リーマン半単純対称空間上のSL(2,R)の固有な作用の分類アルゴリ

ズムを与え，さらに曲面群の固有不連続作用が存在する場合には必ずSL(2,R)の固有な作用が存在

することを証明した。当該年度における研究では擬リーマン半単純対称空間上のSO(n,1)の固有な

作用の分類，および，SO(n,1)の一様格子の固有不連続作用とSO(n,1)の固有な作用の関係について

調べることを目的とした。特に特定の設定においては研究目標を達成し，大阪市立大学において

開催された研究集会「The 11-th OCAMI-KNU RIRCM Joint Differential Geometry Workshop on 
Submanifolds and Lie theory」において成果を発表した。 
 
○論文 

 ・奥田隆幸，アソシエーションスキームの商集合についてのDelsarte理論，第32回代数的組合せ

論シンポジウム講究録 (2015)，113-128． 
 ・奥田隆幸，曲面群と同型な基本群を持つ擬リーマン局所対称空間について，研究集会「リー

マン面に関連する位相幾何学」予稿集 (2015)，30-36． 
 ・奥田隆幸，リーマン対称空間中の全測地的曲面と冪零軌道，研究集会「部分多様体幾何とリ

ー群作用2015」予稿集 (2015)，7pp． 
 ・Eiichi Bannai, Takayuki Okuda and Makoto Tagami, Spherical designs of harmonic index $t$, J. 

Approx. Theory 195 (2015), 1-18． 
 ・Masatake Hirao, Takayuki Okuda and Masanori Sawa, Some remarks on cubature formulas with linear 

operators, J. Math. Soc. Japan 68 (2016), 711-735． 
 ・Takayuki Okuda, Homogeneous space with non virtually abelian discontinuous groups but without any 

proper SL(2,R)-action, Internat. J. Math. 27 (2016), 1650018[7 pages]． 
 
○国際会議での講演 
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・（依頼講演）Takayuki Okuda，Pairs of conjugacy classes of reflective submanifolds of Riemannian 
symmetric spaces with discrete intersections，The 11-th OCAMI-KNU RIRCM Joint Differential 
Geometry Workshop on Submanifolds and Lie Theory，2016年３月，大阪市立大学（大阪市）． 

 
○国内学会での講演 

 ・（依頼講演）奥田隆幸，コンパクト対称空間上の調和解析とデザイン理論，駒場応用代数セミ

ナー＠愛媛，2015年４月，愛媛大学（愛媛県）． 

 ・（依頼講演）奥田隆幸，コンパクト対称空間上の符号理論と調和解析，ＲＩＭＳ研究集会「幾

何学・組合せ論に現れる環と代数構造」，2015年６月，京都大学数理解析研究所（京都府）． 
 ・（依頼講演）奥田隆幸，アソシエーションスキームの商集合についてのDelsarte理論，第32回

代数的組合せ論シンポジウム，2015年６月，金沢大学サテライト・プラザ（石川県）． 

 ・（依頼講演）奥田隆幸，曲面群と同型な基本群を持つ擬リーマン局所対称空間について，研究

集会「リーマン面に関連する位相幾何学」，2015年８月，東京大学（東京都）． 

 ・（一般講演）奥田隆幸，複素旗多様体内の二つの実形の交叉，第62回幾何学シンポジウム，2015

年８月，東京理科大学（東京都）． 

 ・（依頼講演）奥田隆幸，リーマン対称空間中の全測地的曲面と冪零軌道，研究集会「部分多様

体幾何とリー群作用2015」，2015年９月，東京理科大学（東京都）． 
 ・（依頼講演）奥田隆幸，Totally geodesic surfaces in Riemannian symmetric spaces and nilpotent orbits，

第42回変換群論シンポジウム，2015年11月，金沢勤労者プラザ（石川県）． 
 ・（依頼講演）奥田隆幸，コンパクト対称空間におけるDelsarte理論，淡路島幾何学研究集会2016，

2016年１月，国民宿舎慶野松原荘（兵庫県）． 

 ・（依頼講演）奥田隆幸，アソシエーションスキームの商についてのDelsarte理論，第３回岡山

－広島代数学シンポジウム，2016年３月，岡山大学理学部（岡山県）． 
 
 
安井弘一（助教） 

 

○研究概要 

 平成27年度の主な研究成果は以下の通りである。 
(1) 互いにエキゾチックな４次元多様体対を表示する枠付結び目の対の例は散発的なものしかな

く，また枠が-1の場合に限られていた。私はコルクツイストの新しい表示方法を開発すること

により，そのような枠付結び目対を組織的に構成する方法を与えた。応用として，「２つの結び

目が０手術で同じ３次元多様体を生むならば，それらはコンコーダントである」という1978年

のAkbulut-Kirby予想を否定的に解決した。成果をまとめた論文を専門誌に投稿中である。 
(2) Stein構造を持たないコンパクト可縮４次元多様体の存在問題は４次元可微分ポアンカレ予想

と密接に関連する重要な問題である。ところで，枠付結び目で表示される４次元多様体は，枠

が最大Thurston-Bennequin数より小さければ，Stein構造を持つことがよく知られている。私は，

「この事実の逆は成立しない」，「Stein構造を持たないコンパクト可縮４次元多様体が存在する」

の少なくとも一方の主張は正しいことを示した（J. Symplectic Geom., to appear）。 
(3) ４次元Steinハンドル体を用いることで，最大Thurston-Bennequin数（結び目の不変量であり低

次元トポロジーに様々な応用を持つ）の新しい決定法を与えた。特に既存の方法では決定不可

能と思われる多数の例に対し，最大Thurston-Bennequin数を決定した。応用として，「結び目の
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Legendre手術で得られる３次元多様体は既約である」というLidman-Sivekの予想を否定的に解決

した（Compositio Math., to appear）。 
(4) ４次元多様体上のStein構造は５次元オープンブックを経由することで５次元多様体上の接触

構造を与える。私はAkbulutとの共同研究で，接触３次元多様体のStein充填の微分構造の違いが

５次元多様体上の接触構造に反映されるとは限らないことを示した（主に26年度の研究内容，

Math. Res. Lett., 2015）。 
 
○論文

 ・S. Akbulut and K. Yasui, Contact 5-manifolds admitting open books with exotic pages, Math. Res. Lett. 
22 (2015), 1589-1599. 

 
○国際会議での講演 

・（招待講演）K. Yasui，Branched Coverings, Degenerations, and Related Topics 2016，2016年３月，

広島大学． 
 
○国内学会での講演 

 ・（依頼講演）安井弘一，広島大学トポロジー・幾何セミナー，2015年４月，広島大学． 
 ・（依頼講演）安井弘一，Friday Seminar on Knot Theory，2015年６月，大阪市立大学． 

 ・（一般講演）安井弘一，日本数学会2015年度秋季総合分科会，2015年９月，京都産業大学． 
 ・（一般講演）Selman Akbulut，安井弘一，日本数学会2015年度秋季総合分科会，2015年９月，

京都産業大学． 

 ・（一般講演）安井弘一，研究集会「４次元トポロジー」，2015年11月，大阪市立大学． 

 ・（一般講演）安井弘一，接触構造，特異点，微分方程式及びその周辺，2016年１月，金沢大学． 

 ・（一般講演）安井弘一，日本数学会2016年度年会，2016年３月，筑波大学． 

 ・（一般講演）安井弘一，日本数学会2016年度年会，2016年３月，筑波大学． 

 ・（招待講演）安井弘一，微分トポロジー16，2016年３月，筑波大学． 

 

 

数理解析講座 

 

川下美潮（教授） 

 
○研究概要

 熱方程式の境界値逆問題について研究を行った。その解析方法は，扱っている境界値逆問題の

設定から自然に決まる「指示関数」と呼ばれる関数を導入し，この関数の漸近挙動を解析するこ

とにより空洞や介在物の情報を引き出すものである。この漸近挙動の解析がこの研究の本質的な

所であり，研究の特徴としてはこの部分をレゾルベントの漸近挙動を用いた解析を行うことにあ

る。今年度はこれまで扱ってきたものよりも複雑な場合である空洞が複数の狭い意味で凸なもの

からなる場合について研究を行った。その結果，外部の境界（すなわち，逆問題の観測データを

得る部分）の形状が，漸近挙動を調べるために導入する関数の特異点（この点を考えている物体

の外に仮想的に一つ取ることにより「指示関数」を導入している）を中心とする球の一部になっ

ていないという状況下では，空洞が凸な場合と同じ結論になることが証明できた。例えば，外部

Ｉ－ 33



Ⅰ－34 

の境界が球面ならこの状況に合致することがすぐに分かる。また，中心が異なる３つの球があり

それらの中心が直線上にないときはこれらの球の共通部分は無いか，２点になることに注意する

と，指示関数を定める際の特異点を取り替えれば，ここで得られた結論を適用できることが分か

る。このように，空洞が複数の狭い意味で凸なものからなる場合は外部の境界に条件が付くがそ

の条件はとても緩やかなものであり，この結果はかなりの部分で適用可能となり，その応用範囲

は広いものと思われる。 
 
○国内学会での講演 

 ・（依頼講演）川下美潮，ひこね解析セミナー，2015年６月６日，彦根勤労福祉会館たちばな２

階研修室． 
 
 
吉野正史（教授） 

 

○研究概要 

 本年度の研究実績は以下のとおりである。 
(1) １階の偏微分方程式に対するparametric Borel総和法に対して前年度に得た結果を不確定特異

点を持つ場合に拡張した。 
(2) 合流型大久保方程式でハミルトン系に表示できるものおよびそれの非線形摂動であるハミル

トン系に対して不確定特異点あるいは確定特異点の近傍でのモノドロミーを具体的に計算した。

また不確定特異点が２つ以上あるような線形合流型大久保系に対してすべての不確定特異点で

のモノドロミーを計算した。参考文献：Monodromy of confluent hypergeometric system of Okubo 
type, RIMS Kokyuroku Bessatsu B57 (2016), 281-296． 

(3) 広島数理解析セミナーで通年で定期的に研究会を開催して国内外から講師を招聘して研究討

論を実施した。詳細は，広島大学大学院理学研究科数学専攻のホームページと広島大学大学院

理学研究科数学専攻の吉野正史のホームページで公開されている。 

(4) 2016年３月に広島大学で「複素領域の微分方程式，漸近解析とその周辺」の研究集会を開催

し，参加者と研究討論を行った。詳細は，広島大学大学院理学研究科数学専攻の吉野正史のホ

ームページで公開されている。 

(5) 国立環境研究所の田中嘉成主任研究員と環境リスク評価モデルに漸近解析理論を適用し，進

化型３種系のロトカボルテラモデルを研究した。 

(6) 2015年９月にポーランドバナッハセンターで開催された国際会議で招待講演を行った。 

(7) 広島大学の佐々木良勝氏（現在は久留米工業大学所属）と共同研究で合流型大久保方程式の

非線形摂動で特異点が２つあるような場合に大域的な非可積分性と局所的な可積分性が同時に

成立するような例を構成した。この研究は継続する。 
 
○論文 

 ・M. Yoshino and H. Yamazawa, Borel summability of some semilinear system of partial differential 
equations, Opuscula Mathematica 35 (2015), 825-845. 

 ・M. Yoshino, Analytic continuation of Borel sum of formal solution of semilinear partial differential 
equation, Asymptotic Analysis 92 (2015), 65-84. 

 ・Masafumi Yoshino, Semi-formal solution and monodromy of some confluent hypergeometric equations, 
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RIMS Kokyuroku Bessatsu B52 (2015), 255-262. 
 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）Masafumi Yoshino，Analytic, Algebraic and Geometric Aspects of Differential Equations 
2015，2015年９月６日～９月19日，Banach Center (Poland)． 

 ・（招待講演）Masafumi Yoshino，Microlocal Analysis and Singular Perturbation Theory，2015年10

月５日～10月９日，ＲＩＭＳ (Kyoto)． 
 ・（招待講演）Masafumi Yoshino，Algebraic Analytic Methods，2015年12月８日～12月11日，ＲＩ

ＭＳ (Kyoto)． 
 
○国内学会での講演 

 ・（一般講演）Masafumi Yoshino，日本数学会2016年度年会，2016年３月16日～３月19日，筑波

大学． 

滝本和広（准教授） 

 

○研究概要 

完全非線形の楕円型・放物型偏微分方程式に対し，その境界値問題の可解性および解の性質に

ついて研究を行っている。本年度行った研究は以下の通りである。 
(1) 極小曲面に関してBernsteinは「R2全体で定義された関数z=f(x,y)が極小曲面方程式を満たすな

らば，fはx,yに関する１次式である」という定理を証明した。このようなBernstein型定理の類似

物は多くの偏微分方程式で成立することが期待される。前年度に我々はある種の放物型

k-Hessian方程式に対してBernstein型定理が成立することを証明しており，この結果をまとめた

論文がNonlinear Analysis誌に掲載された。（中森さおり氏（広島大学）との共同研究） 
(2) しかし，(1)の結果は–ut Fk(D2u)=1という特定の偏微分方程式に対するもので限定的であった。

本年度はこの研究を発展させ，より一般の放物型k-Hessian方程式に対してもBernstein型定理が

成立するという結果を得た。この結果は熱方程式，放物型Monge-Ampère方程式を含む，これま

で研究がなされてきた多くの放物型k-Hessian方程式に対して適用可能である。本結果をまとめ

た論文はSpringer Proceedings in Mathematics & Statistics誌に掲載されることが決定している。（中

森さおり氏（広島大学）との共同研究） 
(3) ある条件を満たす一般の完全非線形楕円型・放物型偏微分方程式の粘性解において，１つの

等高面は常に除去可能であるという結果を既に得ているが，この定理の拡張について考察した。 
 
○論文 

 ・Saori Nakamori and Kazuhiro Takimoto, A Bernstein type theorem for parabolic $k$-Hessian equations, 
Nonlinear Anal. 117 (2015), 211-220. 

 ・Saori Nakamori and Kazuhiro Takimoto, Entire solutions to generalized parabolic $k$-Hessian 
equations, Proceedings of the 4th Italian-Japanese workshop on Geometric Properties for 
Parabolic and Elliptic PDE's, Springer Proceedings in Mathematics & Statistics, to appear. 

 
○総説・解説 

Ｉ－ 35



Ⅰ－36 

・滝本和広，数セミメディアガイド，数学セミナー2016年１月号，日本評論社． 
 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）Kazuhiro Takimoto，Entire solution to the generalized parabolic $k$-Hessian equation, 
Geometric Properties for Parabolic and Elliptic PDE's，4th Italian-Japanese Workshop，2015年５

月，Grand Hotel San Pietro，Palinuro（イタリア）． 
 ・（依頼講演）Kazuhiro Takimoto，On a Bernstein type theorem for some types of parabolic Hessian 

equations，ＲＩＭＳ研究集会「偏微分方程式の漸近問題と粘性解」，2015年12月，京都大学

数理解析研究所． 
 ・（依頼講演）Kazuhiro Takimoto，Bernstein type theorem for some types of parabolic Hessian equations，

第33回九州における偏微分方程式研究集会，2016年１月，九州大学西新プラザ． 
 
○国内学会での講演 

 ・（特別講演）滝本和広，Entire solutions to some types of parabolic Hessian equations，日本数学会

2015年度秋季総合分科会（函数方程式論分科会），2015年９月，京都産業大学． 
 ・（依頼講演）滝本和広，Bernstein type theorem for the generalized parabolic $k$-Hessian equation，

京都大学ＮＬＰＤＥセミナー，2015年10月，京都大学． 
 ・（依頼講演）滝本和広, Entire solutions to the generalized parabolic $k$-Hessian equation，熊本大学

応用解析セミナー，2015年11月，熊本大学． 
 ・（依頼講演）滝本和広, 放物型$k$-Hessian方程式に対するBernstein型定理，偏微分方程式の最

大値原理とその周辺，2016年３月，北海道大学． 
 
 
平田賢太郎（准教授） 

 

○研究概要 

 p-ラプラス作用素と非線形湧出項または吸収項を含む準線形楕円型方程式に対する除去可能集

合について考察した。通常のラプラス作用素のときとは違って，優調和関数に対する大域的なリ

ースの分解定理は存在しないが，キルペライネンとマリーによって確立されたウルフポテンシャ

ルを含む局所的評価を上手く用いることで解の増大条件から除去可能集合の次元を決定すること

が可能になる。このことに注意して非線形湧出項を伴うp-ラプラス方程式に対して次のことを明

らかにした：一様ミンコフスキー条件を満たすコンパクト集合はその次元に関係する増大条件を

満たす正値解に対して除去可能である。また，最大値原理による方法で吸収項を伴うp-ラプラス

方程式に対して同様の結果を得ることができた。さらに，自らが確立した熱核評価を用いて，リ

プシッツ領域上の境界点に特異点をもち時間無限でマルチン核と同じ挙動をもつ定常解に収束す

るような半線形熱方程式の正値解の存在を明らかにした。 
 
○論文 

 ・Kentaro Hirata，Positive solutions with a time-independent boundary singularity of semilinear heat 
equations in bounded Lipschitz domains, Nonlinear Anal. 134 (2016), 144-163. 

 
○国内学会での講演 
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 ・（招待講演）平田賢太郎，駒場調和解析セミナー，2016年１月９日，東京大学． 

 ・（一般講演）平田賢太郎，研究集会「ポテンシャル論とその関連分野」，2016年２月１日，北

海道大学． 

倉 猛（助教） 

 

○研究概要 

 リーマン多様体上のラプラシアン比較定理の研究を行った。 
 

 

佐々木良勝（助教） 

 

○研究概要 

微分方程式に従う特殊函数，就中，パンルヴェ方程式の解たるパンルヴェ超越函数，およびそ

の一般化について，主に複素解析的な手法を用いて解析的・幾何的性質を調べるとともに，その

数理物理学への応用を調べている。本年度行った研究は以下の通りである。 
(1) 重み付き切頂正多面体上の離散ソボレフ不等式の最良定数を調べた。亀高らによる既知の結果

をより実在の分子に近い系に拡張する試みの端緒である。 
(2) 吉野正史氏（広島大学）との共同研究として，合流型超幾何微分方程式の一般化として得られ

るある可積分力学系について，摂動により局所的な可積分性はなお保たれているが，大域的な

可積分性が一般には崩れてしまうことを示した論文に改良を加えた。 
 
○論文 

 ・Y. Sasaki, The best constant of discrete Sobolev inequality on a weighted truncated tetrahedron, World J. 
Engi. Tech. 3 (2015), 149-154. 

 ・Y. Sasaki, Weierstrass' elliptic function solution to the autonomous limit of the string equation, J. Appl. 
Math. Phys., in printing. 

 ・◎Y. Sasaki and M. Yoshino, Nonintegrability of Hamiltonian system perturbed from integrable system 
with two singular points, Mathematische Zeitschrift, in printing. 

 
○著書 

 ・河東泰之監修，佐々木良勝, 鈴木香織, 竹縄知之編著，五十川 読，上松和弘，奥村昌司，友

安一夫，中村 元，西川雅堂，濵田さやか，原本博史，藤井 忍，松宮 篤，南 貴之執

筆，応用数学，LIBRARY工学基礎＆高専TEXT T4，数理工学社，東京，2015． 
 ・河東泰之監修，佐々木良勝, 鈴木香織, 竹縄知之編著，五十川 読，上松和弘，奥村昌司，友

安一夫，中村 元，西川雅堂，濵田さやか，原本博史，藤井 忍，松宮 篤，南 貴之執

筆，応用数学問題集，LIBRARY工学基礎＆高専TEXT E4，数理工学社，東京，2015． 
 
○国際会議での講演 

 ・（一般講演）Y. Sasaki，The best constant of discrete Sobolev inequality on a weighted truncated 
tetrahedron，The 5th World Congress on Engineering and Technology (CET2015)，2015年10月23
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日～10月25日，Suzhou，China． 
 
○国内学会での講演 

・（一般講演）佐々木良勝，重み付き切頂正４面体上のある離散解析について，函数方程式論

サマーセミナー，2015年８月５日～８月８日，文部科学省共済組合箱根宿泊所四季の湯強

羅静雲荘． 
・（一般講演）佐々木良勝，Weierstrass' elliptic function solution to the autonomous limit of the string 

equation，日本数学会2015年度秋季総合分科会，2015年９月13日～９月16日，京都産業大

学． 
・（一般講演）佐々木良勝，The best constants of discrete Sobolev inequality on weighted truncated 

polyhedra，可積分系ウィンターセミナー2016，2016年１月23日～１月25日，KKR湯沢ゆき

ぐに． 
 
 
確率統計講座 

 

井上昭彦（教授） 

 

○研究概要 

井上等により過去20年近く発展させられてきた確率過程に対する予測理論的手法は，最近の研

究代表者および笠原雪夫氏・Mohsen Pourahmadi氏との共同研究による一連の成果（[Proc. Amer. 
Math. Soc. 144 (2016), 1779-1786]，[Integr. Equ. Oper. Theory 84 (2016), 289-300]および投稿中の論文

一つ）により，新たな発展の段階に入ったといえる。この井上・笠原・Pourahmadiの研究は，そ

れまで１次元過程に限定されていた結果を多次元過程へと拡張するという問題の解決のために行

われたものであるが，結果として，いくつかの新しい道具の開発を導くことになり，それがさら

に次の理論の発展へとつながることが見えてきたというのが，2015年度の研究の大まかな内容で

ある。具体的には，次の２つの成果が挙げられる： 
(1) 記憶を持つ連続時間過程の確率解析への応用（笠原雪夫・仲村勇祐両氏との共同研究）。井上・

笠原・Pourahmadiの研究は，多次元離散時間定常過程を対象として行われた。しかし，以前の

１次元過程に対する研究での類推から，そのような多次元での最も単純な設定で開発された手

法は，記憶を持つ多次元連続時間過程の確率解析にも自然に適用されることが，期待されてい

た。2015年度の研究では，その方向での最初の成果が得られた。また，１次元連続過程でも，

新しい成果が得られた。 
(2) 時系列に対する新しいブートストラップの開発（清水亮・笠原雪夫両氏との共同研究）。井上・

笠原・Pourahmadiの研究に現れた手法を応用することで，時系列に対する新しいブートストラ

ップ法の開発を行った。 
 
○論文 

 ・A. Inoue, S. Moriuchi and Y. Nakamura, A Vasicek-type short rate model with memory effect, 
Stochastic Analysis and Applications 33 (2015), 1068-1082． 

 ・井上昭彦，森内慎吾，仲村勇祐，Vasicekモデルのひとつの拡張，数理解析研究所講究録 1952 
(2015)，157-164． 
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・Y. Kasahara, A. Inoue and M. Pourahmadi, Rigidity for matrix-valued Hardy functions, Integral 
Equations and Operator Theory 84 (2016), 289-300． 

 ・A. Inoue, Y. Kasahara and M. Pourahmadi, The intersection of past and future for multivariate 
stationary processes, Proceedings of the American Mathematical Society 144 (2016) 1779-1786． 

 

○国際会議での講演 

 ・（一般講演）Akihiko Inoue，38th Conference on Stochastic Processes and their Applications，2015

年７月14日，Oxford (UK)． 
 

○国内学会での講演 

 ・（一般講演）井上昭彦，笠原雪夫，Mohsen Pourahmadi, Rigidity for matrix-valued functions，日

本数学会2015年度秋季総合分科会，2015年９月14日，京都産業大学（京都市）． 
 ・（招待講演）笠原雪夫，井上昭彦，Mohsen Pourahmadi，Rigidity for matrix-valued functions，実

解析学シンポジウム2015，2015年10月24日，東邦大学習志野キャンパス（千葉県船橋市）． 
 ・（招待講演）仲村勇祐，井上昭彦，Vasicek-type short rate models with memory effect，ファイナ

ンスの数理解析とその応用，2015年11月17日，京都大学数理解析研究所（京都市）． 
 

 

若木宏文（教授） 

 

○研究概要 

 経時データ解析手法に関するモデル選択の研究を行った。ランダム効果を含む成長曲線モデル

に関するカルバックライブラー擬距離に基づくリスクの漸近展開を導出し，２次までの漸近不偏

推定量を構築することにより，AIC型のモデル選択規準を提案した。 
 
○論文 

 ・◎Yanagihara, H., Wakaki, H. and Fujikoshi, Y., A consistency property of the AIC for multivariate 
linear models when the dimension and the sample size are large, Electronic Journal of Statistics 9 
(2015), 869-897. 

 

○国内学会での講演 

 ・（一般講演）若木宏文，ランダム係数を持つGMANOVAモデルの変数選択規準，2015年度科学

研究費シンポジウム「大規模複雑データの理論と方法論：最前線の動向」，2015年11月16

日～11月18日，筑波大学． 
 ・（招待講演）若木宏文，ランダム係数を持つGMANOVAモデルの変数選択規準，第10回日本統

計学会春季集会，2016年３月５日，東北大学． 

 
 
岩田耕一郎（准教授） 

 

○研究概要 

 複素１次元トーラス上の点過程が定める有理関数確率場の多重相関関数を有理点上で評価して
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得られる保型形式が研究対象である。対象とする確率場で表現可能な保型形式の特徴付けに関心

がある。確率場単独では表現可能性は乏しいが，数ｎの分割型に着目して，確率場の汎関数を構

成すると表現可能性が豊かになる。誘導された確率場のシステムは，１位の極で記述される特異

性と極における留数の非自明な関係を表わす１階楕円型微分方程式系を満たすので，その対称性

を，分割に関する母関数を使って解析を行っている。 
 
○著書 

 ・岩田耕一郎, ルベーグ積分 理論と計算手法，森北出版，東京，2015年． 
 

 

栁原宏和（准教授） 

 

○研究概要 

 情報量規準最小化に基づくモデル選択法において，どの規準量を使用すれば良いかという問題

は重要かつ深刻な問題である。情報量規準には，大きく分けて，赤池情報量規準（AIC）に代表

される予測の精度を上げることを目的としたものと，ベイズ情報量規準（BIC）に代表される真の

モデルを選ぶ頻度を上げることを目的としたものの二種類がある。漸近的に真のモデルを選ぶ確

率が１となるような性質を一致性という。一般的に，BICは一致性を持つ規準量であり，AICは一

致性を持たない規準量であることが知られている。この性質は標本数だけを無限大とする大標本

漸近理論により得られたものであるが，パラメータ数が標本数に比べ比較的多い場合，この漸近

理論による漸近近似の精度が悪くなることが知られている。観測値の次元数が大きいような高次

元データにおいて，パラメータ数は次元数の２乗のオーダーの大きさなので，やはり大標本漸近

理論では，漸近近似が悪くなる。そこで，一致性の評価に標本数だけでなく次元数も無限大とす

る大標本高次元漸近理論を用いて再評価を行い，そのような漸近枠組みにおいて，BICは真の構造

により一致性を持たないことがあり，AICは標本数と次元数に依存して，一致性を持つことがあ

ることが示された。 
 
○論文 

 ・◎Yanagihara, H., Wakaki, H. and Fujikoshi, Y., A consistency property of the AIC for multivariate 
linear models when the dimension and the sample size are large, Electronic Journal of Statistics 9 
(2015), 869-897. 

 ・Yuan, K.-H., Tian, Y. and Yanagihara, H., Empirical correction to the likelihood ratio statistic for 
structural equation modeling with many variables, Psychometrika 80 (2015), 379-405. 

 ・Yanagihara, H., Conditions for consistency of a log-likelihood-based information criterion in normal 
multivariate linear regression models under the violation of normality assumption, Journal of the 
Japan Statistical Society 45 (2015), 21-56. 

 ・Yamamura, M., Fukui, K. and Yanagihara, H., Illustration of the varying coefficient model for a tree 
growth analysis from the age and space perspectives, FORMATH 15 (2016), 1-9. 

 
○総説・解説 

・Nagai, I., Takahashi, K. and Yanagihara, H., Information criterion-based nonhierarchical clustering, TR 
No. 15-10, Statistical Research Group, Hiroshima University, 2015. 
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○国際会議での講演 

・（招待講演）Yanagihara, H. and Shimodaira, H.，Consistent information criterion in normal multivariate 
linear regression models even under high-dimensionality，The 9th Conference of the Asian Regional 
Section of the International Association for Statistical Computing (IASC-ARS 2015)，2015年12月

17日～12月19日，Singapore． 
 ・（一般講演）Fukui, K. and Yanagihara, H.，A non-iterative optimization of smoothing parameter in 

penalized spline regression by minimizing GCV，East Asia Regional Biometric Conference 2015，
2015年12月20日～12月22日，Fukuoka． 

 

○国内学会での講演 

 ・（一般講演）栁原宏和，下平英寿，Consistent information criterion for normal multivariate linear 
regression model under high-dimensionality，2015年度統計関連学会連合大会，2015年９月７

日～９月９日，岡山． 
 ・（一般講演）小田凌也，栁原宏和，藤越康祝，Asymptotic non-null distributions of test statistics for 

redundancy in the canonical correlation analysis when the dimension and the sample size are large，
平成27年度日本数学会中国・四国支部例会，2016年１月24日，東広島． 

 
 
大和祐一（助教） 

 

○研究概要 

 無限小には，可逆な無限小と冪零の無限小がある。後者のうち，２乗しても消えないが３乗す

ると消えるものが，伊藤清のcalculusに相当する。 
次の(1)，(2)，(3)を満たすtoposが構成できる。 

(1) object Ｒは順序を備えた体である。（全順序ではない。） 
Ｒにおける方程式x^2=0の解空間（arrow x^2と０のequalizer）Ｄについて，intenal negation ((forall 

d.D)(d=0 disjunction intenal negation (d=0)))である。そういうわけで， 
(2) ｄの１次式a+bd（a,b in Ｒ , d in Ｄ）の transpose (lambda d.D)(a+bd)はR^2からR^Dへの 

isomorphismである。 
したがって，ＲからＲへの任意のarrow ｆについて，f(x+d)=f(x)+f'(x)d（x in Ｒ, d in Ｄ）を満

たすf'が一意に定まる。 
(3) f'(x)>0なら，ｘの或る近傍でｆは増加する。 

こういうtoposについて，f(g(x + d))=f(g(x)+g'(x)d)（x in Ｒ, d in Ｄ）であり，g'(x)dも２乗すると

消えるので，f(g(x+d))=f(g(x))+f'(g(x))g'(x)dとなり，chain ruleを得る。 
まるで，17世紀の数学者の書いたものを読むような印象を受ける方もあろうかと思われるが，

現代数学の言葉で構成されている。 
 

 

橋本真太郎（特任助教） 

 

○研究概要 
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 ベイズ推測における事前分布の選択方法についての研究を行った。特に，正則条件を満たさな

いような非正則な確率分布に対して，ダイバージェンスに基づいた無情報事前分布を導出した。

また，その結果を多次元母数の場合に拡張した。 
 
○論文 

 ・Hashimoto, S. and Koike, K., Bhattacharyya-type information inequality for the Bayes risk, 
Communications in Statistics--Theory and Methods 44 (2015), 5213-5224. 

 ・橋本真太郎，小池健一，Reference prior based on a general divergence for multi-parameter non-regular 
models，京都大学数理解析研究所講究録 1954 (2015)，125-133． 

 

○国内学会での講演 

・（依頼講演）橋本真太郎，広島大学統計グループ金曜セミナー，2015年10月30日，広島大学． 

・（依頼講演）橋本真太郎，研究集会“統計的推測における最近の展開”，2015年12月７日，玄

界ロイヤルホテル，福岡． 

・（依頼講演）橋本真太郎，広島統計談話会，2016年１月15日，放射能影響研究所，広島． 
 
 
総合数理講座 

 

阿賀岡芳夫（教授） 

 

○研究概要 

 ３次元リーマン多様体が４次元ユークリッド空間内に局所等長埋め込み可能となるための必要

十分条件をリーマン多様体の内在的量であらわすための研究を行った。その結果，埋め込み可能

となる条件として曲率テンソルが定めるある３次の不変式に関する不等式が成り立つこと，及び

曲率とその共変微分を用いたある高次のテンソル式（これは共変式となる）が０になることが（リ

ーマン多様体がgenericの仮定のもとで）必要十分であることを示すことができた。ここに現れる

不等式はガウス方程式の可解性に関わる条件であり，また後者の共変式は等長埋め込みを表す偏

微分方程式系の可積分条件から導かれるものである。 
前年度までの研究により個々の空間に対する埋め込み可能性の判定法は既に確立していたので

あるが，今回の成果によりある手順を積み上げて判定するのではなく，ある幾何学的な量を計算

するだけで埋め込みの可能性をほぼ100%判定することが可能となった。これは内在的な量のみで

等長埋め込みの可否が判定できるという，今までにない方向性を示す結果である。 
またこの種の判定の際に現れる不変式・共変式は，書き下すと一般に膨大な長さをもつ式とな

りその取り扱いは困難を極めるのであるが，古典的不変式論における記号的方法を用いることに

よりこの難点を一部解消することができた。この手法は，多様体上の平坦な幾何構造の存在判定

問題にも有効な手法であると思われ，将来に向けて大きな足場を築き上げることができた。 
 
○著書 

・M. Kitahara, C. Czerkawski, O. Kurihara, H. Teramoto, N. Zhang, S. Sakai, T. Takahama, R. Wada, Y. 
Agaoka, Contemporary Works in Economic Sciences, Chapter 6, Explicit irreducible decomposition 
of harmonic polynomials in the case of so(p,2), Volume 7 in a Series of Monographs of 
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Contemporary Social Systems Solutions, Produced by the Faculty of Economics, Hiroshima Shudo 
University, Kyushu Univ. Press, Fukuoka, 83-109, 2016. 

 
○国内学会での講演 

・（依頼講演）阿賀岡芳夫，リーマン多様体の等長埋め込み問題と，そのobstructionとしての可

積分条件，岐阜数理科学セミナー，2015年９月４日，岐阜大学． 
・（一般講演）橋永貴弘，阿賀岡芳夫，３次元リー群の局所等長埋め込み，日本数学会2015年度

秋季総合分科会，2015年９月13日，京都産業大学． 
・（依頼講演）阿賀岡芳夫，３次元リー群の局所等長埋め込み---高次の障害とその応用，合宿セ

ミナー2015 in 福山，2015年12月19日，ツネイシしまなみビレッジ． 
・（一般講演）阿賀岡芳夫，橋永貴弘，リーマン多様体の局所等長埋め込みにおける高次の障害

---R^4の超曲面の場合，平成27年度日本数学会中国･四国支部例会，2016年１月24日，広島

大学． 
・（依頼講演）阿賀岡芳夫，Heesch数について---タイリングできないタイル，研究会“直観幾何

学”，2016年２月８日，熊本大学教育学部． 
・（依頼講演）阿賀岡芳夫，リーマン多様体の局所等長埋め込みの障害テンソル---不変式・共変

式をどのように表示するか，第23回沼津研究会，2016年３月８日，沼津工業高等専門学校． 
 
 
阿部 誠（教授） 

 

○研究概要 

 有理型凸性に関連して，ある種のコホモロジー的性質によるStein性の特徴付けについての研究

を継続するとともに，中間的擬凸性のコホモロジー的性質による特徴付けに関する研究を開始し

た。 

 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）Makoto Abe，Holomorphic line bundles and Cartier divisors on domains in a Stein orbifold 
with discrete singularities，The 23rd International Conference on Finite or Infinite Dimensional 
Complex Analysis and Applications，2015年８月24日～８月28日，九州産業大学，福岡市． 

 
○国内学会での講演 

 ・（依頼講演）阿部 誠，ある種のコホモロジー的条件をみたす複素空間のシュタイン性につい

て，平成27年度複素解析ワークショップ，2016年３月13日，広島工業大学． 
 
 
石井 亮（教授） 

 

○研究概要 

 Special McKay対応の大域化について研究し，Gorensteinトーリックアフィン四様体のクレパント

小特異点解消上の導来圏，およびHirzebruch曲面上の例外対象などについて計算を行った。 
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○論文 

 ・Akira Ishii and Kazushi Ueda, Dimer models and the special McKay correspondence, Geometry and 
Topology 19 (2015), 3405-3466. 

 ・Akira Ishii and Kazushi Ueda, The special McKay correspondence and exceptional collections, Tohoku 
Math. J. 67 (2015), 585-609. 

 ・Akira Ishii and Kazushi Ueda, Dimer models and crepant resolutions, Hokkaido Math. J. 45 (2016), 
1-42. 

 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）Akira Ishii，On the special McKay correspondence，Categorical and analytic invariants 
in Algebraic geometry 1，2015年９月17日，Steklov Math. Inst., Moscow (Russia)． 

 ・（依頼講演）Akira Ishii，The special McKay correspondence and related topics，KIAS algebraic 
geometry seminar，2016年３月23日，ＫＩＡＳ（韓国）． 

 
○国内学会での講演 

 ・（依頼講演）石井 亮，On the special McKay correspondence，サマースクール“Symplectic Geometry 
and Bridgeland stability”，2015年８月24日，北海道大学理学部三号館3-210． 

 ・（依頼講演）石井 亮，ダイマー模型と群作用，大岡山談話会，2015年12月２日，東京工業大

学． 
 
 
水町 徹（教授） 

 

○研究概要 

 KP-II方程式は運河などの浅い水面波の運動を記述するKdV方程式に横方向の変数を加えに空

間２次元の方程式に拡張したモデルであり，KdV方程式のソリトン解の横断安定性を説明するモ

デルとして知られている。一昨年度の研究では，KdV方程式の1-ソリトン解を横方向に一様に拡

張した線ソリトンがその進行方向に指数減衰する摂動に対して安定になることを証明したが，本

年度は多項式オーダーの重みつき空間に属する摂動などより広いクラスの摂動に対して線ソリト

ンが横断安定になることを証明した。KP-II方程式は長波長近似モデルの一つであり，線ソリトン

解に摂動を加えた後十分時間が経つと，解は線ソリトンの部分とそのずっと後方でKP-II方程式の

微小解のように振る舞う部分に分解すると予想される。後者の部分は「初期時刻において線ソリ

トンに加えた摂動」を初期値とするKP-II方程式の微小解で近似できると考え解からその微小解を

取り去ると，残りの摂動部分は線ソリトンの進行方向に指数的に減衰することが分かり，一昨年

度に証明した指数的な重みつき空間における線ソリトンの線形安定性の結果を適用することが出

来た。 
 横方向の幅が有限な領域と異なり，KP-II方程式の線ソリトンの尾根に沿って摂動が伝播する様

子は常微分方程式ではなく，線ソリトンの局所的な進行速度と傾きを未知関数とするBurgers方程

式系で記述される。本年度の研究では二乗可積分な初期値に対して，このBurgers方程式系の解が

時間大域的に単調性公式をみたすことが証明できたため，線ソリトンに加える摂動の横方向への

減衰条件は二乗可積分であれば十分なことが分かった。 
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○論文 

 ・T. Mizumachi, Stability of line solitons for the KP-II equation in $R¥sp2$, Mem. Amer. Math. Soc. 238 
(2015), vii+95pp. 

 
○国際会議での講演 

 ・（招待講演）T. Mizumachi，Workshop 'Singularity formation and long-time behavior in dispersive 
PDEs'，2016年３月14日～３月18日，ボン（ドイツ）． 

 

○国内学会での講演 

 ・（依頼講演）水町 徹，ＲＩＭＳ研究集会「流体と気体の数学解析」，2015年７月８日～７月

10日，京都大学数理解析研究所． 

 ・（依頼講演）水町 徹，ＦＭＳＰサマースクール『分散型方程式とソリトン』，2015年７月27

日～７月28日，東京大学． 

 ・（依頼講演）水町 徹，International Workshop on“Fundamental Problems in Mathematical and 
Theoretical Physics”，2015年９月28日～10月３日，早稲田大学． 

 ・（依頼講演）水町 徹，第２回解析学の耳袋，2015年10月28日～10月30日，沼津． 

 ・（依頼講演）水町 徹，第33回九州における偏微分方程式研究集会，2016年１月27日～１月29

日，九州大学． 

 
 
澁谷一博（准教授） 

 

○研究概要 

 微分式系（多様体上の接空間の部分束）の理論，田中理論を用いて微分方程式の幾何学的性質

を研究した。特に２独立変数１未知関数２階偏微分方程式に対する微分式系の理論を，具体的に

与えられた偏微分方程式に応用する研究を行った。２独立変数１未知関数２階偏微分方程式は双

曲型，放物型，楕円型に分類され，モンジュ特性系等の不変量が解の構成等（ダルブー可積分，

特性系の解法）に関して重要な役割を果たしており，方程式ごとにそれらの不変量を調べること

は重要な問題である。正規系等の特定の形をした偏微分方程式に対してはモンジュ特性系は具体

的に書き表すこと（表現公式）ができ，可積分性を計算により判別できることが知られていたが，

一般に対する表現公式は知られていなかった。 
 そのような中，一般に与えられた偏微分方程式に対するモンジュ特性系の表現公式を与えるこ

とに成功した。また，モンジュ特性系以外のいくつかの不変量に対する表現公式も得られた。 
 上記の結果を得た方法は高階の偏微分方程式系に対するモンジュ特性系の表現公式の構成にも

応用できることが予想され，いくつかの具体的な方程式に対しては不変量の計算が可能であると

いうことが分かった。 
 
○論文 

 ・Sabau, S.V. and Shibuya, K., A variational problem for curves on Riemann-Finsler surfaces, to appear 
in J. Aust. Math. Soc. 

 
○国内学会での講演 
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・（依頼講演）澁谷一博，３階偏微分方程式の幾何学へ向けて，福岡大学微分幾何セミナー，2015

年７月２日，福岡大学． 

・（依頼講演）澁谷一博，カルタン-ケーラーの定理とその応用１，数理物理・幾何ミニワーク

ショップ，2015年８月23日，大阪市立大学． 

・（依頼講演）澁谷一博，カルタン-ケーラーの定理とその応用２，数理物理・幾何ミニワーク

ショップ，2015年８月24日，大阪市立大学． 

・（依頼講演）澁谷一博，A variational problem for curves on Finsler surfaces，福岡幾何学研究集会，

2015年10月31日，福岡大学セミナーハウス． 
・（依頼講演）澁谷一博，A variational problem for curves on Finsler surfaces，淡路島幾何学研究集

会2016，2016年１月23日，淡路島． 
 
 
河村尚明（助教） 

 

○研究概要 

 簡約代数群に対して定義される（古典的）保型形式及びｐ進解析的保型形式の数論幾何学的応

用について研究を行った。 
 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

研究員 
平成27年度 … ２名（学振特別研究員） 
 ・阪田 直樹（ＤＣ２） 
 ・神本 晋吾（ＰＤ） 
 
留学生 
平成27年度 … ３名（博士課程後期２名，博士課程前期１名） 
 
 
研究助成金の受入状況 

[１] 戦略的創造研究推進事業（CREST） 
   課題名：超一様性の理論と諸科学におけるランダムネスへの展開 
   代表者：松本 眞 
   金 額：14,300千円 
 
[２] 科学研究費助成事業 基盤研究(A) 
   課題名：数論における幾何・トポロジーの新展開とアルゴリズム 
   代表者：松本 眞 
   金 額：5,070千円 
 
[３] 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 
   課題名：圏論的有限次元性 
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   代表者：木村 俊一 
   金 額：1,950千円 
 
[４] 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 
   課題名：諸科学における一様性と超一様性の利用 
   代表者：松本 眞 
   金 額：2,730千円 
 
[５] 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 
   課題名：３次元多様体の幾何構造と組合せ構造 
   代表者：作間 誠 
   金 額：4,030千円 
 
[６] 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 
   課題名：左不変な幾何構造の部分多様体論的研究 
   代表者：田丸 博士 
   金 額：2,340千円 
 
[７] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：計算機によるK3曲面の研究 
   代表者：島田 伊知朗 
   金 額：1,300千円 
 
[８] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：代数多様体の無限系列の研究 
   代表者：高橋 宣能 
   金 額：910千円 
 
[９] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：レゾルベントの漸近解析による時間依存型境界値逆問題の展開 
   代表者：川下 美潮 
   金 額：1,560千円 
 
[10] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：非可積分ハミルトン系の接続問題の研究 
   代表者：吉野 正史 
   金 額：1,560千円 

 

[11] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：完全非線形楕円型・放物型偏微分方程式の解の挙動および特異性の解析 
   代表者：滝本 和広 
   金 額：1,170千円 
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[12] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：ポテンシャル解析による非線形偏微分方程式の研究 
   代表者：平田 賢太郎 
   金 額：1,170千円 

 

[13] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：多次元予測理論的新手法の展開とファイナンスにおける動的従属性解析手法の開発 
   代表者：井上 昭彦 
   金 額：1,560千円 

 

[14] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：特異点と導来圏 
   代表者：石井 亮 
   金 額：1,430千円 

 

[15] 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
   課題名：非線形分散型方程式に現れるパターンの安定性解析，特に平面孤立波の研究 
   代表者：水町 徹 
   金 額：1,040千円 

 

[16] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 
   課題名：代数群に付随するMilnor型Ｋ群と数論幾何学 
   代表者：平之内 俊郎 
   金 額：1,560千円 

 

[17] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 
   課題名：ヒーガード分解の写像類群の研究 
   代表者：古宇田 悠哉 
   金 額：1,170千円 

 

[18] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 
   課題名：ハンドル分解を用いた４次元多様体の微分構造の研究 
   代表者：安井 弘一 
   金 額：780千円 

 

[19] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 
   課題名：微分式系の高階偏微分方程式への応用と特異性の研究 
   代表者：澁谷 一博 
   金 額：910千円 

 

[20] 科学研究費助成事業 若手研究(B) 

Ｉ－ 48



Ⅰ－49 

   課題名：簡約代数群上の保型形式のｐ進的側面とその応用の研究 
   代表者：河村 尚明 
   金 額：910千円 

 

[21] 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 

   課題名：準モンテカルロ点集合の新評価指標 
   代表者：松本 眞 

   金 額：1,170千円 

 

[22] 科学研究費助成事業 挑戦的萌芽研究 

   課題名：情報量規準最小化に基づくモデル選択法の理論的考察 

   代表者：栁原 宏和 

   金 額：1,300千円 

 

[23] 広島大学萌芽的研究支援金（若手研究者支援） 
   課題名：擬リーマン対称空間上のSO(n,1)の固有な作用の研究 
   代表者：奥田 隆幸 
   金 額：500千円 
 
 
学界ならびに社会での活動 

○研究成果の社会への還元実績 

 ・特許：伊藤嘉道・石川 勝・吉成康弘・庄司 功・栁原宏和，評価額算出プログラム 評価額

算出方法 及び 評価額算出装置，特許番号5728317号（特願2011-156504号），登録日：平成

27年４月10日（出願日：平成23年３月31日） 
 

○公開講座 

 ・「数学の基礎と展望－こんなところにも数学が－」を平成27年８月８日に広島大学理学部Ｅ棟

１階E102講義室において開催した。 

 

○学会役員 

 ・木村俊一：日本数学会代数学分科会，運営委員 
 ・島田伊知朗：日本数学会代数学分科会，運営委員 
 ・松本 眞：日本数学会代数学分科会，運営委員 
 ・松本 眞：日本数学会，評議員 
 ・松本 眞：日本数学会，理事 
 ・松本 眞：日本数学会，情報システム運用委員 
 ・田丸博士：日本数学会幾何学分科会，拡大幹事会委員 
 ・平田賢太郎：日本数学会函数論分科会，分科会委員 
 ・阿賀岡芳夫：日本数学会幾何学分科会，拡大幹事会委員 
 ・阿部 誠：日本数学会函数論分科会，分科会委員 
 ・阿部 誠：日本数学会評議員（全国区代議員・連絡責任評議員） 
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 ・阿部 誠：日本数学会受賞候補推薦委員 
 
○学術誌編集委員等 

 ・木村俊一：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・島田伊知朗：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・松本 眞：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・松本 眞：雑誌ACM Transactions on Modeling and Computer Simulation，編集委員 
 ・高橋宣能：日本数学会「数学」，編集委員 
 ・作間 誠：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・作間 誠：雑誌Journal of Knot Theory and Its Ramifications，編集委員 
 ・田丸博士：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・田丸博士：Zentralbatt MATH，Reviewer 
 ・古宇田悠哉：Mathematical Reviews（MathSciNet），Reviewer 
 ・川下美潮：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・吉野正史：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・吉野正史：アメリカ数学会，Reviewer 
 ・吉野正史：国立環境研究所客員研究員 
 ・平田賢太郎：アメリカ数学会，Reviewer 
 ・井上昭彦：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・若木宏文：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・栁原宏和：Journal of Japan Statistical Society，編集委員 
 ・栁原宏和：行動計量学，編集委員 
 ・栁原宏和：Behaviormetrika，編集委員 
 ・阿賀岡芳夫：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・阿部 誠：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・石井 亮：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・水町 徹：雑誌Hiroshima Mathematical Journal，編集委員 
 ・河村尚明：Mathematical Reviews (American Mathematical Society)，Reviewer 
 
○講師 

 ・木村俊一：東広島市民大学，講師（2015年７月23日） 

 ・木村俊一：国泰寺高校で行われたサイエンスカフェにて「連分数」というタイトルで講演（2015

年７月25日） 

 ・木村俊一：広島県私学高校研究会にて「石とりゲームについて」というタイトルで講演（2015

年８月20日） 

 ・木村俊一：広島県私学高校研究会，コメンテーター（2015年８月21日） 

 ・木村俊一：グローバルサイエンスキャンパス事業，ポスターセッション評価者（2015年９月

27日） 

 ・木村俊一：広島県数学コンクール，出題・評価者（2015年10月31日） 

 ・木村俊一：鹿島高校にて「メビウスの輪について」というタイトルで出張講義（2015年12月

９日） 

 ・木村俊一：グローバルサイエンスキャンパス事業，「連分数」（2016年１月24日） 
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 ・木村俊一：広島県科学オリンピック，評価者（2016年１月30日） 

 ・木村俊一：グローバルサイエンスキャンパス事業，「フィボナッチ数」（2016年２月21日） 

 ・木村俊一：グローバルサイエンスキャンパス事業，「パズル・折り紙・ボヤイゲルヴィン」（2016

年３月13日） 

 ・木村俊一：グローバルサイエンスキャンパス事業，ポスターセッション評価者（2016年３月

21日） 

 ・松本 眞：広島大学公開講座「数学の基礎と展望－こんなところにも数学が－」にて講演（2015

年８月８日） 

 ・田丸博士：大阪私立中学高校数学教育研究会，第46回夏期研修会，講師 

 ・土井英雄：安古市高校にて出張講義（2015年７月９日）  

 ・土井英雄：基町高校にて出張講義（2015年７月15日）  

 ・土井英雄：笠岡高校，大学訪問（2015年９月18日）  

 ・土井英雄：広島県数学コンクール，講師（2015年10月31日）  

 ・奥田隆幸：広島大学グローバルサイエンスキャンパス事業，ホップステージ課題発表，ポス

ター評価者（2015年９月27日） 

 ・阿賀岡芳夫：広島大学附属高等学校SSH事業「先端研究実習」（於広島大学総合科学部），数

理科学実験（３角形・４角形・５角形・・・・円）（2015年６月29日） 

 ・阿賀岡芳夫：広島大学公開講座「数学の基礎と展望－こんなところにも数学が－」にて講演

（2015年８月８日） 

 
 
1-5 その他特記事項 

○平成27年度広島大学ＤＲ認定 

 栁原宏和准教授が，平成27年度広島大学ＤＲ（特に優れた研究を行う若手教員，Distinguished 
Researcher）に認定された（2015年10月）。 

 
○中国科学技術大学との部局間協定締結 

 広島大学理学部と中国科学技術大学数学科学学院との部局間協定締結において，木村俊一教授

が中心的な役割を果たした。 
 

○外国人特任教授着任 

 「研究大学（ＲＵ）強化促進事業 平成27年度外国人教員採用支援」により，Jurgen Berndt氏が

数学専攻特任教授として平成28年３月１日～３月31日の期間在籍した。 
 

○Hiroshima Mathematical Journal 

 数学専攻は数理分子生命理学専攻数理計算理学講座と共に国際数学雑誌Hiroshima Mathematical 
Journalを発行している。1930年発刊の理学部紀要に始まり，1961年に数学部門が独立し，その後

1971年より現在の名称となった。１巻は３号よりなり，平成27年度は45巻である。発行部数約750

で，世界各国の雑誌と交換されている。平成18年４月からEuclidプロジェクトにも参加し，1961

年以降の全雑誌の電子ジャーナル版をオープンアクセス雑誌として公開している。 
 
○数学図書室 
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 数学図書室には，約５万冊の蔵書があり，雑誌だけでも約900種が所蔵されている。これらは，

数学科および数学専攻の学生，教員の教育・研究に役立つばかりでなく，学内にも公開され利用

されている。 
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２ 数学科 
 

2-1 学科の理念と目標 

 理学の目的は自然の真理を探究することにあり，数学の目的は数学的真理を探究することにあ

る。数学は数千年にわたる伝統を持ち，論理性と普遍性を基軸とした人類文化を代表する学問で

あり，自然科学・工学の基礎として近代科学文明の発展を支えてきた。近年は数理科学的手法が

社会・人文科学へも応用され，コンピュータによる情報社会化の進展も相まって，数学の利用は

ますます広範かつ高度なものとなってきている。 
 広島大学理学部数学科では，創造性豊かな教育を重視し，現代数学の基礎をしっかりと身につ

け，数学的センスと幅広い教養に根ざした総合的判断力を持った人材を養成することを目指す。 
 

2-2 学科の組織 

平成27年度 
 代数数理   教  授 ： 木村俊一 島田伊知朗 松本 眞 
        准 教 授 ： 高橋宣能 
        助  教 ： 平之内俊郎 
        特任助教 ： 宮谷和尭（H28.1.1 採用） 

 多様幾何   教  授 ： 作間 誠 田丸博士 

        准 教 授 ： 古宇田悠哉 土井英雄（H27.4.1 昇任） 

        助  教 ： 奥田隆幸 安井弘一 

 数理解析   教  授 ： 川下美潮 吉野正史 

        准 教 授 ： 滝本和広 平田賢太郎 

        助  教 ： 倉 猛 佐々木良勝 

 確率統計   教  授 ： 井上昭彦 若木宏文 

        准 教 授 ： 岩田耕一郎 栁原宏和 

        助  教 ： 大和祐一 

        特任助教 ： 橋本真太郎（H27.10.1 採用） 

 数理計算理学 教  授 ： 小林 亮 坂元国望 西森 拓 

        准 教 授 ： 粟津暁紀 大西 勇 
        助  教 ： 李 聖林 伊藤賢太郎 松本敏隆 
 事務室           生田眞由美 奥野美香 梶野真由 桂川信子 
               窪田庸子 高原園子 瀧野百合香 三原詰雅子 
               羽場千秋（数理分子生命理学専攻数理計算理学講座担当） 
 
教員の異動 

 空きポストが生じると，将来計画等を勘案して，採用分野を決定した。新採用の助教はすべて

任期がついている。 
 
平成27年度 

 採用  平成27年10月１日  橋本真太郎 特任助教（任期 H29.3.31 まで） 

平成28年１月１日  宮谷和尭 特任助教（任期 H29.3.31 まで） 

 昇任  平成27年４月１日  土井英雄 准教授 
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 退職  平成27年５月31日  松本敏隆 助教 

     平成28年３月31日  佐々木良勝 助教 

 
2-3 学科の学士課程教育 

アドミッション・ポリシーとその目標 

 数学科においては，創造性豊かな教育を重視し，現代数学の基礎をしっかりと身につけ，数学

的センスと幅広い教養に根ざした総合的判断力をもった人材を養成することを目指している。こ

の目標に応えうる資質を備えた以下の３タイプの学生の確保に努力する。 
 ・将来の数学の発展を担う研究者を目指す学生。 
 ・現代数学の本質と，その学問的位置づけを理解した上で，教育職を目指したい学生。 
 ・情報化社会のニーズに応える高度な数学的思考能力・想像力を身につけるための資質を備え

た，将来性豊かな意欲ある学生。 
 
学士課程教育の理念と達成のための具体策 

 創造性豊かな教育を重視し，現代数学の基礎をしっかりと身につけ，数学的センスと幅広い教

養に根ざした総合的判断力を持った人材を養成することを目指す。 
 
 数学科では，高校から大学，大学から大学院への教育課程の結びつきを配慮した，基礎から専

門への段階的かつ系統的な教育課程を持ち，自主的学習の奨励と数学的な自己表現力の涵養，自

主的な動機による４年間の総まとめとしての卒業論文執筆を指導している。 
 
 ３年次までの専門基礎科目および専門科目のほとんどに演習科目を付け，各演習科目に配置す

るＴＡを充実させて，学生の指導体制の強化を図っている。 
 
学士課程教育の成果とその検証 

 教育課程が段階的であるので，各年度の教育成果は次年度の授業で反映され，検証される。最

終年度は卒業論文の執筆により検証される。 
 
卒業論文発表実績 

平成27年度 … 48件 

 

2-4 その他特記事項 

○公開講座 

 ・公開講座「数学の基礎と展望」を平成４年より実施している。平成27年度は８月８日（土）

に実施した。内容は「ドレミの数理」「1+1=0の数学で精密なデタラメさを作る」「タイルで

世界を埋め尽くす」。参加申込者は高校生を中心に225名。（担当者：小林亮教授） 
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１ 物理科学専攻 
 

1-1 専攻の理念と目標 

 物理科学専攻では，物質と時空・宇宙に関する物理現象とそれを支配している基礎法則の研究

を行う。純粋科学の研究活動を基盤とした高度専門教育を通じて，優れた人材を産業・教育の分

野に送り出す。 そのために，学内の共同利用施設である放射光科学研究センターや宇宙科学セン

ターとの連携も強化する。 

 

1-2 専攻の組織と運営 

 物理科学専攻は，宇宙・素粒子科学講座，物性科学講座および，放射光科学研究センター所属

の放射光科学講座からなる。それぞれの講座には数人で構成された，より専門化された研究グル

ープがある。日常的な研究や教育などは主として研究グループ単位で行われている。人事や入試

などの大きな問題には講座や専攻単位で運営が行われている。 

 

教職員（平成27年４月時点での講座の教職員を以下に示す。） 

宇宙・素粒子科学講座 

 素粒子論（理論） 

  大川正典（教授）  両角卓也（准教授）  石川健一（准教授） 

 宇宙物理学（理論） 

  小嶌康史（教授）  山本一博（准教授）  岡部信広（助教） 

 クォーク物理学 

  杉立 徹（教授）  志垣賢太（准教授）  本間謙輔（助教） 

                       三好隆博（助教）＜理学研究科LAN担当＞ 

 高エネルギー宇宙 

  深澤泰司（教授）  高橋弘充（助教）   大野雅功（助教）   北口貴雄（特任助教） 

 可視赤外線天文学 

  吉田道利*（教授）  川端弘治*（准教授）  水野恒史*（准教授） 植村 誠*（准教授） 

                        

  *：宇宙科学センター協力教員 

 

物性科学講座 

 構造物性 

  黒岩芳弘（教授）  森吉千佳子（准教授） 馬込栄輔（助教） 

 電子物性 

  圓山 裕（教授）  中島伸夫（准教授）  石松直樹（助教） 

 光物性 

  木村昭夫（准教授） Nuermaimaiti Munisai（助教）   

 分子光科学 

  平谷篤也（教授）  関谷徹司（准教授）  和田真一（助教）  吉田啓晃（助教）   
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放射光科学講座（放射光科学研究センター所属） 

 放射光物性 

  生天目博文（教授）  佐藤 仁（准教授）  松尾光一（助教）  岩澤英明（助教） 

  島田賢也（教授）   奥田太一（准教授）  Schwier Eike Fabian（助教）         

  谷口雅樹（特任教授） 澤田正博（准教授）  井野 明洋（特任准教授） 

Galif Kutluk（特任准教授） 

 放射光物理 

  佐々木茂美（教授）  

 

専攻事務 

  黒川真理子 須藤和子 前田みどり 

 

教員の異動 

 欠員ポストが生じると，将来計画等を議論した後に採用分野を決定することにしている。また

新採用は全て公募による。なお，新採用の助教は全て任期がつく。平成24年８月に公布された改

正労働契約法の一部改正によって任期（７年，再任無し）としている。平成28年度から始まる第

３期中期目標・中期計画期間に向けて，教員の異動（退職と新規採用）と人件費ポイントのシミ

ュレーションを行い，人事計画の方向性を議論した。その結果，全学的なポイント制により，欠

員補充に関する人事計画がうまくいかない可能性がでてきた。短期雇用している年棒制助教の任

期を延長することで教育とグループの研究活動に支障が出ないようにした。一方，平成24年度よ

り導入しているポイントによる特任助教について，研究教育活動を充実させることとしている。

また，テニュア・トラック制導入による教員採用についても積極的な議論を行った。 

 

1-3 専攻の大学院教育 

大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

 進路に応じた教育目標を定めている。 

１．修士の学位を取って高度職業人を目指す学生 

(基礎)１年次：学部の物理基礎教育の上に，専門分野に通ずる高度な基礎学力の修得。 

 研究テーマに沿った専門の学習。英語の専門書，論文が読みこなせる。 

(専門)２年次：修士論文用研究テーマに沿った専門分野の学習を通じて，研究の遂行，結果のま

とめ及び発表の過程で，物理科学の専門的知識の修得と活用法，物理的研究手法とその活用法，

正確な表現法を学ぶ。 

２．博士の学位取得により研究者及び高度専門職業人を目指す学生 

(基礎)セミナーで専門的な書籍，論文を読み最先端の物理科学を修得すると共に，指導教官や研

究仲間と議論・討論を通じてより深い理解を得る。その過程で研究テーマを発見し，そのテー

マにアプローチする能力を養う。 

(専門・応用)博士論文用研究を深く追求する過程で，緻密な実験観察の手法や論理展開法を訓

練し，深い洞察による問題解決法の発見や，それを正確にかつ定量的にまとめ，英文で論文を

発表する手法を修得することにより自立した研究者及び高度専門職業人への道を学ぶ。 
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大学院授業担当 

平 成 27 年 度【前期】物理科学専攻 授 業 時 間 割 表 

曜日 時限 科    目 教   員 教  室 

月 

1.2 分子光科学セミナー 平谷，関谷，吉田(啓)，和田 研究室 

3.4 電子物性セミナー 圓山，中島，石松 研究室 

5.6 社会実践理学融合特論 圓山，小原 Ｅ００２ 

7.8 
放射光物性セミナー 

生天目，島田，佐藤，奥田，

澤田，仲武，岩澤 
研究室 

クォーク物理学 志垣，杉立 Ｂ１０１ 

9.10 宇宙物理学セミナー 小嶌，山本 研究室 

火 

1.2 相対論的宇宙論 山本 Ａ０１７ 

3.4 
高エネルギー宇宙学セミナー 深澤，水野，高橋，大野 研究室 

クォーク物理学セミナー 杉立，志垣，本間，三好 研究室 

5.6 量子場の理論Ⅰ 大川 Ｂ１０１ 

7.8 電子物性 中島 Ｃ１０４ 

9.10 構造物性セミナー 黒岩，森吉，馬込 研究室 

水 

1.2       

3.4 分子分光学・光化学 平谷 Ｂ１０１ 

5.6 素粒子論セミナー 大川，両角，石川，稲垣 研究室 

7.8       

9.10 先端物理科学概論 
島田，山本，深沢，志垣， 

中島，木村，森吉 
  

木 

1.2       

3.4 
光物性セミナー 谷口，木村，井野 研究室 

光赤外線宇宙観測 吉田(道)，川端，植村 Ｃ１０４ 

5.6 
放射光科学特論Ⅰ 

生天目，佐々木，島田， 

佐藤，奥田，澤田，松尾 

放射光科学研究センター 

H２０１ 

Ｘ線ガンマ線宇宙観測 深澤，水野  Ｃ１０４ 

7.8 可視赤外線天文学セミナー 吉田(道)，川端，植村 研究室 

9.10 光物性 木村，谷口 Ｂ１０１ 

金 

1.2 宇宙物理学 小嶌 Ａ００４ 

3.4 非線形力学 入江 Ｃ１０４ 

5.6       

7.8       

9.10 
放射光物理学セミナー 佐々木，宮本 研究室 

光物性 木村，谷口 Ｂ１０１ 

備  考 

科学コミュニケーション概論（特別講義，前期集中） 

巨大ブラックホール進化概論（特別講義，前期集中） 

ニュートリノの物理（特別講義，前期集中） 

放射光科学院生実験（前期集中） 
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平 成 27 年 度【後期】物理科学専攻 授 業 時 間 割 表 

曜日 時限 科    目 教   員 教  室 

月 

1.2 分子光科学セミナー 平谷，関谷，吉田（啓）,和田 研究室 

3.4 電子物性セミナー 圓山，中島，石松 研究室 

5.6 理学融合基礎概論Ｂ 圓山，小原，外 Ｅ００２ 

7.8 放射光物性セミナー 
生天目，島田，佐藤，奥田，澤

田，仲武，岩澤 
研究室 

9.10 宇宙物理学セミナー 小嶌，山本 研究室 

火 

1.2 素粒子物理学 稲垣 Ｂ１０１ 

3.4 
高エネルギー宇宙学セミナー 深澤，水野，高橋，大野 研究室 

磁性物理学 圓山 Ｃ１０４ 

5.6 素粒子論セミナー 大川，両角，石川，稲垣 研究室 

7.8 表面物理学 関谷 Ｂ１０１ 

9.10 構造物性セミナー 黒岩，森吉，馬込 研究室 

水 

1.2 格子量子色力学 石川 Ａ００４ 

3.4 クォーク物理学セミナー 杉立，志垣，本間，三好 研究室 

5.6       

7.8 量子場の理論Ⅱ 両角 Ａ０１７ 

9.10       

木 

1.2       

3.4 放射光物性 生天目 
放射光科学研究センター 

H２０１ 

5.6       

7.8 
構造物性 黒岩 Ｂ１０１ 

可視赤外線天文学セミナー 吉田（道），川端，植村 研究室 

9.10 光物性セミナー 谷口，木村，井野 研究室 

金 

1.2       

3.4       

5.6 放射光物理学 佐々木 Ｂ１０１ 

7.8 放射光物理学セミナー 佐々木，宮本 研究室 

9.10       

備  考 
 

放射光科学特論Ⅱ（後期集中） 

 

アドミッション・ポリシー 

 博士の学位を取り，物理関連分野の教育職，研究職，高度技術職を目指す人，及び現代物理の

基礎を修め修士の学位を取り，その物理的知見を基に産業・教育の分野で活躍したい人を求める。

また社会人や留学生も積極的に受け入れる。 
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大学院教育の成果とその検証 

 博士課程前期では，研究する上で必要な内容を講義およびセミナー等で修得できており，特別

な場合を除き，２年間で修士の学位を取得し，就職または進学している。博士課程後期では，研

究室単位でより密着して指導が行われている。 

 博士課程前期の入学定員30名に対し，29名（内部生28名，他大学から１名）が入学している。 

博士課程後期の入学定員13名に対しては，５名（内部生３名，他大学から２名）が進学している。 

 

大学院生の国際学会発表実績 

○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数                       46 件 

○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数                      54 件 

○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数                 19 件 

 

大学院生の国内学会発表実績 

○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数                     78 件 

○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数                         48 件 

○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数          40 件 

 

外国人留学生の受入状況 

○博士課程前期在籍者                                              １ 名 

○博士課程後期在籍者                                                  ８ 名 

 

修士論文発表実績 

 平成27年度（27名） 

1 小島 耀平 高分解能角度分解光電子分光による Ce 単結晶薄膜の電子構造の研究 

2 松浦 佳代 光子-光子散乱検証に向けた重心系エネルギーMeV 領域の卓上衝突光学系

の研究 

3 大橋 佑馬 可視偏光分光解析によるマイクロクエーサーSS 433 の光学的特性の研究 

4 梅本 嵩之 フェムト秒レーザー過渡吸収分光システムの構築と有機ナノ結晶の固相重

合ダイナミクス研究への応用 

5 中村 文香 SU(3)ゲージ理論のランニングカップリングの研究 

6 牟田口 舞 巨大質量のブラックホールによる星の潮汐崩壊現象 

7 藤井 香奈子 Ｘ線吸収分光法による Pd-TM 合金の水素吸蔵特性の研究 

8 枝廣 育実 ASTRO-H 衛星搭載 軟ガンマ線検出器コンプトンカメラを用いた偏光ビー

ム試験 

9 平川 拓実 Exploring inflationary scenarios with large scale suppression (大スケールの揺ら

ぎの抑制を含んだインフレーションシナリオの探究) 

10 天場 千覚 一軸応力下の SrTiO3 における電子状態の等方的変化 

11 寺岡 夢希 ワイベル不安定性の理論と銀河団外縁部ガスへの応用 

12 川田 惟允 Knot-APPLE アンジュレータの磁気回路設計と性能評価 

13 中川 智希 回転する軸対称定常なブラックホールの磁気圏の研究 
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14 桝上 晃広 宇宙背景輻射のゆらぎと素粒子模型 

15 佐野 瑛彦 チタン酸バリウムのパルス電場下における時間分解 X 線吸収分光測定 

16 白川 裕章 宇宙ガンマ線観測用新型 Si-Pad 検出器の基礎特性測定および性能評価 

17 高田 紘司 前主系列星 AA Tau の可視近赤外偏光観測による星周構造の研究 

18 神田 優花 活動銀河核とＸ線連星の偏光観測によるブラックホールジェットの観測的

研究 

19 大本 優 チタン酸バリウムの電場誘起構造歪みの時分割計測 

20 清田 哲史 重力チェレンコフ放射による修正された重力波の分散関係に対する制限 

21 上田 庸資 高エネルギー原子核衝突における仮想光子偏極の異なる観測座標系を用い

た検出手法の評価 

22 川端 美穂 特異な Ia 型超新星 SN 2014dt の長期可視近赤外線観測に基づいた研究 

23 角田 一樹 トポロジカル絶縁体および強磁性形状記憶合金のスピン偏極電子状態と非

平衡キャリアダイナミクス 

24 上野 崚一郎 格子場の方法を用いたSU(3)ゲージ理論におけるΛパラメータ比に関する研

究 

25 大兼 英朗 電弱真空の安定性に基づくシーソー模型のパラメータに対する制限 

26 田北 仁志 鉄系超伝導物質 Ba(Fe1-xCox)2As2における特異な電子構造と軌道成分の解明 

27 中岡 竜也 極初期からの多バンド観測に基づいた IIP 型超新星 SN 2014cx の研究 

 

博士学位 

 平成27年度（課程博士５名：論文博士０名） 

1. 朱 思源 平成 27年８月 25日授与（甲） 

Electronic structure and carrier dynamics of ferromagnetic shape memory alloys and topological 

insulators （強磁性形状記憶合金とトポロジカル絶縁体の電子構造とキャリアダイナミックス） 

2. 格和 純  平成28年２月18日授与（甲） 

Stochastic Gyroresonant Acceleration for Hard Electron Spectra of Blazars: Effect of Damping of 

Cascading Turbulence （統計的ジャイロ共鳴加速機構によるブレーザー領域の硬い電子スペ

クトルの解釈における乱れ場減衰の影響） 

3. 照喜名 歩 平成28年２月18日授与（甲） 

Testing modified gravity models with multi-wavelength observations of galaxy clusters （銀河団の

多波長観測を用いた修正重力理論の検証） 

4. 長谷部 孝 平成28年２月22日授与（甲） 

Search for sub-eV scalar and pseudoscalar fields via four-wave mixing with tabletop lasers （テーブ

ルトップレーザーを用いた四光波混合による sub-eV スカラー・擬スカラー場の探索） 

5. 川上 修平 平成28年２月23日授与（甲） 

Presence of the Electric Dipole Moment in Quantum Paraelectric SrTiO3 Probed using Resonant 

X-ray Emission Spectroscopy （共鳴 X線発光分光測定で捉えた量子常誘電体 SrTiO3に誘起さ

れる電気双極子モーメント） 

 

TAの実績 

 平成27年度は，博士課程前期の学生を22名（通年：３名, 前期：10名, 後期：９名）採用した。 

主たる業務は学部の実験及び演習を補助することであるが，大学院生が科目内容の再確認と教授
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法の技能の修得に役立った。 

 

大学院課程のカリキュラム改訂 

 ミッションの再定義とＲＵ/ＳＧＵ支援事業の指定を受けて，研究力の強化と教育の国際化に対

応するべく，平成26年度にカリキュラム改訂ＷＧ（座長：島田賢也教授）の答申に基づき新カリ

キュラムを策定した。新カリキュラムは，大学院定員の充足率の向上，留学生数増加に対応した

大学院教育の国際化，グローバルに活躍できる理系人材のための大学院教育の改善・充実に対応

したものとなっている。新カリキュラムへの移行は，平成27年度から２〜３年を掛けて学年進行

で行うことを計画している。平成27年度は，次頁以下に示すように，新たに博士課程後期のカリ

キュラムを導入し新カリキュラムへの移行を計画的に進めている。 

 

大学院教育の国際化 

 一方，博士課程後期の定員充足は喫緊の課題である。平成25年度中から検討してきた外国人留

学生特別選抜を活用して，平成27年度10月入学で３名（中国２名，イラン１名）を受け入れた。

また，博士課程前期の留学生も中国から１名受け入れた。中国トップレベルの大学（中国科学院

や復旦大学等）との連携の下で優秀な学生を見出す独自の取組みを継続している。しかし，本来，

Dr定員充足は日本人学生の受入れで達成されるべきである。そのためには経済的支援の充実と海

外派遣等を含む国際的な研究交流の活性化が不可欠と考えられる。外国人を招待した研究室セミ

ナーや共同研究（実験）などに院生を積極的に参加させている。例えば，物性科学講座の研究室

では学内の放射科学研究センター（HiSOR）や高輝度光科学研究センター（SPring-8）などで国際

共同実験に参画させている。大学院生には自身の研究の位置づけを確認されるとともに，外国人

を含む本学以外の研究者や学生と交流させ，様々な研究方法や共同研究のあり方を実践的に習得

させている。 
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物理科学専攻（博士課程前期） 

授 業 科 目 
博士課程前期 

単位数 履修方法 

必
修 

物理科学特別研究  ８ 

全
て
の
必
修
科
目
十
単
位
，
及
び
選
択
必
修
か
ら
一
科
目
（
一
又
は
二
単
位
）
を
含
む
三
〇
単
位
以
上 

基
礎 

先端物理科学概論  ２ 

選
択
必
修 

大学院基礎科目  
(広島大学大学院共通授業科目に関する細則
(別表 )の基礎区分 )(注１ ) 

１ 
又は 
２ 

選

択 

専

門 

量子場の理論Ⅰ  
宇宙物理学  
電子物性  
構造物性  
量子場の理論Ⅱ  
格子量子色力学  
素粒子物理学  
非線形力学  
相対論的宇宙論  
クォーク物理学  
X線ガンマ線宇宙観測 
磁性物理学  
表面物理学  
光物性  
分子分光学・光化学  
放射光物理学  
放射光物性  
光赤外線宇宙観測  
放射光科学院生実験  
放射光科学特論Ⅰ  
放射光科学特論Ⅱ  
物理科学エクスターンシップ  

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
１ 
２ 
２ 

1～８ 
（年間） 

 

セ

ミ

ナ

ー 

素粒子論セミナー  
宇宙物理学セミナー  
クォーク物理学セミナー  
高エネルギー宇宙学セミナー 
可視赤外線天文学セミナー  
構造物性セミナー  
電子物性セミナー  
光物性セミナー  
分子光科学セミナー  
放射光物理学セミナー  
放射光物性セミナー  

８ 
８ 
８ 
８ 
８ 
８ 
８ 
８ 
８ 
８ 
８ 

物理科学特別講義（集中講義）   

(注１) 選択必修から，１科目(１又は２単位)を超えて履修した場合は，(注２）により特別に認めた場合 

を除き，修了要件の単位には加えられない。 

(注２) 必修，選択必修(１科目)及び選択以外の次に示す科目を履修した場合は，物理科学専攻の承認を 

得て６単位まで，修了要件に加えることができる。 

  ・選択必修から，１科目を超えて履修した科目 

  ・理学研究科の他専攻の授業科目 

  ・共同セミナー 

  ・理学研究科以外の他研究科等の授業科目 
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物理科学専攻（博士課程後期） 

 

 

 

就職情報 

博士課程前期 

進   学：博士課程後期進学 ８ 

企   業：マツダ(株)２，パナソニック(株)１，ＮＥＣソリューションイノベータ(株)１， 

カシオ計算機(株)１，テキサス大学１，大日本印刷(株)１，大和証券(株)１ 

その他企業：12 

そ  の  他：国立天文台１，教員（ＰＤ）１，未定２ 

 

1-4 専攻の研究活動 

 物理科学専攻の研究活動を研究グループごとに以下の項目でまとめる。 

 ○研究活動概要（発表論文，講演等を含む） 

 ○学生の国際・国内学会等での活動状況 

 ○学界ならびに社会での活動 

 ○研究助成金の受入状況，学術団体等からの受賞実績 

 ○その他 

  

 なお，これらの活動を支えるＲＡとして，平成27年度は９名の博士課程後期の大学院生を採用し

た。 

 

 

 

授 業 科 目 
博士課程後期 

単位数 履修方法 

必 

修 

物理科学特別研究  １２ 
全
て
の
必
修
科
目
十
三
単
位
を
含
む
十
四
単
位
以
上 

た
だ
し
，
選
択
科
目
は
博
士
課
程
前
期
に
お
い
て
履
修
し

て
い
な
い
科
目
を
履
修
す
る
こ
と 

基 

礎 

先端研究プレゼンテーション演習  １ 

選 
 

 

択 

先端物理科学概論  ２ 

専 
 

門 

博士課程前期の専門科目と同一の科目

を提供する（前項の物理科学専攻（博士課

程前期）専門科目の欄を参照）  

 

物理科学特別講義（集中講義）   
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宇宙・素粒子科学講座 

○素粒子物理グループ 

研究活動の概要 

（Ⅰ）格子量子色力学を用いた強い相互作用の研究（大川，石川） 

 (i)ラージＮ極限におけるツイストされた時空縮約モデルの研究（大川） 

 素粒子の標準モデルは，その基礎をSU(N) 非可換ゲージ理論においている。一般にSU(N)非可

換ゲージ理論は非常に複雑な構造を持っているが，４次元格子上で定義されたSU(N) 格子ゲージ

理論は，Ｎを無限に持っていった極限で時空の自由度を内部空間に吸収できてしまう可能性があ

る。実際，江口・川合は格子点が１点しかない時空縮約理論を考えた。現在この理論は江口・川

合模型（EK-model）と呼ばれている。EK-model にはZ(N) 対称性があり，この対称性が破れてい

なければ，４次元格子上でのSU(N) ゲージ理論とEK-model は Ｎを無限に持っていった極限で同

等である。しかしこの対称性は弱結合相および中間結合相で自発的に破れてしまい，２つの理論

は等しくない。この困難を解決するために，Gonzalez-Arroyoと大川は，EK-model にツイストされ

た境界条件を課したtwisted EK-model(TEK-model)を提案した。TEK-modelでラージＮ極限での弦定

数を計算した結果は，通常のSU(N)ゲージ理論で有限のＮの弦定数を計算し，Ｎ無限大に外挿した

値と完全に一致しており，TEK-modelが正しくラージＮゲージ理論を記述していることがわかっ

ている。平成27年度の主な成果は以下の通りである。 

１）近年，アジョイント表現に属するフェルミオンを伴った SU(N) ゲージ場理論が大きな関心を

呼んでいる。その理由のひとつに，AdS/CFT 対応がある。これによると，４次元超対称ゲージ理

論と，Anti de Sitter 時空を背景にもつ５次元超弦理論が対応している。特にゲージ理論でラージ 

Ｎ極限をとると，対応する弦理論は古典的な超重力理論となる。アジョイント・フェルミオンを

持つラージ Ｎゲージ理論も時空を縮約したモデルを考えることができる。２フレーバーのアジョ

イント・フェルミオンを含む理論は，クォーク質量が0で赤外固定点を持つコンフォーマル理論だ

と考えられている。赤外固定点の性質は，質量異常次元γ*によって支配されており，本年度はフ

ェルミオン行列の固有値分布(eigenvalue density)からγ*を決定する研究を行ないγ* = 0.269(2)(50)が

得られた原著論文[1]。ただし最初の誤差は統計誤差，２番目の誤差は系統誤差である。 

２）ハドロン質量の計算は，格子上の場の理論に課せられた最も基本的および重要な課題である

が，今まで時空縮約モデルを用いたハドロン相関関数の計算例はなかった。その理由として 

・ハドロンの相関関数は４次元時空に広がりを持つ物理量であり，時空が縮約された理論で如何 

に相関関数を計算するかの指針がない。 

・twisted境界条件は，アジョイント表現のゲージ場やフェルミオン場に対しては定義されている 

が，基本表現に属する場には直接的には定義されていない。 

が考えられる。申請者とGonzarez-Arroyoは過去数年間この問題に取り組み，27年度，基本表現に

属する中間子の相関関数の計算法を確立し論文を発表した原著論文[2]。基本表現のフェルミオン

は，dynamicalな効果をlargeＮ極限で持たないので，ゲージ場の時空縮約理論であるTEK-modelで

の計算に近似はない。原著論文[2]および７月に神戸で行われた格子上の場の理論国際会議

（lattice2015）で，ゲージ群N=289での，パイ中間子およびロー中間子の相関関数に関する結果を

発表し，計算されたmπ
2と$mρが1/κに対してlinearな関係にあり，計算が正しく行われていることを

示した国際会議一般講演[1]。 

３）通常，TEK model の数値シミュレーションはHeat-Bath法によって行われているが，

over-relaxation法を用いることにより，auto-correlation length を約２分の１に出来ることを示した

原著論文[3]。 
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(ii) 格子カイラル対称性を持つフェルミオンの計算手法の改良（石川） 

格子カイラル対称性をもつフェルミオン作用として，オーバーラップフェルミオン（OVF）が

知られている。カイラル対称性は低エネルギーQCDの物理では重要であり，標準模型の解析には

必要不可欠なものであるため，近年では，格子QCDを用いた標準模型の解析や低エネルギー現象

の理解にOVFが用いられてきている。しかしながら，OVFの計算コストはWilson型に比べ数10倍

の計算コストがかかるため大きな格子での計算が進んでいない。そこで近似的格子カイラル対称

性をもつドメインウォール型(DWF)作用についての計算が OVF よりもコストが低いため世界

的に進められている。 

石川と大学院生は H26 年度から DWF 作用の非摂動的繰り込み手法の開発に向けて，シュレー

ディンガー汎関数(SF)法による繰り込み手法を考察し，摂動の１ループの範囲での定式化を試み

た。格子場の理論ではどのような有限格子間隔正則化を行っても，連続極限は同じ値になるべし

という普遍性の考え方がある。H26 年度の研究では，５次元方向の大きさが十分大きい場合の格

子カイラル対称性を保つ場合は，連続極限の普遍性が確認できていたが，５次元方向の大きさが

有限の場合である格子カイラル対称性をあらわに破った場合の連続極限の普遍性が明らかでなか

った。 

H27 年度は連続極限の普遍性を明らかにする研究を行った。５次元方向の大きさが有限の場合

は格子カイラル対称性をあらわに破るため，クォークの質量にたいして加法的な繰り込みが生じ

る。われわれの計算でも，５次元方向の大きさが有限の場合は MDWF 作用に入れているパラメ

ータである裸のクォーク質量に対して，実際のスペクトルに現れるクォーク質量がずれているこ

とを確認した。このずれを考慮した格子間隔ゼロへの連続極限を考えることで普遍性を具体的に

確認することができた。国際会議一般公演[2,3,4,18] 国内学会一般公演[1] 

 (iii) 格子QCDの手法を用いた共形場の理論の探索（石川） 

結合定数のエネルギー依存性がない“赤外固定点”にある理論は共形場の理論として知られて

いる。このような共形場の理論の候補として，非アーベル的ゲージ理論における “赤外固定点”

での理論が重要となっている。非アーベル的ゲージ理論において物質場が十分複数個存在する場

合，この赤外固定点が現れると考えられている。近年この“赤外固定点”の存在範囲を格子ゲー

ジ理論を用いて示すことが世界的に行われてきている。しかしながら格子上でのこの存在範囲の

計算には次のような困難がある。共形場の理論では長さスケールというものがないのであるが，

格子上では有限格子間隔，有限体積，有限質量，の導入により長さスケールが入るため，必然的

に共形対称性をあらわに破ってしまっている。このようなあらわな破れがあるところでの共形場

の理論の在り様はまだよくわかっていない。石川は他研究機関研究者と共同研究を行いこの問題

に取り組んでいる。H26年度までに，このようなあらわな破れがある場合の繰り込み群の流れの振

る舞いの予測に基づき，格子理論空間が，a)閉じ込め領域，b)非閉じ込め領域，c)共形領域，の

３つの領域に分かれていると推測し，これまでに，このようなそれぞれの領域で，２点相関関数

を数値計算しこの推測と矛盾がないことを示してきた。H27年度はさらに２点相関関数の振る舞い

を精密に計測し赤外固定点の存在を特定する研究を行った。この赤外固定点に対応する裸の結合

定数を物質場の数Nf=7,8,12,16 について特定し，パラメータNfについて赤外固定点の存在範囲を

示した。原著論文[4] 

（iv）K中間子の二つのパイ中間子への崩壊の遷移振幅の計算（石川） 

K中間子が二つのパイ中間子へと崩壊する現象（K→ππ崩壊）を格子QCDを用いて第一原理的に

計算することは，アイソスピンの変化ΔI=1/2の崩壊がΔI=3/2の崩壊よりも大きいことへの理論

的な説明を与えるとともに，CPの破れのパラメータ(ε’/ε)の検証にも非常に重要である。昨
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年度は国際会議でこの研究について発表していた。H27年度はその研究をまとめ査読付き論文とし

て発表した。最終評価は以下の様な値となった。K→ππ崩壊のΔI=1/2とΔI=3/2の遷移振幅を格

子サイズ323×64，パイ中間子質量mπ=275.7(1.5)MeV, K中間子質量 mK=579.7(1.3)MeV, 格子間隔 

a=0.091fm で計算した結果振幅の値は，Re𝐴0 = 60(36) × 10−8 , Im𝐴0 = −67(56) × 10−12 , 

Re𝐴2 = 2.426(38) × 10−8, Im𝐴2 = −1.192(14) × 10−12となった。誤差は大きいもののΔI=1/2の崩

壊の遷移振幅が大きくなることを確認した。原著論文 [5] 

(v) 格子QCDの手法を用いた軽い原子核の再現（石川） 

2010年代に入り核子である陽子や中性子などのハドロンの質量や性質は格子QCDを用いて精度

良く評価できるようになってきた。一方，原子核は陽子・中性子の少数多体系であり学問的には

これまで原子核理論で扱われてきた領域である。現在世界的にもこれらの原子核のうち軽い原子

核の性質をQCDの言葉，すなわち素粒子であるクォーク・グルーオンの自由度で理解しようとい

う取り組みがすでに始まっている。原子核理論自身は有効理論でありいくつかの現象論パラメー

タを含んでいるが，これらのパラメータは第一原理的にはQCDで評価可能なものである。格子

QCDの方法を用いて原子核理論における核構造や魔法数の起源をQCDから理解することが将来

的に期待されている。 

本研究では軽い原子核として核子２体系（3
S1,

1
S0）や，ヘリウム原子核(He3,He4)の質量を格子

QCDを用いてクォーク・グルーオンから計算した。格子サイズ483と643の二つの空間サイズを用

い，パイ中間子質量mπ=300MeV相当のクォーク質量で計算を行なった。上記４つの状態に対して

いずれも束縛状態が得られた。He4 の束縛エネルギーは He3 より大きくこれは現実世界と矛盾

していないが，2核子束縛状態は現実世界では束縛していない1
S0状態も束縛する結果となった。

クォーク質量や空間体積，有限格子間隔などから来る系統誤差を今後は詳細に詰めていく必要が

ある。原著論文[6] 

(vi) 格子QCDに関するその他の計算（石川・大川） 

１) 京計算機を用いた大規模計算（石川） 

国内では京計算機を利用した格子QCD計算の取り組みが2012年から始まっている。石川はこの共

同研究に参加している。具体的には大体積の格子QCD計算を行なうことで，(v)にある軽い原子核

の再現や，核子間の核力の理解を行う取り組みに参加している。これまでに 964の格子サイズの

計算を行なってきた。H27年度までに基本的なハドロン単体の質量スペクトルと，クォーク質量や

崩壊定数などの計算を終えてきているところである。これらの取り組みについて場の理論国際会

議で発表を行っている。これらの基礎データをもとにして，ハドロン多体系の物理の計算が行わ

れる予定である。国際会議一般公演[5,6] 

２) ツイストされた境界条件下でのグラディエントフロー法による繰り込みの研究（石川・大

川） 

近年格子QCDにおいて新しい繰り込み手法であるグラディエントフロー法（GF法）がLuscher に

よって提案された。この方法ではゲージ場に対して仮想時間（フロー時間）を導入し，熱伝導方

程式様の微分方程式に基づいてゲージ場を時間発展させる。このようにフローさせたゲージ場で

定義された場の強さから走る結合定数を定義することができる。この場合走る結合定数のエネル

ギースケールはフロー時間の長さが対応する。この方法では時空間体積を無限大の大きさに取る

必要があり，計算コストが問題となる。この問題を解決するべくFodorらにより有限体積とフロー

時間の比を固定するという繰り込み条件を設定する手法が提案された。この手法では有限体積に

より生ずるゲージ場のゼロモードにより，本手法の非摂動的走る結合定数と摂動的結合定数の折

り合いが悪いことが知られている。この点を解決するため，Ramos により，ゲージ場の境界条件
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を変更し，このゼロモード問題が生じない手法が２つ提案された。そのうちの一つであるツイス

トされた境界条件での有限体積GF法を Twisted-Gradient Flow 法(TGF法)と呼ぶ。 

TGF法による走る結合定数の非摂動的評価は Ramos により純SU(2)ゲージ理論に対して行わ

れているが，QCDに近い純SU(3)ゲージ理論に対しては評価されていない。そこで我々は，H27年

度から純SU(3)ゲージ理論に対するTGF法による走る結合定数の非摂動的評価を開始した。ゲージ

理論に特徴的な走る結合定数と基礎パラメータであるΛパラメータについて予備的結果を得た。

これらの成果は国内の物理学会にて発表されている。国内学会一般公演[2,3] 国際会議一般公演

[15,16] 

 

（Ⅱ）３世代右巻きニュートリノを含むシーソー模型のＣＰ対称性の破れとレプトジェネシス。

（両角） 

ニュートリノ振動のＣＰ対称性の破れと宇宙の物質，反物質非対称性の起源がレプトジェネシス 

のシナリオでは密接に関係する場合があることが示唆されてきた。この関係は特に重い右巻きニ

ュートリノ２種類ある最小シーソー模型に関して詳しく調べられている。SO(10)統一模型の代表

では右巻きニュートリノも３世代あると考えられている。このことから右巻きニュートリノを３

種類含むシーソー模型のＣＰの破れがニュートリノ振動実験を用いたＣＰ非保存現象にどのよう

に現れるのかに関心が持たれてきた。３種類のシーソー模型は６つの独立なＣＰの破れの位相を

含むため，低エネルギーでのＣＰの破れとレプトジェネシスのＣＰの破れの関係は非常に複雑で

ある。この関係を明らかにするために，３つの軽いニュートリノのスペクトルに１個の質量がゼ

ロの左巻きニュートリノが含まれる条件を研究し，この条件が満たされるとき，軽いニュートリ

ノの質量行列の対角化を最小シーソー模型の場合と類似した方法で行うことができることを示し

た。この場合，レプトンの混合行列も簡単に求めることができることを示した。（国内研究会発表

[4]） 

 

（Ⅲ）非平衡の場の理論を用いた宇宙の物質，反物質非対称性の生成機構の研究（両角） 

レプトジェネシスなどに代表される宇宙のバリオン数の生成の理論に基づいて，実際の宇宙の 

粒子数を計算するには，素粒子の模型を立てるだけでは十分ではなく，その模型に基づいて膨張

宇宙の下で，粒子数がどのような素過程で生成され，その後，どのような時間発展をするか調べ

ることが必要になる。粒子数期待値の時間発展を計算するために，我々は密度行列を用いた非平

衡の場の量子論を採用した。この定式化は，経路積分法に基づいており，初期状態を統計的な密

度行列を用いて指定できる点や，スカラー場の期待値を扱える点などすぐれた特徴がある，我々

は粒子数生成のサハロフの３条件を考慮して，ＣＰ対称性や粒子数を破る相互作用を導入した模

型を研究した。この模型は１組の実スカラー場と複素スカラー場を含んでいる。この模型を用い

て粒子数が相互作用によってどのように時間変化するかを研究した。（研究発表，国際会議

[7],[13],[15],国内研究会[5][6][15]） 

 

（Ⅳ）固有パリティを破るハドロン崩壊過程の研究（両角） 

 ハドロンの固有パリティを破る崩壊を研究するために，レゾナンスカイラル有効模型の枠組み 

を開発し，この有効理論に固有パリティを破る有効相互作用を導入した。有効相互作用の係数を

固有パリティを破るような崩壊過程の崩壊巾をフィットすることによって決めた。 

更に，ダリツ崩壊などの３体崩壊の形状因子を計算するための準備的な研究も始めた。 

（研究発表，国際会議[8][9][11] 国内研究会[7-8],[10-14] 



Ⅱ－14 

(V)電弱標準模型とそれを超える理論の真空の安定性と宇宙の寿命（両角） 

最近の研究で標準模型の電弱真空（ヒッグスポテンシャルの極小値）は，準安定な真空であり，

本当に安定な真空は，電弱スケールの大きさである100 GeVオーダーよりもっと大きなところにあ

ることが明らかになってきた。準安定な真空は有限の寿命を持つことになるので，我々の存在を

説明するには，準安定な真空の寿命が，宇宙年齢より長いことが，必要になる。我々は，標準模

型を超えるシーソー模型の枠組みで真空の安定性がどのようになるかについての研究を開始し，

寿命が宇宙年齢より長くなることを要求することで，シーソー模型のモデルパラメーターに制限

をかけることができるかを研究し，その研究経過を発表した。（研究発表，国際会議[14]） 

 

原著論文 

[1] M.Garcia Perez, A.Gonzalez-Arroyo, L.Keegan and M.Okawa; “Mass anomalous dimension of 

adjoint QCD at large N from twisted volume reduction”, JHEP 1508(2015)034. 

[2] A.Gonzalez-Arroyo and M.Okawa; “Large N meson masses from a matrix model”, Phys. Lett. 

B755(2016)132. 

[3] M.Garcia Perez, A.Gonzalez-Arroyo, L.Keegan, M.Okawa and A.Ramos; “A comparison of 

updating algorithms for large N reduced models”, JHEP 1506(2015)193. 

[4] K.-I. Ishikawa, Y. Iwasaki , Yu Nakayama, T. Yoshie, “IR fixed points in SU(3) gauge theories”,  

Physics Letters B748(2015)289.  

[5] N. Ishizuka, K.-I. Ishikawa, A. Ukawa, and T. Yoshié, “Calculation of K→ππ decay amplitudes with 

improved Wilson fermion action in lattice QCD”, Phys. Rev. D92, 074503 (2015). 

[6] Takeshi Yamazaki, Ken-ichi Ishikawa, Yoshinobu Kuramashi, and Akira Ukawa, “Study of quark 

mass dependence of binding energy for light nuclei in 2+1 flavor lattice QCD”, Phys. Rev. D92, 

014501 (2015). 

[7] T. Inagaki, S. D. Odintsov and H. Sakamoto, "Gauged Nambu-Jona-Lasinio inflation", Astr. Space 

Sci. 360 (2015) 2, 67. 

 

国際会議   

（一般講演）  

[1] A.Gonzalez-Arroyo and M.Okawa; “Large N meson propagators from twisted space-time reduced 

model”, PoS LATTICE2015 (2015) 291. 

[2] Yuko Murakami and Ken-ichi Ishikawa, “The one-loop analysis of the beta-function in the 

Schroedinger Functional for Moebius Domain Wall Fermions”, PoS(LATTICE 2015)308. 

[3] Y.Murakami and K.-I. Ishikawa, “The one-loop investigation of the beta-function in the 

Schroedinger Functional scheme for Moebius Domain Wall fermions”, XQCD2015, Wuhan, China, 

September, 2015.  

[4] Y. Murakami and K.-I. Ishikawa, “The perturbation analysis of the Moebius Domain Wall Fermion 

with the Schroeginger functional scheme”, Quarks to Universe in Computational Science, Nara, 

Japan, November, 2015. 

[5] Ken-ichi Ishikawa, N. Ishizuka, Y. Kuramashi, Y. Nakamura, Y. Namekawa, Y. Taniguchi, N. Ukita, 

T. Yamazaki, T. Yoshie, “2+1 flavor QCD simulation on a $96^4$ lattice”, PoS(LATTICE 

2015)271. 

[6] Ken-ichi Ishikawa, N. Ishizuka, Y. Kuramashi, Y. Nakamura, Y. Namekawa, Y. Taniguchi, N. Ukita, 

T. Yamazaki, T. Yoshié (PACS collaboration), “Mass and Axial current renormalization in the 

Schrödinger functional scheme for the RG-improved gauge and the stout smeared $O(a)$-improved 
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Wilson quark actions”, PoS(LATTICE 2015)271. 

[7] Takuya Morozumi, Apriadi Salim Adam, and K. Nagao and H. Takata,“Particle Anti-particle number 

asymmetry and time evolution; production through interactions of scalars”, Nov.17 (2015), Particle 

Cosmology and beyond 2015 (Kanazawa)   

[8] Takuya Morozumi, Daiji Kimura, Hiroyuki Umeeda, “Hadronic tau lepton decay and intrinsic parity 

violation”, Oct.27(2015),KEK Flavor Factory workshop (KEK-FF2015)/3rd Belle II Theory 

Interface Platform (Tokyo) 

[9] Takuya Morozumi, Daiji Kimura , Hiroyuki Umeeda, Study of anomalous tau lepton decay using 

chiral Lagrangian with vector mesons, Flavor Physics & CP Violation, 名古屋市, 2015 年５月, 

Proceedings of Science.POS(FPCP)090 (2015) 2015 ,  

[10] H. Umeeda, T. Morozumi, H. Okane,“Prospect of Time Reversal-like Asymmetry in Bd Decay”, 

Interplay between LHC and Flavor Physics, 名古屋市, 2016 年３月 

[11] H Umeeda, T. Morozumi, D. Kimura, “ Phenomenology of Intrinsic Parity Violation in Resonance 

Chiral Lagrangian ”, 1st CORE-U International Conference, 東広島市, 2016 年３月 

[12] H. Umeeda, T. Morozumi, H. Okane, “Precise discussion on T-asymmetry with B-meson decays”, 

Flavor Physics & CP Violation, 名古屋市, 2015年５月, Proceedings of Science.POS (FPCP)082 

(2015) 2015 

[13] Apriadi Salim Adam, T. Morozumi and K. Nagao and H. Takata, Creation and time evolution of 

particle number asymmetry in an expanding universe with interactions, 1st CORE-U International 

Conference: Intense Fields and Extreme Universe, Hiroshima University, 2016 年３月 

[14] Hideaki Okane, and T. Morozumi, The effect of right-handed neutrinos on the lifetime of 

electroweak vacuum, 1st CORE-U International Conference: Intense Fields and Extreme Universe, 

Hiroshima University, 2016 年３月 

[15] Apriadi Salim Adam, T. Morozumi and K. Nagao and H. Takata, Creation and time evolution of 

particle number asymmetry in an expanding universe with interactions, Interplay between LHC and 

Flavor Physics "Symposium 2016. March 14-15, 2016 at Nagoya University. 

◎[16] Ken-Ichi Ishikawa, Issaku Kanamori, Yuko Murakami, Ayaka Nakamura, Masanori Okawa and 

Ryoichiro Ueno, “Determination of the ratio between the Λ-parameter associated with the 

Schrödinger functional and the twisted gradient flow in the pure SU(3) gauge theory”, Quarks to 

Universe in Computational Science (QUCS 2015),  Nara Kasugano InternationalForum IRAKA, 

Japan, November 4 –8, 2015. 

◎[17] Ken-Ichi Ishikawa, Issaku Kanamori, Yuko Murakami, Ayaka Nakamura, Masanori Okawa and 

Ryoichiro Ueno, “Determination of Λ-parameter ratio between the Twisted Gradient Flow scheme 

and the Schrödingerfunctional scheme in the SU(3) gauge theory”, 1st CORE-U International 

Conference: Intense Fields and Extreme Universe, Higashi-Hiroshima Campus of Hiroshima 

University, Japan, March 7–8, 2016. 

[18] Yuko Murakami and Ken-Ichi Ishikawa,”Perturbative analysis of the Schroedinger functional 

scheme with the Moebius Domain Wall Fermion”, 1st CORE-U International Conference: Intense 

Fields and Extreme Universe, Higashi-Hiroshima Campus of Hiroshima University, Japan, March 

7–8, 2016. 

[19] H. Sakamoto，“CMB fluctuation in gauged Nambu-Jona-Lasinio model”，KEK-PH 2016. 

[20] H. Sakamoto，“CMB fluctuation in gauged Nambu-Jona-Lasinio model”，1
st
 CORE-U International 

Conference. 

 



Ⅱ－16 

国内学会 

（招待講演） 

 なし 

（一般講演） 

[1] 村上祐子，石川健一：「Moebius Domainwall Fermion の Schroedinger 汎関数1ループベータ

関数の解析」，日本物理学会2015年秋季大会（９月27日, 大阪市大，大阪市） 

◎[2] 石川健一, 金森逸作, 村上祐子, 中村文香, 大川正典, 上野崚一郎：「SU(3)純ゲージ理論

におけるSF法とTGF法のΛパラメータ比に関する研究」，日本物理学会 第71回年次大会

（３月22日，東北学院大， 仙台市） 

◎[3] 石川健一, 金森逸作, 村上祐子, 中村文香, 大川正典, 上野崚一郎：「Twisted Gradient 

Flow法を用いたSU(3)純ゲージ理論のMS bar Λパラメータと弦定数比の計算」，日本物理学

会 第71回年次大会（３月22日，東北学院大， 仙台市） 

[4] 両角卓也,由宇朗大, Three generation seesaw model with a massless neutrino, 2016年2月16日,

第29回ニュートリノ研究会,東京大学宇宙線研究所 

[5] 両角卓也, Apriadi Salim Adam, 長尾桂子，高田浩行, Particle Number Asymmetry induced 

with CP violating interaction in expanding universe, , 2016年３月25日,松江素粒子物理学研究

会,島根大学 

[6] 両角卓也, Apriadi Salim Adam, 長尾桂子，高田浩行，Particle Anti-particle number asymmetry 

and time evolution ; production through interactions of scalars，2015年９月, Setouchi Summer 

Institute, 香川県坂出市  

（大学院生が発表者のもの） 

[7] 梅枝宏之，両角卓也，木村大自，「ハドロン，タウ崩壊のレゾナンスカイラルラグランジア

ンを用いた解析」， 松江素粒子物理学研究会，松江市，2016 年３月 

[8] 梅枝宏之，両角卓也，木村大自，「Tau and Hadron decay with intrinsic parity violation in 

Resonance Chiral Lagrangian」, 日本物理学会第 71 回年次大会, 19pAL-10, 仙台市，2016

年３月 

[9] 梅枝宏之，両角卓也，大兼英朗，「Time reversal-like asymmetry with B meson decays」， B フ

ァクトリー物理勉強会， 柏市，2015年12月 

[10] 梅枝宏之，両角卓也，木村大自，「τ− → ντηπ
0
π− とベクトル中間子を含むカイラルラグラ

ンジグランジアンへの制限」， Flavor Physics Workshop，沼津市， 2015 年10月 

[11] 梅枝宏之,木村大自,両角卓也,「ベクトル中間子を含むカイラルラグランジアンに基づく

固有パリティを破るハドロン崩壊過程の解析」, 物理学会 2015 年秋季大会,28aSD-10, 大

阪市,2015 年９月 

[12] 木村大自，梅枝宏之，両角卓也，「ベクトル中間子を含むカイラルラグランジアンに基づ

くτ → ηππν崩壊の研究」， 物理学会 2015 年秋季大会，28aSD-11，大阪市，2015年９月 

[13] 梅枝宏之, 両角卓也, 木村大自,「ベクトル中間子を含むカイラルラグランジアンにおけ

る固有パリティを破るパラメーターの決定」，瀬戸内サマーインスティテュート 2015，坂

出市，2015年９月 

[14] 梅枝宏之， 両角卓也， 木村大自，「ハドロン崩壊やタウレプトンの崩壊に基づく，ベク

トル中間子を含むカイラルラグランジアンにおける固有パリティや SU(3) を破る相互作

用の研究」，素粒子 物理学の進展 2015，京都市，2015年９月  

[15] Apriadi Salim Adam, T. Morozumi and K. Nagao and H. Takata, Creation and time evolution of 

particle number asymmetry in an expanding universe with interactions, 研究会 熱場の量子論 
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京都大学基礎物理学研究所 2015年９月１日 

[16] 稲垣知宏，S. D. Odintsov，坂本弘樹，“ゲージ相互作用する南部・ヨナラシーニョ模型で

のインフレーション”，日本物理学会第 71回年次大会，東北学院大学，2016年３月 

[17] 坂本弘樹，“複合スカラー場によるインフレーション”，瀬戸内サマーインスティテュー

ト 2015，香川県坂出市，2015年９月 

[18] 坂本弘樹，“複合スカラーインフレーション”，原子核三者若手 夏の学校 2015，2015年

８月 

[19] 坂本弘樹，“Gauged Nambu-Jona-Lasinio inflation”， 基研研究会 素粒子物理学の進展 2015， 

京都大学 基礎物理学研究所，2015年９月 

 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数                      ３ 件 

○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数                      10 件 

○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数                 ４ 件 

（国内会議） 

○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数                     ５ 件 

○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数                         11 件 

○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数          ３ 件 

 

 各種研究員と外国人留学生の受入状況 (両角) 

外国人留学生（博士後期過程）１名 Apriadi Salim Adam  

 

セミナー・講演会開催実績 

CORE-Uで主催した素粒子関連のセミナーを記載，企画，提案者のうち 

素粒子論研究室メンバーを括弧内に記載 

[1] 2015年ノーベル物理学賞受賞記念 特別セミナー（一般向）  

    日時：2015年10月９日（金） 14:30-16:00 

    場所：広島大学 東広島キャンパス 学士会館 ２Ｆ レセプションホール 

    講演者：小林 隆 氏（高エネルギー加速器研究機構 教授） 

    タイトル：J-PARCニュートリノ実験の最新結果と将来の展望 

  参加人数60名 

  （両角，石川，大川） 

[2] 第６回 (2015年度第 1 回) 広島大学極限宇宙研究拠点(CORE-U) セミナー 

    日時：2015年４月２日（木） 14:30-16:00 

場所：広島大学大学院理学研究科 E002 

    題名：Dark Matter Models with Local Dark Gauge Symmetries 

    講師：Professor Pyungwon Ko (Korea Institue of Advanced study) 

  参加人数30名 

  （両角） 

[3] 第９回(2015年度第４回) 広島大学極限宇宙研究拠点(CORE-U) セミナー 
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    日時：2015年５月20日 (水）12:50-14:20 

    場所：広島大学大学院理学研究科 E002 

  題名：Study for the measurement of phi_3 using B0→DK*0 followed by D→ KS0pi+pi- with 

model-independent Dalitz analysis  

    講師：根岸 健太郎 博士（広島大学先端物質科学研究科） 

  参加人数30名 

  （両角） 

[4] 第14回(2015年度第９回)広島大学極限宇宙研究拠点(CORE-U) セミナー  

    日時：2016年３月９日(水) 13:30-15:00 

    場所：広島大学大学院理学研究科 Ｅ002 

    講師：Professor. Bernd A. Kniehl (Hamburg University) 

    タイトル: Heavy-quarkonium theory in the LHC era 

    日時：2016年３月９日(水) 13:30-15:00 

  参加人数30名 

   （両角） 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

[1] 国際会議 1st CORE-U International Conference: Intense Fields and Extreme Universe, 

Hiroshima University, 2016年３月７日-８日，広島大学大学院理学研究科E203 大会議室,60

名, LOC（両角） 

[2] 第33 回格子上の場の理論国際会議 The 33rd International Symposium on Lattice Field Theory, 

2015年７月14日-７月18日，神戸国際会議場，376名，組織委員会委員（LOC），（石川） 

 

社会活動・学外委員 

○ 学協会委員 

[1] 大川正典：高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究推進委員会委員 

 [2] 大川正典：筑波大学計算科学研究センター運営協議会委員 

○ 外部評価委員等 

 該当無し 

○ 高大連携事業への参加状況 

 該当無し 

 

○研究助成金の受入状況 

[1] 大川正典：科学研究費補助金基盤研究(C)，「アジョイント表現のフェルミオンを持つSU(N)

ゲージ理論のラージＮ極限での研究」（平成26～28年度，代表, 1,200千円） 

[2] 石川健一：科学技術試験研究委託事業・「ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・

科学的課題に関するアプリケーション開発・研究開発」（平成26年度～平成31年度・受託機

関：筑波大学計算科学研究センター，分担機関：広島大学） 
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○宇宙物理学グループ 

研究活動の概要（小嶌康史） 

（１） ブラックホール磁気圏 

 ブラックホールから噴出するジェットへのエネルギーを供給する機構として，ブラックホール

の回転エネルギーを電磁気的に取り出す過程（Blandford-Znajek過程）が長年にわたり議論されて

きた。これまで，ある種の特別な境界の下で議論されてきたが，ブラックホールから外向きにエ

ネルギーが出るか否かはモデルの境界条件が決定する。磁力線に沿ってある種の保存量があり，

ブラックホールの地平面近傍の振る舞いは遠方での条件が影響しているからである。理想MHD条件

を課さずに，電荷が正と負の二成分の流体の運動を考慮する微視的モデルによりブラックホール

時空で定常な電磁場構造を探った。球対称で動径方向の磁場中では中性の流れのままであるが，

そこにブラックホールの回転が影響を与える。ブラックホールの自転は小さいとし，方程式の角

度部分は球関数で展開し，動径方向にはＷＫＢ近似を用いて関係するモードのみを取り出した。

その結果，ブラックホールの自転により生じた回転方向の運動が正負の電荷の流体で反対方向に

ローレンツ力を受け，子牛面内に電荷と電流を生じる。それからつくられる電場と磁場から外向

きの電磁エネルギーの流れを生じることがわかった。ブラックホールの地平面で生じるものでな

いことを示した。結果を論文にまとめ，出版された。同時に，成果は国内学会等で公表した。 

（２） 中性子星（マグネター）の磁場進化と振動の数値的解法 

 マグネター（超強磁場をもつ中性子星）は巨大なフレアを起こす。過去の巨大フレアではX線や

ガンマ線の光度に振動数が数十から百Hｚの準周期的振動（QPO）成分がみられ，中性子星の殻

におけるシア運動に伴うものという説がある。マグネター内部で起きる振動を初期値からの時間

発展の数値計算を検討中である。また，マグネター（超強磁場をもつ中性子星）内部の強磁場の

時間変化を決めるホール効果を考慮した，非線形移流が支配的な拡散方程式の数値解法を試みて

いる。ある限界の値以上にひずみが生じると，バースト的な構造変化があると考えている。その

発現頻度と規模に関して「べき則」を与える可能性を考案した。今後，シミュレーションの取り

入れることと観測量を検討している。また，マグネターは巨大なフレアを起こすエネルギー源の

場所の再検討を行った。 

（３） その他 

 神岡に建設中の大型低温の重力波観測所（KAGRA）や現在計画中の重力波観測衛星(DECIGO)

などで観測されるものや期待されるものなど多方面の検討に理論部門からの研究前年度から引き

続き研究を行った。また，初期観測に参加した。 

 

研究活動の概要（山本一博） 

 前年度に引き続き，銀河分布の多重極パワースペクトル解析と重力模型の検証，宇宙論的非線

形密度揺らぎの進化，インフレーション模型の検証，及びアンルー効果の検証に関するテーマを

中心に研究を行った。研究の第一の動機は，宇宙の加速膨張の解明を目的とした理論模型の進展

を背景として，重要となっている宇宙論スケールでの重力理論の検証を進めるという点にある。

インフレーション模型の検証，また重力理論における非線形現象が，どのように宇宙模型の検証

に影響するかという問題も一般相対論の課題として興味深い課題である。第二の動機として，量

子場の真空の性質を理解することは，宇宙の加速膨張の問題にヒントを与える可能性があり，ま

た同時に量子力学の基礎的原理の検証としても重要だからである。具体的な研究成果を以下に報

告する。 
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（１） サテライト銀河の落下運動による銀河多重極スペクトルへの影響 

 大規模な銀河探査プロジェクトの進展に伴って，銀河分布の精密な理論模型の構築と物理的情

報をどのように正確に取り出せるかが課題となっている。特に，非線形効果が重要となる小スケ

ールの銀河分布の理解は残された課題が多い。これまでの研究から，大規模サーベイで得られる

赤方偏移銀河分布では，ダークマターハローと銀河の対応，銀河の運動が強く影響していること

がわかってきた。特にサテライト銀河とよばれる一部の銀河の運動が小スケールの多重極スペク

トルに強く反映されことを明らかにしている。これまでの理論模型では，サテライト銀河はラン

ダム運動のみしていると仮定していたが，銀河の合体に伴う落下運動の影響を考慮して，銀河分

布の多重極スペクトルへどのような影響があるかを定量的に明らかにした。今後は二体相関だけ

でなく，三体相関であるバイスペクトルに対する精密理論模型の構築と，それによって得られる

非線形効果の物理情報を明らかにする。 

（２） 重力チェレンコフ放射による重力波の分散関係と重力理論の制限 

 修正重力理論に対する多角的な視点から重力波に着目した研究を進めている。今年の２月には，

aLIGOグループが連星ブラックホールからの重力波の直接検出を報告し，今後は重力に固有の自

由度である重力波の検証が精密に進むと考えられる。重力波は重力模型を特徴づけるものであり，

重力波によって修正重力理論を検証できる場合が多くある。重力チェレンコフ放射という現象に

着目して，重力波の分散関係に対してえられる制限について研究を行った。その結果，重力チェ

レンコフ放射は，修正重力理論や量子重力理論において予言される分散関係の高次修正項に対し

て非常に強い制限を与えることを明らかにした。重力波の直接観測から得られる重力子の質量に

対する制限と相補的に組み合わせることで，一般に重力波の強い制限となる。成果は，Physical 

Review Dに掲載された。現在は重力子に質量項を与える双重力理論模型への応用，研究を進めて

いる。 

（３） 一般相対性理論における宇宙論的密度揺らぎの進化 

 一般相対性理論におけるアインシュタイン方程式は非線形方程式であり，一般的な状況下での

解析的一般解は得られていない。膨張宇宙における重力の引き起こす非線形効果は，現在でも活

発に研究が行われているテーマである。この研究テーマについて，膨張宇宙における非線形効果

の影響を厳密な方程式を数値的に解く方法を用いて調べた。この問題は，圧力のある物質が宇宙

を支配する場合，解析解が存在しないため，研究がなされていなかった。そこで，球対称性を課

したル・メートル解を数値的に求め，その解の振る舞いをニュートン的座標への変換を数値的に

実行し非線形効果の影響を調べた。分かったことは，線形理論では現れない非等方圧力が非線形

効果によって出現することを示し，それが現れる条件を明らかにした。非等方圧力は，修正重力

理論を検証する上で指標となるものであるが，それが一般相対性理論の枠組みでも非線形効果に

よって発生するという興味深い知見が得られた。成果は分野の有力雑誌であるJournal of 

Cosmology and Astroparticle Physicsに掲載された。今後の応用研究として，インフレーション宇宙

の問題へ応用と解析を進める計画である。 

（４） アンルー効果の検証に関する理論的研究 

 曲がった時空上の場の量子論に関連する効果として，アンルー効果が知られている。アンルー

効果は，加速度運動する観測者がミンコフスキー真空を熱的励起状態として観測するという理論

予言で，真空の量子揺らぎと時空構造の関わり検証する面白い問題である。アンルー効果の検証

については，高強度レーザー装置の開発応用に関連して議論がなされ，実験物理学とも関わる重

要課題であるが，これまでに検証はなされておらず，また本当に検証が可能かどうか理論的にも

不明な点が残されている。このような状況を背景として，本研究では，量子場と相互作用する加
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速度運動する粒子模型を採用し，粒子から放射されるアンルー効果のシグナルとはどのようなも

のか明らかにする研究を進めている。今年度は，現実的な電磁場の量子揺らぎと相互作用する一

様加速度運動する荷電粒子の模型を解析して，以下の成果を得た。電磁場の量子揺らぎ相互作用

による粒子の加速軌道のまわりのランダム運動がエネルギー等分配則という熱的性質を示し，ア

ンルー効果の影響下にあることを示した。さらにこの運動にともなう電磁場のエネルギー運動量

テンソルを計算し，その性質を明らかにした。古典放射ラーモアよりa/m倍だけ小さな影響が残る

ことが分かった。ここで，aとmは，加速度の大きさと粒子の質量である。この結果は，スカラー

場と粒子の模型の場合と同様であった。さらに，この結果は場の理論的枠組みに基づいて得られ

たラーモア放射の量子効果と整合するものであった。これらの結果を総合すると，アンルー放射

と呼ばれる現象は，量子力学的な非局所的相関と深く関わっていることが示唆され，量子力学原

理の検証としても面白い対象となることがわかった。今後は，その検証の具体的方法の検討と，

理論予言の明解な物理的理解を深めることが重要である。それには，量子情報理論の技術を用い

た解析が有効と考えている。 

（５） プランク衛星による宇宙背景放射の観測とインフレーション模型の制限 

 宇宙の始まりに起こったと考えられているインフレーションは宇宙の加速膨張現象であり，そ

のインフレーションの多様な模型の検証が必要である。宇宙マイクロ波背景放射の揺らぎは，イ

ンフレーション模型の理論予言と直接結びつくので，検証において重要である。プランク衛星に

よる宇宙背景放射の揺らぎの観測結果に基づいてインフレーション模型の制限を次の二つ観点か

ら行った。第一に，大角度スケールの温度揺らぎは，標準模型の理論予言に比べて小さいことが

指摘されており，大角度スケールのアノーマリーとよばれている。このアノーマリーが偽真空崩

壊を伴うインフレーション模型によって，より整合的に説明できることを示した。しかし，同時

にパラメーターの微調整が必要であることもわかった。第二に，宇宙背景放射から測定された初

期曲率揺らぎのスペクトル指数の制限を用いて，インフレーションに伴う再加熱機構に制限を与

える研究を進めている。 

 

研究活動の概要（岡部信広） 

 銀河団の弱い重力レンズ解析を中心とする多波長観測の研究を行った。銀河団は宇宙で最大の

天体であり，暗黒物質がその質量の大半を占める。目で見ることができる通常の物質はバリオン

と呼ばれ，Ｘ線衛星や光学望遠鏡を通して観測されるが，銀河団の質量分布を測定するためには

様々な仮定が必要となる。一方，背景銀河に対する弱い重力レンズ効果は銀河団の力学状態によ

らず，銀河団の質量分布を測定する唯一の観測手法である。以下は研究のハイライトである。 

（１） 超近傍銀河団の弱い重力レンズ解析と銀河団中心の巨大楕円銀河の星運動学のジョイン

ト解析 

 赤方偏移がz=0.05程度にあるHydra A銀河団に対する弱い重力レンズ解析を行った。弱い重力レ

ンズ解析では銀河団中心から30キロパーセク程度外側のレンズ信号を捉えることができる。一方，

銀河団の中心には巨大な楕円銀河がおり，そのごく中心部では星質量が卓越している。30キロパ

ーセクの以内の質量分布を反映する星の動力学の情報と重力レンズ信号を組み合わせることによ

って，銀河団の半径３キロパーセクからビリアル半径の質量プロファイルの測定に成功した。特

に，２つの異なる情報を用いることによって，銀河団の暗黒物質質量と星質量を分解することが

でき，銀河団の中心部の質量プロファイルの精密測定が可能になった。 

（２） 巨大な電波レリックを持つ銀河団の弱い重力レンズ解析と加速モデルを用いた乱流磁場

の制限 
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 巨大な電波レリックは，高エネルギー電子のシンクロトロン放射で銀河団外縁部に見られる。

これは高エネルギー電子と磁場の存在を意味している。このような巨大な電波レリックは銀河団

衝突によって引き起こされる。弱い重力レンズ効果を使った質量構造のマルチコンポーネント解

析を行い，２つの大きなサブ構造の質量を同時に測定した。さらに，Ｘ線，電波，重力レンズの

情報から推測される銀河団衝突の物理パラメータに一致が見られた。また，銀河団中心部に電波

源が見られないことから，フェルミの２次加速を仮定し，銀河団磁場の乱流の上限値の制限を行

った。 

（３） 静水圧平衡質量と弱い重力レンズ質量の比較 

 赤方偏移0.15から0.3にある巨大な銀河団50個を均一的にサンプリングし，Ｘ線から測定される

質量と弱い重力レンズ質量の比較を行った。その結果銀河団の半分程度の大きさで両者に有意な

差が見られなかった。このことから，銀河団の半径の小さいところでは静水圧平衡の仮定が十分

に成り立っていると考えられる。 

（４） 新しい解析方法の開発 

 弱い重力レンズ解析において，新しい解析方法の開発とそのデータの応用を行った。複数のサ

ンプルに対するレンズ信号を合成する解析方法をスタッキング解析と呼ぶ。半径方向とレンズ信

号の方向で，銀河団の半径や質量で規格化すると，スタッキングプロファイルの精度が良いこと

が分かった。また，別の論文ではＸ線との情報を組み合わせて，３次元構造をディプロジェクシ

ョンする方法を実データに応用し，視線方向の構造に敏感な重力レンズ信号と敏感でないX線情報

から，銀河団ハローの楕円率の制限を行った。 

（５） 銀河団サブ構造の多波長解析 

 銀河団の中には様々な質量を持つサブ構造があることが知られている。Ｘ線と重力レンズ信号

の相補的データを組み合わせてサブ構造の研究を行った。本研究によってレンズ信号で捉えられ

た質量サブ構造に存在するＸ線サブハローのガス質量が期待される値より十分小さく，サブハロ

ーが銀河団内を動き回る過程において動圧等でガス質量を失ったと考えられることが分かった。 
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T. D. Rawle, N. Okabe, and S. M. Moran “LoCuSS: The slow quenching of star formation in cluster 
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総説 

◎[1]岡部信広, 梅津敬一, 田村隆幸, 藤田 裕, 滝沢元和, ZHANG Yu-Ying, 松下恭子, 浜名 

崇, 深沢泰司, 二間瀬敏史, 川原田円, 宮崎 聡, 望月ゆきこ, 中澤知洋, 大橋隆哉, 太田

直美, 佐々木亨, 佐藤浩介, TAM Sutieng : “Universal Profiles of the Intracluster Medium from 

Suzaku X-Ray and Subaru Weak Lensing Obesrvations” 国立天文台年次報告, 研究ハイライト 

第27冊 2014年度  

 

国際会議 

（招待講演） 

 無し  

 

（依頼講演） 

[1] Y. Kojima: “Exploring magnetic fields of neutron star”, Comprehensive Studies of Neutron Stars 研

究会 平成27年11月24 -25日, 理化学研究所,参加者50名 

[2] Y. Kojima: “Exploring black hole engine”, CTA Japan meeting 平成28年１月13 -14日, 東京大学

柏キャンパス, 参加者50名 

http://iopscience.iop.org/journal/1475-7516
http://iopscience.iop.org/1475-7516/2016/03
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[3] Y. Kojima: “Strong magnetic fields in neutron stars”, Intense fields and the extreme universe  平成

28年３月７-８日 広島大学,参加者50名 

[4] Naritaka Oshita（発表者）, Kazuhiro Yamamoto, Sen Zhang: “Unruh radiation produced by a 

uniformly accelerating charged particle in thermal random motions”, Second LeCosPA International 

Symposium under the Auspices AAPPS-DAGG, Everything About Gravity,  平成27年12月14日 

 

（一般講演） 

[1] Y. Kojima: “Origin of outgoing electromagnetic power by a black hole rotation”, The 25th workshop 

on general relativity and gravitation in Japan 平成27年12月９日 

[2]Naritaka Oshita, Kazuhiro Yamamoto, Sen Zhang: “Unruh radiation produce by a uniformly 

accelerating charged particle coupled to vacuum fluctuations”, (poster presentation), The 25th 

workshop on general relativity and gravitation in Japan 平成27年12月９日 

[3]Yoshiki Ueno, Kazuhiro Yamamoto: “Constraints on α-attractor inflation and reheating”, (poster 

presentation), CORE-U International conference Intense Field and Extreme Universe 平成28年３

月７日 

[4]Takumi Hirakawa, Kazuhiro Yamamoto: “Exploring inflationary scenarios with large scale 

suppression”, (poster presentation) CORE-U International conference Intense Field and Extreme 

Universe 平成28年３月７日 

 

国内学会 

（招待講演） 

無し 

 

（一般講演） 

[1] 小嶌康史：「ブラックホールの回転による外向きの電磁エネルギー流の生成」日本天文学会

秋季年会（平成27年９月９-11日，甲南大学） 

[2] 小嶌康史：「微小回転のブラックホールから外向きの電磁エネルギー流の生成」日本天文学

会春季年会（平成28年３月14日-17日，首都大学東京） 

[3] 大下翔誉, 山本一博, 張 森：「Radiation from a particle in an accelerated motion coupled to 

vacuum fluctuations」日本物理学会2015秋期大会，平成27年９月27日 

[4] 清田哲史，山本一博：「重力チェレンコフ放射による修正された重力波の分散関係に対する

制限」日本物理学会2016春期大会，平成28年３月20日 

[5] 山本一博, Valerio Marra, Viatcheslav Mukhanov, 佐々木節：「Perturbed Newtonian description of 

the Lemaitre model with non-negligible pressure」日本物理学会2016春期大会，平成28年３月21

日 

[6] 小嶌康史：「回転ブラックホールへ正負ペアの降着による外向きの電磁エネルギー流の生成」

高エネルギー宇宙物理学研究会 2015 （平成27年11月27日，西伊豆） 

[7] 小嶌康史：「中性子星の磁場の変化」研究会[中性子星の観測と理論]（平成27年12月22日，

京都大学）   

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       ２件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ０件 

http://conf1st.core-u.hiroshima-u.ac.jp/2016/03/05/takumi-hirakawa/
http://conf1st.core-u.hiroshima-u.ac.jp/2016/03/05/takumi-hirakawa/
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 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ０件 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       １件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ０件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ０件 

 

社会活動・学外委員 

○学協会委員 

[1] 小嶌康史：物理雑誌 Prog. Theo. Exp. Phys. 編集委員 

[2] 小嶌康史：一般相対論誕生 100 年記念市民講演会 開催実行委員長 2015 年 11 月７日    

一般約 100人 広島大学理学部 E002 

 

○講習会・セミナー講師 

[1] 山本一博：大人の科学談話室「アインシュタインと宇宙の始まり」，広島市こども文化科学

館, 平成 27年 12月 12日,  一般（50名） 

[2] 山本一博：基礎物理学研究所セミナー「Constraints on modified dispersion relations for 

gravitational waves from gravitational Cherenkov radiation」，平成 28年１月 27日，研究者（30

名） 

[3] 岡部信広: 高校生のための広島大学公開講座, ”宇宙に存在する物質の起源”「星以外の

天体の元素組成比の観測」 （2015年７月 24日 広島大学） 

[4] 岡部信広: 「一般相対性理論誕生 100年記念市民講演会」「アインシュタインと重力レンズ

とすばる望遠鏡」（2015年 11月７日 広島大学） 

[5] 岡部信広 : 重力波初検出セミナー「重力波初検出について」（2016年２月 22日 広島大学） 

 

○SSHセミナー，高等学校による大学訪問 

[1] 山本一博：「宇宙最古の電磁波」広島大学オープンキャンパス，平成 27 年８月 18日，講師，

一般高校生（150 名） 

 

○国際共同研究・国際会議開催実績 

[1] 小嶌康史：JGRG25組織委員SOC（参加者：約150名）（2015年12月７-11日，京都大学） 

◎[2] 小嶌康史, 山本一博：Core-U international conference Intense fields and the extreme universe 組

織委員世話人（参加者：約50名）（2016年３月７-８日，広島大学） 

 

○各種研究員と外国人留学生の受入状況 

  山本一博：南 岳（大学院Ｍ１） 

 

○研究助成金の受入状況 

[1] 小嶌康史：科学研究費基盤研究(Ｃ)（平成26-29年度，代表，平成27年度 600千円）「大域

的磁場の性質から探る中性子星の構造と進化」 

[2] 山本一博：科学研究費補助金新学術領域研究（平成27—31年度，分担者，平成27年度 500
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千円）「究極理論からの加速宇宙の解明」 

[3] 岡部信広：科学研究費補助金若手研究(B)（平成26-28年度，代表，平成27年度 800千円）

「弱い重力レンズ効果による銀河団サブハローの質量関数と統計的性質の解明」 

 

 

○クォーク物理学グループ 

研究活動の概要 

宇宙創成のシナリオ完成を目指し，欧州CERN研究所国際共同研究ALICE実験に私たちが建設導入

した高分解能フォトン検出器PHOSを主要測定器とし，LHC加速器原子核衝突が創る超高温領域ク

ォーク物質の強相関物性と完全流体性を解明する。前年度に拡張型読出技術を新規導入したPHOS

検出器は本学院生３名の特筆すべき活躍により順調に立ち上がり，本年６月から衝突エネルギー

を倍増したLHC加速器第２期13TeV陽子＋陽子衝突実験のデータ収集に突入した。直ちに収集デ

ータの整合性確認及び品質検査を始めると同時に性能向上に向けた機器調整を進めた。杉立徹教

授はこれらの技術情報を携え同年８月，日本研究チーム５名を率いてロシア研究機関・高エネル

ギー物理学研究所（プロトヴィノ）を訪問し，ロシアチームと進捗状況を相互確認するとともに

今後の研究戦略を議論した。日露チームが先導するカロリメータ検出器を使った物理データ解析

は順調に進展し，同年９月末に神戸市で開催した国際会議クォークマター2015で本学院生が４件

の研究発表を行った。同物理解析を加速的に展開するため，同会議に連結して10月5日からロシア

チームに加えて仏国・米国・スウェーデン・中国の関連研究者も集めて“ALICE Calo Meeting in 

Osaka”（大阪大学中之島センター）を主催し，広く活発な意見交換を行い，研究戦略の徹底を図

った。11月から４週間，衝突エネルギーを核子対当たり5TeV/Aに倍増して初めての鉛＋鉛原子核

衝突実験を遂行した。衝突実験開始当初からPHOS検出器は順調にデータ収集を継続した。データ

統計量の増加とともに検出器較正の精度も向上し，明確な中性パイ及びイータ中間子生成を確認

するとともに，横運動量の関数としてこれらの生成量の導出に成功している。公表データ導出に

向けて本学院生が中心となり詳細な解析を続けている。これらの成果を含めてALICE国際共同実

験共著として本年度，学術論文36編を公表した。 

 志垣賢太准教授はALICE実験における主要な検出器高度化計画として，2021年稼働を予定する

前方ミュー粒子飛跡検出器MFTの開発建設を，フランス・ロシア・中国・韓国・インド・ペルー・

タイの研究機関と連携して推進している。本年度は，５月にフランスからMFT検出器副責任者を，

10月には国際会議クォークマター2015に連結して“ALICE MFT Meeting at Hiroshima University”

を主催しMFT検出器責任者らを含むフランスおよび日本国内の共同研究者を，広島大学へ各々招聘

して，共同研究推進に関する戦略議論と意見交換を行った。また，MFT検出器制御系責任者の立

場から責任範囲を拡大し，１月に制御供給作業部会座長に就任した。本年度は特に，検出器制御

系の開発と半導体検出素子の性能試験に重点を置き，双方に関して日本唯一となる開発試験環境

を広島大学に構築整備した他，複数の本学大学院生をCERN研究所に派遣してALICE実験中枢部と

の技術連携を強化した。併せて物理性能評価の面から，イタリアECT*研究所で主催した国際会議

「RHICとLHCでの超相対論的重イオン衝突における光子・レプトン対の新展望」において研究発

表を行い，２月には本学大学院生とともにフランス・リヨン大学を訪問して進捗状況を相互確認

し研究戦略を議論した。並行して推進する米国BNL研究所RHIC加速器PHENIX実験においては，

15年目のデータ収集とともに，17編の査読共著論文を公表した。従来から主眼であった低質量領

域の物理解析に加え，新規導入した衝突点近傍半導体検出器を用いた重クォーク挙動の解明に向

けて解析対象範囲を発展展開し，国際会議クォークマター2015において本学大学院生が研究発表
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を行った。これらの研究業績に基づき，理化学研究所に客員研究員として，東北大学に非常勤講

師として，各々招かれた。 

 本間謙輔助教は宇宙暗黒物質源となり得る光に弱く結合するsub-eVの未知素粒子の探索を実施

した。昨年度中の世界初の探索手法による結果の出版に続き，さらなるレーザーの高強度化に向

けて原子起因の背景事象を定量化するための実験準備を推進した。実際に京都大学化学研究所（化

研）内で構築した真空容器内のレーザー集光系において，生成用光波と崩壊誘導用光波のレーザ

ーを同軸上で混合し，真空内四光波混合光の探索を実施した。その際，化研内のレーザーシステ

ムで得られる生成用レーザー光強度を２段階に用いて探索を試みた。比較的弱い初段階のレーザ

ー強度による探索では，真空内四光波混合光が統計的に有意に見出されなかった結果を得た。こ

の結果から，未知場と光子との結合に対する上限値を，場の質量の関数として見積り，論文とし

て公表した。初段階の探索システムにより，残余原子起因の背景光の圧力依存性の定量化にも成

功した。その結果，２段階目の最高強度レーザーによる探索には，真空系の根本的なアップグレ

ードが必須であることが判明した。これらの経験を通じて，背景光の抑制方法の確立とその実践

のために必要とされる次期研究課題を具体化した。この研究を共に推進させた本学大学院生は

2016年２月，レーザー学会第36回年次大会で発表した「四光波混合を用いた暗黒物質候補粒子の

探索結果」に対して論文発表奨励賞を受賞し，更に同年３月，博士（理学）の学位を取得した。

欧州連合は総額おおよそ1000億円を投資する超高強度レーザー光施設(Extreme Light Infrastructure, 

ELI)プロジェクトを2009年に認可した。このプロジェクトは高強度レーザー技術を基本インフラ

とした基礎・応用科学を欧州全体で発展させることを目的としている。その約３分の１の予算措

置を受け，原子核物理を含む基礎科学に重点を置いたELI-NPサイトをルーマニアのホリヤフルベ

イ国立物理学・原子核工学研究所(IFIN-HH)に置くことが2012年に承認された。本間謙輔助教は，

2009年よりミュンヘン大学(Munich-Center for Advanced Photonics, MAP project)へ客員教授として

招かれ，先導的な立場で特にELIで実施可能となる真空の量子構造を光で探求する研究提案を，現

地の研究者らと議論を重ね論文化し，2011年３月にELI-NPに対して実験提案を行った。この実績

に基づき，本間助教はELI-NPのための実験提案とそのための技術提案書(Technical Design Report, 

TDR)の提出を依頼された。このため本間助教は2013年６月，2014年４月/９月，2015年２月に欧

州にて開催されたTDR執筆のためのワークショップへ招聘され，上記新粒子探索のアップグレー

ドを含む，宇宙進化と関連深い実験テーマを掲げたTDRを，HPLS-TDR3(RA5)議長として2015年4

月に欧州連合の外部評価委員会に提出した。TDRは2015年５月に評価委員会から高評回答が与え

られ，提案に対して２つの実験用エリアが正式に割り当てられた。その後，本間助教はRA5実験

のためのキックオフミーティングをTDR議長として2015年９月にELI-NP内で主催した。次いで予

備実験の事前調査として2016年1月，本間助教は関連する国内複数の研究所にRA5実験専任研究員

を含むELI-NP研究者ら４名を招待し，提案内容に沿った今後の国際共同研究の進め方について打

合せをした。この実験提案に対して現時点で，2018年までの期間中ELI-NPのサイト内にて約４億

円（人員雇用費は除く）の初期実験経費が採択されており，今後，本間助教は提案内容に沿って

実験準備を推進する。 

 三好隆博助教は，プラズマ物理学における重要な基礎的研究として，高精度流体シミュレーシ

ョンによる磁気リコネクション研究を推進した。特に本年度は，高磁気レイノルズ数プラズマ電

流層において，小スケールのPetschek型衝撃波が多数自発的に生起することを発見し，磁気リコネ

クションの高速化に関する新たなシナリオを提唱した。また，プラズマ流体力学方程式系に対す

るガウス則保証型の高次精度衝撃波捕獲法に関する研究開発を新たに開始した。 
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（招待講演） 

  [1] K. Homma,”Quantum Optics in the Vacuum toward Laboratory Search for Dark Fields in the 

Universe”, CLE2015, OPTICS & PHOTONICS International Congress 2015, (Yokohama, Japan, 

2015.04.23) 
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KISTI, (Daejeon, Korea, 2015.9.22-9.24) 

  [6] K. Homma,”Search for sub-eV dark fields at stimulated laser colliders”, Outlook on Wake Field 
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Acceleration: the Next Frontier –, (CERN, Geneva, Switzerland, 2015.10.15) 

 [7] K. Shigaki for the ALICE Collaboration, “Dilepton Measurement at ALICE - especially the Muon 

Forward Tracker Upgrade”, ECT* Workshop, New Perspectives on Photons and Dileptons in 

Ultrarelativistic Heavy-Ion Collisions at RHIC and LHC, (Trento, Italy, 2015.11.30-12.11) 

 

（依頼講演） 

  [1] T. Sugitate, “ALICE Activities in Japan”, Japan-Russia ALICE Meeting, Institutes of High Energy 

Physics, (Protvino, Russia, 2015.8.4-8.6) 

 [2] K.Shigaki, “Status and Plans in Japan”, ALICE MFT Meeting at Hiroshima University, (Hiroshima, 

Japan, 2015.10.5) 

 [3] K.Shigaki, “Overview of MFT Activities in/at Japan/Hiroshima”, 6th ALICE ITS upgrade, MFT and 

O2 Asian Workshop, (Seoul, South Korea, 2015.12.7-9)  

 

（一般講演） 

 なし 

 

国内学会 

（招待講演） 

 [1] 志垣賢太：「高エネルギー原子核衝突を用いた極限状態の実験的探究」東北大学大学院理学

研究科セミナー（東北大学，2015年７月３日） 

 [2] 本間謙輔:「高強度レーザー場を用いた素粒子物理学の新展開」第36回レーザー学会シンポ

ジウム (名城大学天白キャンパス，2016年１月11日) 

 

（依頼講演） 

 [1] 本間謙輔：「真空内四光波混合による暗黒場探索の現状と展望」新学術領域研究会テラスケ

ール2015 (東京工業大学岡山キャンパス，2015年12月22日) 

 

（一般講演） 

 [1] 本間謙輔他:「ELI-NPにおけるMeV領域のヘリシティーに依存した光子光子衝突実験の実

現性」日本物理学会第71回年次大会 (東北学院大学泉キャンパス，2016年３月19日) 

 [2] 三好隆博：「プラズマ流中での抵抗性磁気リコネクション」日本地球惑星科学連合2015年大

会 (幕張メッセ, 2015年５月24日-28日) 

 [3] 三好隆博：「MHD方程式に対する衝撃波捕獲差分法」プラズマシミュレータシンポジウム

2015 (核融合科学研究所, 2015年９月３日-４日) 

 [4] 三好隆博：「磁気流体力学方程式に対する高次精度衝撃波捕獲差分スキームの開発」日本天

文学会2016年春季年会 (首都大学東京, 2016年３月14日-17日) 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数        １ 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数         14 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数   ０ 件 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数         ０ 件 
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 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数        ４ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数   ２ 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

[1]  志垣賢太：第 21回 Heavy Ion Pub 研究会，世話人（奈良女子大学，2015年７月 24日） 

[2]  三好隆博：HEPnet-J ユーザ会 2015，世話人（広島大学，2015年 11月 24日-25日） 

 

社会活動・学外委員  

○ 学協会委員 

[1]  杉立 徹：高エネルギー加速器研究機構 客員教授 

[2]  志垣賢太：高温高密度QCD物質オープンフォーラム世話人 

[3]  志垣賢太：日本の核物理の将来ワーキンググループ第4分野委員 

[4]  志垣賢太：日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（2015年７月まで） 

[5]  志垣賢太：日本学術振興会国際事業委員会書面審査員（2015年７月まで） 

[6]  本間謙輔：レーザー学会超高強度レーザーの学術応用調査専門委員会委員 

[7]  三好隆博：地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS）太陽地球惑星系科学シミュレーション

分科会幹事 

 

○講習会・セミナー講師 

[1]  志垣賢太：東北大学大学院理学研究科非常勤講師（集中講義）「高エネルギー原子核衝突実

験物理学」（東北大学，2015年７月1-3日） 

[2]  志垣賢太：理化学研究所客員研究員 

[3]  本間謙輔：ELI-NP夏の学校 (http://www.eli-np.ro)講師「Laser driven particle physics」(ルー

マニアIFIN-HH研究所,  2015年９月22日) 

[4]  三好隆博：熊本大学大学院理学特別講義B1（集中講義）非常勤講師「数値宇宙流体力学」

（熊本大学，2015年７月15日-17日） 

[5]  三好隆博：熊本大学大学院自然科学研究科プロジェクトゼミナール講師「高解像度磁気流

体シミュレーションによる磁気リコネクション研究」（熊本大学，2015年７月16日） 

[6]  三好隆博：宇宙磁気流体・プラズマシミュレーションサマースクール講師「近似リーマン

解法による磁気流体方程式の差分解法」（千葉大学，2015年８月４-８日） 

 

産学官連携実績 

 無し 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

[1]  杉立 徹，志垣賢太，本間謙輔：国際共同研究 PHENIX 実験実施（米国BNL研究所） 

[2]  杉立 徹，志垣賢太：国際共同研究 ALICE 実験実施（欧州CERN研究所） 

[3]  本間謙輔：国際共同研究 IZESTプロジェクト実施 (International Zetta-Exawatt Science and 

Technology)（フランス エコール・ポリテクニック＆CEA） 

[4]  本間謙輔：国際共同研究 ELI-NPプロジェクト実施（Extreme Light Infrastructure Nuclear 
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Physics）（ルーマニア IFIN-HH研究所） 

[5]  杉立 徹，志垣賢太：国際会議“Computing in High Energy Physics 2015”組織委員（沖縄科

学技術大学院大学，2015年４月13-17日） 

[6]  杉立 徹，志垣賢太：国際会議“Quark Matter 2015”学術事務局，組織委員（神戸市，2015

年９月27日-10月３日） 

[7]  杉立 徹：国際会議”ALICE Calo Meeting in Osaka” 主催（大阪大学中之島センター2015

年10月５日-10月７日） 

[8]  志垣賢太：国際会議“ALICE MFT Meeting at Hiroshima University”主催（広島大学，2015

年10月５日） 

[9]  志垣賢太：国際会議“New Perspectives on Photons and Dileptons in Ultrarelativistic Heavy-Ion 

Collisions at RHIC and LHC”組織委員（イタリア・トレント，2015年11月30日-12月11日） 

[10]  志垣賢太：国際会議“Intense Fields and Extreme Universe”組織委員（広島大学，2016年３

月７-８日） 

 

高大連携事業への参加状況 

 なし 

 

研究助成金の受入状況 

[1]  杉立 徹：科学研究費補助金基盤研究（S）（2015年度，31,100千円）「クォーク物性を解き

明かすALICE実験フォトン物理の新展開」代表 

[2]  杉立 徹：日本学術振興会２国間交流事業日露共同研究（2015年度，2,250千円）「ALICE

実験PHOSによる光子と中性中間子測定及び第３期実験に向けた検出器開発」代表 

[3]  志垣賢太：頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム（2015年度，26,140

千円）「人類未到エネルギー原子核衝突実験における国際研究連携網強化と研究者育成の発

展展開」主担当 

[4]  志垣賢太：科学研究費補助金基盤研究（B）（2015年度，3,400千円）「極致エネルギー原子

核衝突による解放クォーク挙動解明の第二跳躍：硬散乱事象選択測定」代表 

[5]  志垣賢太：科学研究費助成基金助成金挑戦的萌芽研究（2015年度，600千円）「原子核偏芯

衝突を用いた宇宙最高強度磁場の実験的検出と非線形量子電磁力学への挑戦」代表 

[6]  本間謙輔：科学研究費補助金新学術領域研究（公募）（2015年度，6,300千円）「sub-eV弱結

合中性ボゾン探索へ向けた原子起因四光波混合の定量化」代表 

[7]  本間謙輔：科学研究費補助金基盤研究（B）（2015年度，2,600千円）「真空内四光波混合に

よるアクシオン探索」代表 

[8]  本間謙輔：科学研究費助成基金助成金挑戦的萌芽研究（2015年度，2,900千円）「インスタ

ントン効果の顕在化」代表 

[9]  本間謙輔：京都大学化学研究所課題提案型共同研究（2015年度 900千円）「真空内四光波

混合の探索」代表 

[10]  三好隆博：科学研究費補助金基盤研究（C）（2015年度，1,600千円）「プラズマ流体方程式

に対するガウス則保証型高次精度衝撃波捕獲法の開発」代表 
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○高エネルギー宇宙・可視赤外線天文学グループ 

研究活動の概要 

 平成27年度も現在稼働中の観測装置（フェルミガンマ線衛星，すざくＸ線衛星，かなた望遠鏡）

による観測と将来観測装置の開発（次期Ｘ線衛星ASTRO-H，硬Ｘ線偏光観測気球実験PoGOLite，

かなた望遠鏡次期検出器）の２つを柱として活動を行った。かなた望遠鏡関係の研究は，宇宙科

学センターと強い協力関係の下で進めている。学位論文としては，修士論文７編（枝廣，大橋，

川端，神田，白川，高田，中岡），卒業論文８編（安部，内田，戸田，田中K，田中N，廣地，森，

宮岡）を発表した。さらにHiサイエンティスト養成プログラムの自由研究生２名を受け入れた。

また，昨年度から立ち上がった極限宇宙研究拠点（Core-U）に関する活動も進めた。以下，学生

の教育関連については，宇宙科学センター関連の業績も含めて説明する。 

 

[フェルミ衛星によるガンマ線観測] 

フェルミ衛星は，打ち上げから８年目を迎えたが，特に故障もなく，無事に全天ガンマ線サーベ

イを続けている。本年度は，キャリブレーション進展が反映されたPASS-8データが公開され，特

に低エネルギー側と高エネルギー側でデータの質が高まった。本グループも，かなた望遠鏡との

多波長観測を進めるとともに，11月にワシントンで行なわれたフェルミ衛星シンポジウムに参加

した。今年度は，ジェット天体であるブレーザーについてガンマ線と可視偏光との系統的な相関

の研究を進め，ガンマ線で明るいフレアほど可視偏光度が高くなる傾向を有意に得た。また，電

波銀河に着目したデータ解析も進め，3C111については電波フレア時のガンマ線フレアの相関を調

べ，ガンマ線放射位置に制限を与える試みを行った。銀河系の宇宙線分布を探るために，銀河面

に沿った広がったガンマ線の研究も進めた。宇宙線の相互作用の相手である星間ガスの分布をよ

り正確・精密に測定するため，Planck衛星によるダスト由来の全天のマイクロ波マップとガンマ

線マップの比較を，名古屋大学のグループと共同で開始し，複数のダスト密度の指標とガンマ線

の比較を行った。とくに近傍の高銀緯分子雲であるMBM53,54,55領域について詳細に解析を進め，

ダスト・ガスの性質がダストの温度に依存して変わることを見出し，その影響を取り込んでガス

の柱密度(質量)および宇宙線のエネルギー密度を導出した。補正によりdark gasの質量は3-4倍変

わり，星間ガス・宇宙線の定量において補正が本質的であることが分かった。ガンマ線連星HESS 

J0632+057について，Swiftの多数のデータからＸ線吸収に対する情報を得て，連星の様子に制限を

つけ，連星の正体を探ることを目指している。ブラックホール連星V404 Cygが25年ぶりに大増光

し，多波長観測が世界的になされた。我々も，かなた望遠鏡による可視偏光とともにフェルミ衛

星でガンマ線の上限値を得て，放射メカニズムに制限を与えた。 

 

[すざく衛星によるＸ線観測] 

AGNの中心ブラックホールを囲むトーラスによるＸ線反射成分のスペクトルをGeant4を用いてシ

ミュレーションし，モデルとして論文発表した。AGNのＸ線鉄ライン変動は，こうしたトーラス

の中心からの距離を探るうえで重要である。すざくのデータを用いて，いくつかのAGNから変動

を捉え，トーラスの距離に制限をつけた。楕円銀河の高温ガスからのＸ線放射に鉄のLラインの共

鳴線は，他のラインに比べて共鳴散乱されやすい。しかし，高温ガスで大きな速度差があるとド

ップラーにより散乱が弱められる。この効果を調べるために，XMM-Newtonのデータを用いて12

個の楕円銀河の系統的解析を進め，散乱の様子が楕円銀河ごとに異なることがわかった。Ｘ線で
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最も明るい天体ScoX-1は50keV付近で急激に弱くなるが，他衛星により，50keV以上に超過成分が

報告された。これを確認するため，すざく衛星で観測した結果，この天体のある特徴的な時期の

み50kev以上に超過成分がある兆候が見つかった。AGNのジェットを正面から見ていると考えられ

る天体ブレーザーの宇宙論的進化をさぐるため，Swift衛星の硬Ｘ戦サーベイで見つかったブレー

ザー天体を用いてＸ線光度関数の進化を導出する研究を開始した。過去の論文に比べて，新たに

見つかった暗い天体を含めて，より精度良く求めることを目指す(戸田卒論)。銀河団の進化をさ

ぐるために質量関数は重要である。すばる望遠鏡で重力レンズ測定がされる予定の約20の銀河団

について，XMM-NewtonのＸ線データを用いて重力レンズ質量とＸ線観測諸量の関係を求める研

究を開始した（宮岡卒論）。大きく広がったTeVガンマ線放射VER J2019+368の「すざく」による

Ｘ線フォローアップ観測を行い，既知のＸ線パルサー星雲以外にはＸ線で対応天体となりうる広

がった放射がないことを示し，また欧州XMM-Newton衛星のアーカイブデータ解析とも合わせる

ことで(田中N卒論)，Ｘ線パルサー風星雲の諸元(広がり，スペクトル)を精度よく決め電子の特質

(スペクトル，粒子輸送プロセス)を精度よく制限した。 

 

[ASTRO-H搭載機器の開発] 

ASTRO-Hプロジェクトは，打ち上げ直前の衛星総合試験が11月まで行なわれた。当グループが開

発に大きく関わるHXI/SGD検出器は昨年度完成し，本年度は衛星に搭載された状態で，熱真空試

験，振動衝撃試験などが行なわれた。熱真空試験では，上空で期待される温度環境を達成し，温

度制御機構が正しく動作することを確認するとともに，検出器の性能も想定通りであることが確

認された。振動衝撃試験も無事に終了した。また昨年度行なわれたキャリブレーションのデータ

解析を進めるとともに，解析ソフトウエアーの開発も進めた。また，コンプトンカメラを取り囲

むBGOシンチレーターを用いたガンマ線バーストについて，位置決定のための研究を行なった(田

中K卒論)。一方，SGD検出器は本格的な軟ガンマ線偏光観測も行なうため，SPring-8で11月に100%

偏光ガンマ線ビームを搭載検出器と同等のコンプトンカメラに入射させ，偏光測定の性能試験を

行なうとともに，シミュレーションプログラムとの詳細な比較を行い，想定されるどおりの性能

が確認された(枝廣修論)。衛星は種子島に移動し，動作試験を数回行なった後，２月17日に無事

打ち上げられ，「ひとみ」と名づけられた。HXIとSGDは３月中旬に立ち上げを行い，無事に動作

が確認され，いくつかの天体の観測データが取得できた。ところが，３月26日，衛星の姿勢系の

トラブルにより衛星通信が途絶えてしまい，３月末の時点で衛星復旧が全力で行なわれていた。 

 

[PoGOLite気球実験，将来Ｘ線ガンマ線観測に向けた基礎開発] 

硬Ｘ船偏光気球実験PoGOLiteは，来年度再放球に向けて，光電子増倍管の交換のための性能評価，

中性子とガンマ線を区別するためのアナログデジタル回路系の改良を進め，線源を用いた実証試

験も進め，スウエーデンのチームにインプットした。また，2013年の放球で得られたCrabの硬Ｘ

線偏光の結果を論文発表した。2017年度打ち上げ予定のスウェーデン超小型衛星CubeSatに載せる

軌道上荷電粒子モニターのセンサー部のシンチレーターの選定，アナログ回路の設計を開始した

(内田卒論)。本年度から，将来硬Ｘ線高感度サーベイプロジェクトFORCE(NGHXT)計画に参加を

始めた。本年度は，衛星デザインの設計をメーカーとともに進めた。将来ガンマ線観測のために，

新しく開発したシリコンパドセンサーの性能特性評価を行なった。浮遊容量が小さくなっている

ことが確認でき，Ｘ線スペクトルを取得し，ノイズ特性の改善されることが確認できた(白川修論)。

同じく開発したシリコンドリフトセンサーの基礎特性実験を進め，試行錯誤を繰り返した結果，

Ｘ線信号を取得できるようになり，今後，基礎実験を進めることとなった。硬X線偏光観測への応
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用を念頭に，ピクセル型光検出器とプラスチックシンチレータを組み合わせたシステムの性能評

価を行い，動作温度および読み出し速度を改善することで性能が向上し，5 keV程度までエネルギ

ー敷居を下げることに成功した。また，硬Ｘ線観測衛星NuStarの解析やＸ線偏光観測衛星計画

PRAXySにも参加している。 

 

[かなた望遠鏡等を用いた可視赤外線観測］ 

東広島天文台では，晴れ間のある晩（月に20日程度）には，主として学生やポスドクのうち二人

以上の組が東広島天文台に滞在し，かなた望遠鏡を用いて，活動銀河核や超新星，ガンマ線バー

スト，Ｘ線連星，前主系列星などの観測的研究を行っている。観測データの排出率としては，こ

の９年余りに亘り，国内の他の同クラス望遠鏡と比較しても高いレベルを維持できている。望遠

鏡は年間を通じて大きなトラブルはなかった。例年通り，梅雨の時期となる６月には望遠鏡の主

鏡を国立天文台・岡山天体物理観測所に持ち込んで，鏡面（アルミ膜）の再蒸着作業を学生と教

員との共同作業で遂行した。 

活動銀河核の観測的研究については，Mrk 421におけるＸ線フレアと可視近赤外偏光との相関に

はフレアごとに差異があることを見出した。また，ブレーザーの光度変化に対しトレンドフィル

ターとウェーブレット法という新しい手法を用いてフレア検出を行い，フレア毎の偏光成分の方

位角と，高空間分解能電波観測で得られているジェットの方位角とを比較し，両者は特に相関を

持たないことを見出した（神田修論）。 

前主系列星 AA Tau においては，継続的で高精度の可視近赤外線同時偏光測光観測を実施して，

これまで空間分解できていない星周円盤の内縁付近の構造について，その回転中心軸が天球上の

方位角を決定し，星周円盤の内縁付近の物質分布が非一様であることを見出した（高田修論）。 

超新星に関しては，2014年に現れた超新星の後期に亘る継続的な観測とその解析に進展がみら

れた。近年見出された暗く特異なIa型（=Iax型）であるSN2014dtにおいては爆発後50日以降１年に

亘る減光が非常に緩やかで，この時期の主たる熱源であるコバルト56の放射性崩壊の減衰とほぼ

一致し，爆発中心付近に光学的に厚い物質，すなわち親星である白色矮星の燃え残りが存在する

可能性が高いことを指摘した（川端修論）。また，典型的なIIP型超新星SN2014cxに対しては発見

日から実施されたSwift衛星のUVOT観測を併用し，これまでで最も早い爆発後２日目の光球の温

度と半径を推定することができ，その時間変化から親星の爆発直前の光球半径を推定することが

できた（中岡修論）。 

重力波アラートに伴う可視域の天体同定観測においては，重力波の到来方向の確率密度に応じ

て，確率の高い領域にある近傍（100Mpc以内）の既知の銀河を行い，多数の変光星を見出すこと

ができた。しかし，重力波アラートによるものかどうかは不明である。 

これ以外にも，過去にすばる望遠鏡取得された偏光スペクトルデータを解析して，Ｘ線天体SS 

433の偏光を定量的に解析した例や（大橋修論）や，すばる望遠鏡の広視野カメラHSCによる既撮

影画像を用いた新星状天体の爆発前の光度測定に基づいた親星の素性の議論（廣地卒論）が行わ

れた。さらに，データベースを利用した変光星タイプの自動判定アルゴリズムの試験（安部卒論）

も行われた。 

 

［次期主力可視近赤外検出器の開発およびチベット設置可視望遠鏡の評価］ 

可視赤外線同時カメラ可視赤外線同時カメラHONIRは，総合的な安定性の試験とそのための駆動

系のアップグレードが行われ，特に，駆動に不安定性の見られた光学ターレットのモーターのア

ップグレードと原点検出機構の調整が行われ，さらに近赤外線検出器の高速読み出しを実現する
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新しい読み出しシステムのノイズ性能の精査が行われた（森卒論）。また，HONIRを用いた観測デ

ータを再解析することで，東広島天文台における可視近赤外域のスカイ背景光強度を再評価し，

各バンドでの限界等級をより高い精度で見積もることができた）。また，重力波源の可視対応天体

捜索HinOTORIプロジェクトに関しては，50cm望遠鏡の観測データの解析の詰めが行われた後，

一式を東広島天文台から搬出して，チベットへ発送した。 
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Ackermann, M., Fukazawa, Y. (46番目), Mizuno, T. (86番目), Ohno, M. (92番目), Ohsugi, T. (93
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総説 
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国際会議 

（招待講演） 

[1] H. Takahashi, “The Astro-H Mission”, “INTEGRAL 2015” conference, 2015/10/5-9, イタリア/ロー

マ, 参加人数 90名 

[2] Y. T. Tanaka, "Blazars Studied in X-rays with Suzaku, MAXI, and Future Astro-H", "Relativistic Jets: 

Creation, Dynamics, and Internal Physics", Krakow, Poland, 20-24, April, 2015. 

 

（一般講演） 

[1] R. Itoh, "Blazar variability in gamma-ray and optical polarization with Fermi and Kanata telescope", 

2015/11/09 - 2015/11/13, 6th Fermi Symposium, Washington D.C., USA, 参加人数200名 
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D.C., USA, 参加人数200名 

[3] H. Takahashi, “Fermi LAT observations of Eta Carinae during 2014 periastron”, 2015/11/09 - 

2015/11/13, 6th Fermi Symposium, Washington D.C., USA, 参加人数200名 
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[12] R. Itoh, "Optical polarization review", Fermi-LAT Collaboration meeting, March 14-17 2016, SLAC 
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（一般講演） 
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[3] 北口貴雄："Scalable Readout System を利用した GEM-TPC Ｘ線偏光計の開発および性能評価
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[4] 高橋弘充："PoGOLite気球実験2016年フライト"，2015年11月５-６日，大気球シンポジウム，
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[6] 田中康之: "フェルミ衛星による Broad Line Radio Galaxy 3C 120 のモニター観測と多波長デ

ータによる MeV/GeV ガンマ線放射位置と放射機構の探査", 降着円盤研究会，2015年６月

21-22日. 

[7] 吉田道利: 「TAOによる重力波放射源の光学対応天体の追跡探査」, 春の天文学会, 2016年

３月14-17日, 首都大学東京 

[8] 高橋弘充: 「硬X線偏光検出器PoGOLite気球実験:2016年の再フライトに向けての準備状況」, 
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[10] 河野貴文: 「TeVガンマ線連星HESS J0632+057における吸収量の位相依存性」, 春の天文学

会, 2016年３月14-17日, 首都大学東京 

[11] 枝廣育実: 「ASTRO-H衛星搭載 軟ガンマ線検出器(SGD)コンプトンカメラの偏光ビーム試

験」, 春の天文学会, 2016年３月14-17日, 首都大学東京 

[12] 川端美穂: 「Iax型超新星SN 2014dtの可視近赤外における中期・後期観測」, 春の天文学会, 

2016年３月14-17日, 首都大学東京 

[13] 中岡竜也: 「東広島天文台HONIRにおける近赤外バックグラウンド放射の季節依存性」, 春

の天文学会, 2016年３月14-17日, 首都大学東京 

[14] 吉田道利: 「J-GEM: 天体重力波の電磁波追跡ネットワーク」, 春の物理学会, 2016年３月

19日-22日, 東北学院大学 

[15] 水野恒史: 「「すざく」による広がったTeVガンマ線放射VER J2019+308のＸ線観測（2）」, 春

の物理学会, 2016年３月19-22日, 東北学院大学 

[16] 水野恒史: 「「すざく」による広がったTeVガンマ線放射VER J2019+308のＸ線観測」, 秋の

物理学会, 2015年９月25-28日, 大阪市立大学杉本キャンパス 
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[17] 深沢泰司: 「電波銀河NGC1275とM87のＸ線とガンマ線の同期した変動」, 秋の天文学会, 

2015年９月９-11日, 甲南大学 

[18] 植村 誠: 「バイクラスタリングの対話型可視化ツールを用いたIa型超新星の分類」, 秋の

天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[19] 高橋弘充: 「ASTRO-H衛星搭載軟ガンマ線検出器の現状と解析ソフトウェアについて」, 秋

の天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[20] 大野雅功: 「ASTRO-H衛星搭載硬X線軟ガンマ線検出器におけるBGOアクティブシールドの

応答関数の構築」, 秋の天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[21] 田中康之: 「Fermi-LAT and multi-wavelength observation of new TeV-emitting blazar S4 0954+65 

during bright optical flare in 2015 Februrary・(12)」, 秋の天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南

大学 

[22] 伊藤亮介: 「ブレーザージェットの系統的な偏光変動探査」, 秋の天文学会, 2015年９月９

-11日, 甲南大学 

[23] 河野貴文: 「TeVガンマ線連星HESS J0632+057におけるBe星とコンパクト天体の相互作用」, 

秋の天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[24] 中岡竜也: 「IIP型超新星2014cxの早期紫外--近赤外域SEDの解析」, 秋の天文学会, 2015

年９月９-11日, 甲南大学 

[25] 岡田千穂: 「「すざく」衛星による低質量X線連星Sco X-1の硬X線放射の観測」, 秋の天文学

会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[26] 大橋礼恵: 「硬X線偏光検出器PoGOLiteの読み出し回路の改良」, 秋の天文学会, 2015年９

月９-11日, 甲南大学 

[27] 志岐健成: 「広輝線電波銀河 3C 111 のガンマ線・電波観測によるガンマ線放射位置とガン

マ線放射機構の推定」, 秋の天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[28] 寺前拓人: 「X線天文衛星「すざく」「XMM-Newton」を用いた楕円銀河高温ガスで起こる鉄

輝線共鳴散乱の影響の評価」, 秋の天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[29] 幅田 翔: 「軟ガンマ線検出器環境試験データにおけるフラグ等を用いた動作検証」, 秋の

天文学会, 2015年９月９-11日, 甲南大学 

[30] 川端美穂：「Iax型超新星SN 2014dtの中期・後期における可視近赤外観測」, 2015年度 岡山

ユーザーズミーティング (第26回光赤外ユーザーズミーティング)，2015年８月17-18日，国

立天文台三鷹キャンパス，60人 

[31] 中岡竜也: 「東広島天文台における近赤外観測効率の評価」, 2015年度 岡山ユーザーズミ

ーティング (第26回光赤外ユーザーズミーティング)，2015年８月17-18日，国立天文台三鷹

キャンパス，60人 

[32] 川端弘治: 「Iax型超新星SN 2014dtの中期・後期における可視近赤外観測」, 2015年度 岡山

ユーザーズミーティング (第26回光赤外ユーザーズミーティング)，2015年８月17-18日，国

立天文台三鷹キャンパス，60人 

[33] 川端美穂: 「日本の天文家が発見に貢献した超新星のフォローアップ観測」, 第一回新天体

捜索者会議，2015年10月２-４日，なよろ市立天文台，30人 

[34] 中岡竜也:「日本人天文家が発見した超新星のかなた望遠鏡による型同定」, 第一回新天体

捜索者会議，2015年10月２-４日，なよろ市立天文台，30人 

[35] 川端弘治: 「日本の天文家が発見に貢献した超新星のフォローアップ観測」. 第一回新天体

捜索者会議，2015年10月２-４日，なよろ市立天文台，30人 
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[36] 川端美穂: 「Iax型超新星SN 2014dtの中期・後期における可視近赤外観測」, 第6回 光赤外

線天文学大学間連携ワークショップ，2015年11月11-12日，国立天文台三鷹キャンパス，60

人 

[37] 中岡竜也: 「IIP型超新星2014cxの早期紫外ー近赤外線観測」, 第６回 光赤外線天文学大学

間連携ワークショップ，2015年11月11-12日，国立天文台三鷹キャンパス，60人 

[38] 川端弘治: 「Iax型超新星SN 2014dtの中期・後期における可視近赤外観測」, 第６回 光赤外

線天文学大学間連携ワークショップ，2015年11月11-12日，国立天文台三鷹キャンパス，60

人 

[39] 川端美穂: 「特異なIa型超新星SN 2014dtの長期に亘る可視近赤外線観測」, 第21回天体スペ

クトル研究会，2016年２月27-28日，甲南大学，50人 

[40] 中岡竜也: 「日本人天文家が発見した超新星のかなた望遠鏡による型同定」, 第21回天体ス

ペクトル研究会，2016年２月27-28日，甲南大学，50人 

[41] 川端弘治: 「特異なIa型超新星SN 2014dtの長期に亘る可視近赤外線観測」, 第21回天体スペ

クトル研究会，2016年２月27-28日，甲南大学，50人 

[42] 中岡竜也: 「爆発後数日で多バンドで観測が行われたIIP型超新星 SN 2014cxの測光分光観

測」, 天文・天体若手若手夏の学校2015, 2015年７月27-30日・長野, 50人 

[43] 中岡竜也: 「MPPCによるシンチレータ読み出しの基礎実験」, Ｘ線ガンマ線偏光観測RG, 

2016年３月18日・中央大学, 20人 

[44] 志岐健成: 「北海道大学ピリカ望遠鏡・MSI検出器における可視偏光データ解析実習」, 第

６回光赤外線天文学大学間連携ワークショッププログラム 2015年11月11-12日 国立天文

台・三鷹・大セミナー室 約100人 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       ６件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ３件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ２件 

（国内会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       25件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数        ６件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ５件 

 

セミナー・講演会開催実績 

 

高大連携事業への参加状況 

[1]  深沢泰司：高校生のための広島大学公開講座「宇宙に存在する物質の起源」，2015年７月24

日，広島大学，約50名参加 

 

国際会議，国際研究会開催 

[1] 深沢泰司: “6th Fermi Symposium”, Pentagon City, Nov. 8-13, 2015, 250 名，組織委員 

[2] 北口貴雄，川端弘治，深沢泰司: “Intense Fields and Extreme Universe”, Hiroshima University, Mar. 

7-8, 2016, 35名，開催委員 
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国内研究会開催 

[1] 水野恒史: 高宇連研究会研究会「宇宙研究の現状と将来」, 2016年３月23-25日, 組織委員 

 

社会活動，学会委員 

[1] 深沢泰司: 高エネルギー宇宙連絡会将来検討委員 

[2] 深沢泰司: 宇宙線研究者会議将来検討委員 

[3] 深沢泰司: 日本天文学会早川基金審査員 

[4] 水野恒史: 2015年度 高エネルギー宇宙物理連絡会(高エネルギー宇宙連絡会) 運営委員お

よび運営委員長 

[5] 水野恒史: 2015年4月-2015年7月 高宇連 分野横断型プロジェクト推進委員会 委員および

共同代表 

[6] 水野恒史: 日本物理学会 宇宙線・宇宙物理領域委員 

 

講演会・セミナー講師 

[1] 深沢泰司：「宇宙に存在する物質の起源」, 高校生のための広島大学公開講座「宇宙に存在す

る物質の起源」，2015年７月24日，広島大学，約50名参加， 

[2] 吉田道利：「宇宙誕生時の元素合成」, 高校生のための広島大学公開講座「宇宙に存在する物

質の起源」，2015年７月24日，広島大学，約50名参加， 

[3] 水野恒史：「恒星の中での元素合成」, 高校生のための広島大学公開講座「宇宙に存在する物

質の起源」，2015年７月24日，広島大学，約50名参加， 

[4] 川端弘治：「超新星での元素合成」, 高校生のための広島大学公開講座「宇宙に存在する物質

の起源」，2015年７月24日，広島大学，約50名参加， 

[5] 植村 誠：「星の元素組成比の観測」, 高校生のための広島大学公開講座「宇宙に存在する物

質の起源」，2015年７月24日，広島大学，約50名参加， 

[6] 高橋弘充：「人工衛星や大気球の観測から探る相対論」, 一般相対論誕生100年記念 市民講演

会, 2015年11月７日, 広島大学 

[7] 深沢泰司：広島大学オープンキャンパス，2015年８月18日，広島大学，約100名参加，「最新

装置による宇宙観測」 

[8] 深沢泰司: 広島大学付属中学・高等学校SSH事業フロンティアサイエンス講義「Ｘ線ガンマ

線で探る活動的宇宙」2015年11月13日 

[9] 深沢泰司: 広島市こども科学館：大人の科学談話室講師「高エネルギー宇宙の謎に迫る！--

国際Ｘ線天文衛星ASTRO-H--」2015年11月14日 

[10] 北口貴雄：Cosmic X-ray studies of neutron stars with the Suzaku satellite and a future polarimetry 

observatory，2016年３月25日，アイオワ大学，約15名参加 

 

外部評価委員 

[1] 深沢泰司: 日本学術振興会特別研究員審査委員 

[2] 深沢泰司: 日本学術振興会補助金審査員 

[3] 深沢泰司: 広島県高校生科学セミナー審査委員 

 

○各種研究員と外国人留学生の受入状況 
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日本学術振興会特別研究員（ＰＤ：１名，ＤＣ１：２名） 

留学生(Ｄ:１名) 

 

研究資金 

[1] 深沢泰司：科学研究費補助金基盤研究(A) 平成24-28年度「GeVガンマ線観測および多波長偏

光による活動銀河核ジェットの構造の解明」研究代表者，平成27年度直接経費7,800千円 

[2] 深沢泰司：科学研究費補助金特別推進研究 平成24-28年度「高エネルギーガンマ線による極

限宇宙の研究」研究分担者，平成27年度直接経費6,000千円 

[3] 高橋弘充：科学研究費補助金基盤研究(B)海外 平成25-27年度「スウェーデンでの気球実験に

よる硬X線偏光観測と高感度な焦点面偏光計の開発」研究代表者，平成27年度直接経費3,800

千円 

[4] 水野恒史：科学研究費補助金基盤研究(B) 平成25-27年度「X線ガンマ線偏光をプローブとし

た系内コンパクト天体における粒子加速の探査」研究代表者，平成27年度直接経費3,200千円 

[5] 大野雅功：科学研究費補助金若手研究(B) 平成25-27年度「高感度広帯域ガンマ線観測による

ガンマ線バーストにおけるジェット構造の解明」研究代表者，平成27年度直接経費800千円 

[6] 深沢泰司：高エネルギー加速器研究機構 日米協力事業費「GLAST衛星開発」（平成12-25年

度）研究代表者，平成27年度直接経費8,600千円 

[7] 深沢泰司：宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 飛翔体による宇宙科学観測支援経費「フェ

ルミガンマ線宇宙望遠鏡による高エネルギー宇宙観測の推進」：研究代表者，平成22-25年度，

平成27年度直接経費5,000千円 

[8] 高橋弘充：ISAS/JAXA基礎開発研究費「新規開発シンチレータの高感度な中性子検出器への

応用」研究代表者，平成27年度直接経費4,000千円 

[9] 田中康之:平成27-28年度「GeVTeVガンマ線観測による宇宙可視近赤外線背景放射の精密推定

と星形成史への制限」研究代表者，平成27年度直接経費1,800千円 

 

特筆すべき事項 

[1] 深沢泰司: 報道：NHK，読売新聞，中国新聞「フェルミガンマ線衛星が重力波に同期したガ

ンマ線を検出」 

[2] 深沢泰司: 報道：中国新聞，読売新聞「Ｘ線観測衛星ASTRO-H打ち上げ」 

[3] 高橋弘充，深沢泰司，他（計11名）特許権, 5894916, 2016年３月４日, ホスウィッチ型熱中

性子検出器 

[4] 植村 誠，深沢泰司，大杉 節，川端弘治，吉田道利: 日本天文学会欧文研究報告論文賞 
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物性科学講座 

○構造物性グループ 

研究活動の概要 

 我々のグループでは，SPring-8での放射光Ｘ線回折の手法を用いて精密な電子密度分布を求め，

電気分極や電気伝導経路などの物質機能，また電荷移動や熱振動などの相転移の起源に関わる物

性情報を結晶構造の上に可視化することにより，固体の構造物性について議論してきた。これら

の電子密度研究に係わるテーマは，先導的な高い研究成果が期待できる研究者が携わる研究分野と

してSPring-8から利用者指定型の重点研究課題（パワーユーザー課題）に指定され，黒岩教授が「粉

末結晶による精密構造物性の研究」の研究代表者（BL02B2粉末構造解析ビームライン，パワーユ

ーザー代表）として平成15年度から平成17年度にかけて３年間，研究を牽引した。この指名は依

頼されたものであり，構造物性グループの従来の研究成果およびSPring-8で果たしてきた役割が高

く評価されたものと考えている。平成17年度に評価委員会から最高の評価を得ることができ，そ

の結果，平成18年度から，再び３年間継続された。平成21年度から，新たな重点研究課題「構造

物性研究の基盤としての粉末回折法の開発」を立ち上げ，SPring-8の利用研究を５年間推進した。 

 BL02B2でのパワーユーザー課題は平成25年度で一度終了して，平成27年度からは名称を変え，

森吉准教授を代表者として新たな利用者指定型の重点研究課題（パートナーユーザー課題）が開

始された。この課題の採択により森吉准教授が年間の20%のビームタイムを獲得した。このパート

ナーユーザー課題の中で我々の研究グループは，革新的な計測技術を開発すると同時に様々な物

質，主としてペロブスカイト型酸化物強誘電体について共同研究を行った。島根大学との共同研

究により，Ｘ線回折データから価電子だけの空間分布を可視化する手法を開発し，強誘電体ビス

マスフェライトBiFeO3の価電子密度分布を最大エントロピー法(MEM)を用いて解析することに

成功した。強誘電体結晶の自発分極は主にイオン分極と電子分極の和で表現される。この実験・

解析技術は，どのイオンの電子分極が自発分極に大きく寄与するのかという直接証拠を明快に示

す技術として注目された。BiFeO3の場合，孤立電子対をもつBiイオンと酸素との共有結合（配位

結合）が大きな電子分極を誘起し，その結果BiFeO3は極めて大きな自発分極をもつということを

明らかにした。この研究成果は学部４年生により卒業論文としてまとめられ，その発表は物理科

学科卒業論文発表優秀賞として表彰された。このような誘電体の電子密度研究を先導してきた黒

岩教授の研究業績は，東北学院大学・泉キャンパスで開催された日本物理学会第71回年次大会の

日本物理学会設立70周年・創立140周年記念展示会において，領域10（誘電体，格子欠陥，Ｘ線・

粒子線，フォノン）の関係する2000年代のハイライトに選ばれ紹介された「MEM解析によるペロ

ブスカイト構造の電子密度分布の解明，黒岩芳弘」。一方，山梨大学とのセラミックス材料に関す

る共同研究では，鉛を使わない圧電材料を開発するという元素戦略プロジェクトの一つとして，

BaTiO3-Bi(Mg1/2Ti1/2)O3-BiFeO3セラミックスが従来のPb(Zr,Ti)O3 (PZT)セラミックス並みの圧電特

性を示すことを見出した。特徴として，PZTのように非180°ドメインの反転による非本質的な格

子歪みにより外形が大きく変化するのではなく，結晶格子自体が電場印加方向に本質的に大きく

歪むことにより外形が大きく変化することを電場印加下での結晶構造のその場観察により明らか

にした。また，馬込助教が先導して，Core/Schell構造をもつ複合セラミックスの界面の構造解析

を行い，ヘテロエピタキシャル界面において構造が連続的に変化する領域が優れた誘電特性を示

す構造要因になっていることを明らかにした。強誘電体以外では，北海道大学，首都大学東京，

山梨大学の研究グループとそれぞれ超伝導体の構造物性研究を従来から継続して行った。また，

釜山大学と強磁性半導体に関する共同研究を行い，成果を論文にまとめた。また，戸田工業やTDK

といった材料メーカーとの共同研究もSPring-8で行った。 
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 このように，SPring-8 BL02B2の重点研究課題では，国内外の大学・研究所・企業との共同研究

を通して，今までに確立してきた我々の実験・解析手法によりハイスループットが実現されてい

る。一方，平成20年にSPring-8 BL02B1単結晶構造解析ビームラインに新しい回折装置が導入され

た。我々のグループは設計段階から参加し，コミッショニング実験を行い設計どおりに装置が機

能することを確認し，その成果を公表した。平成21年度から森吉准教授がこの単結晶ビームライ

ンのパワーユーザーに選任され，重点研究課題「単結晶高分解能電子密度分布解析による精密構

造物性研究」を５年間推進した。BL02B2粉末構造解析ビームラインの重点研究課題と合わせて，

２つの重点研究課題において我々構造物性グループのメンバーがそれぞれ利用者指定されたこと

により，放射光粉末回折実験および放射光単結晶回折実験を両輪とした構造物性研究が強力に推

進できている。 

 BL02B1では平成26年度より，新たに，パートナーユーザー課題「Application of synchrotron 

radiation in materials crystallography」が，日本，デンマーク，フランス，イギリスのグループによ

る国際共同研究として開始された。日本からは我々のグル―プが参加し，強誘電体の電場印加下

での静的および動的構造変化と誘電特性との関係について研究を開始した。名古屋市立大学との

共同研究では，水晶振動子の振動中の原子の運動を電場印加下で詳細に追跡することで，水晶振

動子の振動機構を解明した。水晶の詳しい振動機構は長い間不明であったが，我々のグループで

開発した時間分解Ｘ線構造解析システムを利用して，30MHzで振動している水晶振動子の原子の

運動を50ピコ秒の時間分解能で一瞬の動きを構造解析することに成功した。任意の時間で構造解

析した結晶構造を繋ぎ合せてアニメーションを作成することで，水晶振動子の安定した振動は，

酸素原子がケイ素原子との共有結合に垂直な方向に弾性的に微小変位することで引き起こされ，

この原子変位に伴う電気分極の発生が，力学的エネルギーを効率的に電気的エネルギーに変換し

ていることを実験的に可視化した。この研究成果はプレス発表された。一方，我々のグループで

は，強誘電体チタン酸バリウムBaTiO3単結晶に交番する矩形の交流電場を分極方向に印加するこ

とで圧電振動を誘起させ，圧電振動している最中の結晶構造の時間変化をサブマイクロ秒の時間

分解能でその場観察することに成功した。圧電振動中は静電場印加下では実現されない原子配列

が出現すること，特に電場反転直後の結晶格子が大きく引き伸ばされた瞬間には，格子歪みの増

大から予想される原子変位パターンとは異なる不安定な結晶構造をもつことを明らかにした。こ

のことは，静電場印加時では，予想される原子変位パターンが実際に観測されることと対照的で

ある。一方，急激に分極反転が起こっている最中の時間帯では，自発分極と逆向きの外部電場が

結晶に印加されることにより，平均的に格子歪みは減少することも見出した。これらの成果に対

して，黒岩教授と森吉准教授は様々な国際会議や国内学会・研究会で招待講演を行った。また，

成果の一部はSPring-8の日本語版と英語版のパンフレットの中で優れた研究成果として掲載され

た。強誘電体に対する時間分解Ｘ線構造解析は，薄膜やセラミックス試料を用いたものが主流で，

試料中の基板や粒界の影響を含む現象を観測していた。単結晶試料を用いた時間分解Ｘ線回折実

験では，基板等の影響を受けない圧電体本来の性質を測定できる。対象は圧電体材料に限らない

ため，蓄電デバイス等，様々な電子デバイスが実際に動作している瞬間の結晶構造を原子レベル

で透視して観測することが可能となり，物質機能と結晶構造を一対一に対応させた材料開発に大

いに貢献できると期待されている。 

 一方，構造物性研究グループでは，教育や社会貢献に係わる事業にも積極的に関与している。

Ｈ23年度に立ち上げた広島県立祇園北高校とのJSTのサイエンス・パートナーシップ・プログラム

（SPP）は平成27年度からはポストSPPプログラムとして継続され，機能物質の結晶育成に関する

コンテスト（クリスタルコンペ）を開催した。また，広島大学と釜山大学（韓国）との間の学術・
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教育交流に関する大学間協定書に基づく国際交流事業として，構造物性グループがchairとなり，

釜山大学のSchool of Nanoscience and Technologyと物理科学専攻物性科学講座・放射光科学講座との

間でナノテクノロジーと放射光科学をテーマに学生ワークショップを開催してきた。開催場所を

交互にしながら継続して毎年開催しており，平成27年度は第７回として釜山大学で開催された。

お互いの大学から各７名の学生が英語で登壇講演を行った。このワークショップでは日本と韓国

の大学生が主体となって学術交流を行い，親交を深める場としてうまく機能してきたと考えてい

る。また，2016年に日露強誘電体会議を松江で開催するために黒岩教授を実行委員長，森吉准教

授と馬込助教を実行委員として研究室メンバーが参加して準備を開始した。 

 

原著論文 

◎[1] M. H. K. Rubel, T. Takei, N. Kumada, M. M. Ali, A. Miura, K. Tadanaga, K. Oka, M. Azuma, E. 

Magomae, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Hydrothermal Synthesis of a New Bi-based 

(Ba0.82K0.18)(Bi0.53Pb0.47)O3 Superconductor”, J. Alloys and Compounds 634 (2015) 208-214. 

◎[2]J. H. Park, Y. J. Lee, J.-S. Bae, B.-S. Kim, Y. C. Cho, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa, S. Lee and S.-Y. 

Jeong; “Analysis of Oxygen Vacancy in Co-doped ZnO using the Electron Density Distribution 

obtained using MEM”, Nanoscale Res. Lett. 10 (2015) 186/1-7. 

◎[3]R. Sasai, M. Takegawa,E. Nii, H. Hoashi, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Mehanol Effect on Anion 

Exchange Properties of Layered Double Hydroxides Consisting of Magnesium and Aluminium 

(Magnesium/Aluminium = 2)”, Clay Sci. 19 (2015) 1-4. 

◎[4]K. Yoshida, R. Okubo, H. Tanida, T. Matsumura, M. Sera, T. Nishioka, M. Matsumura, C. Moriyoshi, 

and Y. Kuroiwa; “Pr- and La-doping Effects on the Magnetic Anisotropy in the Antiferromagnetic 

Phase of Kondo Semiconductor CeRu2Al10”, Phys. Rev. B 91 (2015) 235124/1-13. 

◎[5]R. Iizuka, S. Ueno, K. Nakashima, I. Fujii, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa and S. Wada; “Large 

Electric-field-induced Strain in Pseudo-cubic BaTiO3-Bi(Mg0.5Ti0.5)O3-BiFeO3 Ceramics”, 

Transactions of the Materials Research Society of Japan 40 (2015) 295-299. 

◎[6] A. Miura, K. Tadanaga, E. Magome, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa, T. Takahiro and N. Kumada; 

“Octahedral and Trigonal-Prismatic Coordination Preferences in Nb-, Mo-, Ta-, and W-based ABX2 

Layered Oxides, Oxynitrides, and Nitrides”, J. Solid State Chem. 229 (2015) 272-277. 

◎[7] Y. Mishima, T. Hojo, T. Nishio, A. Kajiyama, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Structural and 

Electrochemical Properties of 20-micron Li(Co1-xLix)O2- (x > 0) Agglomerates with Layered 

Structures: Identification of Tetravalent Cobalt”, J. Phys. Chem. Solids 87 (2015) 48-52. 

◎[8] N. Kumada. A. Miura, T. Takei, S. Nishimoto, Y. Kameshima, M. Miyake, Y. Kuroiwa and C. 

Moriyoshi; “Hydrothermal Synthesis and Crystal Structure Analysis of Two New Cadmium 

Bismuthates, CdBi2O6 and Cd0.37Bi0.63O1.79”, J. Asian Ceram. Soc. 3 (2015) 251-254. 

◎[9] S. Aoyagi, H. Osawa, K. Sugimoto, M. Iwata, S. Takeda, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Crystal 

Structure Analysis of LiTaO3 under Electric Field”, Jpn. J. Appl. Phys. 54 (2015) 10NB03/1-5. 

◎[10] E. Magome, Y. Kuroiwa, C. Moriyoshi, Y. Hirose, S. Ueno, K. Nakashima and S. Wada; “Role of 

Structure Gradient Region on Dielectric Properties in Ba(Zr,Ti)O3-KNbO3 Nanocomposite 

Ceramics”, Jpn. J. Appl. Phys. 54 (2015) 10NB04/1-5. 

◎[11] A. Masuno, A. Ishimoto, C. Moriyoshi, H. Kawaji, Y. Kuroiwa and H. Inoue;  

     “Expansion of the Hexagonal Phase-forming Region of Lu1−xScxFeO3 by Containerless Processing”, 

Inorg. Chem. 54 (2015) 9432-9437. 

◎[12] Y. Mizuguchi, A. Miura, J. Kajitani, T. Hiroi, O. Miura, K. Tadanaga, N. Kumada, E. Magome, C. 

Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “In-plane Chemical Pressure Essential for Superconductivity in 

BiCh2-based (Ch: S, Se) Layered Structure”, Sci. Rep. 5 (2015) 14968/1-8. 

◎[13] A. Miura, Y. Mizuguchi, T. Sugawara, Y. Wang, T. Takei, N. Kumada, E. Magome, C. Moriyoshi, Y. 

Kuroiwa, O. Miura and K. Tadanaga; “Structural Difference in Superconductive and 

Non-superconductive Bi–S Planes within Bi4O4Bi2S4 Blocks”,  
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     Inorg. Chem. 54 (2015) 10462–10467. 

◎[14] S. Aoyagi, H. Osawa, K. Sugimoto, A. Fujiwara, S. Takeda, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Atomic 

Motion of Resonantly Vibrating Quartz Crystal Visualized by Time-resolved X-ray Diffraction”, 

Appl. Phys. Lett. 107 (2015) 201905/1-5 【プレスリリース 2015年11月17日】. 

 

著書など 

（編集雑誌） 

[1] Y. Kuroiwa [Chair of Guest Editors], A. Ando, Y. Cho, N. Fujimura, M. Iwata, K. Kakimoto, K. 

Kato, H. Nagata, M. Shimizu and T. Tsurumi; Ferroelectric Materials and Their Applications, Jpn. J. 

Appl. Phys. Vol. 54, No. 10S (2015) Special Issue: (総論文数 47編，総頁252ページ) (2015年10

月発 

（パンフレット） 

◎[1] C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; SPring-8パンフレット 2015 英語版，高輝度光科学研究センタ

ー編集，理化学研究所出版（総頁18ページ）（pp.10を分担執筆，SPring-8での研究成果例，

Materials Science，Time-resolved structural X-ray diffraction ”Capturing atomic movement of 

millionths of a second”）． 

 

総説 

 [1] 久保田佳基，西堀英治，黒岩芳弘： 

   「平成21年度指定パワーユーザー活動報告（２）」，SPring-8利用者情報 20 (2015) 26-38. 

[2] 黒岩芳弘： 

   「日本物理学会2014年秋季大会企画公演報告，［世界結晶年企画］「結晶学と量子ビーム科

学 －世界結晶年2014 過去から現在へ」「物性開拓に資する結晶学 －世界結晶年2014 

現在から未来へ」」，日本物理学会誌 70 (2015) 217. 

[3] 黒岩芳弘： 

   「SPring-8 利用研究課題審査委員会を終えて 分科会主査報告2 －散乱・回折分科会－」，

SPring-8利用者情報 20 (2015) 158-160. 

[4] 黒岩芳弘： 

   「第10回日韓強誘電体会議」，村田学術振興財団年報 29 (2015) 339-340. 

 

国際会議 

（招待講演） 

 [1] C. Moriyoshi; “Electron Density Study of Ferroelectric Oxides by Synchrotron X-ray Diffraction”, 

2nd International Symposium on Frontiers in Materials Science (FMS2015), (November 19-21, 

2015, Waseda University). 

 [2] C. Moriyoshi; “Phase Transition and Atom Substitution Effect in Ferroelectric Barium Titanates by 

Synchrotron X-ray Diffraction”, 25th Annual Meeting of Materials Research Society of Japan, 

International Session of Functional Oxide Materials (December 8-10, 2015, Yokohama Media & 

Communications Center Hall).   

 

（一般講演） 

◎[1] S. Wada, R. Iizuka, S. Ueno, K. Nakashima, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Piezoelectric 

Enhancement of New Bismuth-based Piezoelectric Materials with Pseudo-cubic Symmetry with and 

Its Origin Based on Nano/macro Complex-domain Configurations”, 2015 International Workshop on 

Acoustic Transduction Materials and Devices, (May 12-14, 2015, The Penn Stater Conference 

Center Hotel, PennState State College, PA, USA). 

◎[2] S. Wada, H. Kawashima, Y. Hirose, S. Ueno, K. Nakashima, E. Magome, C. Moriyoshi and Y. 
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Kuroiwa; “Low Temperature Preparation of Barium Titanate-Based Nano-Complex Ceramics by 

Solvothermal Solidification Method and Their Dielectric and Piezoelectric Enhancement”, 2015 

IEEE International Symposium on Applications of Ferroelectrics (ISAF), International 

Symmposium on Integrated Functionalities (ISIF) and Piezoresponse Force Microscopy Workshop 

(PFM), (May 24-27, 2015, Matrix, Biopolis, Singapore).  

◎[3] S. Wada, R. Iizuka, S. Ueno, K. Nakashima, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Piezoelectric 

Enhancement of Bismuth-based Piezoelectric Materials with Pseudocubic Symmetry and Its Origin 

Based on Nano/Macro Complex-domain Configurations”, The 11th Pacific Rim Conference of 

Ceramic Societies, (August 30 - September 4, 2015, ICC Jeju, Jeju, Korea). 

◎[4] S. Wada, H. Kawashima, S. Ueno, K. Nakashima, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Dielectric and 

Piezoelectric Enhancement of Niobium Oxide-Coated Barium Titanate Nano-Complex Ceramics 

based on High-Density Strained Interfaces”, The 11th Pacific Rim Conference of Ceramic Societies, 

(August 30 - September 4, 2015, ICC Jeju, Jeju, Korea). 

◎[5] A. Miura, M. Higuchi, K. Tadanaga, E. Magome, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa, T. Takei, N. Kumada; 

“Electronic Structure, Charge Density and Chemical Bonding of Ta5N6”, The 11th Pacific Rim 

Conference of Ceramic Societies, (August 30 - September 4, 2015, ICC Jeju, Jeju, Korea). 

◎[6] S. Wada, R. Iizuka, S. Ueno, K. Nakashima, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Piezoelectric 

Enhancement of New Bismuth-based Piezoelectric Materials with Pseudo-cubic Symmetry and Its 

Origin Based on Nano/Macro Complex-domain Configurations”, The Ninth International 

Conference on High-Performance Ceramics (CICC-9), (November 4-7, 2015, Grand Bravo Guilin, 

Guilin, China). 

◎[7] Y. Nakahira, C. Moriyoshi and Y. Kuroiwa; “Ferroelectric Phase Transition in Stuffed- 

Tridymite-type Oxide BaAl2O4 by Synchrotron Radiation X-ray Diffraction”, 2015 Korean- 

Japanese Student Workshop (Hiroshima University - Pusan National University), (November 30 - 

December 2 , 2015, Pusan national University, Busan, Korea). 

◎[8] R. Iizuka, S. Ueno, K. Nakashima, I. Fujii, Y. Kuroiwa, C. Moriyoshi and S. Wada;  

      “Development of Defect-less Bi-based Piezoelectric Materials with Nano/Macro Complex Domain 

Configuration for Piezoelectric Enhancement”, The International Chemical Congress of Pacific 

Basin Societies (Pacifichem 2015), (December 15-20, 2015, Honolulu, HI, USA). 

◎[9] A. Miura, Y. Mizuguchi, T. Sugawara, T. Takei, N. Kumada, E. Magome, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa, 

K. Tadanaga;  

      “Structure of BiS2 Layer in Bi4O4S3”, The International Chemical Congress of Pacific Basin 

Societies (Pacifichem 2015), (December 15-20, 2015, Honolulu, HI, USA). 

 

国内学会 

（招待講演） 

[1] 黒岩芳弘：「ペロブスカイト酸化物強誘電体の電場印加放射光構造物性」,  

  豊田理化学研究所特定課題研究「マルチプローブ融合利用による新奇強誘電，体材料の物

性解明，（2015年７月31日，東北大学多元物質科学研究所，仙台市青葉区片平） 

[2] 黒岩芳弘：「ペロブスカイト型強誘電体の放射光精密構造物性」,  

  第76回応用物理学会秋季学術講演会，（2015年９月13-16日，名古屋国際会議場，名古屋市） 

[3] 黒岩芳弘：「電場印加下の強誘体構造研究」, 日本結晶学会平成27年度年会シンポジウム「最

新の時間分解測定技術と構造研究」，（2015年10月17-18日，大阪府立大学中百舌鳥キャンパ

ス，堺市） 

[4] 森吉千佳子：「チタン酸バリウム系強誘電体の相転移と元素置換効果に関する放射光構造研

究」,  

  第25回日本MRS年次大会，（2015年12月８-10日，横浜市開講記念会館，横浜市） 
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[5] 黒岩芳弘：「酸化物強誘電体の極性構造歪みに関する放射光精密構造物性研究」, 第15回東

北大学多元物質科学研究所研究発表会，（2015年12月22日，東北大学多元物質科学研究所片

平さくらホール，仙台市青葉区片平） 

[6] 森吉千佳子：「放射光回折による強誘電体の構造とダイナミクスの研究」,  

  第308回応用セラミックス研究所講演会，（2016年１月８日，東京工業大学応用セラミックス

研究所，横浜市） 

 

（依頼講演） 

[1] 森吉千佳子：「層状複水酸化物の結晶構造と陰イオン交換能との相関」, 科学研究費補助金

基盤研究(B)公開シンポジウム「層状複水酸化物の最新科学」，（2015年７月30日，慶應義塾

大学三田キャンパス，港区三田） 

[2] 森吉千佳子：「チタン酸バリウム系強誘電体の相転移と結晶構造に関する元素置換効果」，

名古屋市立大学セミナー，（2015年９月７日，名古屋市立大学，名古屋市） 

[3] B. B. Iversen, J. Overgaard, V. Hathwar, M. Sist, C. Lecomte, C. Wilson, Y. Kuroiwa, E. Nishibori：

「Activities at BL02B1 in PU project 0078」, SPring-8シンポジウム2015，（2015年９月13-14日，

九州大学伊都キャンパス，カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所/I2CNER（アイスナ

ー），福岡市西区元岡） 

[4] 森吉千佳子，西堀英治，久保田佳基：「粉末・多粒子X 線回折による高速構造計測基盤の構

築」, SPring-8シンポジウム2015，（2015年９月13-14日，九州大学伊都キャンパス，カーボ

ンニュートラル・エネルギー国際研究所/I2CNER（アイスナー），福岡市西区元岡） 

[5] 黒岩芳弘，木村 滋，熊田伸弘，東 正樹，水口佳一：「構造物性研究会： 最近の研究成

果の紹介」, SPring-8シンポジウム2015，（2015年９月13-14日，九州大学伊都キャンパス，

カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所/I2CNER（アイスナー），福岡市西区元岡） 

[6] 森吉千佳子：「ニッケルとアルミニウムを含む層状複水酸化物の結晶構造の特徴」, 層状複

水酸化物研究会，（2015年12月11日，立命館大学びわこくさつキャンパス，草津市） 

 

（一般講演） 

◎[1] 川島秀人，上野慎太郎，中島光一，和田智志，馬込栄輔，森吉千佳子，黒岩芳弘：「常誘電

体/強誘電体ヘテロ界面に由来するチタン酸バリウムナノ複合セラミックスの誘電特性向

上とその応用」，第32回強誘電体応用会議(FMA-32)，（2015年５月20-23日，コープイン京都，

京都市） 

◎[2] 廣瀬吉進，上野慎太郎，中島光一，和田智志，馬込栄輔，森吉千佳子，黒岩芳弘：「ソルボ

サーマル固化法によるヘテロエピタキシャル界面を持つ種々のナノ複合セラミックの作製

とその誘電特性」，第32回強誘電体応用会議(FMA-32)，（2015年5月20-23日，コープイン京

都，京都市） 

◎[3] 馬込栄輔，黒岩芳弘，森吉千佳子，廣瀬吉進，上野慎太郎，中島光一，和田智志：「Ba(Zr, 

Ti)O3-KNbO3 複合セラミックスの構造傾斜領域と誘電特性」，第32回強誘電体応用会議

(FMA-32)，（2015年5月20-23日，コープイン京都，京都市） 

◎[4] 青柳 忍，大沢仁志，杉本邦久，岩田 真，竹田翔一，森吉千佳子，黒岩芳弘：「LiTaO3の電

場下結晶構造解析」，第32回強誘電体応用会議(FMA-32)，（2015年５月20-23日，コープイン

京都，京都市） 

◎[5] 笠谷祐史，出口 潔，鈴木祥一郎，安藤 陽，森吉千佳子，黒岩芳弘：「(Ba, Ca, Sn)TiO3の放
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射光粉末Ｘ線回折」，第32回強誘電体応用会議(FMA-32)，（2015年5月20-23日，コープイン

京都，京都市） 

◎[6] 笹井 亮，新井栄作，佐藤宏亮，帆足宏一，森吉千佳子，老田直人，藤井康裕，菅田真子，

藤村卓也，黒岩芳弘：「NiとAlからなる層状複水酸化物の陰イオン選択性の解明」，第59回

粘土科学討論会，（2015年９月２-５日，山口大学，山口市） 

◎[7] 笠谷祐史, 出口 潔, 鈴木祥一郎, 安藤 陽, 馬込栄輔, 森吉千佳子, 黒岩芳弘：「Srを

5%Sn置換した(Sr, Sn)TiO3の放射光粉末X線回折」，日本物理学会2015年秋季大会，（2015年

９月16-19日，関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[8] 竹田翔一, 安田智史, 森吉千佳子, 黒岩芳弘, 本多淳史, 井上徳之, 檜貝信一, 安藤陽： 

  「希土類・マグネシウム置換チタン酸バリウムの結晶構造」，日本物理学会2015年秋季大会，

（2015年９月16-19日，関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[9]大本 優, 竹田翔一, 森吉千佳子, 黒岩芳弘, 大沢仁志, 杉本邦久, 北中佑樹, 野口祐二, 

宮山勝：「BaTiO3の分極反転に伴う構造変化の時分割測定」，日本物理学会2015年秋季大会，

（2015年９月16-19日，関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[10]Z. Zhang, E. Magome, C. Moriyoshi, Y. Kuroiwa, Y. Hanato, S. Kawamoto and H. Tanaka：

「Electrostatic Potential Study of LiTaO3 Ferroelectric by Synchrotron Radiation X-ray Diffraction」，

日本物理学会2015年秋季大会，（2015年９月16-19日，関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[11]花戸雄太, 田中宏志, 水流大地, 森吉千佳子, 黒岩芳弘：dxy 軌道は観測できるか？」，日

本物理学会2015年秋季大会，（2015年９月16-19日，関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

 [12]石井悠衣, 塚崎裕文，田中慧里, 河口彰吾，森吉千佳子, 森 茂生：「充填トリジマイト型

酸化物Ba1-xSrxAl2O4の構造揺らぎと金属化の試み」，日本物理学会2015年秋季大会，（2015年

９月16-19日，関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[13]田尻恭之, 出口博之, 美藤正樹, 竹田翔一, 中平夕貴, 森吉千佳子, 黒岩芳弘, 香野淳：

「希土類マンガン酸化物RMnO3 (R = Gd, Eu, Tb)ナノ粒子の磁性と結晶構造」，日本物理学会

2015年秋季大会，（2015年９月16-19日，関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[14]中平夕貴，竹田翔一，森吉千佳子，黒岩芳弘，石井悠衣，森 茂生：「充填トリジマイ型酸

化物BaAl2O4における酸素四面体ネットワークの構造ゆらぎと相転移」，日本結晶学会平成

27年度年会，（2015年10月17-18日，大阪府立大学中百舌鳥キャンパス，堺市） 

◎[15]榎戸 靖，三輪将史，岩佐拓郎，石山 保，藤川佳則，森吉千佳子，黒岩芳弘：「自動車向

けDyフリーNdFeB焼結磁石」，マグネティックス研究会，（2015年12月１日，日本電気計器

検定所，港区芝浦） 

◎[16]飯塚 涼，上野慎太郎，中島光一，藤井一郎，黒岩芳弘，森吉千佳子，和田智志：「クエン

チ処理によるBaTiO3-Bi(Mg0.5Ti0.5)O3-BiFeO3セラミックスの圧電特性の向上」，第25回日本

MRS年次大会，（2015年12月８-10日，横浜市開講記念会館，横浜市） 

◎[17]深澤主樹，上野慎太郎，中島光一，馬込栄輔，森吉千佳子，黒岩芳弘，和田智志：「ソルボ

サーマル固化法によるアルカリニオブ系ナノ複合セラミックスの作製とその圧電特性」，第

25回日本MRS年次大会，（2015年12月８-10日，横浜市開講記念会館，横浜市） 

[18]黒岩芳弘：「開会の挨拶」，SPring-8ユーザー共同体（SPRUC）構造物性研究会，（2016年１

月９日，東京大学フューチャーセンター，柏市） 

◎[19]中平夕貴，竹田翔一，森吉千佳子，黒岩芳弘，石井悠衣，森 茂生：「酸素四面体ネットワ

ークをもつBaAl2O4の構造ゆらぎ」，第29回日本放射光学会年会，（2016年１月９-11日，東

京大学柏の葉キャンパス駅前サテライト他，柏市） 
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◎[20]竹田翔一，安田智史，森吉千佳子，黒岩芳弘，本多淳史，井上徳之，檜貝信一，安藤陽：「希

土類・マグネシウム置換したチタン酸バリウムの精密構造解析」，第29回日本放射光学会年

会，（2016年１月９-11日，東京大学柏の葉キャンパス駅前サテライト他，柏市） 

[21]馬込栄輔，隅谷和嗣，岡島敏浩：「ガスジェット浮遊炉を用いた超高温下物質の構造計測」，

第29回日本放射光学会年会，（2016年１月９-11日，東京大学柏の葉キャンパス駅前サテラ

イト他，柏市） 

◎[22] 坂本康直，上野慎太郎，中島光一，和田智志，馬込栄輔，森吉千佳子，黒岩芳弘：「ソル

ボサーマル固化法による絶縁体／導電体ナノ複合セラミックスの作製とその誘電特性」，

日本セラミックス協会2016年会，（2016年３月14-16日，早稲田大学西早稲田キャンパス，

新宿区大久保） 

◎[23] 抜水一輝，上野慎太郎，中島光一，熊田伸弘，和田智志，鈴木 達，打越哲郎，目義雄，

馬込栄輔，森吉千佳子，黒岩芳弘：「六方晶-正方晶2相共存粒子を用いた強磁場電気泳動

法による(111)配向チタン酸バリウムセラミックスの作製」，日本セラミックス協会2016年

会，（2016年３月14-16日，早稲田大学西早稲田キャンパス，新宿区大久保） 

◎[24]垣内博行，上野慎太郎，中島光一，和田智志，馬込栄輔，森吉千佳子，黒岩芳弘：「Al2TiO5

を基板とした常誘電体/常誘電体複合セラミックスの作製とその誘電特性」，日本セラミッ

クス協会2016年会，（2016年３月14-16日，早稲田大学西早稲田キャンパス，新宿区大久保） 

◎[25]飯塚 涼，Gopal Prasad Khanal，Sarah Najwa，上野慎太郎，中島光一，和田智志，藤井一郎，

馬込英輔，森吉千佳子，黒岩芳弘：「種々のドーパント添加によるBi系圧電セラミックス

の欠陥制御とその圧電特性」，日本セラミックス協会2016年会，（2016年3月14-16日，早稲

田大学西早稲田キャンパス，新宿区大久保） 

◎[26]森吉千佳子，黒岩芳弘，三村功次郎，光田暁弘，和田裕文：「EuPtPの二段価数転移に伴う

結晶構造変化」，日本物理学会第71回年次大会，（2016年３月19-22日，東北学院大学泉キャ

ンパス，仙台市） 

◎[27]青柳 忍，青柳鮎美，大沢仁志，杉本邦久，竹田翔一，森吉千佳子，黒岩芳弘，岩田 真： 

「Pb(Zn1/3Nb2/3)O3-PbTiO3の交流電場下時分割X線回折」，日本物理学会第71回年次大会，

（2016年３月19-22日，東北学院大学泉キャンパス，仙台市） 

◎[28]水流大地，馬込栄輔，森吉千佳子，黒岩芳弘，花戸雄太，田中宏志：「酸素八面体を構成す

る金属イオンの価電子密度解析」，日本物理学会第71回年次大会，（2016年３月19-22日，東

北学院大学泉キャンパス，仙台市） 

◎[29]安部友啓，森吉千佳子，馬込栄輔，黒岩芳弘，花戸雄太，田中宏志：「強誘電体BiFeO3の精

密電子密度解析」，日本物理学会第71回年次大会，（2016年３月19-22日，東北学院大学泉

キャンパス，仙台市） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数        １ 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数        ０ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数   ０ 件 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数         ４ 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数        ３ 件 
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 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数   ６ 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

○学会等 

[1] 黒岩芳弘：第32回強誘電体応用会議（FMA-32），運営委員会委員，論文委員会委員，特別

セッション選考委員会委員 

   （コープイン京都，京都，2015年５月20-23日，参加者約200名） 

 

○セミナー・講習会等 

[1] 森吉千佳子(世話人)：第479回物性セミナー，講師：江本知正（元 日本テキサス・インス

ツルメンツ(株)技術戦略企画統括部長），「半導体の歴史と技術動向」 

   （広島大学大学院理学研究科，2015年４月23日，参加者約20名） 

[2] 森吉千佳子(世話人)：第480回物性セミナー，講師：津田健治（東北大学 多元物質科学研

究所），「収束電子回折による局所結晶構造・静電ポテンシャル分布解析法の開発と強誘電

体への応用」 

   （広島大学大学院理学研究科，2015年10月９日，参加者約20名） 

[3] 黒岩芳弘：SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）構造物性研究会ユーザーミーティング， 

   研究会代表および実行委員長（東京大学フューチャーセンター，柏市，2016年１月９日，

参加者12名） 

 

社会活動・学外委員 

○学協会委員 

  [1] 黒岩芳弘：強誘電体応用会議 運営委員会 委員 

  [2] 黒岩芳弘：強誘電体応用会議 論文委員会 委員 

  [3] 黒岩芳弘：強誘電体応用会議 特別セッション選考委員会 委員 

◎[4]  黒岩芳弘，森吉千佳子：強誘電体応用会議 優秀発表賞審査委員会 委員 

  [5]  黒岩芳弘：Jpn. J. Appl. Phys. Editorial Board，編集委員 

  [6] 黒岩芳弘：Jpn. J. Appl. Phys. Vol. 54, No. 10S (2015) Special Issue: Ferroelectric Materials and 

Their Applications，Chair of Guest Editors 

 [7] 黒岩芳弘：SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）構造物性研究会 代表 

 [8] 黒岩芳弘：日本物理学会 会誌編集委員会 編集委員 

 [9] 黒岩芳弘：日本物理学会 中国支部 支部幹事 

 [10] 森吉千佳子：日本結晶学会 会誌編集委員会 編集委員 

[11] 森吉千佳子：広島県物理教育研究推進会事務局，会計幹事 

[12]  黒岩芳弘：国際会議RCBJSF-IWRF組織委員会 Organizing Committee委員，Steering 

Committee委員長 

◎[13] 森吉千佳子，馬込栄輔：国際会議RCBJSF-IWRF組織委員会 Steering Committee委員 

 

○外部評価委員等 

 [1] 黒岩芳弘：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構施設利用協議会 専門委員 

 [2] 黒岩芳弘：（公財）高輝度光科学研究センター人事選考外部審査委員会 委員 
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○客員教授，研究員等 

[1] 黒岩芳弘：東北大学，多元物質科学研究所 客員教授 

◎[2] 黒岩芳弘，森吉千佳子：(財)高輝度光科学研究センター 外来研究員 

[3] 黒岩芳弘：BL02B1 単結晶構造解析ビームライン，パートナーユーザー 

[4] 森吉千佳子：BL02B2 粉末構造解析ビームライン，パートナーユーザー，代表 

[5] 馬込栄輔：佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター，協力研究員 

 

○講習会・セミナー講師 

（集中講義） 

 [1] 森吉千佳子：名古屋市立大学 システム自然科学研究科 理学情報専攻 （自然情報系）

（博士前期１年次） ～自然情報学特論３－２～ 「結晶の物性と構造」 （2015年９月７

-８日，名古屋市立大学，名古屋市） 

 [2] 黒岩芳弘：山梨大学 工学部 応用化学科 特別講義第一A 「放射光を用いたＸ線構造解

析の最前線」 （2015年11月23-25日，山梨大学，武田キャンパス，甲府市） 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

○国際共同研究 

[1] 黒岩芳弘：SPring-8利用者指定型重点研究課題（パートナーユーザー課題） 

   “Application of synchrotron radiation in materials crystallography” （平成26-27年）， 

   参加国：デンマーク，フランス，イギリス，日本 

 

○国際会議開催実績 

◎[1] 黒岩芳弘（組織委員長），森吉千佳子（組織委員）：2015 Korean - Japanese Student Workshop 

(Pusan National University - Hiroshima University), (November 30 – December 2, 2015, Pusan 

National University, Busan, Korea, 参加者：広島大学15名，釜山大学30名） 

 

高大連携事業への参加状況 

○中高生の科学研究実践活動推進プログラム(研究指導力向上型) 

広島県立祇園北高等学校２年生対象プログラム「クリスタルコンペ」 

（ポスト サイエンス・パートナーシップ・プログラム（SPP）） 

「最先端の物質科学体験講座」～クリスタルコンペ～ 

[1] 黒岩芳弘：模擬授業「物理学講座－夢の光，放射光で見る物質の構造と機能発現のメカニ

ズム－」（祇園北高等学校，広島市，2015年10月16日） 

◎[2] 黒岩芳弘，森吉千佳子，馬込栄輔：祇園北高校の広島大学訪問，結晶育成指導（広島大学，

2015年10月26日） 

◎[3] 黒岩芳弘，森吉千佳子：クリスタルコンペ主催（広島大学，2015年12月16日） 

[4] 森吉千佳子：模擬授業「結晶の構造と性質」（祇園北高校，2016年1月28日） 

 

○その他の模擬授業 

[1] 森吉千佳子：模擬授業「～キレイなだけじゃない！～成り立ちと性質～」（広島県立海田高

校， 2015年６月19日） 
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○中・高校生に対するTA 

[1] 竹田翔一，中平夕貴，安部友啓：近畿大学附属東広島中学校， 

模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年４月22日） 

[2] 竹田翔一，張 志剛，中平夕貴：オープンキャンパス， 

模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年８月18日） 

[3] 水流大地，中平夕貴：鳥取東高等学校SSH，模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年９月

16日） 

[4] 森田 悠，安部友啓，砂田裕哉：国泰寺高等学校， 

模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年10月14日） 

[5] 水流大地：広島県立祇園北高校SPP，模擬授業TA（広島県立祇園北高校，2015年10月16日） 

[6] 森田 悠，安部友啓，砂田裕哉：美鈴が丘高等学校， 

模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年10月16日） 

[7] 森田 悠：岡山県立倉敷天城中学校2年生，模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年10月

22日） 

[8] 竹田翔一，水流大地，中平夕貴：広島県立祇園北高校ポストSPP，結晶育成指導， 

     （広島大学，2015年10月26日） 

[9] 森田 悠，安部友啓，砂田裕哉，張 志剛：JSTさくらサイエンスプログラム・フィリピ

ンSSH，模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年10月26日） 

[10] 森田 悠，安部友啓，砂田裕哉，中平夕貴：岡山県立井原高等学校2年生， 

模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年10月29日） 

[11] 森田 悠，砂田裕哉，中平夕貴：銀河学院中学校， 

模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年11月５日） 

[12] 竹田翔一，安部友啓，水流大地：広島大学附属中学校， 

HiSOR研究現場体験TA（HiSOR，広島大学，2015年11月5日） 

[13] 森田 悠，張 志剛：理学部公開，模擬実験TA（HiSOR，広島大学，2015年11月７日） 

[14] 竹田翔一，水流大地，森田 悠：広島県立祇園北高校， 

クリスタルコンペ（広島大学，2015年12月16日） 

[15] 中平夕貴：広島県立祇園北高校SPP，模擬授業TA（広島県立祇園北高校，2016年１月28日） 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

○外国人留学生 

 [1] 黒岩芳弘：大学院理学研究科博士課程後期，2014年10月入学生，１名（中国） 

 

研究助成金の受入状況 

 [1] 森吉千佳子（代表）：SPring-8パートナーユーザー課題（平成27-28年，BL02B2） 

 課題名：粉末・多粒子Ｘ線回折による高速構造計測基盤の構築 

   （BL02B2粉末構造解析ビームラインでの年間20％のビームタイムとビームタイム使用に係

わる消耗品費，学生・教員を含むグループ全員の出張旅費，SPring-8で使用する消耗品費，

約2,000千円） 

[2] 黒岩芳弘（分担）：SPring-8パートナーユーザー課題（平成26-27年，BL02B1） 

 課題名：Application of synchrotron radiation in materials crystallography 

   （BL02B1単結晶構造解析ビームラインでの年間15％のビームタイムとビームタイム使用に
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係わる消耗品費，学生・教員を含むグループ全員の出張旅費，SPring-8で使用する消耗品費，

約2,000千円） 

◎[3] 黒岩芳弘（代表），森吉千佳子（分担）：科学研究費補助金基盤研究(B)（一般）（平成26-28

年） 

 「電場による瞬間的な原子の動きと化学結合の変化を可視化する時分割構造計測技術の開

発」 

 （平成27年度 直接経費：3,700千円，間接経費：90千円，合計：3,790千円） 

 [4] 黒岩芳弘（代表）：科学研究費補助金挑戦的萌芽研究（平成26-27年） 

 「フェロアクティブイオンの電子状態を立脚点とする相転移論構築のための構造物性研究」 

 （平成27年度 直接経費：800千円，間接経費：240千円，合計：1,040千円） 

 [5] 馬込栄輔（代表）：科学研究費補助金若手研究(B) （平成25-27年） 

 「無容器法を用いた高TC・高PS のBa-Ti-O系強誘電体合成技術の開発」 

  （平成27年度 直接経費：500千円，間接経費：150千円，合計：650千円） 

◎[6] 黒岩芳弘，森吉千佳子： 企業共同研究費（平成27年，2,000千円） 

[7] 森吉千佳子： 平成27年度広島大学女性研究者奨励賞（平成27年，500千円） 

 

その他特記すべき事項 

○国際交流の実績 

◎[1] 黒岩芳弘（組織委員長），森吉千佳子（組織委員）： 

 釜山大学－広島大学 日韓学生ワークショップ，（2015年11月30－12月2日, 釜山大学，韓

国） 

 広島大学参加者15名（教職員６名，学生９名（発表者７名）） 

 釜山大学参加者30名（教職員10名，学生20名（発表者７名）） 

 

〇学術団体等からの受賞実績 

  [1] 安部友啓：平成27年度 物理科学科 卒業論文発表優秀賞 （2016年３月23日，広島大学） 

  [2] 黒岩芳弘：日本物理学会設立70周年・創立140周年記念展示会 領域10（誘電体，格子欠

陥，Ｘ線・粒子線，フォノン）2000年代研究ハイライト「MEM解析によるペロブスカイト

構造の電子密度分布の解明」 

 

 

○電子物性グループ 

研究活動の概要 

 放射光Ｘ線分光実験による物性研究の展開を目指している。特に，放射光の偏光とパルス性の

特徴を活かした実験手法の開発を通して，磁性体と誘電体における物性発現の電子論的機構の探

究を目標としている．元素選択的かつ電子殻選択的情報の取得に加えて，空間及び時間に関する

反転対称性に注目することで，構造相転移や磁気相転移に伴う電子状態の変化を捉えた研究を行

っている。 

 本研究グループでは，高輝度光科学研究センター(SPring-8)において，様々な外場（圧力，磁場，

温度）を試料に印加した状態でＸ線回折(XRD)，Ｘ線吸収分光(XAS)及びＸ線発光分光(XES)に

よる結晶構造と電子状態のin-situ測定を実施している。高圧力印加に因る磁性体の構造及び磁気相

転移に関する従来の研究から，更に，空間・時間反転対称性の破れに伴う局所構造と電子状態の
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変化に注目した研究を行っている。また，高エネルギー加速器研究機構Photon-Factory(PF)では，

パルス電場印加下のXAS及びXESの時間分解測定による，誘電体中の電気分極の外場（応力，電

場，温度，紫外線）応答に関する研究を実施しており，外場印加による電子励起状態に関するX

線分光学的研究の新展開を目指している。広島大学放射光科学研究センター(HiSOR)では，3keV

領域の放射光を用いたXAS測定によるPd基合金の水素吸蔵過程に関する研究も行っている。 

 

(１) 高圧下での物性研究 

純Feの構造相転移と磁気相転移 

 純Feの約15 GPaにおける相転移の過程と高圧相の結晶構造・磁気構造について，XRDとXASを

相補的に利用した研究を行っている。これまで，Fe K-吸収端の広域Ｘ線吸収微細構造(EXAFS)

の解析から，この相転移はマルテンサイト変態で，転移の初期にshear変形が起こった後にshuffle

変位が段階的に進行することが見出された。剪断応力とshear変形との関係を調べる目的で，準静

水圧の加圧条件下でbcc構造のFe単結晶を相転移させ，どのような方位を持つhcp構造が優先的に

形成されるかを，Ｘ線回折スポットの分布から決定している。この実験から，shear変形をトリガ

ーとした相転移機構モデルの検証を進めている。 

 また，Fe高圧相では磁場の有無に依存しないＸ線円二色性が観測されており，その圧力変化や

入射Ｘ線に対する角度依存性を測定した。この特異なＸ線円二色性が出現する原因について，Fe

高圧相の結晶構造や磁気構造の観点から議論を始めている。 

 

(２) Ｘ線発光分光による誘電体の研究 

XESは，局所歪みに由来する固体内の低エネルギー励起(CT励起, バンド内励起，マグノン励起)

の検出に適している。また，電子検出法ではないことから，電場や圧力をはじめとする様々な外

場を動的に加えることができる。これはXESを誘電体研究に用いる大きな利点である。この利点

を活用して，チタン酸化物の構造変化を反映するCT励起(～10 eV)に着目し，量子常誘電相にお

ける量子ゆらぎを電子論的に研究している点が，本研究グループの取り組みの独創的な点である。

誘電体の研究では，構造歪みに対する現象論的考察がこれまでの議論の中心であった。この現状

に，Operando-XES測定によって電子状態やそのエネルギーレベルといった新たな視点を加えるこ

とで，新物質や低次元系の示す新奇誘電性を見つけ出していくことが究極の目標である。 

 

SrTiO3量子常誘電体 

 SrTiO3 は，量子ゆらぎによって強誘電相の発現が抑制されて常誘電相に留まる量子常誘電体で

ある。このSrTiO3に紫外線照射と直流電場を印加すると，誘電率が２桁も増大すると報告されて

いる。この誘電特性の発現機構を微視的（電子論的）に解明するために，電場・温度・紫外線・

応力などを印加した物質機能動作下(Operando状態)で，XES測定を行っている。特に，誘電特性

に直接関係するTi-O間の電荷移動(CT)励起の外場依存性を系統的に調べている。 

 これまでに，量子常誘電相のSrTiO3内には，紫外線照射によって局所分極（電気双極子モーメ

ント）が誘起され，それが電場によって強誘電的に秩序化することを電子状態変化から明らかに

してきた。この強誘電性の出現は，SrTiO3に異方的な応力を加えることでも出現することが期待

されている。特に，エピタキシャル薄膜のヘテロ界面においては，バルク試料とは異なる誘電特

性を示すと考えられる。これを確かめるべく，一軸応力下・曲げ応力下でエピタキシャル薄膜を

用いたＸ線分光測定および誘電率測定を進めている。 
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BaTiO3薄膜のパルス電場印加下の時分割分光測定 

 BaTiO3に電場を印加して誘電分極が生じると，逆圧電効果により結晶に歪みが生じる。最近，

電場に対する格子の伸びを調べたＸ線回折の研究例が報告されている。特に，パルス電場に対す

るリアルタイムな応答では，大きな格子歪みが現れている。この時，電子状態にも変化が起こる

ことが期待される。そこで，XAS測定により電子状態変化を捉えることが本研究の目的である。

BaTiO3単結晶の分極制御に必要な電場は極めて大きく高速応答測定には向いていない。そこで，

東工大のグループに100nm厚程度のエピタキシャル薄膜を作製していただいた。1s–4p遷移に対応

する主ピークに，分極反転に同期した強度変化が観測された。この結果は，価電子帯を構成する

3d軌道ではなく，非占有4p軌道がパルス電場に大きく影響を受けることを示している。多重散乱

理論に基づいたシミュレーション結果から，瞬間的な分極反転にはBa 5dとTi 4pの混成状態の変化

が役割を担っていることが結論された。 

 

(３) その他の研究 

Pd基合金の水素化と電子状態 

 Pdが常圧で水素を大量に吸蔵する特異な性質を利用して，Pd-X (X=Ru, Rh, Agなど)合金の水素

化過程をXASによって研究している。通常，X金属単体では常圧下で水素化しないが，Pd-X合金中

ではX金属は水素化する。このXAS測定には，Pd-H間とX-H間の結合を元素選択的に観測できる特

長がある。本研究では，合金試料の作製と板状試料の水素化，XRDによる水素含有量の分析，HiSOR

のBL-11でのXAS測定を実施している。X-H間に結合がある場合，XASに4d非占有状態密度の減少

と反結合軌道の形成が電子状態の変化として検出される。水素との結合は，4d軌道が閉殻となっ

ているX=Agでは見出されないが，X=RuとRhでは結合が明瞭に観測されている。Pd-X合金中の水

素化過程を，従来の熱力学的な解釈に加えて，XASで見出された元素選択的な電子状態からの観

点で議論を進めている。 

 

TiO2ナノチューブの電子状態 

 TiO2は光触媒として様々な応用に供されている。本研究グループでは，Ti薄膜を陽極とした電

気分解法によりTiO2ナノチューブを作製し，Ti K-吸収端XASおよびXESの測定を行っている。平

成27年は，さらにＸ線回折や電子顕微鏡による結晶構造の観測とメチレンブルー水溶液を用いた

可視吸光度測定から，結晶性と触媒活性の相関を明らかにしてきた。結晶性を向上させる要とな

る要因が，電気分解法により作製したas-grown試料が，その後の焼きなまし処理によって大幅に

活性向上につながること，特に450℃程度の温度で1時間程度焼きなますことが最適であることが

分かった。この結果は査読付き欧文誌に投稿準備中である。また，この結果を受けて，可視光領

域でも触媒活性が発現するような材料作製と新たな評価方法の検討に着手している。 

 

共同研究 

 学外の教育研究機関との共同研究として，以下の研究を推進している。 

・(日米欧)High pressure research 特集号編纂に向けた高圧下Ｘ線分光の研究 

・ESRF での新規実験テーマ提案に向けた共同研究 

・新規スペクトル解析に基づくチタン酸ストロンチウムの局所分極 

 

原著論文 

◎[1] Mechanism of intrinsic dipole moment induction in quantum paraelectric SrTiO3;  
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S.Kawakami, N.Nakajima, M.Nakatake, N.Kawamura, M.Mizumaki and H.Maruyama; 

   Jpn. J. Appl. Phys. 54 (2015) 10NC03/1-5. 

 [2] Differences in local structure around Co and Fe of the BiCo1-xFexO3 system determined by x-ray  

   absorption fine structure; N.Ishimatsu, T.Watanabe, K.Oka, M.Azuma, M.Mizumaki, K.Nitta, T.Ina,  

   and N.Kawamura; Phys. Rev. B92 (2015) 054108/1-9. 

◎[3] X-ray absorption study of the local dipole moment in SrTiO3 under uniaxial pressure; 

   C.Temba, S.Kawakami, N.Nakajima, N.Ishimatsu, and H.Maruyama; 

   Journal of the Korean Physical Society, 66 (2015) 1386-1388. 

 [4] Pressure-Induced Valence Crossover and Novel Metamagnetic Behavior near the Antiferromagnetic 

   Quantum Phase Transition of YbNi3Ga9; K.Matsubayashi, T.Hirayama, T.Yamashita, S.Ohara,  

   N.Kawamura, M.Mizumaki, N.Ishimatsu, S.Watanabe, K.Kitagawa, and Y.Uwatoko; 

   Phys. Rev. Lett. 114 (2015) 086401. 

 

著書 
 該当無し 
 
総説 

 [1] 中島伸夫，川上修平：「Ｘ線発光分光法による酸化物誘電体の局所分極状態の研究」 

  固体物理 Vol.50, No.9 (2015) 481-488. 

◎[2] 石松直樹，佐田祐介，圓山 裕，綿貫 徹，河村直己，水牧仁一朗，入舩徹男，角谷 均： 

  「純鉄のα-ε構造相転移の EXAFS による精密構造解析」 

  日本放射光学会誌「放射光」28 (2015) 3. 

 [3] 中島伸夫：「共鳴Ｘ線発光分光による典型強誘電体チタン酸バリウムの局所分極状態の研究」  

  日本放射光学会誌「放射光」28 (2015) 12. 

 

国際会議 

（招待講演） 

 [1] N.Nakajima, S.Kawakami, and C.Lu; 

  「Local Origin of Ferroelectric Moment in Paraelectric SrTiO3」(invited)  

  2015 Korea-Japan Student Workshop (2015.11.30-12.3 Pusan University, Busan, Korea). 

 

（一般講演） 

◎[1] K.Fujii, N.Ishimatsu, S.Hayakawa, T.Shishidou, and H.Maruyama; 

  ｢XAS study of hydrogenation properties of Pd-TM alloys｣; 

  The 20th Hiroshima International Symposium on Synchrotron Radiation 

   (2016.3.10-11, Hiroshima University, Faculty Club). 

◎[2] T.Naito, N.Ishimatsu, and H.Maruyama; 

  ｢Anomalous X-ray Circular Dichroism of epsilon-Fe high pressure phase｣; 

  2015 Korea-Japan Student Workshop (2015.11.30-12.3, Pusan University, Busan, Korea). 

 [3] K.Moriai and N.Nakajima; 

  ｢Synthesis and Photocatalytic Activity of TiO2 nanotubes｣; 

  2015 Korea-Japan Student Workshop (2015.11.30-12.3, Pusan University, Busan, Korea). 

◎[4] C.Lu, N.Nakajima, S.Kawakami, C.Temba, S.Ono, and H.Maruyama; 

  ｢Observation of the flexoelectric origin of a SrTiO3 single crystal by resonant X-ray emission    

   spectroscopy｣; IXS 2015 (2015.11.22-26, NSRRC, Taiwan). 

◎[5] N.Nakajima, S.Kawakami, C.Lu, H.Maruyama, Y.Tezuka, and K.Okada; 

  ｢Covalent nature of the Ti-O bond in perovskite dielectrics revealed by x-ray absorption and emission  

   spectroscopy｣; IXS 2015 (2015.11.22-26, NSRRC, Taiwan). 

 [6] Y.Tezuka, Y.Yokouchi, S.Nakamoto, H.Im, T.Watanabe, S.Nozawa, N.Nakajima, and T.Iwazumi; 

  ｢Electronic structure study of Transition Metal Compounds using X-ray Raman Scattering by   

   Core-Excitation｣; IXS 2015 (2015.11.22-26, NSRRC, Taiwan). 

◎[7] N.Ishimatsu, Y.Sata, T.Naito, H.Maruyama, T.Watanuki, N.Kawamura, M.Mizumaki, T.Irifune, and  

  H.Sumiya; ｢- Transition Pathway of Iron Determined by X-ray Absorption Spectroscopy｣; 

  the Joint AIRAPT-25th & EHPRG-53rd International Conference (2015.8.30-9.4, Madrid, Spain). 
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◎[8] C.Temba, S.Kawakami, C.Lu, N.Nakajima, N.Ishimatsu, and H.Maruyama; 

  ｢Isotropic modification of the oxygen octahedron in SrTiO3 under uniaxial pressure revealed by X-ray  

   absorption spectroscopy｣; XAFS16 (2015.8.23-28, Karlsruhe, Germany). 

 [9] N.Nakajima, A.Sano, Y.Tezuka, Y.Niwa, J-I.Adachi; 

  ｢Sub-microsecond response of a barium titanate single crystal to pulsed high-electric field probed  

   by time-resolved x-ray absorption spectroscopy｣; XAFS16 (2015.8.23-28, Karlsruhe, Germany). 

 

国内学会 

（依頼講演） 

 [1] 石松直樹：「XMCDとXAFSでみるFeとCoの圧力誘起の構造相転移と磁気相転移」 

  第1回SPring-8先端利用技術ワークショップ ～放射光の偏光特性を活用した磁気分光物性 

  研究の最前線～（2016年３月11日，グランパークプラザ，東京都） 

 

（一般講演） 

 [1] 石松直樹：「純鉄の圧力誘起-相転移のX線吸収分光法による構造解析」 

  第171回日本鉄鋼協会，春季講演大会（2016年３月23-25日，東京理科大学，東京都） 

 [2] 山中雄貴，佐野瑛彦，小野颯太，中島伸夫： 

  「マルチフェロイック物質BiFeO3-BaTiO3混晶系の局所構造と電子状態」 

  第33回PFシンポジウム（2016年３月15-16日，つくば国際会議場，つくば市） 

 [3] 小野颯太，佐野瑛彦，中島伸夫，足立純一，丹羽尉博，安井伸太郎： 

  「時間分解Ｘ線吸収分光によるチタン酸バリウム薄膜のパルス電場応答測定」 

  第33回PFシンポジウム（2016年３月15-16日，つくば国際会議場，つくば市） 

 [4] 横内悠斗，三上雅矢，任 皓駿，渡辺孝夫，野澤俊介，中島伸夫，岩住俊明，手塚泰久： 

  「Ｘ線ラマン散乱による CaCu3Ti4O12の電子構造の研究IV」 

  第33回PFシンポジウム（2016年３月15-16日，つくば国際会議場，つくば市） 

 [5] 川上修平，中島伸夫，岡田耕三，河村直己，水牧仁一朗： 

  「量子常誘電体SrTiO3に誘起されるTi変位と局所分極」 

  第28回日本放射光学会年会（2016年１月９-11日，東京大学柏の葉キャンパス，柏市） 

◎[6] 天場千覚，川上修平，Lu Cong，中島伸夫，石松直樹，圓山 裕： 

  「量子常誘電体SrTiO3の一軸加圧下 Ｘ 線吸収分光」 

  第28回日本放射光学会年会（2016年１月９-11日，東京大学柏の葉キャンパス，柏市） 

◎[7] 藤井香奈子，石松直樹，早川慎二郎，獅子堂達也，河村直己，圓山 裕： 

  「Pd-M (M=Ru, Rh, Ag, Os, Ir, Pt, Au)合金の水素化前後の電子状態 」 

  第28回日本放射光学会年会（2016年１月９-11日，東京大学柏の葉キャンパス，柏市） 

 [8] 横内悠斗，三上雅矢，手塚泰久，任 皓駿，渡辺孝夫，野澤俊介，中島伸夫，岩住俊明： 

  「Ｘ線ラマン散乱によるCaCu3Ti4O12の電子構造の研究」 

  第28回日本放射光学会年会（2016年１月９-11日，東京大学柏の葉キャンパス，柏市） 

 [9] 中島伸夫，芦 聡，小野颯太，天場千覚，川上修平： 

  「曲げ応力で誘起される常誘電体チタン酸ストロンチウム中の誘電分極」 

  第1回強的秩序とその操作に関する研究会（2016年１月４日，東京工業大学キャンパス・イノ

ベーションセンター，東京都） 

 [10] 小野颯太，佐野瑛彦，中島伸夫，足立純一，丹羽尉博，安井伸太郎： 

  「時間分解Ｘ線吸収分光によるチタン酸バリウム薄膜のパルス電場応答測定」 
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  第１回強的秩序とその操作に関する研究会（2016年１月４，東京工業大学キャンパス・イノ

ベーションセンター，東京都） 

◎[11] 内藤卓郎，石松直樹，圓山 裕，田中 新，河村直己，水牧仁一朗：  

  「Fe 相にみられる特異なX線円二色性」 

  第56回高圧討論会（2015年11月10-12日，JMSアステールプラザ，広島市） 

◎[12] 中村勇作，内藤卓郎，石松直樹，圓山 裕：  

  「一軸加圧下XRD測定によるFeの-相転移機構の研究」 

  第56回高圧討論会（2015年11月10-12日，JMSアステールプラザ，広島市） 

 [13] 高橋 修，末永太河，福原幸一，石松直樹，河野雄次，日吉玲子：  

  「エネルギー物質TATBの高圧IR測定」 

  第56回高圧討論会（2015年11月10-12日，JMSアステールプラザ，広島市） 

 [14] 松林和幸，岩谷 誠，北川健太郎，河村直己，水牧仁一朗，石松直樹，渡辺真仁，上床美

也： 

  「Yb系新物質YbCo2Ge4における圧力効果」 

  第56回高圧討論会（2015年11月10-12日，JMSアステールプラザ，広島市） 

 [15] 鈴木昭夫，石松直樹：  

  「コヒーレント放射光を利用した新しい高圧力科学 III」 

  第56回高圧討論会（2015年11月10-12日，JMSアステールプラザ，広島市） 

◎[16] 藤井香奈子，石松直樹，早川慎二郎，獅子堂達也，圓山 裕： 

  「Ｘ線吸収分光法により調べたPd-M (M=Ru, Rh, Ag)合金の水素化前後の電子状態II」 

  第2回日本金属学会研究会，水素化物に関わる次世代学術・応用展開研究会 

  （2015年10月22-23日，金沢大学，角間キャンパス，金沢市） 

 [17] 川上修平，中島伸夫，岡田耕三，河村直己，水牧仁一朗： 

  「量子常誘電体SrTiO3に誘起されるTi変位と局所分極」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

 [18] 森合海瑠，中島伸夫： 

  「陽極酸化法による酸化チタンナノチューブの作製と光触媒活性」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

 [19] 佐野瑛彦，中島伸夫，足立純一，丹羽尉博，手塚泰久： 

  「チタン酸バリウムのパルス電場下における時間分解X線吸収分光測定」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

◎[20] 天場千覚，川上修平，Cong Lu，中島伸夫，石松直樹，圓山 裕： 

  「一軸応力下におけるSrTiO3のX線吸収分光II」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

◎[21] 藤井香奈子，石松直樹，早川慎二郎，圓山 裕： 

  「Ｘ線吸収分光法により調べたPd-M (M=Ru, Rh, Ag)合金の水素化前後の電子状態」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

◎[22] 内藤卓郎，石松直樹，圓山 裕，田中 新，河村直己，水牧仁一朗： 

  「-Fe高圧相における特異なX線円二色性」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

 [23] 阪口友唯，池田修悟，河村直己，水牧仁一朗，石松直樹，鈴木慎太郎，久我健太郎， 

  中辻 知，小林寿夫：「多重極限環境下における-YbAlB4のＸ線吸収分光 III」 
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  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

 [24] 水戸 毅，江見直哉，西山功兵，谷口太一，小山岳秀，上田光一，小原孝夫，水牧仁一朗，  

  河村直己，石松直樹，北川健太郎，小山内湧人，林 健人，伊賀文俊，N. Shitsevalova： 

  「小さな半導体ギャップを持つSm系化合物における電子状態 SmB6の価数・磁性・ギャップ」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

 [25] 手塚泰久，横内悠斗，中本星也，任 皓駿，渡辺孝男，野澤俊介，中島伸夫，岩住俊明： 

  「Ｘ線ラマン散乱によるCaCu3Ti4O12の電子構造研究」 

  日本物理学会，2015年秋季大会（2015年９月16-19日，関西大学，千里山キャンパス，吹田市） 

 [26] 石松直樹，渡邉拓海，岡 研吾，東 正樹，水牧仁一朗，新田清文，河村直己，伊奈稔哲： 

  「Bi(Co1-xFex)O3のEXAFSによるCoとFe周りの局所構造解析」 

  第18回XAFS討論会（2015年７月29-31日，物構研，つくば市） 

 [27] 石松直樹：「Fe高圧相のＸ線吸収分光測定と次世代放射光光源への期待」 

  PF研究会「次世代放射光光源を用いた構造物性研究への期待」 

  （2015年７月27-28日，物構研，つくば市） 

 [28] 中島伸夫：「チタン酸化物の局所分極の研究と次世代光源への期待」 

  PF研究会「次世代放射光光源を用いた構造物性研究への期待」 

  （2015年７月27-28日，物構研，つくば市） 

 [29] 中島伸夫，川上修平，天場千覚：「ペロブスカイト型チタン酸化物の局所分極」 

  第20回中国四国北九州誘電体セミナー（2015年６月19日，島根大学，松江市） 

 [30] 蘆 聰，中島伸夫：「AFS Spectroscopic Study On the Enhancement of Dielectric Characteristics 

in Si-added and Si-doped TbMnO3」 

  第20回中国四国北九州誘電体セミナー（2015年６月19日，島根大学，松江市） 

 [31] 森合海瑠，中島伸夫：「陽極酸化法による酸化チタンナノチューブの作製と光触媒活性」 

  第20回中国四国北九州誘電体セミナー（2015年６月19日，島根大学，松江市） 

◎[32] 川上修平，中島伸夫，河村直己，水牧仁一朗，圓山 裕： 

  「共鳴X線発光分光法を用いた低温相SrTiO3の局所分極観測」 

  第32回強誘電体応用会議（2015年５月20-23日，コープイン京都，京都市） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       ５ 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ２ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ２ 件 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数        13 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ４ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数   ４ 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

 

社会活動・学外委員 

○学協会委員 
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○講習会・セミナー講師 

 

〇外部評価委員等 

 [1] 圓山 裕：広島県立国泰寺高等学校SSH運営指導委員会・委員長 

[2] 圓山 裕：JST グローバル・サイエンス・キャンパス事業 

  H27年度全国受講生研究発表会，審査委員（９月19-20日，学士会館，東京都）． 

 [3] 石松直樹：(財)高輝度光科学研究センター，外来研究員 

 

産学官連携実績 

 該当無し 

国際共同研究・国際会議開催実績 

 該当無し 

 

高大連携事業への参加状況 

[1] 圓山 裕：GSC広島コンソーシアム，異分野融合シンポジウム 

  （平成28年３月20-21日，広島ガーデンパレス，広島市，高校生約60名） 

 [2] 圓山 裕：女子高校生「体験科学講座」（男女共同参画室） 

 （平成28年３月19日，理学部，高校生29名） 

[3] 圓山 裕：GSC広島コンソーシアム，ステップ・ステージ分野別セミナー 

  第５回分野別（物理）セミナー（平成28年２月28日，理学部，高校生３名） 

[4] 圓山 裕：広島県立国泰寺高等学校SSH事業報告会，運営指導委員会 

 （平成28年２月13日，広島県立国泰寺高等学校） 

[5] 圓山 裕：広島県立祇園北高等学校SPP事業・クリスタルコンペ 

  模擬授業（12月16日，HiSOR，高校生30名） 

[6] 圓山 裕：GSC広島コンソーシアム，ステップ・ステージ分野別セミナー 

 （GSC広島コンソーシアム，12月13日，東千田キャンパス，高校生50名） 

 [7] 石松直樹：広島県立祇園北高等学校SPP事業，出前授業 

  （11月５日，広島県立祇園北高等学校） 

[8] 圓山 裕：GSC広島コンソーシアム，ホップ・ステージ課題中間発表 

 （GSC広島コンソーシアム，９月27日，東広島キャンパス，高校生約100名） 

[9] 圓山 裕：広島県立国泰寺高等学校SSH事業報告会，運営指導委員会 

 （８月10日，広島県立国泰寺高等学校） 

 

国際交流 

○[1] 黒岩芳弘，森吉千佳子，圓山 裕，他：第８回日韓学生ワークショップ 

   広島大学－釜山大学，（11月30日-12月３日，約40名，釜山大学） 

[2] 圓山 裕：JST グローバル・サイエンス・キャンパス事業 

  ASGSR-2015学会視察（11月12-16日，Alexandria，Verginia，USA）． 

 

研究助成金の受入状況  

 [1] 中島伸夫：公益財団法人サタケ技術振興財団 平成27年度大学研究助成金（代表, 500千円） 

   課題名：「陽極酸化処理法による高活性チタン酸化物ナノチューブの作製」 

[2] 中島伸夫：第31回公益財団法人 村田学術振興財団 海外派遣援助（240千円） 

 [3] 石松直樹：科学研究費補助金基盤研究(C)（平成25年度-27年度）（代表, 900千円） 
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   課題名：「遷移金属水素物の電子状態に着目した水素吸蔵特性の解明」 

 [4] 石松直樹：鉄鋼研究振興助成（平成27年度-28年度）（代表, 1,000千円） 

   課題名：「Ｘ線吸収分光法による鉄の高圧下マルテンサイト変態の過程と結晶構造の 

       精密解析」 

  [5] 石松直樹：科学研究費補助金新学術領域研究（平成27年度-31年度）（分担, 500千円） 

   課題名：「核-マントル物質の精密高圧実験技術の開発」 

 

その他 

 [1] 圓山 裕：JSTグローバル・サイエンス・キャンパス事業（事業費：35,000千円） 

  「アジア拠点広島コンソーシアムによるGSC構想」理学部コーディネータ 

  事業計画の立案と実施，各分野のセミナーの調整と物品購入，受講生の選抜に関する評価項  

  目と基準の策定及び選考に携わった． 

 

特記事項 

〇学生の受賞 

 [1] 川上修平：日本物理学会，領域10「学生奨励賞」 

  [2] 川上修平：平成27年度「広島大学エクセレント・スチューデント・スカラシップ」 

   成績優秀学生 

[3] 藤井香奈子：第20回広島放射光国際シンポジウム：ベストポスター賞 

  「XAS study of hydrogenation properties of Pd-TM alloys」 

 

 

○光物性グループ 

研究活動の概要 

 光物性研究室では，放射光を用いて固体内部および表面の詳細な電子構造を実験的に観測し，

物質の示す電気的，磁気的，熱的性質の起源を解明することを目的としている。さらには超薄膜，

原子細線，クラスターなどナノメートルサイズの構造体を超高真空中で独自に作成し，構造評価

から電子構造評価までを真空を破ることなくその場で行っている。 

 

（１）３次元トポロジカル絶縁体の表面ディラック粒子の非平衡状態の研究 

 ３次元トポロジカル絶縁体はトポロジーの異なる物質との界面において，電子が質量ゼロのデ

ィラック粒子として振る舞うことで知られる。これまでに多くの物質がトポロジカル絶縁体であ

ることが実験・理論の両側面から確認されている。近年，Sb2Te3をベースとしたトポロジカル絶

縁体(Sb1-xBix)2Te3に大きな注目が集まっている。本来Sb2Te3はp型試料であるが，Biのドープ量に応

じてディラック点の位置を制御できることから，バルクからよく孤立した表面ディラック電子状

態を実現することができる。最近(Sb1-xBix)2Te3薄膜を用いた電界効果トランジスタにおいて，磁場

中で表面ディラック電子状態に由来した整数量子ホール効果が観測されており(Sb1-xBix)2Te3を利

用したデバイス開発が現実味を帯びてきている。 

 一方，デバイスへの利用を考える際には，ディラック粒子の動的振る舞いを調べることも非常

に重要となる。そのような手法としてはポンプ・プローブ法を用いた時間分解光電子分光が強力

な実験手法となる。そこで本研究では，デバイス応用への有力候補である(Sb1-xBix)2Te3に対し，い
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くつかの組成比で時間分解光電子分光を行うことでディラック粒子のダイナミクスの系統的な変

化を捉えることを目的とした。実験は，東京大学物性研究所のその結果，ディラック点をフェル

ミ準位近傍にチューニングした系では400ピコ秒経過した後でも非平衡状態が存続しており，ディ

ラック点の位置とバルク絶縁性が非平衡持続時間に重要な役割を果たしていることが明らかとな

った。本研究は東京大学物性研究所・極限コヒーレント光科学研究センター（LASOR）とノヴォ

シビルスク半導体研究所（ロシア）との共同研究として行なわれた。 

 

（２）希薄磁性トポロジカル絶縁体の強磁性発現機構の解明 

 中国科学院上海微系統研究所および国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）と共同

で大型放射光施設SPring-8のJAEAビームラインBL23SUにおいて，高輝度のシンクロトロン放射光

と世界最高レベルの精度で物質中の元素別の磁気モーメントを捉えることのできる内殻吸収磁気

円二色性（XMCD）観測システムを組み合わせて，トポロジカル絶縁体(Sb,Bi)2Te3に磁性元素クロ

ム（Cr）を含んだ磁性トポロジカル絶縁体のCrだけでなく，いわゆる非磁性原子であるSbやTeに

も微小な磁気モーメントが存在し，強磁性発現に大きな役割を担っていることを世界で初めて明

らかにした。この研究成果により，外部磁場を必要としない量子ホール効果を室温で実現するた

めに必要な指針を与えるとともに，トポロジカル絶縁体を利用した次世代の超低消費電力スピン

・デバイス等の開発につながっていくことが期待される。本研究成果は，英国科学誌「Nature 

Communications」に掲載された。論文掲載にもとづき広島大学より「トポロジカル絶縁体が磁石

の性質をもつメカニズムを解明」（平成27年11月18日）と題してプレスリリースされた。本プレ

スリリースを受け，日経産業新聞（平成27年12月16日）, 日刊工業新聞（平成27年12月28日）に

記事が掲載された。  

 

（３）強磁性形状記憶合金のマルテンサイト変態機構のメカニズムの解明 

 強磁性形状記憶合金は，磁場により変位を制御できることから，高速応答が可能な磁場駆動ア

クチュエーターへの応用展開が期待される。強磁性形状記憶効果は，合金の結晶の基本構造が，

高温では立方晶であるのに対し，冷却すると正方晶に転移をする。この構造相転移はマルテンサ

イト変態と呼ばれるが，この構造相転移の発現機構をミクロな立場から理解することは，より高

い機能性を持った実用的な強磁性形状記憶合金を開発する上で大変重要と考えられる。 

 強磁性形状記憶効果を示すホイスラー合金の典型例としてはNi2MnGaが挙げられるが，単結晶

であっても脆弱であるという欠点が存在する。これに代わる強磁性形状記憶合金として期待され

るのがNi2FeGaであり単結晶で延性を有する。平成27年度はNi2FeGaに少量のCoをドープしキュリ

ー温度を上昇させた, アクチュエータ材料として期待されるNi-Fe-Ga-Coのマルテンサイト機構を

電子状態の立場から解明することを目的としてSPring-8 BL15XUにおいて硬X線光電子分光を用

いて研究を行ったところ，フェルミレベル近傍のスペクトル形状がマルテンサイト変態に伴い変

化し，擬ギャップを形成することが明らかとなった。また，マルテンサイト変態後はNiおよびFeの

磁気モーメントに変化が現れることが，SPring-8 BL23SUで行われた軟X線磁気円二色性分光によ

り明らかとなった。本研究は，バスク国立大学（スペイン），国立研究開発法人物質・材料研究機

構（NIMS），国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）との共同研究として行なわれた。 

 

（４）新奇超伝導物質の電子構造の研究 

 銅酸化物系や鉄砒素系で発現する高温超伝導は，従来理論では説明のつかない現象として，興
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味を集めている。本研究グループでは，高分解能放射光角度分解光電子分光を用いて，これらの

新奇高温超伝導現象の発現機構の解明に挑戦している。平成27年度は，銅酸化物高温超伝導体 

Bi2Sr2Ca(Cu1-xNix)2O8+δのホール濃度を最適化した上で，超伝導ギャップにおけるNi置換効果を高

分解能角度分解光電子分光で直接観測した。その結果，Ni不純物によって超伝導転移温度が低下

しても，超伝導ギャップのほとんど変化しない波数領域が広がっていることが判明した。また，

リンを主成分とする層状超伝導物質 ZrP1.25Se0.75 (Tc = 6.3 K) について，放射光を用いた高分解能

光電子分光実験を行い，この新しい物質系の価電子帯電子構造を初めて決定した。この成果は，

超伝導物質の幅を広げる手がかりとして期待される。 
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Konstantin Kokh，Oleg Tereshchenko，辛 埴，木村昭夫，「キャリアチューニングによるト

ポロジカル絶縁体 (Sb1-xBix)2Te3 の非平衡持続時間の制御」第63回応用物理学会春季学術講

演会（2016年３月19-22日, 東京工業大学大岡山キャンパス，東京都） 

◎[7] 田口一暁，角田一樹，宮本幸治，生天目博文，谷口雅樹，木村昭夫，奥田太一，「Si 表面

上の Au 一元鎖におけるラシュバ型スピン分裂バ ント」第63回応用物理学会春季学術講

演会（2016年３月19-22日, 東京工業大学大岡山キャンパス，東京都） 

[8] 角田一樹，木村昭夫「リエントラントマルテンサイト変態を示すCo2Cr(Ga,Si)合金の電子状

態」，東北大学電気通信研究所共同プロジェクト研究会 「機能性磁性材料の電子構造と物

性発現機構の解明」（2016年２月２日，東北大学電気通信研究所，仙台市） 

◎[9] 角田一樹，棗田 翼，白井開渡，黒田健太，朱 思源，宮本幸治，奥田太一，有田将司，

生天目博文，谷口雅樹，藤井 純，A. Varykhalov，O. Rader，E. V. Chulkov，V. Golyashov，
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K. A. Kokh，O. E. Tereshchenko，木村昭夫，「トポロジカル絶縁体 PbBi4Te4S3 のスピン偏

極電子状態」第29回放射光学会年会・合同シンポジウム（JSR2016）（2016年１月９-11日, 柏

の葉カンファレンスセンター，柏市） 

[10] R. Sakurai, T. Yamaguchi, R. Ishikawa, R. Akiyama, S. Kuroda, A. Kimura, K. Takeda, Y. Saitoh，

「MBE growth and magnetic properties of (Sn,Mn)Te thin films」第20回スピン工学の基礎と応

用（2015年12月３-４日, 東北大学電気通信研究所，仙台市） 

◎[11] K. Sumida, S. Zhu, Y. Ishida, M. Ye, K. Taguchi, T. Okuda, H. Namatame, M. Taniguchi, K. A. 

Kokh, O. E. Tereshchenko, S. Shin, A. Kimura「Dirac Fermion dynamics in the topological insulator 

(Sb1-xBix)2Te3 probed by time-resolved photoemission spectroscopy」表面界面スペクトロスコピ

ー2015 (SIS2015) （2015年11月27-28日, 国立女性教育会館，埼玉県比企郡）*Student Prize 

◎[12] 奥田太一，獅子堂達也，ヌルママット ムニサ，角田一樹，田口一暁，木村昭夫，生天目

博文，谷口雅樹「バルクBi(110)の表面スピン電子状態」日本物理学会2015年秋季大会（2015

年９月16-19日, 関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[13] 角田一樹，朱 思源，石田行章，叶 茂，田口一暁，奥田太一，生天目博文，谷口雅樹，

K. Kokh，O. Tereshchenko，辛埴，木村昭夫「トポロジカル絶縁体(Sb1-xBix)2Te3の時間分解

光電子分光」日本物理学会2015年秋季大会（2015年９月16-19日, 関西大学千里山キャンパ

ス，吹田市） 

[14] 黒田健太，Johannes Riemann，Jens Güdde，木村昭夫，K. Kokh，O. Tereshchenko，Ulrich Höfer

「トポロジカル絶縁体Sb2Te3の中赤外ポンプ時間分解光電子分光：円偏光で制御した表面ス

ピン電流の超高速ダイナミクス」日本物理学会2015年秋季大会（2015年９月16-19日, 関西

大学千里山キャンパス，吹田市） 

[15] 桜井隆太郎，山口智也，石川 諒，秋山了太，黒田眞司，木村昭夫，竹田幸治，斎藤祐児

「分子線エピタキシー法による(Sn,Mn)Te薄膜の作製と磁化特性」日本物理学会2015年秋季

大会（2015年９月16-19日, 関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

[16] 秋山了太，一ノ倉聖，角田一樹，木村昭夫，Konstantin Kokh，Oleg Tereshchenko，長谷川

修司「トポロジカル絶縁体(BixSb1-x)2Te3におけるin situおよびex situ電気伝導測定による表面

状態の比較検証」日本物理学会2015年秋季大会（2015年９月16-19日, 関西大学千里山キャ

ンパス，吹田市） 

[17] 頼 燎平，仲武昌司，角田一樹，朱 思源，谷口雅樹，石田行章，辛 埴，赤浜裕一，木

村昭夫，「角度分解光電子分光による黒リンの異方的電子状態及びキャリアダイナミクス」

日本物理学会2015年秋季大会（2015年９月16-19日, 関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[18] 岩澤英明，宮本幸治，奥田太一，吉田良行，長谷 泉，木村昭夫，生天目博文，谷口雅樹，

相浦義弘，「Sr2RuO4のスピン分解ARPES」日本物理学会2015年秋季大会（2015年９月16-19

日, 関西大学千里山キャンパス，吹田市） 

◎[19] 久保拓也, 田北仁志, Wumiti Mansuer, 有田将司, 島田賢也, 生天目博文, 谷口雅樹, 上田

茂典, 鬼頭 聖, 石田茂之, 岡 邦彦, 後藤義人, 藤久裕司, 吉田良行, 伊 豫彰, 永崎洋, 

川島健司, 柳 陽介, 井野明洋，「層状超伝導物質ZrP2-xSex (x = 0.6，0.75)の価電子帯および

内殻準位の光電子分光」日本物理学会2015年秋季大会（2015年９月16-19日, 関西大学千里

山キャンパス，吹田市） 

[20] 高部涼太，伊藤啓太，Du Weijie，都甲 薫，上田茂典，木村昭夫，末益 崇，「硬X線光

電子分光法による自然酸化膜/BaSi2のバンドオフセット測定」第76回応用物理学会秋季学術

講演会（2015年９月13-16日, 名古屋国際会議場，名古屋市） 

[21] 伊藤啓太，具志俊希，東小薗創真，竹田幸治，斎藤祐児，都甲 薫，柳原英人，角田匡清，

小口多美夫，木村昭夫，喜多英治，末益 崇，「Fe4Nエピタキシャル薄膜の窒素原子規則度

の評価」第39回日本磁気学会学術講演会（2015年９月８-11日, 名古屋大学東山キャンパス，

名古屋市） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数   13 件 
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 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数   23 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  11 件 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数    ９ 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数   17 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ８ 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

○ 学会開催 

[1] 木村昭夫：第３回「相互作用が生み出す新奇現象に関する研究会」（平成28年１月12日，キ

ャンパスイノベーションセンター，東京都） 

 

社会活動･学外委員 

○ 学協会委員 

  [1] 木村昭夫：Journal of Physics: Condenced Matter (IOP Publishing) Editorial Advisory Board 

Member 

  [2] 木村昭夫：Journal of Electron Spectroscopy and Related Phenomena (Elsevier社), Editorial Board 

Member 

[3] 木村昭夫：日本放射光学会評議員（議長） 

  [4] 木村昭夫：日本放射光学会・編集幹事 

[5] 木村昭夫：日本表面科学会・国際事業委員会委員 

[6] 木村昭夫：公益社団法人応用物理学会主催 国際固体素子・材料コンファレンス，論文委員 

   

○ 外部評価委員等 

  [1] 木村昭夫：東京大学物性研究所 軌道放射物性研究施設運営委員会，委員 

  [2] 木村昭夫：東京大学アウトステーション・物質科学ビームライン BL07LSU 課題審査委員 

  [3] 木村昭夫：SPring-8 利用研究課題審査委員会，委員・分科会主査（S1 分科） 

[4] 木村昭夫：ドイツ学術振興会（DFG）重点プログラム 1666番／第２期「トポロジカル絶縁

体：材料—基礎物性からデバイスまで—」（SPP/1666/2, Topological Insulators: Materials – 

Fundamental Properties – Devices），審査委員会，委員（2015年 11月-2016 年２月） 

 

○ 講習会・セミナー講師 

  [1] 木村昭夫：東京工業大学，物性物理学専攻物性物理学専攻 大学院講義(申告番号 17508) 量

子物理学特論第八（グローバル COE 量子物理学・ナノサイエンス 特別教育コースの指定

科目）「放射光スペクトロスコピーによる物質科学研究」，（従事期間）2015年５月 25日-27

日 

 

○産学官連携実績 

     

○国際共同研究・国際会議開催実績 

 [1] 木村昭夫：15
th
 International Conference on the Formation of Semiconductor Interfaces (ICFSI-15)

主催，平成27年11月15−20日（６日間），参加者106名，広島国際会議場，組織委員長 

  [2] 木村昭夫：国際共同研究実施件数 ９件 
 

○研究助成金の受入状況 

 [1] 木村昭夫：二国間交流事業共同研究 (日露：日本学術振興会)（平成27-28年度）（代表） 

「Ge 系ディラック物質のスピン偏極電子状態の研究」，225千円（平成27年度） 

  [2] 木村昭夫：科学研究費補助金基盤研究(A)（平成26-28年度）（分担） 
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「トポロジカル相におけるバルク・エッジ対応の物理とその普遍性：固体物理から冷却原子

まで」，286千円（平成27年度） 

  

 

○分子光科学グループ 

研究活動の概要 

 本研究グループでは，各種の分光学的手法を駆使して，原子固有の内殻吸収端と分子固有の共

鳴吸収帯が存在する軟Ｘ線領域の放射光と分子の相互作用を解明する分子光科学の領域の構築を

目指している。軟Ｘ線励起が引き金となって起こる物質変化の研究は宇宙での分子進化などの基

礎分野からガン治療，ナノスケールの電子デバイス作製など応用分野までを含む広い領域である

が，軟Ｘ線領域の光では未開拓な部分が多い研究領域である。 

 内殻共鳴励起を利用すると，分子内の特定原子の内殻電子を結合性の異なる非占有電子軌道に

選択的に励起することができる。内殻に正孔を持つ原子は核電荷が１つ増えた原子として振舞う

ことから，内殻励起状態での結合長や結合角の変化が起きる。内殻正孔はオージェ過程により短

時間（10-15～10-14秒）に崩壊するが，励起先の軌道が強い反結合性である場合にはオージェ過程

より早く結合の切断が起きる場合が知られている。さらに，内殻励起状態での選択的解離だけで

なく，オージェ崩壊後にも特異な解離過程が起きる。内殻共鳴励起後のオージェ崩壊では，主に

励起軌道に１個の電子と価電子軌道に２個の正孔を持つ励起イオン化状態が生じる。これらの正

孔が内殻励起した原子近傍の化学結合に局在すると，大きなクーロン反発力が原子間に働き短

時間（10-14～10-13秒）に結合切断が起こる。このような反応は，サイト選択的結合切断と呼ばれ，

その探索と反応機構の解明が内殻励起反応の研究における最重要研究課題となっている。 

 

（１）気相グループ（平谷，吉田） 

 本研究グループでは，分子の内殻励起後に生成した多価イオンのクーロン爆発により生じた複

数の正イオンの質量と初期運動量ベクトルを“三次元運動量イメージング法”によって同時計測

し，多原子分子の解離ダイナミクスの詳細について研究を進めている。“クーロン爆発モデル”に

よる理論計算も合わせて行い，得られた実験結果と比較検討することで，比較的単純な３次元構

造（Td,C3v,C2vなど）を持つ多原子分子について，解離前の多価イオンの分子変形（結合の伸長，

結合角の変化）の様子や逐次的な解離過程の詳細（結合切断の順序など）を明らかにできること

がこの手法の利点である。 

 本年度は， 最も単純な五員複素環をもつ芳香族分子であるフラン(C4H4O)，チオフェン(C4H4S)，

ピロール(C4H4NH)のC1sイオン化後に解離生成するイオン対を調べ，ヘテロ原子（OとSとN）の違

いによる解離過程および解離ダイナミクスの違いを比較検討した。 

チオフェンから解離生成した２つのイオン種の相関スペクトルを解析した結果，さまざまなイ

オン対解離のうち（C3H2
+
,CHS

+）を生成する過程が主要であることが分かった。フランから（C3H2
+
, 

CHO
+），ピロールから（C3H2

+
, CHN

+）を生成する過程も同様に主であり，ヘテロ原子の違いに

よらず五員環の開裂過程に共通の特徴がある(特定の結合切断が優先的に起こる)ことが分かった。

一方，３つの分子について細かく比較した結果，チオフェンのみに (S
+
, C4H4

+)や(C2H2S
+
,C2H2

+)

が観測された。これはヘテロ原子に依存した環開裂過程と言える。 

それぞれの分子の解離ダイナミクスを詳しく調べるために，運動量イメージング法で得られた

２つのイオンの運動量ベクトルから各イオンの運動エネルギーを，また，２つのイオンの運動量

ベクトルの内積から放出相関角度を求めた。フランから生成する（C3H2
+
, CHO

+）の結果を例にと
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ると，このイオン対生成過程では親分子の２価イオンC4H4O
++から２つのイオンC3H2

+
, CHO

+と中

性H原子が生成する。HはC3H3
+から脱離するのだが，３つのC原子のうち中央のCから脱離した場合

は，イオン対（C3H2
+
, CHO

+）の解離軸方向に運動量を持つために２つのイオンの相関角度は変化

せず，純粋な２体解離と同じ180°になる。一方，端のCからHが脱離した場合は解離軸に対して

垂直方向成分に大きな運動量を持つため，その反跳を受けてC3H2
+の運動量ベクトルが変化し，相

関角度は180°より小さく(～172°)なる。この両方の過程を選別して観測することに成功し，両

者の分岐比を明らかにした。 

 これらの研究成果は，31st
 
Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics (June 3-5, 2015, Sapporo, 

Japan), 軟Ｘ線分光ミニシンポジウム（2015年８月，東広島市），先端放射線化学シンポジウム（2015

年９月，浜松市），日本物理学会第71回年次大会（2016年３月，仙台市）において発表された。 

 

（２）表面グループ（関谷，和田） 

表面分子系の中でも特に，分子間相互作用により表面上に分子が規則正しく配向して吸着する

自己組織化単分子膜(SAM)に着目した研究を実施している。SAMは，末端官能基の特性を生かし

た機能性表面としての利用や，分子鎖の特性を生かした分子デバイスとしての利用など，工学，

生物，医学など様々な分野への応用が期待されている。平成27年度には，芳香族SAMの電荷移動

ダイナミクスや，SAM被覆ナノ活性材料のための金ナノ粒子の作製・評価などの研究を行った。 

分子－基板界面の電荷移動過程の理解は有機エレクトロニクスにおいて不可欠である。分子－

基板間の電荷移動度の評価法として，コアホールクロック(CHC)法がある。内殻電子を共鳴励起

すると共鳴オージェ電子が観測されるが，励起電子が内殻正孔失活より早く移動するとノーマル

オージェ電子が観測される。CHC法では，共鳴オージェとノーマルオージェの比率をもとに内殻

寿命を基準として分子から基板への電荷移動速度を評価する。一方，内殻励起イオン脱離反応に

おいて，選択的イオン脱離が表面配向をもつSAMの末端官能基で顕著に観測されており，この反

応には表面官能基から基板への電荷移動が深く関与していると考えられる。そこで，異なる分子

鎖をもつメチルエステル修飾SAMの脱離イオンのフラグメント収量比と共鳴オージェ電子スペク

トルから内殻励起後の励起電子移動について調べた。末端メチルエステル基の反結合性軌道への

内殻共鳴励起によりメチルイオン及びそのフラグメントが選択的に脱離するが，長い脂肪鎖をも

つ絶縁性のSAMではメチルイオンの収量が最も多いのに対し，導電性の芳香族SAMではフラグメ

ンテーションが激しく起こる。これら分子鎖に依存したフラグメンテーションの違いについて，

脱離種への余剰エネルギーの分配を基にした動力学解析から議論した。また，フェニルやビフェ

ニルを分子鎖にもつ芳香族SAMについてオージェ電子分光測定を行い，電荷移動に伴う共鳴オー

ジェ収量の減少を観測し，それぞれのSAMの電荷移動速度を見積もった。これらより，選択的イ

オン脱離反応にみられるフラグメンテーションと分子伝導度の違いを反映した励起電子の電荷移

動との相関を明らかにした。 

一方，金ナノ粒子はもっとも古くから研究されているナノ粒子であり，ナノ粒子の大きさや形

状・表面の化学的特性や凝集状態を変化させることで粒子の光学的・電子的特性を調整すること

ができる。特にその表面を官能基を有したSAMで修飾することによって，新たな機能を付加した

ナノ粒子やナノ構造体を容易に構成することができる。そのためには，従来の化学的な合成法と

は異なる手法で，安定化剤で被覆されていないベアな金ナノ粒子を準備する必要がある。そこで，

液中パルスレーザーアブレーション法による金ナノ粒子の合成と評価を試みた。既設のパルスグ

リーン固体レーザーを用いることで，直径10nm程度の比較的均一な金ナノ粒子が合成できること

が分かった。 
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（３）自由電子レーザー（FEL）を利用したダイナミクス研究（和田） 

Ｘ線自由電子レーザー（XFEL）はこれまでのＸ線を遙かに凌駕する全く新しいパルスＸ線発生

源である。高輝度・高コヒーレント・超短パルスという特性を持つこの新しいＸ線を用いること

で，有機ナノ結晶や非結晶化タンパク質のような，従来の手法では計測できなかった微小試料単

体での三次元構造解析や構造変化の高速時分割測定が可能となる。我々は，日本のXFEL施設

SACLAの性能を生かした，機能性有機ナノ結晶や光応答タンパク質ナノ結晶における光励起反応

での原子の動きを捉えるダイナミックイメージングを目指した研究を推進している。また，この

ような高強度Ｘ線集光パルスと物質との相互作用は未知の領域でもあり，引き起こされる反応素

過程・反応ダイナミクスの解明もまたSACLAを用いて初めて可能となる新しい研究分野である。 

平成27年度は，SACLAの集光Ｘ線パルスと光学フェムト秒レーザーを同期併用することによる，

多原子分子を対象とした光誘起構造ダイナミクスの超高速実時間計測実験を実施し，クーロン爆

発イオンイメージング法を用いることで分子解離による構造変化の実時間計測が可能であること

を明らかにした。 

また，SACLAを用いて構造と反応性および機能性の相関解明を目指す機能性有機ナノ結晶とし

て，次世代非線形光学材料として注目されているポリジアセチレンナノ結晶をターゲットとして

いる。そこで本年度は，紫外光照射による固相重合プロセスの初期過程の検出を目指し，フェム

ト秒パルスレーザーを用いた超高速過渡吸収分光システムを整備し，研究を実施した。これまで

に，反応初期の二量化過程に関する知見が得られている。 

 

（４）紫外-軟Ｘ線二重共鳴吸収と反応（平谷） 

 軟Ｘ線による選択的解離は気相，表面いずれにおいても，反結合性軌道に励起された電子と内

殻軌道の正孔が重要な役割を果たすことが知られているが，軟Ｘ線で励起可能な反結合性軌道が

選択則によって限定されてしまうため，反結合性軌道電子の寄与を定量的に分離した精密な議論

は不可能であった。この問題は，紫外線によって結合性軌道から反結合性軌道に励起された価電

子励起状態から，さらに軟Ｘ線によって内殻電子を反結合性軌道に励起あるいはイオン化する紫

外-軟Ｘ線二重共鳴による解離過程を観測することによって解決できる。例えば，同じ反結合性軌

道に２個あるいは異なる反結合性軌道に１個ずつの電子を持ち，結合性価電子軌道と内殻軌道に

正孔をもつ超反結合性電子配置ができる。このような内殻共鳴励起状態の選択肢が増えることは，

軟Ｘ線による化学反応の機構を解明するうえで，重要となる。例えば，気相分子では軟Ｘ線励起，

特に解離的な空軌道への励起による特異な反応が，他の多くの解離反応経路に埋もれてしまうこ

とが多いが，紫外-軟Ｘ線二重共鳴によって生成される超反結合性電子配置では顕著な励起軌道選

択的な解離反応の観測が期待できる。また，軟Ｘ線励起エネルギーによる選択的解離反応が実現

している表面分子系においても，紫外線の波長によって励起反結合性軌道を選択することにより，

選択的解離機構の詳細の解明や，切断する結合の種類の拡大と選択性の向上が可能となる。 

 今年度は，これまで研究対象としてきたキノン類やアルデヒド類に加えて紫外領域に強い吸収

があり励起三重項の生成効率が高い安息香酸と安息香酸メチルを対象として研究を進めた。特に

理論的研究では，励起三重項だけでなく励起一重項からの軟Ｘ線吸収と価電子・内殻二重励起状

態でのポテンシャルの計算を行なった。安息香酸については，水酸基酸素(OH)1sからの共鳴内殻

励起で生成するOH結合のポテンシャル曲線が，最低空軌道(LUMO)への励起では基底状態，励起

一重項，励起三重項いずれからも解離的となるが，第３空軌道(LUMO+2)への励起では基底状態

からは全く解離性がないのに対して，励起一重項と励起三重項からでは大きい解離性となること
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が明らかとなった。安息香酸(C6H5COOH)の水酸基(OH)の水素(H)をメチル基(CH3)に置換した

安息香酸メチルでは，安息香酸のO-H結合に対応するO-CH3結合について，第3空軌道(LUMO+2)

への励起によって励起一重項と励起三重項からの内殻励起によって大きく解離性となるという安

息香酸のO-H結合とは異なる励起軌道依存性が得られた。 
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Per，Asavei Theodor，Neagu Liviu，Liu Xiao-Jing，Molodtsov Serguei，富樫 格，小川 奏，

大和田成起，片山哲夫，登野健介，矢橋牧名，Rudenko Artem，福村裕史，八尾 誠，上田 

潔「SACLAのX線自由電子レーザーを用いたジヨードメタン分子における光誘起反応の時

間分解測定」：日本物理学会 第71回年次大会, (2015年３月19-22日，仙台市). 

 [11]熊谷嘉晃，W. Q. Xu，Z. Jurek，福澤宏宣，本村幸治，D. Iablonski，永谷清信，和田真一，

S. Mondal，立花徹也，伊藤雄太，高梨 司，山田周平，榊原悠太，酒井 司，松波健司，

西山俊幸，梅本嵩之，C. Nicolas，M. Patanen，J. Bozek，I. Dancus，M. Cernaianu，C. Miron，

T. Bauer，M. Mucke，E. Kukk，富樫 格，小川 奏，大和田成起，登野健介，矢橋牧名，

S.-K. Son，B. Ziaja，八尾 誠，R. Santra，上田 潔：「SACLAにおける希ガス･クラスター

へのXFEL照射で生成したナノプラズマの崩壊過程の実時間計測」,日本物理学会 第71回年

次大会, (2015年３月19-22日，仙台市). 

 [12] 吉田啓晃：「五員複素環化合物の解離ダイナミクス」，軟Ｘ線分光ミニシンポジウム（2015

年８月11日，東広島市） 

◎[13] 吉田啓晃，山下賢治，平谷篤也：「五員芳香環化合物のヘテロ原子に依存した環開裂過程」，

2015年度 先端放射線化学シンポジウム（2015年９月29日-10月１日，浜松市） 

◎[14] 吉田啓晃，山下賢治，平谷篤也：「五員芳香環分子のクーロン爆発ダイナミクス」，日本物

理学会第71回年次大会（2016年３月19日-22日，仙台市） 

 

学生の学会発表実績 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       12 件  

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ０ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ０ 件 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       17 件  

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ０ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ０ 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

 [1] 吉田啓晃：第28回理学研究科サイエンスカフェ（実行委員） 

 （2015年７月25日，広島県立国泰寺高校，広島市） 
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 [2] 吉田啓晃：第29回理学研究科サイエンスカフェ（実行委員） 

 （2015年９月26日，広島大学，東広島市） 

 

社会活動・学外委員 

○学協会委員 

 [1] 吉田啓晃：青少年のための科学の祭典第21回広島大会 推進委員 

 [2] 吉田啓晃：31st
 
Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics ポスター賞審査委員 

 

○講習会・セミナー講師 

 [1] 吉田啓晃：青少年のための科学の祭典第21回広島大会（2015年10月24-25日，広島市 

 こども文化科学館，広島市） 

 [2] 吉田啓晃：大人の科学談話室（2016年１月16日，広島市こども文化科学館，広島市） 

 

○外部評価委員等 

 [1] 平谷篤也：高輝度光科学研究センター 利用研究課題審査委員会長期利用分科会・委員 

 [2] 平谷篤也：高輝度光科学研究センター パートナーユーザー審査委員会・委員 

 [3] 吉田啓晃：理化学研究所 播磨研究所 放射光科学総合研究センター 客員研究員 

 [4] 和田真一：理化学研究所 播磨研究所 放射光科学総合研究センター 客員研究員 

 

○研究助成金の受入状況 

 [1] 和田真一：科学研究費補助金基盤研究(C)（代表）1,950千円 

 [2] 和田真一：文部科学省 Ｘ線自由電子レーザー重点戦略研究課題（分担）1,650千円 

 [3] 和田真一：平成27年度 物質・デバイス領域共同研究課題 物質創製開発研究領域（代表）

124千円 

 [4] 平谷篤也：科学研究費補助金挑戦的萌芽研究（代表）780千円 

 

その他特記すべき事項 

〇プレスリリース 

 [1] 和田真一：「超強力Ｘ線による極微小プラズマ生成を発見 ―Ｘ線自由電子レーザーを利用

したイメージングに重要なメッセージ―」  

 東北大学，京都大学，広島大学，理化学研究所，高輝度光科学研究センター 

 (2015年６月11日). 
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○放射光物性・放射光物理グループ 

研究活動の概要 

(１) 重点研究の推進 

放射光科学研究センター（本センター）は，共同利用・共同研究拠点に認定されており，セン

ター教員は下記の重点研究の中核を担っている。 

・ 放射光を用いた高分解能角度分解光電子分光による固体の微細電子構造の研究 

・ 放射光を用いたスピン角度分解光電子分光による量子スピン物性の研究 

・ 軟 X 線磁気円二色性分光によるナノ構造体の磁性に関する研究 

・ 真空紫外円二色性分光による生体物質の立体構造に関する研究 

・ 高輝度放射光源の研究開発 

(２) 平成27年度の特色ある研究成果 

・ スピン角度分解光電子分光装置（BL-9B）を用いてパラジウム・ビスマス化合物超伝導体の

表面にトポロジカル表面電子状態が存在することを発見した。トポロジカル表面状態は超

伝導に転移するとマヨラナ粒子的にふるまうことが予言されており，本研究成果はトポロ

ジカル超伝導物質の研究に大きく貢献する。英国の科学雑誌ネイチャー・コミュニケーシ

ョンズに掲載され，日経産業新聞（平成 27年 10月 21日）で報道された。 

・ 高輝度小型放射光源の開発研究の成果として「荷電粒子軌道制御装置，荷電粒子加速器，

荷電粒子蓄積リングおよび偏向電磁石」特許第 5854518を取得した。 

(３) 平成27年度の共同研究の状況 

・ 共同研究の国際公募を行い，103課題を採択した。 

・ 受入人数 198 人（実人数）のうち，学内者 73人（37%），学外者 125人（63％）である。こ

のうち海外研究機関からは 49 人（25%）を受け入れている。課題申請を行った研究機関別

の内訳では，国立大学が 11機関，公私立大学が６機関，公的研究機関および企業が４機関，

外国が 18機関であった。 

(４) 共同研究契約にもとづく学外研究機関との連携 

・ 産業技術総合研究所 

放射光を利用した高分解能低温角度分解光電子分光に必要不可欠な極低温超高精度多軸

マニピュレータの開発研究を進めた。平成27年度は100ナノメートル（10,000分の1ミリ）

の超高精度で測定試料を移動させることができる４軸フルクローズド制御システムマニ

ピュレーターを開発した。またレーザー励起の超高分解能角度分解光電子分光装置に組み

込み，空間分解能を高めたマッピング技術の開発研究を進めた。 

・ 物質・材料研究機構 

本センターは大型放射光実験施設SPring-8 BL15XUにおいて硬Ｘ線を用いた高分解能硬X

線光電子分光実験ステーションを物質・材料研究機構と共同で開発し，共同利用に供して

いる。平成27年度は強相関希土類化合物の価数転移，超伝導体の電子構造に関する共同研

究を行った。 

(５) 研究設備高度化への取組 

・ 高分解能角度分解光電子分光実験では，大量のデータを収集し固体の電子構造の可視化を

行う（マッピング）。計測効率を高めるため，測定系のアルゴリズムを見直し，自動的にマ
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ッピングを可能とする技術開発を行い，運用を開始した。（BL-１，BL-9A） 

・ 分光器ミラーのコーティング材料を改良することで，ミラー表面の劣化を低減できた。こ

れにより光子数が約 10倍増加し，従来よりも効率良く生体物質の円二色性測定が可能とな

った。（BL-12） 

・ 空間分解能を高めた角度分解光電子分光を実施するため，実験準備棟で紫外線レーザーの

光学系を整備し，数 μm のサイズに励起光を集光した。産業技術総合研究所との共同研究に

より精密に測定試料を移動するための超高精度 XYZθ マニピュレータを開発し，高分解能

角度分解光電子分光装置に組み込んだ。（実験準備棟で立ち上げた新システム） 

(６) 第20回広島放射光国際シンポジウムの開催 

「VUV放射光を用いた物質科学研究：現状と将来展望」と題して，国内外から第一線の研究者

に招待講演を依頼した（国内３名，海外４名（英，米，独））。またセンター教員はHiSOR実験

ステーションの現状と将来展望について口頭発表を行った。ポスターセッションでは，平成27

年度の共同利用・共同研究の成果を中心に39件（うち学生発表28件）の発表があった。国内外

の招聘研究者を含む参加者全員の投票により，学生ポスター賞（広大生２名，東工大生１名）

を授与した。参加者総数は93名（学内65名，学外28名（うち海外４名））であった。本国際シ

ンポジウムは，広島大学研究力強化に資する国際会議・シンポジウム開催助成を受け，高エネ

ルギー加速器研究機構の大学等連携支援事業からの支援，日本放射光学会からの協賛を得て実

施した。 

(７) 放射光科学院生実験の実施：大学院教育への貢献 

平成27年度も大学院授業科目「放射光科学院生実験」を実施した。本授業は単位互換の協定に

基づき，岡山大学の学生も受講可能である。 

 

原著論文 

◎[1] K.Matsuo, H.Namatame, M.Taniguchi, K.Gekko: “Solution structures of methyl aldopyranosides 

revealed by vacuum-ultraviolet electronic circular-dichroism spectroscopy”, Biomedical 

Spectroscopy and Imaging 4 (3), 269-282 (2015). 

◎[2] M.Xu, L.-M.Wang, R.Peng, Q.-Q.Ge, F.Chen, Z.-R.Ye, Y.Zhang, S.-D.Chen, M.Xia, R.-H.Liu, 

M.Arita, K.Shimada, H.Namatame, M.Taniguchi, M.Matsunami, S.Kimura, M.Shi, X.-H.Chen, 

W.-G.Yin, W.Ku, B.-P.Xie, D.-L.Feng: “Electronic structure reconstruction across the 

antiferromagnetic transition in TaFe1.23Te3 spin ladder”, Chi. Phys. Lett. 23(3), 027401 (2015). 

◎[3] W.Tadano, M.Sawada, H.Namatame, M.Taniguchi: “Magnetic properties of iron ultrathin films 

intercalated in graphene/Ni(111)”, e-J. Surf. Sci. Nanotech. 13, 312-316 (2015). 

◎[4] C.Tsukada, T.Tsuji, K.Matsuo, T.Nomoto, G.Kutluk, M.Sawada, S.Ogawa, T.Yoshida, S.Yagi: 

“Spectroscopic and morphological studies on interaction between gold nanoparticle and liposome 

constructed with phosphatidylcholine”, IOP Conf. Ser.: Mater. Sci. Eng. 76(1), 012001 (9p) (2015). 

◎[5] T.Okuda, K.Miyamoto, A.Kimura, H.Namatame, M.Taniguchi: “Double VLEED spin detectors for 

high-resolution three dimensional spin vectorial analysis of anisotropic Rashba spin splitting”, J. 

Electron Spectrosc. Relat. Phenom. 201, 23-29 (2015). 

◎[6] K.Miyamoto, A.Kimura, T.Okuda, M.Donath: “Spin polarization of surface states on W(110): 

combined influence of spin-orbit interaction and hybridization”, J. Electron Spectrosc. Relat. 

Phenom. 201, 53-56 (2015). 

[7] C.Seibel, H.Maass, H.Bentmann, J.Braun, K.Sakamoto, M.Arita, K.Shimada, J.Minar, H.Ebert, 

F.Reinert: “The Rashba-split surface state of Sb2Te3(0001) and its interaction with bulk states”, J. 
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Electron Spectrosc. Relat. Phenom. 201, 110-114 (2015). 

◎[8] S.Kawakami, N.Nakajima, M.Nakatake, N.Kawamura, M.Mizumaki, H.Maruyama: “Mechanism of 

intrinsic dipole moment induction in quantum paraelectric SrTiO3”, Jpn. J. Appl. Phys. 54(10), 

10NC03(5p) (2015). 

〇[9] E.Ohmae, S.Tanaka, Y.Miyashita, K.Katayanagi, K.Matsuo: “Vacuum-ultraviolet circular dichroism 

spectra of Escherichia coli dihydrofolate reductase and its mutants: contributions of phenylalanine 

and tyrosine side chains and exciton coupling of two tryptophan side chains”, J. Phys. Chem. B 

119(41), 13002(7p) (2015). 

◎[10]S.Y.Zhu, M.Ye, K.Shirai, M.Taniguchi, S.Ueda, Y.Miura, M.Shirai, R.Y.Umetsu, R.Kainuma, T. 

Kanomata, A.Kimura: “Drastic change in density of states upon martensitic phase transition for 

metamagnetic shape memory alloy Ni2Mn1+xIn1-x”, J. Phys.: Condensed Matter 27(36), 362201(6p) 

(2015). 

◎[11]H.Sato, Y.Utsumi, J.Kodama, M.Arita, H.Anzai, K.Mimura, K.Shimada, S.Ueda, N.Tsujii, H. 

Namatame, M.Taniguchi: “Photoemission study on YbZn1–xSnxCu4”, J. Phys.: Conf. Ser. 592, 

012016(5p) (2015).  

 [12]S.Hosokawa, H.Sato, K.Mimura, Y.Tezuka, D.Fukunaga, Y.Matsuzaki, F.Shimojo: “Oxygen 2p 

partial density of states and bond angles around O atoms in SiO2 glass”, J. Phys. Soc. Jpn. 84(2), 

024605(6p) (2015). 

 [13]F.H.Ji, R.Chang, Q.G.Zhou, W.Zhang, M.Ye, S.Sasaki, S.Qiao: “Design and performance of the 

APPLE-Knot undulator”, J. Syn. Rad. 22, 901-907 (2015).  

◎[14]Y.Wang, L.Li, W.Yao, S.Song, J.T.Sun, J.Pan, X.Ren, C.Li, E.Okunishi, Y.-Q.Wang, E.Wang, Y. 

Shao, Y.Y.Zhang, H.-T.Yang, E.F.Schwier, H.Iwasawa, K.Shimada, M.Taniguchi, Z.Cheng, S.Zhou, 

S.Du, S.J.Pennycook, S.T.Pantelides, H.-J.Gao: “Monolayer PtSe2, a new semiconducting 

transition-metal-dichalcogenide, epitaxially grown by direct selenization of Pt”, Nano Letters 15(6), 

4013(6p) (2015).  

 [15]M.Sakano, K.Okawa, M.Kanou, H.Sanjo, T.Okuda, T.Sasagawa, K.Ishizaka: “Topologically 

protected surface states in a centrosymmetric superconductor beta-PdBi2”, Nature Commun. 6, 

8595(7p) (2015).  

[16]J.He, T.Hogan, T.R.Mion, H.Hafiz, Y.He, J.D.Denlinger, S.-K.Mo, C.Dhital, X.Chen, Q.Lin, Y. 

Zhang, M.Hashimoto, H.Pan, D.H.Lu, M.Arita, K.Shimada, R.S.Markiewicz, Z.Wang, K.Kempa, 

M.J.Naughton, A.Bansil, S.D.Wilson, R.-H.He: “Spectroscopic evidence for negative electronic 

compressibility in a quasi-three-dimensional spin-orbit correlated metal”, Nature Mater. 14(16), 

577(7p) (2015). 

◎[17]J.Růžička, O.Caha, V.Holý, H.Steiner, V.Volobuiev, A.Ney, G.Bauer, T.Duchoň, K.Veltruská, I. 

Khalakhan, V.Matolín, E.F.Schwier, H.Iwasawa, K.Shimada, G.Springholz: “Structural and 

electronic properties of manganese-doped Bi2Te3 epitaxial layers”, New J. Phys. 17(1), 013028 

(11p)(2015). 

◎[18]H.Yamaoka, E.F.Schwier, M.Arita, K.Shimada, N.Tsujii, I.Jarrige, J.Jiang, H.Hayashi, H.Iwasawa, 

H.Namatame, M.Taniguchi, H.Kitazawa: “Electronic structure of the heavy-fermion caged 

compoundCe3Pd20X6(X=Si, Ge) studied by density functional theory and photoelectron 

spectroscopy”, Phys. Rev. B 91(11), 115139 (9p)(2015).  

◎[19]K.Sumida, K.Shirai, S.Zhu, M.Taniguchi, M.Ye, S.Ueda, Y.Takeda, Y.Saitoh, I.R.Aseguinolaza, J. 

M.Barandiaran, V.A.Chernenko, A.Kimura: “Spectroscopic evidence of band Jahn-Teller distortion 

upon martensitic phase transition in Heusler-type Ni-Fe(Co)-Ga ferromagnetic shape-memory alloy 

films”, Phys. Rev. B 91(13), 134417 (6p)(2015).  

◎[20]K.Kuroda, G.Eguchi, K.Shirai, M.Shiraishi, M.Ye, K.Miyamoto, T.Okuda, S.Ueda, M.Arita, H. 

Namatame, M.Taniguchi, Y.Ueda, A.Kimura: “Tunable spin current regime due to bulk insulating 

property in novel topological insulator Tl1-xBi1+xSe2-δ”, Physical Review B 91(7), 205306 (2015). 

 [21]Z.Vydrova, E.F.Schwier, G.Monney, T.Jaouen, E.Razzoli, C.Monney, B.Hildebrand, C.Didiot, H. 

Berger, T.Schmitt, V.N.Strocov, F.Vanini, P.Aebi: “Three-dimensional momentum-resolved 
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electronic structure of 1T-TiSe2: a combined soft-x-ray photoemission and density functional theory 

study”, Phys. Rev. B 91(23), 235129(5p) (2015). 

◎[22]T.Sugimoto, D.Ootsuki, C.Morice, E.Artacho, S.S.Saxena, E.F.Schwier, M.Zheng, Y.Kojima, H. 

Iwasawa, K.Shimada, M.Arita, H.Namatame, M.Taniguchi, M.Takahashi, N.L.Saini, T.Asano, R. 

Higashinaka, T.D.Matsuda, Y.Aoki, T.Mizokawa: “Fermi surfaces and orbital polarization in 

superconducting CeO0.5F0.5BiS2 revealed by angle-resolved photoemission spectroscopy”, Phys. Rev. 

B 92(4), 041113(R) (5p)(2015).  

◎[23]Y.K.Kim, Y.Y.Koh, W.S.Kyung, G.R.Han, B.Lee, K.H.Kim, J.M.Ok, J.S.Kim, M.Arita, K.Shimada, 

H.Namatame, M.Taniguchi, S.-K.Mo, C.Kim: “Possible role of bonding angle and orbital mixing in 

iron pnictide superconductivity: comparative electronic structure studies of LiFeAs and 

Sr2VO3FeAs”, Phys. Rev. B 92(4), 041116(R)(5p) (2015). 

◎[24]S.-Y.Xu, C.Liu, I.Belopolski, S.K.Kushwaha, R.Sankar, J.W.Krizan, T.-R.Chang, C.M.Polley, J. 

Adell, T.Balasubramanian, K.Miyamoto, N.Alidoust, G.Bian, M.Neupane, H.-T.Jeng, C.-Y.Huang, 

W.-F.Tsai, T.Okuda, A.Bansil, F.C.Chou, R.J.Cava, H.Lin, M.Z.Hasan: “Lifshitz transition and Van 

Hove singularity in a three-dimensional topological Dirac semimetal”, Phys. Rev. B 92(7), 

075115(7p) (2015).  

◎[25]W.Yao, E.Wang, K.Deng, S.Yang, W.Wu, A.V.Fedorov, S.-K.Mo, E.F.Schwier, M.Zheng, Y.Kojima, 

H.Iwasawa, K.Shimada, K.Jiang, P.Yu, J.Li, S.Zhou: “Monolayer charge-neutral graphene on 

platinum with extremely weak electron-phonon coupling”, Phys. Rev. B 92(11), 115421(5p)(2015). 

[26]C.Liu, G.Bian, T.-R.Chang, K.Wang, S.-Y.Xu, I.Belopolski, I.Miotkowski, H.Cao, K.Miyamoto, C. 

Xu, C.E.Matt, T.Schmitt, N.Alidoust, M.Neupane, H.-T.Jeng, H.Lin, A.Bansil, V.N.Strocov, M. 
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 [24] H. Wortelen，宮本幸治，H. Mirhosseini，J. Henk，A. B. Schmidt，M. Donath：「W(110)の垂直

入射電子のスピン偏極逆光電子分光」第29回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジ

ウム，（三井ガーデンホテル柏の葉，2016年１月９-11日） 

◎[25] 小島耀平，島田賢也，永田偉士，E. F. Schwier，岩澤英明，鄭 明天，堀家大希，相浦義

弘，生天目博文，谷口雅樹：「Ce単結晶薄膜の高分解能角度分解光電子分光」第29回日本放

射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム，（三井ガーデンホテル柏の葉，2016年１月９

-11日） 

○[26] 松尾光一，槇 靖幸，生天目博文，谷口雅樹，月向邦彦：「放射光円二色性・線二色性に

よる生体膜と相互作用した蛋白質のコンフォメーション解析」第29回日本放射光学会年会・
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放射光科学合同シンポジウム，（三井ガーデンホテル柏の葉，2016年１月９-11日） 

◎[27] 田中慎一郎，島田賢也，岩澤英明，E. F. Schwier：「可変偏光を用いた単層グラフェンにお

けるディラックコーン光電子励起強度の偏光依存性の研究」第29回日本放射光学会年会・放

射光科学合同シンポジウム，（三井ガーデンホテル柏の葉，2016年１月９-11日） 

 [28] 塚田千恵，松尾光一，野本豊和，村井崇章，家路豊成，太田俊明，行木啓記，小川智史，

吉田朋子，八木伸也：「炭化水素鎖の異なる Phosphatidylcholine/AuNPとL-システインの吸着

反応」第29回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム，（三井ガーデンホテル柏

の葉，2016年１月９-11日） 

◎[29] N. S. Mirian，M. Katoh，M. Hosaka，N. Yamamoto，T. Konomi，K. Kuroda，A. Miyamoto，

K. Miyamoto，S. Sasaki：「Fresnel and Fraunhofer Diffraction of Optical Vortex Beam from Helical 

Undulator」第29回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム，（三井ガーデンホテ

ル柏の葉，2016年１月９-11日） 

◎[30] 宮本幸治，奥田太一，H. Wortelen，木村昭夫，J. Henk，M. Donath：「W(110)のディラック

型表面状態の円偏光誘起されたスピン偏極度」日本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，

2016年３月19-22日） 

 [31] 奥田悠貴，宮本幸治，角田一樹，田口一暁，吉川智己，奥田太一：「Pb吸着によるIr(111)

表面のスピン電子状態の変化」日本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，2016年3月19-22

日） 

◎[32] I. Tanabe, T. Komesu, E. F. Schwier, M. Gomez, L. Bartels, M. Zheng, Y. Kojima, A. V. Barinov, 

S. K. Balijepalli, V. Kandybad, K. Shimada, P. A. Dowben：「Electronic structure of thin and bulk 

WSe2 and WS2」日本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，2016年３月19-22日） 

◎[33] T. Komesu, I. Tanabe, E. F. Schwier, Y. Kojima, M. Zheng, H. Iwasawa, K. Shimada, M. 

Taniguchi：「Electronic Structure of WSe2; Influence of Na and Co Adsorption」日本物理学会第71

回年次大会，（東北学院大，2016年３月19-22日） 

◎[34] A. Rousuli，中村将吾，佐藤 仁，植田拓也，松本祐司，大原繁男，長崎俊樹，三村功次郎，

安斎太陽，市木勝也，上田茂典，島田賢也，生天目博文，谷口雅樹：「近藤格子系

Yb2Pt6X15(X=Al,Ga)の硬X線光電子分光」日本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，2016

年３月19-22日） 

 [35] 和田 徹，植松直之，石井克弥，林 健人，伊賀文俊，桑原慶太郎，佐藤桂輔，佐藤 仁，

伊藤晋一，横尾哲也，井深壮史，近藤晃弘，金道浩一：「近藤半導体YbB12のZr置換によるフ

ェルミ準位チューニング」日本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，2016年３月19-22

日） 

◎[36] 長崎俊樹，佐藤 仁，田中博己，末國晃一郎，A. Rousuli，中村将吾，仲武昌史，G. Kutluk，

沢田正博，三村功次郎，安斎太陽，市木勝也，上田茂典，島田賢也，高畠敏郎，生天目博文，

谷口雅樹：「光電子分光・吸収分光による硫化銅鉱物Cu12Sb4S13の金属半導体転移の研究」日

本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，2016年3月19-22日） 

◎[37] 佐藤 仁，長崎俊樹，田中博己，末國晃一郎，A. Rousuli，中村将吾，河村直己，鄭 旭

光，藤井武則，高畠敏郎，生天目博文，谷口雅樹：「Cu 2p-1s X線発光分光による硫化銅鉱

物Cu12Sb4S13の金属半導体転移の研究」日本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，2016

年３月19-22日） 

◎[38] 佐々木茂美，宮本幸治，宮本 篤，許斐太郎，山本尚人，保坂将人，黒田健太，N. S. Mirian，

加藤政博：「円偏光アンジュレータからのOAM光発生原理とその応用」日本物理学会第71
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回年次大会，（東北学院大，2016年３月19-22日） 

◎[39] 三村功次郎，市木勝也，安齋太陽，播木 敦，魚住孝幸，佐藤 仁，上田茂典，光田暁弘，

和田裕文，田口幸広，島田賢也，生天目博文，谷口雅樹：「EuPt2Si2の硬X線光電子分光」日

本物理学会第71回年次大会，（東北学院大，2016年３月19-22日） 

◎[40] 田口宗孝，大門 寛，山岡人志，山本義哉，澤田正博，櫻井裕也，辻井直人，島田賢也，

水木純一郎：「(Na,Ca)Cr2O4におけるCr 2p内殻X線吸収分光の理論解析」日本物理学会第71

回年次大会，（東北学院大，2016年３月19-22日） 

◎[41] 保坂将人，N. S. Mirian，加藤政博，山本尚人，許斐太郎，黒田健太，宮本 篤，宮本幸治，

佐々木茂美：「円偏光アンジュレータから発生する光渦の回折実験」日本物理学会第71回年

次大会，（東北学院大，2016年３月19-22日） 

◎[42] 松尾光一，生天目博文，谷口雅樹，月向邦彦：「真空紫外円二色性分光法による単糖類の

溶液構造と水和の研究」日本化学会第96回春季大会，（同志社大，2016年３月24-27日） 

 

学生の学会発表実績 

（国内学会） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数    ４ 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数      ３ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  12 件 

（国際会議） 

 ○博士課程前期の学生が共同発表者の発表件数       ３ 件 

 ○博士課程後期の学生が共同発表者の発表件数       ２ 件 

 ○博士課程前期・後期の学生が共に共同発表者の発表件数  ０ 件 

 

セミナー・講演会開催実績 

（HiSORセミナー主催） 

[1] Christian Tusche (Max-Planck-Institut für Mikrostrukturphysik);  

“Spin-resolved momentum microscopy of strongly correlated electron systems and topological 

insulators”.  July 21. 2015, 

[2] Babak Borhan (Michigan State University); “Progress in Absolute Stereochemical Determination of 

Organic Molecules via Exciton Coupled Circular Dichroism”. Sep. 4. 2015, 

[3] Babak Borhan (Michigan State University); 

 “Lessons from Rhodopsin and Bacteriorhdopsin: Engineered protein/chromophore systems with unique 

spectroscopic properties”. Sep. 4. 2015, 

[4] Germán R. Castro (SpLine Spanish CRG BM25 Beamline at the ESRF, and Instituto de Ciencia de 

Materiales de Madrid-ICMM/CSIC);,  

“Tailoring of Spin-Split Metallic Surface States of 2D Alloys and Compounds on Silicon”. Nov. 13. 2015 

[5] Alexander A. Saranin (Institute of Automation and Control Processes, Vladivostok, Russia); “Tailoring 

of Spin-Split Metallic Surface States of 2D Alloys and Compounds on Silicon”. Nov. 8. 2014, 

[6] 小池雅人(日本原子力研究開発機構 量子ビーム応用研究センター);  

“電子顕微鏡用軟X線分光器の開発と実用化”. Dec. 3. 2015, 

[7] Markus Donath (Physikalisches Institut, Westfälische Wilhelms-Universität Münster, Germany); 

“Putting a new spin on unoccupied electronic states”. Jan. 15. 2016, 
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（国際シンポジウム・ワークショップ主催） 

[1] 第20回広島放射光国際シンポジウム（2015年３月10日−11日） 

 

各種研究員と外国人留学生の受入状況 

 外国人客員研究員受入            ０ 件 

 外国人留学生受入（研究指導）        ３ 件 

 

社会活動・学外委員 

（高大連携） 

[1]  近畿大学附属広島中学校 146名 (2015年４月22日) 

[2]  小山市立大谷北小学校 １名 (2015年８月６日) 

[3]  三重県立松坂高等学校 ３名 (2015年８月12日) 

[4]  鳥取県立鳥取東高等学校 30名 (2015年９月18日) 

[5]  広島県立広島国泰寺高等学校 60名 (2015年10月14日) 

[6]  広島市立美鈴が丘高等学校 30名 (2015年10月16日) 

[7]  岡山県立倉敷天城中学校 40名 (2015年10月22日) 

[8]  岡山県立井原高等学校 23名 (2015年10月29日) 

[9]  広島大学附属福山中学校 42名 (2015年10月30日) 

[10] 広島大学附属中学校 15名 (2015年11月５日) 

[11] 銀河学院中学校 55名 (2015年11月５日) 

[12] 広島県立祇園北高等学校 42名 (2015年12月16日) 

（海外機関の研修） 

[1]  マレーシア Kuala Lumpur Technical High School  40名 (2015年６月11日) 

[2]  ロシアトムスク教育大学，オレンブルグ国立大学，ノボシビルスク国立大学，バンドン大

学  11名 (2015年８月７日) 

[3]  フィリピン科学高等学校（JSTさくらサイエンスプログラム） 10名 (2015年10月26日) 

[4]  ひろしま国際センター研修部（重慶市高校生及び教育関係者）（JSTさくらサイエンスプロ

グラム)  27名(2015年12月10日) 

[5]  釜慶大学校 ９名(2016年１月15日) 

[6]  長春理工大学（JSTさくらサイエンスプログラム)  12名(2016年３月９日) 

（一般見学） 

[1]  サウジアラビア Majmaah University 及び国立天文台 ８名 (2015年４月10日) 

[2]  ワイエス・ソリューションズ株式会社   ３名(2015年４月14日) 

[3]  マイクロンメモリジャパン株式会社   ８名 (2015年５月19日) 

[4]  株式会社東芝  ２名 (2015年５月27日) 

[5]  北海道大学  ２名 (2015年５月27日) 

[6]  茨城県警察本部  ３名 (2015年６月９日) 

[7]  日本軽金属株式会社  ２名 (2015年６月23日) 

[8]  広島県警察本部  ２名 (2015年６月17日) 

[9]  マックスプランク研究所   ２名 (2015年７月21日) 

[10] 京都大学   ２名 (2015年７月21日) 

[11] オープンキャンパス   104名 (2015年８月18日) 
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[12] ひたちなか・東海行政連絡協議会   17名 (2015年８月18日) 

[13] ローレンスバークレー国立研究所   ２名 (2015年９月８日) 

[14] 科学技術振興機構   ３名 (2015年９月29日) 

[15] 平成27年度理学部・大学院理学研究科公開   80名 (2015年11月７日) 

[16] 広島県立観音高等学校同窓会   ４名 (2015年11月11日) 

[17] 日本原子力研究開発機構   １名 (2015年11月20日) 

[18] 国立大学財務・経営センター   ４名 (2015年12月2日) 

[19] 近畿大学  １名 (2015年12月18日) 

[20] アルゴンヌ国立研究所  ２名 (2016年３月９日) 

[21] 千葉大学  ２名 (2016年３月９日) 

 

（学協会委員） 

[1] 島田賢也：International Workshop on Strong Correlations and Angle-Resolved Photoemission 

Spectroscopy (CORPES15), International program committee member. 

[2] 島田賢也：12
th
 International Conference on Synchrotron Radiation Instrumentation (SRI 2015), 

Scientific Program Committee member. 

[3] 奥田太一：15
th
 International Conference on Formation of the Semiconductor Interfaces (ICFSI-15), 

International Advisory and Program committee member (Co-chair) and Local organizing 

committee member  

[4] 奥田太一：日本表面科学会関西支部幹事 

[5] 奥田太一：VUVSX利用者懇談会幹事 

[6] 松尾光一：15
th
 International Conference on Chiroptical Spectroscopy, Executive Committee member.  

[7] 松尾光一：Biomedical Spectroscopy and Imaging，Editorial Board Member. 

 

（外部評価委員等） 

[1] 奥田太一：SPring-8課題審査委員 

[2] 奥田太一：PALM (Physics of Atoms, Light and Matter) evaluation committee  

[3] 生天目博文：SPring-8の課題審査委員 

 

（産学官連携実績） 

[1] 島田賢也：(独)産業技術総合研究所 共同研究 

[2] 島田賢也：(独)物質・材料研究機構 共同研究 

[3] 奥田太一：日立製作所 共同研究 

[4] 奥田太一：VGシエンタ株式会社 共同研究 

 

国際共同研究・国際会議開催実績 

（国際共同研究） 

[1] 「Symmetry dependent electronic structure of cobalt on WSe2」 

米須 尚，他３名（米国・ネブラスカリンカーン大学） 

[2] 「Spin polarized and Symmetry dependent electronic structure of cobalt on WSe2」 

米須 尚，他３名（米国・ネブラスカリンカーン大学） 

[3] 「Towards oxide-based spintronics: Study of spin-polarized states in 2D electron systems at the surface 

of transition-metal oxides」，Andrés F. Santander-Syro，他５名（フランス・パリ＝スッド大学） 



Ⅱ－94 

[4] 「Revealing the semimetallic to semiconducting transition in atomically thin transition metal 

dichalcogenide」 

Shuyun Zhou，他４名（中国・清華大学） 

[5] 「Angle-resolved photoemission study of layered iridium ditelluride」 

Shuyun Zhou，他４名（中国・清華大学） 

[6] 「Angle-resolved photoemission spectroscopic studies of 3D Dirac semimetal」 

Shuyun Zhou，他３名（中国・清華大学） 

[7] 「XMCD study of magnetic proximity effect in Co (Ni) / Y3Fe5O12 heterostructures」 

Sokolov Nikolai Semenovich，他４名（ロシア・ロシア科学アカデミー） 

[8] 「Resonance photoelectron spectroscopy of strongly spin-orbit coupled surface states」 

Hendrik Bentmann，他３名（ドイツ・ヴュルツブルク大学） 

[9] 「強磁性体Rashba効果をもつ酸素吸着Gdの電子スピン構造の観測」 

宮本 幸治（ドイツ・ヴェストファーレン・ヴィルヘルム大学） 

[10] 「Novel spin texture in the Fermi arc surface states in a topological metal」 

Suyang Xu，他２名（米国・プリンストン大学） 

[11] 「Large topological band gap and first weak topological insulating phase in Bi4Br4」 

Suyang Xu，他２名（米国・プリンストン大学） 

[12] 「ARPES studies on the electronic structure of a new dilute ferromagnetic semiconductor with Curie 

temperature up to 230K」，Shaolong He，他２名（中国・中国科学院） 

[13] 「Spin-resolved study of a topological insulator superlattice at the 3D Dirac critical point」 

Madhab Neupane，他１名（米国・ロスアラモス国立研究所） 

[14] 「Search for novel topological surface states in mixed valence insulators RB6 (R=Ca, Eu, and Gd)」 

Madhab Neupane，他１名（米国・ロスアラモス国立研究所） 

[15] 「Probing the electronic and magnetic states ofthe novel multiferroic SrMnO3 thin films using X-ray 

dichroism」，Pu Yu，他３名（中国･清華大学） 

[16] 「 Electronic structure studies on oxygen-concentration-controlled n-type HTSC, 

(Pr,La)1.85Ce0.15CuO4-δ」 

Changyoung Kim，他３名（韓国・延世大学校） 

[17] 「 High-resolution ARPES studies of thickness-dependent band structure of bulk-insulating 

topological insulator (Bi1-xSbx)2Te3 thin films」，Rui Wu，他1名（中国・中国科学院） 

[18] 「Analysis of adsorption mechanisms of hydrogen sulfide onto mixture of coal ash and cement and 

steel slag」，Kyung-Hoi Kim，他６名（韓国・釜慶大学校） 

[19] 「Spin-polarization in the electronic structure of strongly correlated surface alloys」 

Hendrik Bentmann，他３名（ドイツ・ヴュルツブルク大学） 

[20] 「Inverse photoemission study of SmB6」 

Hyeong-Do Kim，他６名（韓国・基礎科学研究所） 

[21] 「Manipulating the spin polarization through hybridization effect」 

Chaoyu Chen，他２名（フランス・ソレイユ） 

[22] 「ARPES research of a possible Weyl semimetal material」 

Shaolong He，他３名（中国・中国科学院） 

[23] 「Spin texture of electronic states in ReS2 and ReSe2」 

Markus Donath，他５名（ドイツ・ヴェストファーレン・ヴィルヘルム大学） 

[24] 「Investigation of the spin texture in trigonal Tellurium using spin-resolved ARPES」 

Mattia Mulazzi，他１名（ドイツ・フンボルト大学ベルリン） 

 

研究助成金の受入状況 

[1] 佐々木茂美：基盤研究（C）（研究代表者） 

  「シンクロトロン放射光の偏光・位相精密測定による光の軌道角運動量の解明」 

[2] 島田賢也：基盤研究（C）（研究代表者）  
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  「強相関希土類薄膜のフェルミ面および準粒子バンドの定量評価」 

[3] 佐藤 仁：基盤研究（C）（研究代表者） 

  「イッテルビウム系近藤格子の基底状態に関する普遍的な電子状態モデルの構築」 

[4] 生天目博文：基盤研究（C）（研究代表者） 

  「電子構造の研究によるセリアナノ構造体の活性特性のメカニズムの解明」 

[5] 有田将司：基盤研究（C）（研究代表者） 

  「トポロジカル近藤絶縁体：希土類六ホウ化物の表面ディラックコーンの電子状態の解明」 

[6] Galif Kutluk：基盤研究（C）（研究代表者） 

  「その場観察による金属ナノ粒子の活性起因の解明および応用展開」 

[7] 松尾光一：基盤研究（C）（研究代表者）  

  「放射光真空紫外円二色性によるタンパク質の高次構造解析と生体分子間相互作用の研究」 

[8] 澤田正博：挑戦的萌芽研究（研究代表者） 

  「実用材料の可変環境場における軟X線磁気円二色性測定」 

[9] 松尾光一：平成27年度（第47回）倉田奨励金 

  「真空紫外円二色性分光を用いた水中における糖類の構造ダイナミクス観測法の開発」 

[10] 生天目博文：株式会社マツダ 

  研究課題：放射光による自動車用材料の分析  

[11] 奥田太一：日立製作所 

  研究課題：磁区観察用超低速電子線回折型スピン検出器の開発  

[12] 奥田太一：VGシエンタ株式会社 

  研究課題：VLEED型スピン検出器の性能向上のための研究 

[13] 佐々木茂美：高エネルギー加速器研究機構大学等連携支援事業 

  事業名：GPUを用いた高精度放射光計算コードの開発 

 

その他特記すべき事項 

（受賞） 

[1] 谷口雅樹：第72回中国文化賞（中国新聞社）平成27年11月３日 

[2] 小島耀平：学生発表賞，第29回日本放射学会年会・放射光科学合同シンポジウム，組織委員

長，平成28年１月18日 

（特許） 

[1] 佐々木茂美，宮本 篤：特許第5854518号「荷電粒子軌道制御装置，荷電粒子加速器，荷電粒

子蓄積リング及び偏向電磁石」 
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２ 物理科学科 
 

2-1 学科の理念と目標 

 宇宙と物質に関する基本的な疑問を解明するための基礎的な知識と手法，論理的な思考など 

物理科学に関する教育を行う。物理科学科では，教育の理念を次のように定めている。 

 ○基本原理と普遍的法則の解明に向けた教育研究の推進 

 ○物理科学の新たな知の創造とその発展・継承 

 ○人類社会の進歩に貢献する人材の育成。 

 

 学科の目標は，学士課程で修得すべき事項と学部修了時までに修得すべき事項とに分けて設定

されている。 

(１) 学士課程 

 学生の学習到達度や理解度に則した段階的な教育目標。 

 基礎知識から専門知識の習得を経て，応用・実践能力を培う。 

(２) 学部修了時 

 学生の進路に応じて修得すべき目標。 

 物理学的素養や問題解決能力を養い，物理学的素養を応用する能力と研究活動を行うのに必要

な物理科学の基礎知識と手法開発能力を培う。 

 

 

 

2-2 学科の組織 

 物理科学科の学部教育を担当する教員は，理学研究科物理科学専攻の全教員（26名），先端物質

科学研究科量子物質科学専攻の理学系教員（19名），および放射光科学研究センター（６名），宇

宙科学センター（４名），自然科学研究開発支援センター（１名）の教授，准教授から構成される。

学部教育を担当する教員数は現状で十分と考えられる。このように異なる研究科の２専攻と３セ

ンターが学部教育を担当しており，それぞれの中期計画・中期目標に沿った教員人事選考が行わ

れているが，教員の公募・採用と配置では学部教育に関する共通の基盤にたった配慮がなされる

様に「教員の理学部（物理科学科）併任に関する申合せ」を作成し，人事選考の過程で物理科学

科教授懇談会の場で候補者の紹介が行われることが慣例となっている。 

 

◎物理科学科教員リスト（平成27年４月時点） 

・物理科学専攻 

  教授 

   大川正典，小嶌康史，杉立 徹，深澤泰司，黒岩芳弘，圓山 裕，木村昭夫，平谷篤也 

  准教授 

   両角卓也，石川健一，山本一博，志垣賢太，中島伸夫，関谷徹司，森吉千佳子 

  助教 

   岡部信広, 本間謙輔，三好隆博，高橋弘充，大野雅功, 馬込栄輔，石松直樹，和田真一，

吉田啓晃， Nuermaimaiti Munisai 

・放射光科学研究センター（併任） 

  教授 
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   生天目博文，島田賢也，佐々木茂美 

  准教授 

   佐藤 仁，奥田太一，澤田正博 

  特任准教授 

   井野明洋 

・宇宙科学センター（併任） 

  教授 

   吉田道利 

  准教授 

   川端弘治，植村 誠，水野恒史 

・先端物質科学研究科 

  教授 

   嶋原 浩，世良正文，高畠敏郎，鈴木孝至，岡本宏己，栗木雅夫 

  准教授 

   樋口克彦，松村 武，八木隆多，高橋 徹，檜垣浩之，鬼丸孝博 

  助教 

   田中 新，獅子堂達也，谷田博司，末國晃一郎, 飯沼昌隆，伊藤清一，末國晃一郎， 

石井 勲 

 

2-3 学科の学士課程教育 

 物理教育では，数学による解析的能力を養い，それを物理法則や基礎方程式に応用することが

求められる。さらに広く物理学の概念を学び，基本的法則を通して物理現象を検証し理解する必

要がある。したがって，学生には講義と演習と実験，結果の報告と発表を通じて，かなりの量の

体系的かつ論理的な思考の展開が要求される。この様な課程をスムースに通過させ，入学時の期

待と学習に対する熱意を持続させうる学士課程教育が必要となる。また，70％以上の学生が大学

院博士課程前期（修士）に進学する現状をみるとき，学部での基礎教育から大学院での専門教育

への接続，教育職免許などの資格取得意欲の持続など，到達目標型教育プログラムの推進と併せ

て教員の取り組みに検討すべき点が多い。 

 物理科学科では物理学の修得に必須となる科目をコア科目と位置づけ，学科としてその科目の

内容（モデルシラバス）を定めることにより，年度や担当教員の違いによるばらつきを少なくす

る実施体制をとっている。また，演習科目や実験科目を中心にティーチングアシスタント（TA）

を配置することにより，きめ細かな指導の下で習熟度を高める効果が上がっている。選択必修の

専門科目については，授業アンケートの結果や大学院での専門教育への接続を考慮したカリキュ

ラムの軽微な変更を含む見直しを行っている。 

 学士教育の担当教員数は現状で十分と考えられるが，負担が集中する傾向も見られる。准教授

がチューターを担当するケースが増えており，教授と准教授の役割分担は必ずしも明確ではない。

また，非常勤の削減を補うTAの雇用が増加している。TAによる授業補助や学生へのケアなど教育

効果は確かに上がっているが，TA学生自身の教育と評価などは未検討の課題である。 

 なお，ミッションの再定義とRU/SGU支援事業の採択を受けて，主専攻プログラム（物理学）の

カリキュラムの改訂を行った。 
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アドミッション・ポリシーとその目標 

 物理科学科では，次のような人材の育成を目指している。 

 ○基礎学力を備え，科学的好奇心に富む，探求心や勉学意欲の強い人 

 ○科学的基礎知識と課題取り組みへの科学的思考法を学び，それを社会人として生かしたい人 

 ○物理科学の勉学を基に，広い意味での科学者として自らを磨くために将来，大学院に進学を

希望する人。 

 

 これに対する学科のアドミッション・ポリシーでは， 

 ○自然に対する強い好奇心と深い探求心を持っている人 

 ○物理学と数学が得意で，将来，大学院に進んで研究者になりたいと考えている人 

 ○理科の科目以外に英語も得意で，国際的な研究プロジェクトに参加したいと考えている人 

の受入れを期待している。 

 

学士課程教育の理念と達成のための具体策 

 物理科学科の教育理念 

 ○基本原理と普遍的法則の解明に向けた教育研究の推進 

 ○物理科学の新たな知の創造とその発展・継承 

 ○人類社会の進歩に貢献する人材の育成 

を達成するために，学士課程教育の目標が学部課程と学部修了時とに分けて設定されている。 

 

(１) 学士課程における目標 

 学生の学習到達度や理解度に則した段階的な教育目標。 

 （基礎）初年次において初等物理学および数学的基礎を修得する。 

 （専門）２，３年次において，電磁気学，熱力学，量子力学，統計力学等の現代物理学の基礎

や専門実験を修得する。 

 （応用・実践）最終年次においては，卒業研究等を通じて問題解決能力や成果のプレゼンテー

ション能力を修得する。 

 

(２) 学部修了時における目標 

 学生の進路に応じた４年間で修得すべき目標。 

 （総合性）さまざまな現象に潜む問題を発見し，その原理を論理的に理解する物理学的素養や

問題を解決できる基盤的能力を培う。 

 （応用性）産業界や教育界など社会の広い分野で活躍するのに必要な物理学的素養を応用する

能力を培う。 

 （専門性）大学院に進学し研究活動を行うのに必要な物理科学の基礎知識と手法開発能力を培

う。 
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学科授業担当 

平成27年度前期授業担当 

１年次 

月 物理科学演習 檜垣・川端・本間 

火 物理科学Ⅰ 八木 

水 物理数学Ａ 中島(伸) 

木 教養ゼミ 世良・杉立・深澤(泰)・木村(昭)・岡本・鈴木(孝) 

   
２年次 

水 力学Ⅱ 黒岩 

木 熱力学 圓山 

 
物理数学Ｃ 石川 

 
電磁気学演習 栗木・岡部・植村 

金 電磁気学Ⅰ 高橋(徹) 

   
３年次 

火 量子力学演習 石川・佐藤(仁)・松村 

 
量子力学Ⅱ 樋口 

水 統計力学Ⅰ 星野(公） 

 
物理科学実験Ａ 木村(昭)・森吉 他 

木 物理数学Ｅ 両角 

 
時空物理学Ⅰ 小嶌 

金 物理科学実験Ａ 木村(昭)・森吉 他 

   
４年次 

木 粒子物理学Ｂ 杉立 

 
固体物理学Ⅱ 松村 

金 時空物理学Ⅱ 山本(一) 
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平成27年度後期授業担当 

１年次 

水 力学演習 志垣・水野・奥田 

 
物理数学Ｂ 樋口 

木 力学Ⅰ 岡本 

金 物理科学Ⅱ 小嶌 

   

２年次 

火 結晶学 森吉 

 
物理数学Ｄ 山本(一) 

 
計算物理学 三好 

 
量子力学Ⅰ 大川 

木 科学英語セミナー 圓山 

 
電磁気学Ⅱ 鬼丸 

 
電磁・量力演習 島田(賢）・檜垣・生天目 

金 化学物理Ａ 平谷 

 
物理科学実験法 梅尾 

 
科学英語セミナー 圓山 

   
３年次 

火 化学物理Ｂ 関谷 

 
物理科学英語演習 平谷 

 
粒子物理学Ａ 志垣 

 
宇宙天体物理学 深澤(泰) 

水 統計力学Ⅱ 星野(公） 

 
物理科学実験Ｂ 木村(昭)・森吉 他 

木 量子力学Ⅲ 世良・両角 

 
固体物理学Ⅰ 井野 

 
先端物理科学 深澤(泰) 

 
連続体力学 鈴木(孝) 

金 統計力学演習 獅子堂・澤田・田中(新) 

 
物理科学実験Ｂ 木村(昭)・森吉 他 

 

 学士課程教育を推進するためには，学生の基礎学力を把握すると共に，多様な入学試験（AO-I

型，前期日程，後期日程）を経て入学する学生の学力分布を知ることが不可欠である。そこで，

平成18年度入学生から新入生テスト（数学，物理）を実施している。４月初旬に物理科学演習の

授業の中で実施された新入生テストについて，担当教員が物理教員会の場で結果と分析を報告し

ている。得られた情報を教員の共通理解とすると共に，学士課程教育に対する取り組みの検討指

針としている。成績不振の学生にはチューターが指導している 

 学士課程教育の理念を達成するためには，教育および教育環境に関する支援が重要と考えられ

る。教育に関する支援では，履修指導が最も重要である。新入生および在学生に対するガイダン



Ⅱ－101 

スや学生アンケート，成績交付時の個別面談などは恒例となっている。各年度に４名の教員がチ

ューターとして16～17名の学生を担当するので，きめ細かい支援が実行されている。教育環境に

関する支援では，施設・設備の充実とホームページの整備による履修と成績に関する情報開示が

挙げられる。 

 学生の授業アンケート調査の結果，教育内容と量に関する評価は概ね良好であった。学生は，

授業内容に関する理解と達成感が得られたとして，授業に満足していることが分かる。特に演習

やゼミナール形式の少人数授業の評価が高いが，予習・復習に対する取り組みの自己評価が低い。

これらの評価の間に整合性を欠くことが憂慮される。これは成績分布に見られる二極化が，更に

無極化する傾向と関連して深刻な問題である。一方，３年次の物理科学実験に対する良好な評価

が得られているようで，卒業研究着手のための配属研究室の選択にも，その実験の経験が大いに

影響している。担当教員の取り組みが重要であることを強く示唆している。 

 学生に基本的な学習習慣を身につけさせるために，成績評価を厳格にする傾向が見受けられる。

これは教員の見識ある取り組みと言えるが，授業に対する教員の熱意と工夫が不可欠であり，成

績不振者に対するケアも重要となる。成績分布の二極化が憂慮される中で，これも高校での教育

や多様な入試制度などと無縁ではない。学生の意識を変えるための教員側の工夫が求められるが，

学生の資質と強く関係して，その方法の模索が続いている。 

 履修指導を最も必要とする学生は成績不振者である。チューターの役割が重要であるが，多様

な学生に対応しながら，深刻な状態にある学生をケアするチューターの負担が増加している。こ

の様な現状から，現行のチューター制度は限界に来ていると考えられ，特に心身に不調を抱える

学生には保健管理センターとの連携による支援が不可欠と考えられる。一方，成績不振の基準を

定めて，成績不振学生に退学勧告を出す厳格な指導も必要と考えられる。 

 教育環境に関する学生の要望を汲み上げる仕組みとして「物理科学科ミニ懇談会」を開催して

いる。近年，学生の出席者数が減少傾向にあったので，学年別に３回開催して出席者の増加を図っ

た。支援体制に対する学生の評価は概ね良好と判断される。 

 

学士課程教育の成果とその検証 

 学士課程教育の成果は卒業研究に集約され，その内容は卒業論文と卒業論文発表会で検証され

る。卒業研究は，３年間での早期卒業を目指す学生を除き，４年次に行うことを原則としており，

100単位以上の卒業要件単位と物理科学実験A，Bの修得を卒業研究着手の要件としている。 

 学士課程教育の総仕上げともいうべき卒業研究のための研究室配属は，学生への履修支援の観

点から極めて重要である。物理科学科では，３年次後期の配属ガイダンスから卒業研究着手に至

る過程に「研究室配属に関するルール」が定められている。各研究グループに配属する学生数は

当該グループの教員数に応じて均等に成るように配慮されている。 

 学生は物理科学科目を担当する研究グループに配属され，当該グループの教授あるいは准教授

が指導教員となって前期・後期の通年で卒業研究を行う。卒業研究テーマは，いくつかのテーマ

からの選択あるいは学生の希望によって決定されるのが一般的である。卒業研究と同時に，各研

究グループで前期に開講される物理科学セミナーを受講し，卒業研究に関連した専門知識の修得

も行う。 
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平成27年度入学生 

 定 員 志願者 入学者 

AOⅠ型 10 13 ８ 

前期日程 36 80 408 

後期日程 20 127 239 

計 66 220 71 

 

卒業論文発表実績 

 卒業研究の成果は，卒業論文としてまとめられると共に，卒業研究発表会において口頭での概

要発表（２分間）とポスター発表（１時間30分）を併用して報告される。教育交流委員が世話人

となって，要旨集の作成，プログラム編成，座長の指名，会場設営などを取り仕切る。平成27年

度の発表会では卒業生を３グループに分割し，３セッションで実施された。この卒業論文と発表

に対する主査１名と副査１名による評価に基づき，学科教員会において卒業研究の単位を認定す

る。また卒業論文発表に関する優秀賞（４～７名）を全教員の投票によって選考している。受賞

者は学科別卒業証書授与式で表彰され，受賞者の氏名は学科ホームページと次年度以降の卒業論

文要旨集に記録される。過去５年間の卒業論文発表実績を下表に示す。 

 

年度 発表者数 優秀賞受賞者数 卒業学生数 大学院進学者数 

27 71 ５ 68 37 

26 60 ６ 61 40 

25 60 ６ 61 40 

24 73 ５ 69 50 

23 65 ５ 65 47 

 

 平成27年度の卒業論文発表会は，平成28年２月12日（金）に３つのグループで時間帯を分け， 

ショートオーラルが理学部E002講義室にて，ポスター発表がE203大会議室にて開催された。 

以下に，卒業論文発表題目を掲載する。 
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平成27年度 

理学部・物理科学科 卒業論文発表会 

平成28年２月12日(金)      場所：理学部 E002講義室 ショートオーラル 

                 理学部 E203大会議室 ポスター発表 

 氏 名 論 文 題 目 

1 山根 千佳 超伝導の平均場理論 

2 江坂 俊人 ハバードモデルにおける動的平均場近似 

3 三根 健輔 ホイスラー合金Cu2MnAlのMn,Cu-K吸収端XMCDスペクトルの圧力変化 

4 山口 月 量子光学実験のための制御計測システムの構築 

5 内野 翔太 グラフェンアンチドットのバリスティック伝導におけるフェルミ面形状依存性の研究 

6 江島 智博 アキラル分子系への円偏光照射による不斉アミノ酸の生成 

7 大谷 悠 CeRu2Al10のLa,Rhの置換効果 

8 柿田 貴臣 定在波型加速管のビームローディング補正 

9 黒部 太郎 電磁場下の系に対する第一原理計算手法の研究 

10 

 

下田 涼平 

 

軟X線吸収分光法を用いたアセチルアセトン‐マンガン（Ⅲ）錯体の電子状態への 

溶媒効果の研究 

11 永井 颯太 パルスレーザーアブレーションによる金ナノ粒子の作製 

12 安部 太晴 光度曲線データを用いた線形判別による変光星の自動分類 

13 安部 友啓 ペロブスカイト型強誘電体の電子分極とAサイト孤立電子対効果 

14 石井 憲希 低速電子線回折によるh-BN/Fe/Ni(111)の表面構造の研究 

15 石川 研太朗 量子偏光測定における系統的誤差の研究 

16 市岡 勇也 準周期アンジュレータースペクトルのギャップ依存性に関する研究 

17 

 

乾 遥香 

 

安息香酸分子の価電子励起状態からの内殻吸収スペクトルおよび価電子・ 

内殻励起状態ポテンシャルの理論計算 

18 内田 和海 小型衛星MIST搭載軌道放射線モニターCUBESの検出器開発 

19 太田 裕也 時間に依存した電流密度汎関数理論とその交換相関エネルギー汎関数の総和則 

20 大箸 妙子 場の理論によるコンプトン散乱の研究 

21 岡本 聖樹 ブラックホール時空における波の伝搬と準固有振動 

22 沖中 香里 高強度レーザー場における真空複屈折性検知にむけたγ線偏光波長計の開発 

23 奥田 悠貴 Pb吸着によるIr(111)表面のスピン電子状態の変化 

24 越智 大斗 層状化合物(C3H7NH3)2CuCl4の結晶構造と誘電物性 

25 小野 颯太 時間分解X線吸収分光によるチタン酸バリウム薄膜のパルス電場応答測定 

26 片岡 真一 CeRu2Al10の電子状態に対するRh置換効果 

27 門原 正剛 Unruh 効果，Hawking 輻射など真空からの粒子生成についての研究 

28 門屋 寿樹 軟Ｘ線分光法で探るβ-ジカルボニル化合物の置換基・溶媒効果 

29 仮屋薗 寛悟 超高速過渡吸収分光装置の構築とその評価 

30 川村 現 線形ポールトラップにおける非線形共鳴の数値解析的研究 

31 喜多 要介 TmTeの圧力下電気抵抗測定と半導体金属転移 

32 

 

黒田 真未 

 

PHENIX実験d+Au衝突におけるω，φ中間子の質量変化解析のモデル依存性と 

系統誤差評価 

33 小林 智貴 ALICE実験前方検出器高度化による低質量μ粒子対測定精度の基礎評価 

34 後藤 一希 真空紫外レーザーを用いた超高分解能角度分解光電子顕微分光装置の開発 
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35 

 

後藤 真一 

 

走査トンネル顕微鏡を用いたトポロジカル絶縁体 VドープSb2Te3の 

局所電子状態の研究 

36 下地 寛武 アクシオン星と中性子星の衝突による高速電波バースト 

37 末永 拓磨 硫化銅鉱物テトラヘドライトCu12Sb4S13のAg置換系の作製と物性研究 

38 砂田 裕哉 擬立方晶構造をもつぺロブスカイト型セラミックスの電場誘起巨大格子歪み 

39 竹内 崇志 近藤半導体CeT2Al10（T = Fe , Os)のc-f混成に対する一軸圧力効果 

40 竹澤 巧基 キラル対称性を持つ三方晶DyNi3Ga9の四極子相転移と磁場中相図 

41 達川 瑠美 アンルー効果に関する理論的研究-調和振動子と相互作用する量子場の模型- 

42 田中 晃司 ASTRO-H搭載SGDのBGOシールドを用いたガンマ線バースト観測能力の評価 

43 田中 慎之 広がったTeVガンマ線源VERJ2019+368のＸ線観測による放射機構の研究 

44 谷 直之 弱い重力レンズ解析によるMass-Concentration関係の評価 

45 徳住 友稜 非調和振動子の経路積分を用いた摂動と非摂動的効果の研究 

46 戸田 皓陽 Swift衛星の硬X線サーベイデータに基づくブレーザーの宇宙論的進化 

47 

 

中西 美恵 

 

高分解能角度分解光電子分光によるトポロジカル絶縁体と金属薄膜の 

界面電子構造の研究 

48 中村 将吾 光電子分光による近藤格子系Yb2Pt6X15(X=Ga, Al)の電子状態の研究 

49 橋國 克明 Ｎ型の高い熱電変換性能を持つ銅硫化物の創製 

50 朴 景培 六方晶PrRh3の結晶場効果と強磁性秩序 

51 東島 成良 低出力レーザーを用いた非破壊的プラズマ計測システムの製作 

52 平野 拓実 データ識別に用いる機械学習の理論 

53 平原 大暉 磁気輸送特性による高易動度多層グラフェンの電子構造の解明 

54 廣地 諄 高輝度赤色新星 M31 LRN 2015 の爆発前天体の観測的研究 

55 

 

本田 知宏 

 

クォーク・グルーオン・プラズマ状態方程式を用いた 

相対論的流体シミュレーションの精度評価 

56 松葉 政統 線形ポールトラップのための半導体出力型高周波電源の開発 

57 松本 康宏 層状化合物(C3H7NH3)2FeCl4の単結晶育成並びにその構造と物性 

58 宮岡 敬太 Subaru/HSCサーベイ領域にある重量級銀河団のX線観測による質量推定 

59 宮下 剛夫 Co置換銅酸化物高温超伝導体の高分解能角度分解光電子分光 

60 宮園 大心 レーザー光共振器の開発 

61 三好 克哉 Pr内包カゴ状化合物PrRh2Zn20の反強四極子秩序と超伝導転移に対する圧力効果 

62 森 裕樹 かなた望遠鏡HONIR用新検出器読み出しシステムのノイズ改善に向けた研究 

63 森田 悠 金属絶縁体相転移するTi2O3の精密構造解析 

64 

 

山﨑 嵩斗 

 

ALICE実験PHOS検出器による核子対当たり 

重心系エネルギー5.02TeV陽子+鉛衝突における中性π中間子の検出手法 

65 山中 雄貴 マルチフェロイック物質BiFeO3–BaTiO3混晶系の局所構造と電子状態の研究 

66 山本 昇由 SmFe2Al10の磁気・輸送特性 

67 横山 渓 クラスレート化合物Eu8Ga16Ge30のEu K吸収端EXAFS測定 

68 

 

吉川 智己 

 

トポロジカル絶縁体Bi2Te3における表面光起電力効果と 

ディラック電子ダイナミクス 

69 吉川 雄吾 キラル磁性体YbNi3Al9の遷移金属置換効果 

70 吉丸 利 ぺニングトラップにおける電子プラズマの軸方向自動共鳴 

71 渡壁 光太 自発共鳴型光蓄積共振器の開発 
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物理科学科就職情報 

進 学：広島大学大学院博士課程前期 40，東京工業大学 ２，名古屋大学 ２，大阪大学 １ 

企 業：西日本旅客鉄道株式会社 １，中国電力株式会社 １，その他企業 ７ 

その他：気象庁 １，国土交通省 １ 
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１ 化学専攻 
 

1-1 専攻の理念と目標 

 化学専攻の理念・目標は，学部教育を土台として，さらに高度な専門的研究活動を推進するこ

とによって現代科学のフロンティアを切り拓く実力をもった研究者を養成し，社会の各方面で活

躍できる人材を輩出することである。 
 

1-2 専攻の組織と運営 

【１】化学専攻の組織 
 化学専攻では分子構造化学と分子反応化学の二つの大講座において，化学の柱である構造と反

応，特にその基礎的研究・教育に重点を置き活動している。分子構造化学講座は構造物理化学，

固体物性化学，錯体化学，分析化学，構造有機化学および光機能化学の６つの研究グループ，分

子反応化学講座は反応物理化学，反応有機化学，有機典型元素化学，量子化学および放射線反応

化学の５つの研究グループから構成され，お互いに連携を保ちつつ独自の研究を推進している。

さらに，理学研究科の数理分子生命理学専攻の生命理学講座は化学系として位置づけられ，化学

専攻の研究グループとは学部教育だけでなく，大学院における研究・教育活動においても相補的

に活動している。したがって，本理学研究科には14の化学系研究グループが存在し，基礎科学と

しての化学研究・教育を総合的に行っている。 
 
【２】化学専攻の運営 
 化学専攻の運営は，化学専攻長を中心にしておこなわれている。化学専攻長補佐がそれを補佐

する。 
    平成27年度  化学専攻長    山本 陽介 
           化学副専攻長   江幡 孝之 
           化学専攻長補佐  関谷  亮 
 
 また，化学専攻の円滑な運営のために各種委員会等が活動している。平成26年度の各種委員会

の委員一覧を次にあげる。 
 
・化学専攻内の各種委員会 

エックス線委員  久保 小島 岡田 

障害防止委員  高木 西原 池田 
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・理学研究科における各種委員会の化学専攻委員 

施設活用委員  山本，藤原(照) 

人事交流委員会  山本 

教務委員  井口 

評価委員  山本，藤原(照) 

安全衛生委員 江幡 

広報委員  高木 

大学院委員  山本，藤原(照) 

入学者選抜方法検討委員会  高口 

情報セキュリティ委員会  久保 

地区防災対策委員  山本 

 ﾅﾉﾃｸ･ﾊﾞｲｵ･ＩＴ融合教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ支援推進協議会  相田，藤原(照) 

 将来構想検討ＷＧ  藤原(照)，灰野 

 技術センター（理学部等部門）運営協議会  江幡，井口 

 

化学専攻教員の理学研究科での活動 

副研究科長 安 倍   学 平成23年４月１日～ 

広報委員会 安 倍   学 平成23年４月１日～ 

大学院委員会 安 倍   学 平成23年４月１日～ 

情報セキュリティ委員会 安 倍   学 平成23年４月１日～ 

 

化学専攻教員の全学での活動 

・会議メンバーや全学委員会等の委員等 

役員会（オブザーバー） 相 田 美砂子 平成25年４月１日～ 

教育研究評議会 評議員 相 田 美砂子 平成25年４月１日～ 

経営協議会（オブザーバー） 相 田 美砂子 平成22年４月１日～ 

部局長等意見交換会 相 田 美砂子 平成25年４月１日～ 

研究推進機構会議 相 田 美砂子 平成23年10月30日～ 

広報企画戦略会議 相 田 美砂子 平成23年８月２日～ 

大学院リーディングプログラム機構運営会議 相 田 美砂子 平成23年10月１日～ 

たおやかで平和な共生社会創生プログラム担当者 相 田 美砂子 平成26年10月１日～ 
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スーパーグローバル大学創成支援事業 相 田 美砂子 平成26年12月１日～ 

グローバルキャリアデザインセンター会議 相 田 美砂子 平成26年７月１日～ 

生命・生物系分野強化検討ＷＧ 相 田 美砂子 平成27年６月２日～ 

教育推進機構会議 相 田 美砂子 平成27年５月28日～ 

教育本部 相 田 美砂子 平成27年５月28日～ 

行動計画2013策定ＷＧ 相 田 美砂子 平成25年9月12日～ 

理系女性研究者活躍推進プロジェクト会議 相 田 美砂子 平成21年11月17日～ 

男女共同参画推進委員会 
相 田 美砂子 平成19年５月21日～ 

久 米 晶 子 平成26年４月1日～ 

女性研究活動委員会 相 田 美砂子 平成25年10月３日～ 

研究企画会議 
相 田 美砂子 平成25年５月９日～ 

山 本 陽 介 平成25年５月９日～ 

研究人材養成委員会 
相 田 美砂子 平成21年７月15日～ 

江 幡 孝 之 平成21年７月15日～ 

放射光科学研究センター研究員 岡 田 和 正 平成26年４月１日～ 

ひろしまアントレプレナー人材養成推進委員会 西 原 禎 文 平成26年11月13日～ 

ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ実践研究ｾﾝﾀｰ運営委員会 江 幡 孝 之 平成26年４月１日～ 

テニュアトラック審査委員会 江 幡 孝 之 平成22年６月15日～ 

施設マネジメント会議 江 幡 孝 之 平成25年４月１日～ 

大学院課程会議 安 倍   学 平成23年４月１日～ 

情報セキュリティ委員会 安 倍   学 平成23年４月１日～ 

環境安全センター運営委員会 安 倍   学 平成22年４月１日～ 

国際センター 全学留学生等支援部会 安 倍   学 平成25年４月１日～ 

平和科学研究センター運営委員会 安 倍   学 平成27年４月１日～ 

ものづくりプラザ管理運営委員会 山 本 陽 介 平成24年４月１日～ 

先進機能物質研究センター運営委員会 灰 野 岳 晴 平成25年４月１日～ 

先進機能物質研究センター研究員 

井 上 克 也 平成20年４月１日～ 

山 本 陽 介 平成19年４月１日～ 

西 原 禎 文 平成24年４月１日～ 

自然科学研究支援開発センター運営委員会 
（低温・機器分析部門） 井 上 克 也 平成24年７月１日～ 

図書館リポジトリア・アドバイザー 山 﨑 勝 義 平成23年６月１日～ 
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北京研究センター運営委員会 山 﨑 勝 義 平成22年４月１日～ 

国際センター日韓共同理工系学部留学生事業 
実施部会委員 小 島 聡 志 平成22年４月１日～ 

外国語教育研究センター運営委員会 小 島 聡 志 平成24年４月１日～ 

 

・全学組織やセンター等の責任者等 

大学経営企画室長 相 田 美砂子 平成23年12月１日～ 

若手研究人材養成センター 副センター長 相 田 美砂子 平成21年７月15日 
～平成26年６月30日 

グローバルキャリアデザインセンター副センター長 相 田 美砂子 平成26年７月１日～ 

量子生命科学プロジェクト研究センター長 相 田 美砂子 平成15年４月１日～ 

技術センター センター長 山 本 陽 介 平成20年４月１日～ 

先端機能物質研究センター 副センター長 井 上 克 也 平成23年４月１日～ 
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1-2-1 教職員 

 平成28年３月現在の化学専攻の構成員は次のとおりである。 
 
化学専攻分子構造化学講座  
    教授   井上 克也 
    教授   江幡 孝之 
    教授   齋藤 健一（併任） 
    教授   灰野 岳晴 
    教授   藤原 照文 
    教授   水田 勉 
    特任教授 秋光 純 
    准教授  石坂 昌司 
    准教授  井口 佳哉 
    准教授  久米 晶子 
    准教授  関谷 亮 
    准教授  西原 禎文 
    助教   池田 俊明 
    助教   岡本 泰明 
    助教   久保 和幸 

助教   福原 幸一 
助教   MARYUNINA KSENIYA 

化学専攻分子反応化学講座 

    教授   相田 美砂子 
    教授   安倍 学 
    教授   山﨑 勝義 
    教授   山本 陽介 
    教授   中島 覚（併任） 
    准教授  岡田 和正 
    准教授  高口 博志 
    准教授  小島 聡志 
    助教   赤瀬 大 

助教   SHANG RONG 
    助教   高木 隆吉 
    助教   仲  一成 
    助教   波多野 さや佳 
    特任教授 CURT WENTRUP 
    特任助教 髙阪 勇輔 
    特任助教 宮下 直 

    
化学専攻事務 

契約一般職員  竹村 夕子 
契約一般職員  松浦 真子 
契約一般職員  宮本 曜子 

 
平成27年度の非常勤講師   

金光 義彦（京都大学化学研究所元素科学国際研究センター／教授） 

      授業科目名：ナノ物質の光科学  
      担当：光機能化学研究グループ 
 

中條 善樹（京都大学大学院工学研究科／教授） 
      授業科目名：高分子化学特論 
      担当：構造有機化学研究グループ 
 

    藤田 誠（東京大学大学院工学系研究科／教授） 
      授業科目名：自己組織化の科学 
      担当：固体物性化学研究グループ 
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1-2-2 教職員の異動 

平成27年４月１日 秋光 純      （固体物性化学研究グループ 特任教授） 
                                     採用 
 
    10月１日 Olekxiy Bogdanov   （固体物性化学研究グループ 特任教授） 
                                     採用 
 
平成28年２月１日 Curt Wentrup    （反応有機化学研究グループ 特任教授） 
                                     採用 
 
    ２月29日 Olekxiy Bogdanov   （固体物性化学研究グループ 特任教授） 
                              任期満了につき退職 
 
    ３月31日 藤原 照文     （分析化学研究グループ 教授） 
                                   定年退職 
 
         Curt Wentrup    （反応有機化学研究グループ 特任教授） 
                              任期満了につき退職 
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1-3 専攻の大学院教育 

1-3-1 大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

【１】教育目標 
 化学専攻は，学部教育での化学を体系的に身に付けた人材とともに，他分野の教育基盤をもつ

人材を新たに受け入れ，物質科学の中心を占める基幹学問としての化学とその関連分野における

最先端の領域を切り開いていく研究者および高度な専門的知識を有する職業人を養成することを

目的とする。現代科学の急速な学際化・国際化・情報化に対応して，以下の教育目標を設定する。 
（１）化学の専門的知識を体系化して教えるとともに，他分野の基盤をもつ人材にも配慮した幅

広い教育を行う。 
（２）化学分野の学際的な研究領域の拡大に応じ，他分野の研究者と交流し最先端の研究にふれ

ることのできる教育を行う。 
（３）社会的要請に対応するために，化学とその関連分野における高度専門職業人を養成する教

育を行う。 
（４）社会の国際化・情報化に対応するために，英語教育・情報教育を併用した化学専門教育に

積極的に取り組む。 
 
【２】アドミッション・ポリシー 
 化学専攻では，大学院で高度な化学の専門知識や技法を学ぶために必要な基礎学力を有し，絶

えず自己啓発努力を重ね，積極的に新しい分野を開拓していく意欲に富む学生を，学部教育を受

けた分野にとらわれず広く受け入れる。 
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1-3-2 大学院教育の成果とその検証 

・平成27年度化学専攻在籍学生数 
                             （平成27年５月１日現在） 

入学年度 化学専攻博士課程前期 化学専攻博士課程後期 

平成27年度 33 (12)    5 （1）    

平成26年度 37 （11）  {3}  7 （2） 〔1〕 {1}  

平成25年度 5 （1）  {3}  8 （1） 〔1〕   

平成24年度      1   {1}  

平成23年度 1     2 （1）    

合  計 76 (24)  ｛6｝  23 (5) 〔2〕 ｛2｝  

     
  （ ）内は女子で内数   
  〔 〕内は国費留学生数で内数   
  ｛ ｝内は私費留学生数で内数   
     

 
・チューター 
 理学部においては以前から学部学生に対してチューター制度を適用していたが，理学研究科で

も，大学院学生に対してチューターを設定することになった。各学年のチューターを次にあげる。 

 博士課程前期 博士課程後期 

平成27年度生 井口，高木 藤原(照) 

平成26年度生 井上 福原 

平成25年度生 藤原(照) 山﨑 

平成24年度生 福原 山本 

平成23年度生 山﨑，井口 安倍 
 

Ⅲ－ 8



 

9 

 

・平成27年度化学専攻授業科目履修表 

 

化学専攻 表中の数字は，単位数を表す。

1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ

2 2   齋藤，山﨑

2 2   久米，西原，石坂

2 2   灰野

2 2 2 2 8   各教員

2 2   小島

2 2   江幡，井口

2 2 　開講しない

2 2 　水田

2 2 　藤原（照），石坂

2 2 　開講しない

2 2 　開講しない

2 2 　中島（自然科学研究支援開発センタ－）

　 2 2 　開講しない

2 2 　高口　

2 2 　安倍

2 2 　開講しない

2 2 　開講しない

有機合成化学 2 2 　小島

2 2 SHANG

2 2   開講しない

 2 2   開講しない

 2 2   開講しない

2 2   開講しない

2 2   開講しない

2 2   開講しない

2 山本

1 1 1 1 4   江幡，井口，福原

1 1 1 1 4   井上，西原，MARYUNINA

1 1 1 1 4   水田，久米，久保

1 1 1 1 4   藤原(照），石坂，岡本

1 1 1 1 4   灰野，関谷，池田

1 1 1 1 4   相田，岡田，赤瀬

1 1 1 1 4   山﨑，高口

1 1 1 1 4   安倍, 高木，波多野

1 1 1 1 4   山本，小島

光機能化学セミナー 1 1 1 1 4   齋藤(自然科学研究支援開発センター）

放射線反応化学セミナー 1 1 1 1 4   中島(自然科学研究支援開発センター）,宮下

1 1 2 　安倍

　藤田　誠（東京大学）

　中條　善樹（京都大学）

　金光　義彦（京都大学）

理学研究科の他専攻の授業科目

理学融合教育科目，共同セミナー

授 業 科 目
博士課程前期

担 当 教 員１年次 ２年次 単位
数

履修方

法

必

修

物理化学概論 　
　
必

修
か
ら
化
学

特
別
研
究

八
単
位
及

び
必
修
講

義
六
単
位

並
び
に
選

択
必
修
か

ら
一
科
目
（

一
又
は

二
単
位
）

を
含
む
三

〇
単
位
以

上

　
　
な

お
、

化
学
特

別
講
義
は
、

四
単
位

ま
で
認
め

る

無機化学概論

有機化学概論

化学特別研究

選

択

必

修

大学院基礎科目 1
又は

2

光機能化学

　各教員（広島大学大学院共通授業科目に

　関する細則(別表)の基礎区分)

選

択

現代英語

構造物理化学

固体物性化学

錯体化学

分析化学

構造有機化学

放射線反応化学

量子化学 

反応物理化学

反応有機化学

有機典型元素化学Ⅰ

有機典型元素化学Ⅱ

生物無機化学

計算情報化学 

計算化学演習 

物質科学特論 

量子情報科学 

計算機活用特論 

計算機活用演習

グローバル化学特論 ←　　　　　　→

構造物理化学セミナー

固体物性化学セミナー

錯体化学セミナー

分析化学セミナー

構造有機化学セミナー

量子化学セミナー

反応物理化学セミナー

反応有機化学セミナー

有機典型元素化学セミナー

有機化学系合同セミナー

特
別
講
義

自己組織化の科学（１単位，後期集中）

高分子化学特論（１単位，前期集中）

ナノ物質の光科学（１単位，前期集中）

理学研究科以外の他研究科等の開設科目で，化学専攻に
おいて認めたもの
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・平成27年度化学専攻開講授業科目 

 

 授業科目 担当教員 授業のキーワード 

現代英語 小島 聡志 英語，ヒアリング，リスニング，熟語  

構造物理化学 
江幡 孝之 

井口 佳哉  
量子化学，分子の構造，赤外，ラマン，紫外分光 

錯体化学 水田 勉 
有機金属化学，有機合成への応用，常磁性錯体，

高酸化数錯体，高配位錯体，生物有機金属化学 

分析化学 
藤原 照文 

石坂 昌司  

溶質－溶媒相互作用，溶媒和，溶媒効果，溶解，

抽出，レーザー分光分析  

放射線反応化学 中島 覚 
放射線，元素合成，放射線化学，放射性同位元素

の化学 

反応物理化学 高口 博志  
衝突論，遷移状態理論，マーカス理論，連続状態，

散乱理論，フーリエ変換  

反応有機化学 安倍 学   

有機合成化学 小島 聡志  立体選択性，不斉合成反応，英語  

生物無機化学 SHANG RONG 遷移金属化学，有機金属化学  

グローバル化学特論 山本 陽介 海外留学 
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・各研究グループの在籍学生数 
（平成27年５月現在） 

研究グループ名 M1 M2 D1 D2 D3 D5 

化学専攻分子構造化学講座       

構造物理化学研究グループ 1 3  1 1  

固体物性化学研究グループ 5 5 2 1 1 1 

錯体化学研究グループ 4 4     

分析化学研究グループ 2 4 1    

構造有機化学研究グループ 5 5   1  

光機能化学研究グループ 5 2  1   

化学専攻分子反応化学講座       

反応物理化学研究グループ 1 2  1   

有機典型元素化学研究グループ 5 5 1 1 1  

反応有機化学研究グループ 5 4 1    

量子化学研究グループ 1 3 2 1  1 

放射線反応化学研究グループ 2 2 1  3 1 

計 36 39 8 6 7 3 

 
 
・博士課程修了者の進路 

（平成28年５月現在）  

修
了
者
総
数 

就    職    者 進
学 

研
究
生
・
補
助
員 

ポ
ス
ド
ク
・
研
究
員 

そ
の
他 一  般  職 教   職 

製
造
業 

公
務
員 

そ
の
他 

小
計 

高
等
学
校
教
諭 

大
学
教
員 

小
計 

前期 

修了 
32(8) 17(4) 0 0 17(4) 4(2) 0 4(2) 4(0) 0  1(0) 6(2) 

後期 

修了* 
6(0) 2(0) 0 0 2(0) 0 0 0 1(0) 0 1(0) 2(0) 

（ ）内は女子で内数 
    ＊単位取得退学者を含む。 
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1-3-3 大学院生の国内学会発表実績 

 国内学会 件数 

博士課程前期(1) 93 

博士課程後期(2) 27 

博士課程前期・後期共(3) 3 

   （2015(Ｈ27)年度の発表について記載：2015(Ｈ27)年４月から2016(Ｈ28)年３月まで） 

    (1)博士課程前期の学生が共同研究者の発表件数 

    (2)博士課程後期の学生が共同研究者の発表件数 

    (3)博士課程前期・後期の学生が共に共同研究者の発表件数 
 
1-3-4 大学院生の国際学会発表実績 

 国際学会 件数 

博士課程前期(1) 41 

博士課程後期(2) 18 

博士課程前期・後期共(3) 5 

   （2015(Ｈ27)年度の発表について記載：2015(Ｈ27)年４月から2016(Ｈ28)年３月まで） 

    (1)博士課程前期の学生が共同研究者の発表件数 

    (2)博士課程後期の学生が共同研究者の発表件数 

    (3)博士課程前期・後期の学生が共に共同研究者の発表件数 
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1-3-5 修士論文発表実績 

青 木  惇 レーザーアブレーション/超音速ジェットレーザー分光による不

揮発性分子の電子スペクトルの観測 構 造 物 理 化 学 

足 立  浩 明 フェニルイソオキサゾリル基を導入したベンゾトリチオフェン誘導

体の積層構造における協同的自己集合 構 造 有 機 化 学 

市 橋  克 哉 Li2([18]crown-6)3[Ni(dmit)2]2(H2O)4における結晶状態でのイ

オン交換の実現と，それを利用した物性制御 固 体 物 性 化 学 

今 西  正 義 ソフト摩擦転写法による導電性高分子配向膜の作製法の開発と

構造解析 光 機 能 化 学 

植 村  友 一 朗 Huisgen反応を用いたグラフェンの官能基化と物性 構 造 有 機 化 学 

内 橋  賢 吾 アリルアミン誘導体の光[2+2]付加環化反応の開発 反 応 有 機 化 学 

大 前  温 子 レーザー捕捉・顕微ラマン分光法を用いた過冷却微小水滴の

凍結に関する研究 分 析 化 学 

岡 田  和 朗 3座配位子を用いた3価リン化合物の合成と展開 有機典型元素化学 

沖 中  健 太 郎 極性側鎖を有するアミノ酸の水溶液中における構造と安定性に

関する理論化学的研究 量 子 化 学 

鬼 塚  侑 樹 異なる電子状態のNH2フラグメントを生成するCH3NH2のC-N
結合解離ダイナミクス 反 応 物 理 化 学 

加 藤  光 枝 CH3ONO光解離反応の内部エネルギー分配決定による対生成

物状態間相関の研究 反 応 物 理 化 学 

金 田  琢 磨 フッ素内殻共鳴励起分子の脱励起過程の研究：cis-ヘキサフル

オロシクロブタンと1,1,1-トリフルオロエタン 量 子 化 学 

川 端  友 朗 キラルなニトロキシドラジカルを用いたCu(hfac)2錯体の合成，構

造および磁気異常性 固 体 物 性 化 学 

神 髙  孝 幸 電気加熱気化-ICP発光分析法による炭素系微粉末中の銅の迅

速定量法の開発 分 析 化 学 

小 山  珠 美 無機キラル磁性体の単一キラル結晶ドメインをもつ単結晶の育

成とキラルらせん磁気構造の検証 固 体 物 性 化 学 

菅 原  貴 弘 二価金属イオン及びハロゲン化物イオンの水和構造と水和エネ

ルギーに関する理論化学的研究 量 子 化 学 

杉 山  昂 史 リン上に電子求引性アリール基を導入した新規カルボジホスホ

ラン配位子とその遷移金属錯体の合成 錯 体 化 学 

竹 下  将 人 超原子価５配位窒素ラジカルカチオン化合物の合成及び多量

体の構造・性質 有機典型元素化学 

竹 本  真 悠 子 フロー法による逆ミセルを用いた金ナノ粒子-ポリアミドのナノ複

合体の調製とその構造特性 分 析 化 学 

多 田  早 織 LFP-NMR測定によるアゾ化合物の脱窒素反応の立体選択性

に関する研究と一重項ジラジカルの観測 反 応 有 機 化 学 

玉 木  愛 梨 相乗効果および協働効果を利用した活性化の検討 有機典型元素化学 
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田 村  孝 明 光学活性なリン酸をキラルテンプレートとしたエナンチオ選択的

な光励起C-H官能基化反応の開発 反 応 有 機 化 学 

灘 本  昂 平 ゲスト分子の包接により誘起されるテトラキスポルフィリン超分子

ポリマーの構造転移 構 造 有 機 化 学 

西 田  尚 大 軟X線分光法と理論計算による液体状態での分子間相互作用

の研究 構 造 物 理 化 学 

藤 原  康 司 バタフライ型ジホスフィンのイミノホスホラン誘導体－合成と配位

子としての機能－ 錯 体 化 学 

前 野  佑 基 リン上にアミノ基をもつ1,1'-フェロセニレンジホスフィド架橋鉄2核

錯体の合成とプロトン還元活性 錯 体 化 学 

三 島  世 奈  構 造 物 理 化 学 

森 田  那 月 自然分晶によるキラル分子磁性体合成へのメタ置換フェニルニ

トロニルニトロキシドラジカルを使ったアプローチ 固 体 物 性 化 学 

山 崎  祐 太 朗 カリックス[4]アレーンの自己集合を利用した三重らせん型ホスト

分子の合成と協同的ゲスト包接 構 造 有 機 化 学 

山 本  純 基 安定な三重項カルベンの合成検討 有機典型元素化学 

吉 富  翔 平 局在化一重項ジラジカルの反応挙動に及ぼす窒素原子効果 反 応 有 機 化 学 

脇 本  遼 HSQの合成と熱処理法で作製した発光性Siナノ粒子 光 機 能 化 学 
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1-3-6 博士学位 

授与年月日を〔 〕内に記す。 
 
 
韓  晶        〔平成27年４月27日〕（甲） 
Structural and Magnetic Phase Transitions in the Layered Perovskite-Like Compounds (CH3NH3)2[FeIICl4] 
and (C2H5NH3)2[FeIICl4] 
（ペロブスカイト型テトラクロロ鉄（II)メチルアンモニウムとテトラクロロ鉄（II)エチルアンモ

ニウムの構造， 磁気物性と相転移の研究)  
    主査：井上 克也 教授 
    副査：水田 勉 教授，中島 覚 教授，鈴木 孝至 教授（先端物質科学研究科） 
 
 
今田 康公       〔平成28年３月23日〕（甲）  
Study of the Isomerization of Pentacoordinate Animony Compounds by Turnstile Rotation and Synthesis of 
Hypervalent Group-16 Compounds and Their Applications 
(5配位アンチモン化合物のTurnstile Rotationによる異性化機構の研究及び超原子価16族元素化合物

の合成と応用) 
    主査：山本 陽介 教授 
    副査：安倍 学 教授，灰野 岳晴 教授  
 
 
金子 政志       〔平成28年３月23日〕（甲）  
Benchmark study of density functional theory by using Mossbauer spectroscopic parameters and its 
application to d-, f-block coordination chemistry 
(メスバウアー分光パラメータを用いた密度汎関数法のベンチマーク研究とd, fブロック錯体化学

への応用) 
    主査：中島 覚 教授 
    副査：井上 克也 教授，水田 勉 教授，相田 美砂子 教授 
 
 
土手 遥        〔平成28年３月23日〕（甲）  
Study for controlling spin state by mixing metal and by mixing anion for the assembled Fe complexes 
bridged by bipyridine type ligands  
(ビピリジン型架橋配位子で架橋した集積型鉄錯体の金属混合とアニオン混合によるスピン状態制

御の研究) 

    主査：中島 覚 教授 
    副査：井上 克也 教授，水田 勉 教授，藤原 照文 教授 
 
 
平尾 岳大       〔平成28年３月23日〕（甲） 
Construction of Sequence-Controlled Supramolecular Polymers Formed by Unique Molecular Recognition 
(特異な分子認識により配列制御された超分子ポリマーの合成) 
    主査：灰野 岳晴 教授 
    副査：安倍 学 教授，山本 陽介 教授 
 
 
宮﨑 康典       〔平成28年３月23日〕（甲） 
Spectroscopic and Theoretical Study on Photochemstry of Cinnamate Derivatives 
(けい皮酸誘導体の光化学に関する分光学的及び理論的研究) 

    主査：江幡 孝之 教授 
    副査：相田 美砂子 教授，山﨑 勝義 教授，井口 佳哉 准教授 
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安原 大樹       〔平成28年３月23日〕（甲） 
Study on Oxidation of Group VIII Metal Complexes Bridged by Fulvalene Ligand 
(フルバレン配位子で架橋した第8族金属錯体の酸化に関する研究) 

    主査：中島 覚 教授 
    副査：井上 克也 教授，水田 勉 教授，山本 陽介 教授 
 
中田 健一       〔平成28年３月23日〕（乙） 
Development of rapid and high sensitive analytical method based on electrothermal 
vaporization-inductively coupled plasma atmic emisson spectrometry for impurities in fine particles 
(電気加熱気化-高周波誘導結合プラズマ原子発光分光法による微粒子中不純物の迅速・高感度定

量法の開発) 
    主査：藤原 照文 教授 
    副査：水田 勉 教授，中島 覚 教授，竹田 一彦 教授（生物圏科学研究科） 
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1-3-7 ＴＡの実績 

 化学専攻大学院博士課程前期・後期在学生（留学生は除く）に，ティーチング・アシスタント 

（ＴＡ） のシステムを適用している。教員による教育的配慮の下に化学科３年次必修の化学実験

の教育補助業務を行わせることによって，大学院生の教育能力や教育方法の向上を図り，指導者

としてのトレーニングの機会を提供する。 
 

平成27年度のＴＡ 

氏  名 担当授業科目 所属研究グループ 学年 

市橋 克哉 化学実験 固体物性化学 Ｍ２ 

浦岡 将 化学概説Ｂ 分析化学 Ｍ１ 

高 艶麗 化学実験Ａ 固体物性化学 Ｄ１ 

加藤智佐都 化学実験・情報活用演習 固体物性化学 Ｄ２ 

金田 琢磨 化学実験 量子化学 Ｍ２ 

工藤 央成 化学実験 構造有機化学 Ｍ１ 

菅原 貴弘 計算化学・同実習 量子化学 Ｍ２ 

住田 聖太 化学実験 反応物理化学 Ｄ２ 

世良 文香 化学実験 固体物性化学 Ｄ１ 

竹本 真悠子 化学実験 分析化学 Ｍ２ 

玉木 愛梨 化学概説Ｂ 有機典型元素化学 Ｍ２ 

灘本 昂平 化学実験 構造有機化学 Ｍ２ 

宮本 幸乃 化学実験 固体物性化学 Ｍ１ 

森迫 祥吾 化学実験 有機典型元素化学 Ｄ１ 

森島 史弥 化学概説Ａ 構造物理化学 Ｄ２ 

森田 那月 化学実験・化学実験Ａ・ 
情報活用演習 

固体物性化学 Ｍ２ 

安原 大樹 化学実験 放射線反応化学 Ｄ３ 

矢野 佐恵 有機金属化学 錯体化学 Ｍ１ 

吉富 翔平 化学実験 反応有機化学 Ｍ２ 

渡部 雄大 化学実験 量子化学 Ｄ１ 

坂本 全教 化学実験 光機能化学 Ｄ１ 

 
1-3-8 大学院教育の国際化 

 化学専攻では国際化に対応するため，ヒアリングを中心とした“現代英語”の講義を開講して

いる。さらに，授業の英語化も進めている。また，さまざまな国際共同研究が行われており，学

生が国際学会に参加したり，海外に短期留学したりしている。 

Ⅲ－ 17



 

18 

 

1-4 専攻の研究活動 

1-4-1 研究活動の概要 

・受賞実績 
 化学専攻の教員および名誉教授が，1990年度以降に受けた学協会賞等を次にあげる。 

1992年度 

（平成４年度） 
化学ソフトウェア学会学会賞 吉田  弘 

1993年度 

（平成５年度） 
第50回中国文化賞 菅   隆幸 

1994年度 

（平成６年度） 
日本分析化学会学会賞 熊丸 尚宏 

1996年度 

（平成８年度） 
フンボルト賞 秋葉 欣哉 

1997年度 

（平成９年度） 

日本化学会賞 
日本化学会学術賞 

秋葉 欣哉 
谷本 能文 

1998年度 

（平成10年度） 
第55回中国文化賞 秋葉 欣哉 

1999年度 

（平成11年度） 
日本化学会賞 岩田 末廣 

1999年度 

（平成11年度） 
錯体化学研究会研究奨励賞 久保 和幸 

2000年度 

（平成12年度） 
紫綬褒章 秋葉 欣哉 

2000年度 

（平成12年度） 

第23回有機合成化学協会 

    中国四国支部奨励賞 
小島 聡志 

2004年度 

（平成16年度） 

第27回有機合成化学協会 

    中国四国支部奨励賞 
灰野 岳晴 

2006年度 

（平成18年度） 
有機合成奨励賞 安倍  学 

2007年度 

（平成19年度） 
広島大学学長賞 江幡 孝之 

2007年度 

（平成19年度） 
第25回日本化学会学術賞 江幡 孝之 

2007年度 

（平成19年度） 

日本分析化学会フローインジェクション分析研

究懇談会フローインジェクション分析学術賞 藤原 照文 

2007年度 

（平成19年度） 
野副記念奨励賞 安倍  学 

2008年度 

（平成20年度） 

Visiting Lectureship of the Chemistry Research 
Promotion Center (National Taiwan University) 安倍  学 

2008年度 

（平成20年度） 

第31回有機合成化学協会 
    中国四国支部奨励賞 高木 隆吉 

2008年度 

（平成20年度） 
Zimmer Award (Univ. of Cincinnati) 安倍  学 

2009年度 

（平成21年度） 

Visiting Lectureship of the Chemistry Research 
Promotion Center (National Taiwan University) 灰野 岳晴 
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・学生の受賞実績 
西田 尚大  日本コンピュータ化学会2015春季年会 奨学賞 
金子 政志  Mediterranean Conference on the Applications of the Mössbauer Effect  

(MECAME 2015) YOUNG SCIENTIST BEST PAPER AWARD 
石川 朋己  第21回中国四国支部分析化学若手セミナー 支部長賞 

森迫 祥吾  第50回有機反応若手の会 優秀ポスター賞 
加藤 智佐都 錯体化学若手の会夏の学校2015 優秀講演賞 
中山 祐輝  錯体化学若手の会夏の学校2015 優秀ポスター賞 
NGUYEN THANH HAI  The 8th Vietnamese-Japanese Students' Scientific Exchange Meeting  

(VJSE 2015) Best Paper Award 
金子 政志  日本化学会秋季事業－第５回ＣＳＪ化学フェスタ2015 優秀ポスター発表賞 
前田 直人  日本化学会秋季事業－第５回ＣＳＪ化学フェスタ2015 優秀ポスター発表賞 
平尾 岳大  第９回有機π電子系シンポジウム ポスター賞 

 住田 聖太  The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (The Best Student Presentation Award) 
鈴木 花歩  The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (Student Award) 
宮本 健悟  The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (Student Award) 
辻本 聖也  The 11th International Workshop on Ionizing Radiation Monitoring, 2015 

 Poster Award 
 

・ＲＡの実績 
 化学専攻における研究支援体制を充実・強化し，また若手研究者の養成を促進するために，リ

サーチ・アシスタント（ＲＡ）のシステムを適用している。大学院博士課程後期在学者を，その

所属研究グループに研究補助者として参画させることによって，その研究グループにおける研究

活動を効果的に促進し，研究体制を充実させる。さらに，その学生に対して，若手研究者として

の研究遂行能力の養成を図る。 
 
 平成27年度のＲＡ 

大学院生氏名 今田 康公 所属研究グループ 有機典型元素化学 

学年 Ｄ３ 指導教員 山本 陽介 教授 

研究プロジェクト名 超原子価硫黄・セレンラジカルの合成と材料への応用 
    

大学院生氏名 石川 朋己 所属研究グループ 分析化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 石坂 昌司 准教授 

研究プロジェクト名 過冷却微小水滴の相転移に関する研究 

    
大学院生氏名 GAO YANLI 所属研究グループ 固体物性化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 井上 克也 教授 

研究プロジェクト名 有機ラジカルと遷移金属イオンによるスピンクロスオーバー錯体

の合成と圧力効果 
    

大学院生氏名 金子 政志 所属研究グループ 放射線反応化学 

学年 Ｄ３ 指導教員 中島 覚 教授 

研究プロジェクト名 集積型鉄錯体におけるスピンクロスオーバー挙動の量子化学計算

による研究 
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大学院生氏名 古賀 和樹 所属研究グループ 放射線反応化学 

学年 Ｄ３ 指導教員 中島 覚 教授 

研究プロジェクト名 リン配位子を持たない二核ルテニウム-フルバレン錯体の合成 

      

大学院生氏名 坂本 全教 所属研究グループ 光機能化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 齋藤 健一 教授 

研究プロジェクト名 非金属物質による電場増強効果の研究 

      

大学院生氏名 JAKKAMPUDI SATISH 所属研究グループ 反応有機化学 

学年 Ｄ２ 指導教員 安倍 学 教授 

研究プロジェクト名 生理学実験に優れたケージドカルシウムの開発 

      

大学院生氏名 XUE JIANFEI 所属研究グループ 反応有機化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 安倍 学 教授 

研究プロジェクト名 光[2+2]付加環化反応の選択性に及ぼす置換基効果 

      

大学院生氏名 辛 韵子 所属研究グループ 光機能化学 

学年 Ｄ２ 指導教員 齋藤 健一 教授 

研究プロジェクト名 量子ドットと導電性高分子からなる無機・有機ハイブリッドＬ

ＥＤの研究 
      

大学院生氏名 住田 聖太 所属研究グループ 反応物理化学 

学年 Ｄ２ 指導教員 高口 博志准教授 

研究プロジェクト名 状態選別画像観測法を用いた多原子分子系の光解離ダイナミク

スに関する研究 
    

大学院生氏名 世良 文香 所属研究グループ 固体物性化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 井上 克也 教授 

研究プロジェクト名 新しいキラル磁性体の合成と物性研究 

    
大学院生氏名 廣藤 龍哉 所属研究グループ 有機典型元素化学 

学年 Ｄ２ 指導教員 山本 陽介 教授 

研究プロジェクト名 ケイ素官能性ジベンゾシラボリンおよびラダー型シラボリンの

合成と光物性 
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大学院生氏名 堀内 輔 所属研究グループ 量子化学 

学年 Ｄ２ 指導教員 相田美砂子 教授 

研究プロジェクト名 刺激応答性高分子の凝集メカニズムの解明 
    

大学院生氏名 宮﨑 康典 所属研究グループ 構造物理化学 

学年 Ｄ３ 指導教員 江幡 孝之 教授 

研究プロジェクト名 クマル酸とその誘導体の光誘起異性化反応機構の解明 
  

大学院生氏名 森迫 祥吾 所属研究グループ 有機典型元素化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 山本 陽介 教授 

研究プロジェクト名 ジスピロ型新規ピペリジン塩基の合成と応用 
 

大学院生氏名 森島 史弥 所属研究グループ 構造物理化学 

学年 Ｄ２ 指導教員 江幡 孝之 教授 

研究プロジェクト名 包接化合物における分子認識と光化学特性の制御に関する研究 
 

大学院生氏名 安原 大樹 所属研究グループ 放射線反応化学 

学年 Ｄ３ 指導教員 中島 覚 教授 

研究プロジェクト名 二核オスミウム-フルバレン錯体の研究 
  

大学院生氏名 渡部 雄大 所属研究グループ 量子化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 相田 美砂子 教授 

研究プロジェクト名  生理活性分子の水和に関する理論化学的研究 
 

大学院生氏名 力山 和晃 所属研究グループ 量子化学 

学年 Ｄ１ 指導教員 相田 美砂子 教授 

研究プロジェクト名  水溶液中におけるマルチブロックコポリマーとタンパク質の会

合体形成挙動の解明 
  

大学院生氏名 李   理 所属研究グループ 固体物性化学 

学年 Ｄ３ 指導教員 井上 克也 教授 

研究プロジェクト名 分子性キラル磁性体の合成と物性 
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1-4-2 研究グループ別の研究活動の概要，発表論文，講演等 
 

分子構造化学講座 

構造物理化学研究グループ 

スタッフ 江幡 孝之（教授），井口 佳哉（准教授），福原 幸一（助教） 
 
◯研究活動の概要 
  当研究グループでは，包接化合物や生体関連分子，分子クラスターの構造のレーザー分光を

行っている。用いる装置は，中性分子や分子イオンを気体の状態で10Ｋ以下の極低温に冷却で

きる超音速分子線装置とエレクトロスプレーイオン化／極低温イオントラップ装置，赤外から

紫外領域までの光を発生するナノ秒，ピコ秒の時間分解能をもつパルスレーザーである。極低

温に冷却することで，分子を零点振動準位にのみ分布させ，シャープなスペクトルを得ること

ができる。これらの装置を用い包接化合物や生体関連分子，分子クラスターの構造や光励起化

学反応，そしてエネルギー緩和に関する研究を行っている。平行して，量子化学計算に基づい

た構造決定，振動スペクトルの解析を行っている。また最近，液液界面上でのクラウンエーテ

ルの金属イオンの包接過程の赤外分光観測実験も開始した。また振動分光と熱分析を併用して，

両親媒性分子を中心に多様な物質系の構造とそれに関わる相互作用を研究も行っている。平成

27年度の研究活動は次のとおりである。 
 ① ホストーゲスト錯体の構造や分子認識の研究を精力的に行っている。超音速分子線装置や

エレクトロスプレー／極低温イオントラップ装置を用いて極低温条件下で気相のホストーゲ

スト錯体を生成し，種々のレーザー分光により錯体の電子スペクトルや分子種を選別した赤

外スペクトルを観測し，量子化学計算との比較から包接構造の決定や包接機構を明らかにし

ている。この研究は，フランス・マルセイユ大学，スイス・ローザンヌ連邦工科大学とも共

同研究を行い，共著論文多数。 
 ② PYP（Photoactive-Yellow-Protein）の発色団であるクマル酸や桂皮酸メチルの光励起トラン

ス−シス異性化反応について，分子科学研究所江原教授との共同研究を行っている。 
 ③ 金薄膜上にクラウンエーテルを化学吸着させ，金属イオンとの包接錯体を形成する様子を

表面増強赤外分光法で観測し，赤外スペクトルの解析による包接構造決定や平衡定数を求め

る実験を行っている。 
 ④ オキサアルキル鎖による分子間引力と反発の拮抗相互作用を利用した，新しい分子間相互

作用によるユニークで汎用性の高い有機材料の新規物性改良法を開発した。 
 
◯発表原著論文 
◎Fumiya Morishima, Ryoji Kusaka, Yoshiya Inokuchi, Takeharu Haino and Takayuki Ebata (2015) 

  Anomalous cage effect of the excited state dynamics of catechol in the 18C6-catecol host-guest   

  complex, J. Phys. Chem. B , 119, 2557-2565 

◎Yasunori Miyazaki, Yoshiya Inokuchi, Nobuyuki Akai, and Takayuki Ebata (2015)  

  Direct Spectroscopic Evidence of Photoisomerization in Para-Methoxy Methylcinnamate Revealed  

  by Low-Temperature Matrix-Isolation FTIR Spectroscopy, J. Phys. Chem. Letters, 6, 1134-1139 

◎Yoshiya Inokuchi and Takayuki Ebata (2015)  

IR Photodissociation Spectroscopy of (OCS)n+ and (OCS)n– Cluster Ions: Similarity and Dissimilarity 

in the Structures of CO2, OCS, and CS2 Cluster Ions,  J. Chem. Phys., 142, 214306(6pages)  

◎Yoshiya Inokuchi, Takeharu Haino, Ryo Sekiya, Fumiya Morishima, Claude Dedonder, Géraldine 

Féraud, Christophe Jouvet, and Takayuki Ebata (2015)  

UV photodissociation spectroscopy of cryogenically cooled gas phase host-guest complex ions of 

crown ethers, Phys. Chem. Chem. Phys. 17, 25925- 25934  

◎Yoshiya Inokuchi, Takayuki Ebata, and Thomas R. Rizzo (2015)   
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Solvent Effects on the Encapsulation of Divalent Ions by Benzo-18-Crown-6 and Benzo-15-Crown-5, J. 

Phys. Chem. A, 119, 8097- 8105  

◎Yoshiya Inokuchi, Kazuki Soga, Kenta Hirai, Motoki Kida, Fumiya Morishima, and Takayuki Ebata 

(2015) 

Ultraviolet Photodissociation Spectroscopy of Cold K+•Calix[4]arene Complex in the Gas Phase, J. 

Phys. Chem. A, 119, 8512-8518  

◎Yoshiya Inokuchi, Takayuki Ebata, Toshiaki Ikeda, Takeharu Haino, Tetsunari Kimura, Hao Guo and 

Yuji Furutani (2015)  

New Insights into Metal Ion-Crown Ether Complexes Revealed by SEIRA Spectroscopy, New J. Chem. 

39, 8673-8680  

◎Yoshiya Inokuchi, Takayuki Ebata, and T. R. Rizzo (2015) 

UV and IR Spectroscopy of Cold H2O+–Benzo-Crown Ether Complexes, J. Phys. Chem. A., 119, 

11113–11118  

○Satoshi Nakata, Ayano Deguchi, Yota Seki, Miyuki Furuta, Koichi Fukuhara, Sadafumi Nishihara,   

Katsuya Inoue, Noriyuki Kumazawa, Shun Mashiko, Shota Fujihira, Makiko Goto, Mitsuhiro Denda  

   (2015) 

Characteristic responses of a phospholipid molecular layer to polyols, Colloids and Surfaces B: 

Biointerfaces, 136, 594-599 
 
◯国際会議 

T. Ebata: Experimental and Theoretical Study on the Excited State Dynamics of Methyl Cinnamate and 
its Derivatives, “Pacifichem 2015” Session Title: Developments in Spectroscopic Investigation of 
Intermolecular Interactions and Dynamics of Molecular Clusters  (Dec. 15-17, 2015, Honolulu, 
Hawaii, USA)（招待講演） 

T. Ebata: Effect of Solvation on Conformation Preference of Inclusion Complexes, Gordon research 
Conference on Molecular and Ionic Clusters (Jan. 17-22, 2016, Ventura, CA, USA)（招待講演） 

Y. Inokuchi: Spectroscopic Studies on Host-Guest Complexes in the Gas Phase and on Gold Surface, 
The 10th Symposium on Gas-Phase Laser Spectroscopy and Reaction Dynamics “Structure and 
Dynamics of Isolated Molecules and Clusters” (Feb. 11–12, 2015, Muju Resort, Muju-gun, Korea) 
（招待講演） 

Y. Inokuchi: A Cold Spectroscopic Study on Metal Ion–Benzo-Crown Ether Complexes in the Gas 
Phase, “Pacifichem 2015” Session Title: Dissociation of Biomolecules in the Gas Phase for 
Structural Characterization  (Dec. 19–20, 2015, Honolulu, Hawaii, USA)（招待講演） 

Y. Inokuchi: Spectroscopic Studies on Host-Guest Complexes in the Gas Phase and on Gold Surface, 
“Pacifichem 2015” Session Title: Developments in Spectroscopic Investigation of Intermolecular 
Interactions and Dynamics of Molecular Clusters (Dec. 15–17, 2015, Honolulu, Hawaii, USA)（一般

講演） 
Y. Inokuchi: UV and IR Spectroscopy of Host-Guest Complexes in a Cold Ion Trap, Symposium on 

Advanced Molecular Spectroscopy, (July 18–19, 2015, Tokyo, Japan) （一般講演） 
◎K. Hirai, T. Ebata, Y. Inokuchi: UV Photodissociation Spectroscopy of M+Calix[4] arene and 

M+tert-butyl-Calix[4] arene and Complexes under Cold Gas Phase Condition, 12th Nano Bio Info 
Chemistry Symposium (Dec. 5-6, 2015, Hiroshima, Japan) （一般講演） 
 

◯国内学会 
◎井口佳哉，曽我和毅，平井健太，木田 基，江幡孝之：金属イオン−カリックスアレン錯体の

極低温気相レーザー分光，第９回分子科学討論会（2015年９月16-19日，東京）（一般講演）  
◎森島史弥，井口佳哉，灰野岳晴，江幡孝之：フェノール 誘導体・18-crown-6 錯体における構

造選択的包接，第９回分子科学討論会2015年９月16-19日，東京）（一般講演） 
◎宮崎康典，井口佳哉，江幡孝之，玉木愛梨，小島聡志，赤井伸行，金澤悠紀，江原正博： 
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低温アルゴンマトリックス赤外分光法と超音速ジェット分光法による桂皮酸誘導体の光異性

化の研究，第９回分子科学討論会（2015年９月16-19日，東京）（一般講演） 
◎江幡孝之，井口佳哉，森島史弥，灰野岳晴，関谷 亮，C. Dedonder，C. Jouvet： 

極低温気相クラウンエーテル包接錯体イオンのレーザー分光，第９回分子科学討論会（2015

年９月，東京）（一般講演） 
  
◯学生の学会発表実績 

 国際学会 件数 国内学会 件数 

学部４年生(1) ０ ０ 

博士課程前期(2) １ １ 

博士課程後期(3) ０ ２ 

博士課程前期・後期共(3) ０ ０ 

 
◯シンポジウム・講演会開催実績 
 江幡孝之: Mathias Weber 教授（University of Colorado at Boulder）による講演会開催 

（2015年6月3日） 
 江幡孝之: Gereon Niedner-Schatteburg 教授（Techinical University of Kaiserslautern） 

による講演会開催（2015年６月16日） 
 井口佳哉: 日本分光学会中国四国支部講演会開催（2016年１月７日） 
 井口佳哉: International Symposium “Recent Progress in Molecular Science of Korea and Japan” 

開催（2015年７月30日） 
 
◯社会活動・学外委員 
・学協会役員，委員 

江幡孝之:  Journal of Physical Chemistry, Editorial Advisory Board (2012～) 

  江幡孝之: 日本分光学会中国四国支部 支部長（2014～） 

 江幡孝之: 分子科学会運営委員（2012～） 
  井口佳哉: 日本分光学会中国四国支部事務局長（2013～） 
 
◯共同プロジェクトへの参加状況 

江幡孝之「ピコ秒紫外-赤外二重共鳴分光実験と理論計算によるS2電子状態の解析」自然科学 
研究機構分子科学研究所（2015） 

井口佳哉，江幡孝之「機能性分子の構造およびその分子認識機構に関する研究」日本学術振興

会 フランスとの共同研究(MAEE)<SAKURAプログラム>（2013～2015） 
 
◯研究助成の受け入れ状況 
 江幡孝之:「クマル酸とその誘導体の光誘起トランス−シス異性化機構の解明」科学研究費補助

金，基盤研究(C)，日本学術振興会（Ｈ25～Ｈ27） 
 井口佳哉：日本・アジア青少年サイエンス交流事業「さくらサイエンスプラン」，科学技術振興

機構（Ｈ27） 
 福原幸一：「潤滑油用基油の低温流動性改善に関する研究」共同研究（Ｈ27〜Ｈ28） 
 
◯学内委員 
 江幡孝之: サステナブルディベロップメント実践研究センター運営委員 
 江幡孝之: 理学融合教育研究センター 部門長 
 福原幸一：理学融合教育研究センター アウトリーチ部門 サイエンスカフェ担当 
 
◯その他特記事項 
  江幡孝之：ロシアの大学生を対象としたサマースクール開催（2015年８月） 

井口佳哉：科学技術振興機構「さくらサイエンスプラン」のサポートにより，韓国から16名の

大学生，大学院生を広島大学理学研究科化学専攻に10日間にわたって招へいし，共同研究と

国際会議を行うとともに，広島大学の職員，学生との国際交流を進めた。 
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福原幸一：広島大学大学院理学研究科サイエンスカフェ代表として，２件（第28回「連分数の

ふしぎ」（2015年７月25日），第29回「植物の老化戦略」（2015年９月26日）のサイエンスカフ

ェ事業を主催した。 
 福原幸一：広島文化学園米食文化研究会「米食文化講座 科学の目で見た米食よもやま話」 
  講師（2015年11月） 
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固体物性化学研究グループ 

スタッフ 

井上 克也（教授），西原 禎文（准教授），Maryunina Kseniya Yu.（助教）, 秋光 純（特任教

授），髙阪 勇輔（特任助教）, Igor Proskurin (ポスドク)，Francisco Goncalves（ポスドク），韓 晶

（ポスドク 2015 年６月-2016 年２月）, Alexey Bogdanov (特任教授 2015 年 10 月-2016 年２月) 
 

◯研究活動の概要 

 

当研究室では新しい機能をもつ固体の創製を目指し，種々の手法を用い固体の静的・動的構造と

物性の関係を解明してきた。 
  協奏的多重機能を有する分子磁性体の構築と物性研究：キラル構造を有する磁性体（キラル

磁性体）は，空間反転対称性と時間反転対称性が同時に破れた新しいカテゴリーに属する固体と

考えられる。キラル磁性体では２つのパリティが同時に破れていることから，特異な磁気光学効

果，磁気構造，電気-磁気効果（Ｍ-Ｅ効果）を示すと考えられる。純粋な無機化合物でキラル構

造を達成するのは難しいため，我々は分子性の設計性の容易さを利用してキラル磁性体の構築と

その物性研究を進めている。また類似化合物群であるマルチフェロイック化合物に関する研究も

すすめた。 
  動的イオン場を利用した新規機能性分子材料の開発：単結晶内部に動的イオン空間を人為的

に構築することにより，新規機能性材料の構築を目指した。例えば，イオンが包接可能な大環状

分子を一次元に配列させることによってイオン伝導が可能な単結晶材料の合成が可能となる。こ

の様に作成した材料を用いて，その電気的，磁気的評価や熱的効果を評価する。次いで，得られ

た物性値を基に固体電池などのデバイスへの応用を計り，新たな分子エレクトロニクスデバイス

の構築を目指した。 
  新規スピンギャップ系の構築と化学ドーピング：現在，低次元スピンギャップ化合物の物理

的・化学的研究が盛んに行われている。中でも，スピンギャップ化合物の一種であるスピンラダ

ー物質は一次元と二次元の中間に位置する材料であり，その基底状態に興味がもたれている。加

えて，この系は高温超伝導体の母体と類似した基底状態を有することから，キャリアドーピング

による超伝導相の出現が理論的に指摘されている。そこで，本研究室では分子磁性体を基盤とし

た低次元スピンラダー物質の作成と本系へのキャリアドープを実現し，新種の分子性スピンラダ

ー超伝導体の構築を目指した。 
 

◯発表原著論文 
◎Li Li, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue, Mohamedally Kurmoo (2016) Progressive Transfromation 

between Two Magnetic Ground States for One Crystal Structure of a Chiral Molecular Magnet. 
Inorganic Chemistry, 55, 3047-3057. (selected for the front page cover) 

◎Li Li, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue, Mohamedally Kurmoo (2016) Synthesis, Crystal Structure, 
and Magnetic Properties of a Chiral Cyanide-Bridged Bimetallic Framework 
K3[MnII(L-asp)]6[CrIII(CN)6]·2H2O. Inorganic Chemistry, 55, 300-306.  

S. Kawaguchi, H. Ishibashi, S. Nishihara, S. Mori, J. Campo, F. Porcher, O. Fabelo, K. Sugimoto, J. 
Kim, K. Kato, M. Takata, H. Nakao, Y. Kubota (2016) Orthorhombic distortion and orbital order in 
the vanadium spinel FeV2O4. Physical Review B, 93, 024108-1-9 (2016). 

Tolstikov, SE; Artiukhova, NA; Romanenko, GV; Bogomyakov, AS; Zueva, EM; Barskaya, IYu; Fedin, 
MV; Maryunina, KYu; Tretyakov, EV; Sagdeev, RZ; Ovcharenko, VI (2015) Heterospin complex 
showing spin transition at room temperature. Polyhedron, 100, 132–138.  

◎Jing Han, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue, and Mohamedally Kurmoo (2015) High Magnetic 
Hardness for the Canted Antiferromagnetic, Ferroelectric and Ferroelastic Layered Perovskite-like 
(C2H5NH3)2[FeIICl4]. Inorg. Chem., 54, 2866-2874. 

◎K. Tsuruta, M. Mito, H. Deguchi, J. Kishine, Y. Kousaka, J. Akimitsu, and K. Inoue (2016) Phase 
diagram of the chiral magnet Cr1/3NbS2 in a magnetic field. Physical Review B, 93, 104402/8  

◎Kazuki Tsuruta, Mito Masaki, Yusuke Kousaka, Jun Akimitsu, Jun-ichiro Kishine, Yoshihiko Togawa, 
Hiroyuki Ohsumi, and Katsuya Inoue (2016) Discrete Change in Magnetization by Chiral Soliton 
Lattice Formation in Chiral Magnet Cr1/3NbS2. Journal of the Physical Society of Japan, 85, 013707  

◎Y. Togawa, T. Koyama, Y. Nishimori, S. McVitie, D. McGrouther, R. L. Stamps, Y. Kousaka, J. 
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Akimitsu, S. Nishihara, K. Inoue, I. G. Bostrem, Vl. E. Sinitsyn, A. S. Ovchinnikov, J. Kishine 
(2015) Magnetic Soliton Confinement and Discretization Effects Arising from Macroscopic 
Coherence in a Chiral Spin Soliton Lattice. Physical Review B, 92, 220412(R) editors' suggestion. 

◎Daich Yoshizawa, Jun-ichiro Kishine, Yusuke Kousaka, Yoshihiko Togawa, Masaki Mito, Jun Akimitsu, 
Katsuya Inoue, and Masayuki Hagiwara (2015) Magnetic resonance in the chiral helimagnet 
CrNb3S6. Physics Procedia, 75, 926–931. 

◎Masaki Mito, Hideaki Matsui, Kazuki Tsuruta, Hiroyuki Deguchi, Jun-ichiro Kishine, Katsuya Inoue, 
Yusuke Kousaka, Shin-ichiro Yano, Yuya Nakao, Jun Akimitsu (2015) Study of magnetic domain 
dynamics using nonlinear magnetic responses: Magnetic diagnostics of the itinerant magnet MnP. 
Journal of the Physical Society of Japan, 84, 104707. 

◎W. -H. Ning, L. Zhai, J. -L. Liu, X. -M. Ren, K. Ichihashi, S. Nishihara, K. Inoue (2015) Multiple 
structural transformations coupled with switchable magnetic and dielectric responses in an 
amphidynamic crystal of 4'-tert-butylbenzylpyridinium bis(maleonitrile- dithiolate)nickelate J. Mat. 
Chem. C, 3, 7906-7915. 

◎K. Y. Maryunina, X. Zhang, S. Nishihara, K. Inoue, V. A. Morozov, G. V. Romanenko, V. I. Ovcharenko 
(2015) A Heterospin Pressure Sensor. J. Mat. Chem. C, 3, 7788-7791.  

◎M. Mito, T. Tajiri, K. Tsuruta, H. Deguchi, J. Kishine, K. Inoue, Y. Kousaka, Y. Nakao, and J. Akimitsu 
(2015) Investigation of structural changes in chiral magnet Cr1∕3NbS2 under application of pressure. 
Journal of Applied Physics, 117, 183904-1-7. 

◎Nakata S, Deguchi A, Seki Y, Furuta M, Fukuhara K, Nishihara S, Inoue K, Kumazawa N, Mashiko S, 
Fujihira S, Goto M, Denda M (2015) Characteristic responses of a phospholipid molecular layer to 
polyols. Colloids Surf B Biointerfaces, 136, 594-9. 

 

◯国際会議 
Katsuya INOUE: Crystal Design of Chiral Magnets. 3rd DMI Conference (III International Workshop 

Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Exotic Spin Structures), (May. 2015, Pskov, Russia) (招待講

演) 
Katsuya INOUE: Material research perspectives on chiral magnets. Glasgow University Seminar（June. 

2015, Glasgow, UK）(招待講演) 

Katsuya INOUE: Physical properties of Chiral Magnets. Neel Institute seminar（June. 2015, Grenoble, 
France）(招待講演) 

Katsuya INOUE: Design, synthesis and properties of Molecule-based Chiral Magnets. Lyon University 
seminar (June. 2015, Lyon, France)(招待講演) 

Katsuya INOUE: Research perspectives on chiral magnets: experimental. Core-to-Core Organizer 
meeting (June. 2015, University of Glasgow, UK)(招待講演) 

Katsuya INOUE: State‐of‐the‐Arts and Future of Chiral Magnets. European Conference on 
Magnetism 2015 (ECMM2015) (Sep. 2015, Zaragoza, Spain)(招待講演) 

Sadafumi Nishiahra: Electrical Properties of Preyssler Type Polyoxometalate. Organic Electronics of 
Highly-Correlated Molecular Systems (Nov. 2015, Tokyo, Japan)（招待講演） 

Katsuya INOUE: Design, synthesis and properties of Chiral Magnets From Complexes to inorganic 
materials. Neel Institute seminar (Nov. 2015, Grenoble, France)（招待講演) 

Katsuya INOUE: Design, synthesis and properties of Chiral Magnets. Lyon University seminar (Nov. 
2015, Lyon, France)(招待講演) 

Katsuya INOUE: Research perspectives on chiral magnets:- experimental-. Core-to-Core International 
meeting, Kick off meeting (Nov. 2015, Glasgow, UK)(招待講演) 

◎K. Maryunina, S. Nishihara and K. Inoue, N. Artiukhova, G. Romanenko, V. Ovcharenko: Phase 
Transitions in Cu(II)-Nitroxide Complexes: Pressure Sensitive Effect. The 9th Russian-Japanese 
Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin Devices (Nov. 2015, Awaji, Japan) (招待

講演) 
Alexei N. Bogdanov: Magnetic properties of bulk and confined chiral skyrmions. Core-to-core 

International Meeting cMag2016 Symposium (21-24 February. 2016, Hiroshima, Japan) （招待講

演） 
G. Romanenko, A. Polushkin, K. Maryunina, A. Bogomyakov, R. Sagdeev, V. Ovcharenko: Spin 

Transitions in Breathing Crystals: Pressure/Temperature Induced Structure Dynamics of 
Cu(hfac)2LMe Crystals. The 9th Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and 
Molecular Spin Devices, (Nov. 2015, Awaji, Japan) (招待講演) 
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◎A. N. Bogdanov, Y. Togawa, A. O. Leonov, T. L. Monchesky, J. Kishine, and K. Inoue: Chiral 
Skyrmions in Cubic Helimagnet Nanolayers, The 15th International Conference on the Formation of 
Semiconductor Interfaces (ICFSI15), (15-20 Nov.2015, the International Conference Center 
Hiroshima) （招待講演） 

◎A. N. Bogdanov, Y. Togawa, A. O. Leonov, T. L. Monchesky, J. Kishine, and K. Inoue: Chiral 
Skyrmions in Cubic Helimagnet Nanolayers, The 15th International Conference on the Formation of 
Semiconductor Interfaces (ICFSI15), (15-20 Nov.2015, the International Conference Center 
Hiroshima) （招待講演） 

Katsuya Ichihashi: Physical properties of nickel dithilate complexes with ion channel structure. 
Japan-China Joint Meeting on the Exploring a Frontier in Molecular Ferroelectric Material (16 June, 
2015, Hiroshima University, Hiroshima, Japan) （一般講演） 

◎J. Yonemura, T. Kida, D. Yoshizawa, Y. Kousaka, J. Akimitsu, S. Nishihara, K. Inoue, J. Kishine, M. 
Hagiwara, Y. Togawa. Magnetic torque measurements in a chiral magnet CrNb3S6, APS march 
meeting 2016, (March 14-18 2016, Baltimore USA) （一般講演） 

◎Y. Kousaka, J. Akimitsu: Enantiopure crystal growth and chiral helimagnetism in CsCuCl3. CEMS 
Discussion Meeting (Topological Phenomena in Noncentrosymmetric Magnets, (Wako, Japan) （一

般講演） 
◎Masaki Mito, Kazuki Tsuruta, Jun-ichiro Kishine, Yusuke Kousaka, Jun Akimitsu, Katsuya Inoue: 

Magnetic diagnostics using nonlinear magnetic responses. 5th European Conference on Molecular 
Magnetism, (Sep. 6-10 2015, Zaragoza Spain)（一般講演） 

◎Yusuke Kousaka,Tamami Koyama, Kazuki Ohishi, Jun-ichi Suzuki, Yukino Miyamoto, Ayaka Sera, 
Haruhiko Hiraka, Katsuya Inoue, Jun Akimitsu: Chiral Helimagnetism and Chiral Magnetic Soliton 
Lattice in Inorganic Chiral Magnetic Materials. VI European Conference on Neutron Scattering 
(ECNS2015)), (Aug. 30-Sep. 4 2015, Zaragoza, Spain) （一般講演） 

◎Y. Kousaka, T. Ogura, J. Zhang, P. Miao, S. Torii, T. Kamiyama, J. Campo, K. Inoue, J. Akimitsu: 
TU.C.2_O4-Long Periodic Helimagnetic Ordering in CrM3S6(M = Nb, Ta). The 20th International 
Conference on Magnetism, (Jul. 5-10 2015, Barcelona, Spain)（一般講演） 

◎N. Artiukhova, K. Maryunina, E. Tretyakov, G. Romanenko, A. Polushkin, A. Bogomyakov, K. Inoue, S. 
Nishihara, V. Ovcharenko: Copper Complex with Spirocyclopentane Substituted Nitroxide: Magnetic 
properties under pressure. The 9th Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and 
Molecular Spin Devices, (Nov. 2015, Awaji, Japan) (一般講演) 

Igor Proskurin: Optical Zilch in Chiral Media: Symmetry Approach. Core-to-core International 
Meeting cMag2016 Symposium (21-24 February, 2016, Hiroshima, Japan) （一般講演） 

Francisco Gonçalves: In-situ TEM experiments using microwave fields. Core-to-core International 
Meeting cMag2016 Symposium (21-24 February, 2016, Hiroshima, Japan) （一般講演） 

Yusuke Kousaka: Homo-chiral Crystal Growth and Chiral Helimagnetism in CsCuCl3. Core-to-core 
International Meeting cMag2016 Symposium (21-24 February, 2016, Hiroshima, Japan) （一般講

演） 
S. Veber, I. Barskaya, S. Fokin, E. Tretyakov, K. Maryunina, R. Sagdeev, E. Bagryanskaya, V. 

Ovcharenko, M. Fedin: FTIR Study of Light-Induced Magnetostructural Transitions in Breathing 
Crystals. The 9th Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin 
Devices (Nov. 2015, Awaji, Japan) （一般講演） 

◎Yusuke Kousaka, K. Ohishi, J. Suzuki, H. Hiraka, J. Kishine, K. Inoue, J. Akimitsu: Chiral Magnetic 
Soliton Lattice in MnSi International Workshop "Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Exotic Spin 
Structures, (26-30, May, 2015, Pskov, Russia)（一般講演） 

◎Kazuki Ohishi, Y. Kousaka, E. Proskurina, T. Ogura, J. Akimitssu, K. Inoue, J. Kishine: Chiral 
Helimagnetism in the Right- and the Left-Handed Single Crystalline Samples of CsCuCl3 
International Workshop "Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Exotic Spin Structures, (26-30, May, 
2015, Pskov, Russia)（一般講演） 

◎Katsuya INOUE, Yusuke Kousaka, Jun Akimitsu, Marina Miyagawa, Ayaka Sera, Tamami Koyama and 
Yukino Miyamoto: Synthesis and Crystal Design for Chiral Magnets International Workshop 
"Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and Exotic Spin Structures, (May, 26-30 2015, Pskov, Russia)
（一般講演） 

◎Natsuki Morita, Hiroki Kitao, Syoya Sato, Sadafumi Nishihara, Kseniya Maryunina, Katsuya Inoue: 
Synthesis, Structure and Magnetic Properties of Chiral Magnetic Materials using Achiral Ligands 
and Transition Metals. European Conference on Magnetism 2015 (ECMM2015) (Sep. 2015 
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Zaragoza, Spain)（ポスター） 
◎Ayaka Sera, Kseniya Maryunina, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue: Structures and Physical 

Properties of Octacyano-Bridged Compounds Containing W and Cu European Conference on 
Magnetism 2015 (ECMM2015) (Sep. 2015 Zaragoza, Spain)（ポスター） 

◎Tomoaki Kawabata, Kseniya Maryunina, Galina Romanenko, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue: 
Structure and Physical Properties of Novel Cu(hfac)2-Nitroxide Complexes with Chiral Substituent. 
The 9th Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin Devices, (Nov. 
2015  Awaji, Japan) （ポスター） 

◎Natsuki Morita, Hiroki Kitao, Syoya Sato, Kseniya Maryunina, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue: 
Structure and Magnetic Properties of Chiral Complexes Based on Transition Metals and Achiral 
Nitroxides. The 9th Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin 
Devices, (Nov. 2015  Awaji, Japan)（ポスター） 

◎Yuki Nakayama, Han, Kseniya Maryunina, Sadafumi Nishihara, Takashi Suzuki, Katsuya Inoue: 
Ferroelasticity and Weak Ferromagnetism in the Two-Dimensional   Organic-Inorganic 
Perovskite-Like Compound (C6H5C2H4NH3)2FeIICl4. The 9th Russian-Japanese Workshop on 
Open Shell Compounds and Molecular Spin Devices, (Nov. 2015  Awaji, Japan) (ポスター) 

◎Yamaguchi, Koyo; Inoue, Katsuya; Nishihara, Sadafumi; Maryunina, Kseniya: Pressure Switching of 
Magnetic Properties in Cu(II) Complex with 3-Pyridyl-Substituted IminoNitroxide. The 9th 
Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin Devices, (Nov. 2015  
Awaji, Japan) (ポスター) 

◎Li Li, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue and Mohamedally Kurmoo: Progressive Transformation 
between Two Magnetic Ground States for One Crystal Strusture of a Triple-Helix Chiral Molecular 
Magnet. Core-to-core International Meeting cMag2016 Symposium (21-24 February, 
2016,Hiroshima, Japan)（ポスター） 

◎Natsuki Morita, Hiroki Kitao, Syoya Sato, Kseniya Maryunina, Sadafumi Nishihara and Katsuya Inoue: 
A study on spontaneous crystallization of Mn complexes based on achiral nitronyl nitroxide ligand. 
Core-to-core International Meeting cMag2016 Symposium (21-24 February, 2016, Hiroshima, 
Japan) （ポスター） 

◎Katsuya Ichihashi, Sadafumi Nishihara, Daisuke Konno, Kseniya Maryunina, Katsuya Inoue, Kazuhiro 
Toyoda, Tomoyuki Akutagawa and Takayoshi Nakamura: Physical properties of carrier-doped 
[Ni(dmit)2]- spin ladder compound, Li2([18]crown-6)3[Ni(dmit)2]2(H2O)4. Core-to-core International 
Meeting cMag2016 Symposium (21-24 February, 2016, Hiroshima, Japan) （ポスター） 

◎Sadafumi Nishihara, Xiao Zhang, Yuki Nakano, Kseniya Maryunina and Katsuya Inoue: Evalution of 
the Magnetic Properties of Cuprate Molecular Spin Ladders. The International Chemical Congress of 
Pacific Basin Societies 2015, (15-20 December, 2015, Honolulu, USA) （ポスター） 

◎Chisato Kato, Sadafumi Nishihara, Kseniya Maryunina, Ryo Tsunashima, Yoko Tatewaki and Katsuya 
Inoue: Evaluation of a structural ion fluctuation in Preyssler-type polyoxometalate salt. The 
International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015, (15-20 December, 2015, Honolulu, 
USA)（ポスター） 

◎Katsuya Ichihashi, Sadafumi Nishihara, Daisuke Konno, Kseniya Maryunina, Akiko Sasaki, Stephen 
Wimperis, Shogo Kawaguchi, Yoshiki Kubota, Katsuya Inoue, Tomoyuki Akutagawa and Takayoshi 
Nakamura: Carrier doping in a molecule-based spin ladder, Li2([18]crown-6)3[Ni(dmit)2]2(H2O)4, by 
using solid state ion exchange. The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015, 
(15-20 December, 2015, Honolulu, USA) （ポスター） 

◎Sadafumi Nishihara, Xiao Zhang, Yuki Nakano, Kseniya Maryunina and Katsuya Inoue: Magnetically 
Isolated Cuprate Spin Ladders, 5th Asian Conference on Coordination Chemistry, (12-16 July, 2015, 
Hong Kong University, Hong Kong)（ポスター） 

◎Chisato Kato, Sadafumi Nishihara, Kseniya Maryunina, Ryo Tsunashima, Yoko Tatewaki, Katsuya 
Inoue: Dielectric Properties of Polyoxometalate with Ion Fluctuation, 5th Asian Conference on 
Coordination Chemistry, (12-16 July, 2015, Hong Kong University, Hong Kong)（ポスター） 

◎Katsuya Ichihashi, Sadafumi Nishihara, Daisuke Konno, Kseniya Maryunina, Akiko Sasaki, Stephen 
Wimperis, Shogo Kawaguchi, Yoshiki Kubota, Katsuya Inoue, Tomoyuki Akutagawa, and Takayoshi 
Nakamura: The 22nd International Conference on the Chemistry of the Organic Solid State, (12-17 
July, 2015, Toki Messe, Niigata, Japan) （ポスター） 

N. Ogita, T. Hasegawa, M. Udagawa, L. Li , K. Inoue: Raman scattering study of a chiral 
two-dimensional mole-cule-based magnet. The 20th International Conference on Magnetism, (July 
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5-10 2015, Barcelona, Spain)（ポスター） 
◎Daichi Yoshizawa, J. Kishine, Y. Kousaka, Y. Togawa, M. Mito, J. Akimitsu, K.Inoue, M. Hagiwara: 

Magnetic resonance in the chiral helimagnet CrNb3S6. The 20th International Conference on 
Magnetism, (July 5-10 2015, Barcelona, Spain)（ポスター） 

Sadafumi Nishihara: Observation of Ferroelectric-like Behavior at Room Temperature on a Single 
Molecule of Preyssler-type Polyoxometalate.第 25 回 MRS 年次大会 機能性酸化物マテリアル, 
(December 8-10 2015, Tokyo, Japan) （ポスター発表） 

◎Natsuki Morita, Hiroki Kitao, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue: Synthesis and Magnetic Properites 
of Chiral Maganese Complex with m-Methoxyphenyl Nitronyl nitroxide radical. Molecular Chirality, 
(June 12-13 2015, Tokyo, Japan) （ポスター発表） 

◎Yukino Miyamoto, Yusuke Kousaka, Kseniya Maryunina, Sadafumi Nishihara, Katsuya Inoue: 
NaBaCr2(PO4)3 : A High-Symmetry Chiral Weak Ferromagnet. Molecular Chirality 2015, (June 
12-13 2015, Tokyo, Japan)（ポスター発表） 

A. Bogdanov: Lecture on skymion (including comprehensive summary of skyrmion history), Intensive 
discussion workshop on thoeretical magnetic skyrmion physics (Gora Seiun-so in Hakone, 20th(Sun) 
-22nd(Tue) December 2015) 

 

◯国内学会 

井上克也:スピンキラリティを軸にした先端材料コンソーシアム. JSPS 先端拠点形成事業

（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニクス（2015年６月 分子研 岡崎）

(特別講演) 

井上克也:キラル磁性体の磁気構造と特異物性. 領域横断研究会（2015年11月 東京大学) (依

頼講演) 
井上克也:新物性創出 ー分子磁性からキラル磁性までー．キラル物性若手の会秋の学校 （2015

年11月 尾道）(依頼講演) 
西原禎文:低次元磁性体の構築と化学ドーピング．日本化学会中国四国支部大会 若手セッ

ション「エキゾチックな超伝導体の新展開」 （2015年11月 岡山）（招待講演） 

加藤智佐都, 西原禎文, Kseniya Maryunina, 綱島 亮, 帯刀陽子, 井上克也: Physical 
Properties with Ion Fluctuation in Polyoxometalate.日本化学会第 96 春季年会 (2016年３月24

～27日同志社大学京田辺キャンパス) (口頭発表) 

市橋克哉, 西原禎文, 今野大輔, Kseniya Maryunina, 井上克也, 豊田和弘, 芥川智行, 中村

貴義: 固相イオン交換を用いた[Ni(dmit)2]塩へのキャリアドープの試み. 日本化学会第 96 

春季年会 (2016年３月24～27日同志社大学京田辺キャンパス) (口頭発表) 

◎世良文香, 髙阪勇輔, 秋光 純, 世良正文, 井上克也: 三角格子カイラル磁性体CsCuCl3(H // 
c)における圧力誘起1/3プラトーの出現. 物理学会 春季大会(2016年３月18～22日東北学院

大学 泉キャンパス) (口頭発表) 

吉澤大智, 松本健太, 髙阪勇輔, 井上克也, 秋光 純, 萩原政幸: 単一キラリティを持つキ

ラル磁性体 CsCuCl3の電子スピン共鳴. 物理学会 春季大会(2016年３月18～22日東北学院

大学 泉キャンパス) (口頭発表) 

荻田典男, 李 理, 長谷川巧, 井上克也, 宇田川眞行:キラル磁性体 Green Needle のラマン

散乱. 物理学会 春季大会(2016年３月18～22日東北学院大学 泉キャンパス) (口頭発表) 

◎小山珠美, 髙阪勇輔, 秋光 純, 井上克也, 西原禎文, Kseniya Maryunina, 大石一城, 鈴木

淳市, 加倉井和久, V.Hutanu, T.Brueckel: 無機キラル磁性体 CsCuCl3 におけるキラルらせ

ん磁性の検証"日本中性子科学会 第15回年会 (2015年12月10～11日, 和光市民文化センタ

ー「サンアゼリア」) (ポスター発表) 

◎市橋克哉, 西原禎文, 今野大輔, Kseniya Maryunina, 井上克也, 芥川智行, 中村貴義: 

M+([18]crown-6) からなるリチウムイオンチャネルを利用した[Ni(dmit)2]-塩の固相イオン交

換と電気物性評価. 2015 年日本化学会中四国支部大会(2015年11月14～15日, 岡山大学 

津島キャンパス)(口頭発表) 

◎森田那月, 北野大樹, 佐藤翔矢, Kseniya Maryunina, 西原禎文, 井上克也:メタ位に置換基を

持つフェニルニトロニルニトロキシドラジカルの Mn 錯体の合成と物性. 2015 年日本化学
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会中四国支部大会(2015年11月14～15日, 岡山大学 津島キャンパス)優秀ポスター賞受賞

(ポスター) 

◎町田 亮, 國塩和久, 西原禎文, Kseniya Maryunina, 井上克也, 芥川智行, 中村貴義: 分子

性スピンラダー[Ph(NH3)]([18]crown-6)[Ni(dmit)2]塩への化学的キャリアドーピングと物性評

価. 2015 年日本化学会中四国支部大会(2015年11月14～15日, 岡山大学 津島キャンパス)

優秀ポスター賞受賞(ポスター) 

◎市橋克哉, 西原禎文, 今野大輔, Kseniya Maryunina, 井上克也, 豊田和弘, 芥川智行, 中村

貴義: [18]crown-6 からなるリチウムイオンチャネルを利用した選択的イオン捕獲剤の開発.

第 24 回有機結晶シンポジウム(2015年11月１～３日, 広島大学 霞キャンパス) (口頭発表) 

◎町田 亮, 國塩和久, 西原禎文, Kseniya Maryunina, 井上克也, 芥川智行, 中村貴義: 

[Ni(dmit)2]分子性スピンラダーへの化学的キャリアドーピング.第 24 回有機結晶シンポジウ

ム(2015年11月１～３日, 広島大学 霞キャンパス) (ポスター) 

◎森田那月, Kseniya Maryunina, 西原禎文, 井上克也: メタ位にメチル基を有するフェニルニト

ロニルニトロキシドラジカルの合成と磁気的性質.第９回分子科学討論会 2015 東京(2015

年９月16～19日, 東京工業大学 大岡山キャンパス) (口頭発表) 

◎中山祐輝, 韓 晶, Kseniya Maryunina, 西原禎文, 井上克也:有機-無機ペロブスカイト型化合

物(C6H5C2H4NH3)2FeCl4の構造相転移と磁気物性.第９回分子科学討論会 2015 東京(2015年

９月16～19日, 東京工業大学 大岡山キャンパス) (ポスター) 

◎世良文香, 髙阪勇輔, 秋光 純, 世良正文, 井上克也: 三角格子反強磁性体 CsCuCl3 におけ

る DM 相互作用に起因する異方的な磁気状態. 物理学会 秋季大会（2015年９月16～19日, 

関西大学 千里山キャンパス）(口頭発表) 

◎加藤智佐都，町田 亮，西原禎文，Maryunina Kseniya，綱島 亮，帯刀陽子，井上克也: Preyssler
型 Polyoxometalate における局所的イオン移動の観測. 講演賞受賞．錯体化学若手の会 夏

の学校2015(2015年８月６～８日, 山口県 セントコア山口) (口頭発表) 

◎市橋克哉，西原禎文，今野大輔，Maryunina Kseniya，井上克也，芥川智行，中村貴義: キャリ

アドープされた[Ni(dmit)2]-スピンラダーの物性評価．錯体化学若手の会 夏の学校2015(2015

年８月６～８日, 山口県 セントコア山口)( ポスター) 

◎中山祐輝，韓 晶，Maryunina Kseniya，西原禎文，鈴木孝至，井上克也:芳香環を有する有機-

無機ペロブスカイト型化合物 (C6H5CnH2nNH3) 2FeCl4(n=1,2)の合成と物性評価.錯体化学若手

の会 夏の学校2015(2015年８月６～８日, 山口県 セントコア山口) (ポスター) 

◎町田 亮，西原禎文，Maryunina Kseniya，井上克也: 電気伝導度測定用張力印加セルによる電

荷移動錯体TTF-TCNQの物性評価．錯体化学若手の会 夏の学校2015(2015年８月６～８日, 

山口県 セントコア山口) (ポスター) 

◎山口航洋，井上克也，西原禎文，Maryunina Kseniya: 3-ピリジル誘導体と銅(II)イオンからな

る錯体における分子間磁気交換相互作用のスイッチング．錯体化学若手の会．夏の学校2015 

（2015年８月６～８日, 山口県 セントコア山口) (ポスター) 

◎世良文香, 西原禎文, 井上克也: Tc = 5.8 K を持つ Wv と CuⅡ を含むキラル磁性体の構造

と物性評価. Molecular Chirality 2015（2015年６月12～13日, 早稲田大学 西早稲田キャン

パス(東京都新宿)） (ポスター) 

◎加藤智佐都，西原禎文，Maryunina Kseniya，綱島 亮，帯刀陽子，井上克也:分子内空間にお

けるイオン揺らぎの発現. キラル物性研究拠点および日本学術振興会先端拠点形成事業, 「ス

ピンキラリティを軸にした先端材料コンソーシアム」共同研究会（2015年４月17～18日, 広

島大学 イノベーションプラザ セミナー室，蒲刈島 県民の浜コテージかまがり）(一般

講演) 

◎鶴田一樹，美藤正樹, 髙阪勇輔，秋光 純，岸根純一郎，戸川欣彦，大隅寛幸，井上克也: カ

イラル磁性体 CrNb3S6のカイラルソリトン格子特有の磁化挙動. 第121回日本物理学会 九

州支部例会（2015年12月５日 九州工業大学 戸畑キャンパス）(一般講演) 

井上克也: 無機磁性体のこれまでにわかっていること，これからの展望. JSPS 先端拠点形成

事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラル哲学会（2015年９月20日 蒲刈島 広島）(一

般講演) 

◎鶴田一樹，美藤正樹, 髙阪勇輔，秋光 純，岸根純一郎，戸川欣彦，大隅寛幸，井上克也: キ

ラル磁性体CrNb3S6におけるカイラルソリトン格子形成と磁化過程, 日本物理学会 2015年

秋季大会（2015年９月16-19日 関西大学 千里山キャンパス）（一般講演） 
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髙阪勇輔: 無機カイラル磁性体の不斉合成手法の確立 J-Physics：多極子伝導系の物理 キック

オフミーティング（2015年９月14-15日 神戸大学統合研究拠点コンベンションホール）（一

般講演） 

森田那月: メタ位に置換基を持つフェニルニトロニルニトロキシドラジカルと遷移金属錯体の

合成及び構造と物性, Core 若手の会 キラルミニ勉強会（2015年７月21-23日 広島大学）（一

般講演） 

世良文香: 三角格子反強磁性体 CsCuCl3における DM 相互作用に起因する異方的な磁気異常, 

Core 若手の会 キラルミニ勉強会（2015年７月21-23日 広島大学）（一般講演） 

小山珠美: Synthesis and Physical Property Measurements of Synthesis and Physical Property 
Measurements, Core 若手の会 キラルミニ勉強会（2015年７月21-23日 広島大学）（一般講演） 

宮本幸乃: リン酸化合物におけるキラル磁性体の探索と合成, Core 若手の会 キラルミニ勉強

会（2015年７月21-23日 広島大学）（一般講演） 

一楽陽司: ラングベイナイト型の構造を持つキラル磁性体の合成, Core 若手の会 キラルミニ

勉強会（2015年７月21-23日）広島大学（一般講演） 

長鶴徳彦: 無機キラル磁性体の合成とその物性, Core 若手の会 キラルミニ勉強会（2015年７

月21-23日 広島大学）（一般講演） 

髙阪勇輔: パルス中性子源を活用した無機キラル磁性体研究. JSPS 先端拠点形成事業

（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニクス-キラル磁性×光学物性研究会

（2015年６月27～28日 分子科学研究所）（一般講演） 

◎森田那月，北尾大樹，西原禎文，Kseniya Maryunina，井上克也: メタ位にメトキシ基を有する

フェニルニトロニルニトロキシドラジカルを用いたキラルマンガン錯体の合成及び磁気的性

質. JSPS 先端拠点形成事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニクス-

キラル磁性×光学物性研究会（2015年６月27～28日 分子科学研究所）(ポスター) 

◎宮本幸乃，井上克也，西原禎文，Kseniya Maryunina，髙阪勇輔: キラル磁性体 NaBaCr2(PO4)3
の合成と構造，磁性. JSPS 先端拠点形成事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラル

プラズモニクス-キラル磁性×光学物性研究会（2015年６月27～28日 分子科学研究所）（ポ

スター） 

◎世良文香，西原禎文，井上克也: TC= 5.8 K を持つ WV と CuII を含むキラル磁性体の構造と物

性評価.JSPS 先端拠点形成事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニク

ス-キラル磁性×光学物性研究会（2015年６月27～28日 分子科学研究所）（ポスター） 

 

◯学生の学会発表実績 
   
 
 
 

 

 

 

 

◯セミナー・講演会開催実績 

井上克也，キラル研究会「哲学者と科学者の打ち出す真理への共同戦線」，2015年９月19日～22

日，蒲刈 広島，実行委員長，50名 

井上克也，JSPS 先端拠点形成事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニク

ス-キラル磁性×光学物性研究会，2015年６月27～28日 分子科学研究所, 100名 

井上克也，Core 若手の会 キラルミニ勉強会, 2015年７月21～23日 広島大学，30名 

◎西原禎文，井上克也，錯体化学若手の会 夏の学校2015, 2015年８月６～８日, 山口県 セン

トコア山口，組織委員長，100名 

 
◯社会活動･学外委員 

・学協会役員，委員 
井上克也，固体物理，（誌友） 

                     

 国際学会 件数 国内学会 件数 

学部４年生(1) ０ ２ 

博士課程前期(2) 18 16 

博士課程後期(3) ８ ８ 

博士課程前期・後期共(4) ４ ２ 
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・外部評価委員など 
井上克也，九州工業大学，外部評価委員 

 
◯産学官連携実績 

井上克也，共同研究，アイシン精機 
西原禎文，新技術説明会，９月５日，東京 

 
◯国際共同研究・国際会議開催実績 

Katsuya INOUE, This work was supported by JSPS Core-to-Core Program, A. Advanced Research 
Networks.“スピンキラリティを軸にした先端材料コンソーシアム”，日本側拠点リーダー（メ

ンバー数162名）(H27-H31) 
Katsuya INOUE, 3rd DMI Conference (III International Workshop Dzyaloshinskii-Moriya Interaction 

and Exotic Spin Structures), Pskov, Russia, 2015.5.26-29. 100名,組織委員 

井上克也，The 9th Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin Devices，

2015年11月8日—11月11日，淡路夢舞台, 150名,組織委員 

井上克也，International Research Symposium on Chiral Magnetism（ChiMag2016）, 20th-23th Feb. 

2016, オリエンタルホテル, Hiroshima (Japan), 80名,組織委員長 

井上克也，Topical meeting of Center for Chiral Science, November 17th, 2015, Hiroshima University, 

Japan 30名,組織委員長 

井上克也，Core-to-Core International meeting, Kick off meeting 
October 11th-13th, 2015, University of Glasgow, UK, 40名,組織委員長 
(http://home.hiroshima-u.ac.jp/kotai/kickoff/index.html) 

井上克也，Core-to-Core Organizer meeting, June 22nd-23rd, 2015, University of Glasgow, UK 40名,

組織委員長 
井上克也，Core-to-Core  Crystal Growth Meeting, June 3rd-5th, 2015, Lyon Univ. and Neel Inst., 

France，組織委員長，30名 

井上克也，Core-to-Core Meeting, May 31th- June 2nd, 2015, University of Glasgow, UK, 組織委員長，

30名 

井上克也，スペイン Zaragoza 大学 （分子性キラル磁性体の中性子線回折，無機キラル磁性

体のスピン相図，無機キラル磁性体の中性子線回折に関する国際共同研究） 

井上克也，英国 Glasgow 大学 （無機キラル磁性体のローレンツ TEM，キラル磁性体のスピ

ン位相ダイナミクス，キラル磁性体のプラズモニクス，キラル磁性体のスピン位相とボルテ

ックスビームの相互作用，キラル磁性体の物性理論に関する国際共同研究） 

井上克也，ロシア ウラル連邦大学（無機キラル磁性体の合成，キラル磁性体のスピンダイナ

ミクスと相図，分子性キラル磁性体のスピンダイナミクス，キラル磁性体の物性理論に関す

る国際共同研究） 

井上克也，フランス ネール研究所 （無機キラル磁性体の結晶成長に関する国際共同研究） 

井上克也，フランス リヨン第一大学 （分子性キラル磁性体の合成，分子性キラル磁性体の

スピンダイナミクス，分子性キラル磁性体の新規物性に関する国際共同研究） 

井上克也，フランス ラウエーランジェバン 研究所（ILL） （分子性キラル磁性体の中性子

線回折，無機キラル磁性体の中性子線回折に関する国際共同研究） 

井上克也，スペイン Zaragoza 大学 （無機キラル磁性体のスピン相図，無機キラル磁性体の

中性子線回折，キラル磁性体とキラル液晶の類似性探索に関する国際共同研究） 

井上克也，ドイツ IFW ライプツィッヒ研究所 （無機キラル磁性体のスキルミオンに関する

国際共同研究） 

井上克也，オランダ グローニンゲン大学（無機キラル磁性体のスキルミオンと磁気異方性に

関する国際共同研究） 

井上克也，オーストラリア 豪州原子力研究機構 ANSTO（OPAL）（無機キラル磁性体の中性子

線回折に関する国際共同研究） 

井上克也，オーストラリア モナッシュ大学（キラル磁性体の電子線ホログラフィー，キラル

磁性体とメタマテリアルに関する国際共同研究） 

Ⅲ－ 33



 

34 

 

井上克也，フランス レンヌ第一大学 （分子性キラル磁性体の光学物性に関する国際共同研

究） 

井上克也，カナダ ダルハウス大学 （金属薄膜のキラル物性に関する国際共同研究） 

井上克也，ロシア ピーターズバーグ原子核物理研究所 （無機キラル磁性体の中性子線回折

とキラル効果に関する国際共同研究） 

井上克也，ロシア 金属物性研究所 （無機キラル磁性体の合成研究に関する国際共同研究） 

西原禎文，Japan-China Joint Meeting on the Exploring a Frontier in Molecular Ferroelectric Material，
June 19th, 2015, Hiroshima, Japan, 40名, 組織委員長 

 
◯特許公報 

西原禎文，加藤智佐都，井上克也:分子性金属酸化物クラスター，分子性金属酸化物クラスター

結晶，分子性金属酸化物クラスター結晶凝集体，分子メモリ，結晶メモリ及び分子性金属酸

化物クラスターへの分子分極形成方法，特願：2015-232183 

西原禎文，市橋克哉，井上克也:キャリアドーピング法および導電体，特願：2015-095554 

西原禎文，市橋克哉，井上克也:イオンチャネルを利用したイオン交換法およびイオン交換体，

特願：2015-095553 

 

◯共同プロジェクトへの参加状況（国内） 

井上克也，広島大学インキュベーション研究拠点「キラル物性」拠点リーダー（東京大学，放

送大学，大阪府立大学，山梨大学，名古屋工業大学，大阪大学，九州工業大学，スペインザ

ラゴザ大学）スタッフ数27名，総勢92名（H26－H28） 

井上克也，基盤研究（Ｓ）「化学制御 Chirality が拓く新しい磁性」研究代表（東京大学，放送大

学，大阪府立大学，山梨大学，大阪大学，九州工業大学）スタッフ数９名，総勢32名(H25-H29) 

 

◯他研究機関での講義・客員 

井上克也，放送大学（客員教授），2013-2019. 

 

◯研究助成の受け入れ状況 

科学研究費（基盤研究Ｓ），化学制御 chirality が拓く新しい磁性，井上克也（岸根順一郎（放送

大学教養学部 教授），戸川欣彦（大阪府立大学大学院工学研究科 准教授），鳥養映子（山

梨大学医学工学総合研究部 教授），美藤正樹（九州工業大学大学院工学研究院 教授），菊

池耕一（首都大学東京理工学研究科 教授），松浦弘泰（東京大学理学研究科 助教），萩原

政幸（大阪大学大学院理学研究科附属先端強磁場科学研究センター 教授）） 

日本学術振興会 研究拠点形成事業（Ａ.先端拠点形成型）“スピンキラリティを軸にした先端

材料コンソーシアム”，井上克也 

科学研究費（挑戦的萌芽研究），強弾性ー強磁性交差相関解明，井上克也 

日本学術振興会（二国間交流事業・共同研究），次世代分子性強誘電材料の探査，西原禎文 

広島銀行大学研究者助成事業（広島銀行），全固体二次電池に組み込む固体電解質の化学

創出，西原禎文 
産学連携若手研究支援プログラム（広島大学），人工細胞膜の化学創出と分子デバイスへ

の展開，西原禎文 

物質・デバイス領域共同研究課題研究費（物質創製開発研究領域），Preyssler 型 POM 分子

内でのイオン揺らぎの検証と物性評価，西原禎文 
物質・デバイス領域共同研究課題研究費（ナノシステム科学研究領域），イオンチャネル

構造を利用した固相イオン交換の実現と新規物性創出，西原禎文 
科学研究費（基盤研究Ｃ），新規不斉合成手法に基づくカイラルソリトン格子による新規カイラ

ル磁気抵抗効果の観測，髙阪勇輔 

科学研究費（基盤研究Ｃ），URu2Si2の“隠れた秩序”の直接観測，秋光 純 

新学術領域研究(研究領域提案型)，拡張多極子による動的応答，網塚浩（北海道大学） （楠瀬

博明（明治大学理学部 准教授），藤 秀樹（神戸大学理学研究科 教授），髙阪勇輔，中尾

裕則（高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 准教授）） 

科学研究費（基盤研究Ｂ），光角運動量移行その場観察による無機固体物質不斉制御研究，大隅

寛幸（理化学研究所放射光科学総合研究センター 専任研究員）（髙阪勇輔） 
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日本学術振興会（特別研究員奨励費），結晶中での局所イオン移動を利用した新規機能開発，加

藤智佐都 
 

◯受賞状況（学生） 

森田那月，2015年日本化学会中四国支部大会 優秀ポスター賞受賞 "メタ位に置換基を持つフ

ェニルニトロニルニトロキシドラジカルの Mn 錯体の合成と物性" 

町田 亮，2015年日本化学会中四国支部大会 優秀ポスター賞受賞 "分子性スピンラダー

[Ph(NH3)]([18]crown-6)[Ni(dimt)2]塩への化学的キャリアドーピングと物性評価" 

加藤智佐都，錯体化学若手の会 夏の学校2015 優秀講演賞 "Preyssler 型 Polyoxometalate にお

ける局所的イオン移動の観測" 

中山祐輝，錯体化学若手の会 夏の学校2015 優秀ポスター賞 "芳香環を有する有機-無機ペロ

ブスカイト型化合物(C6H5CnH2nNH3)2FeCl4(n=1,2)の合成と物性評価" 

 

◯座長を行った学会・討論会の名称 

Katsuya INOUE, 3rd DMI Conference (III International Workshop Dzyaloshinskii-Moriya Interaction 

and Exotic Spin Structures), Pskov, Russia, 2015.5.26-29.  

井上克也，International Research Symposium on Chiral Magnetism（ChiMag2016）, 20th-23th Feb. 

2016, オリエンタルホテル, Hiroshima (Japan) . 

井上克也，Topical meeting of Center for Chiral Science, November 17th, 2015, Hiroshima University, 

Japan. 
井上克也，Core-to-Core International meeting, Kick off meeting, October 11th-13th, 2015, University of 

Glasgow, UK.(http://home.hiroshima-u.ac.jp/kotai/kickoff/index.html) 
井上克也，Core-to-Core Organizer meeting, June 22nd-23rd, 2015, University of Glasgow, UK. 
井上克也，Core-to-Core Meeting, May 31th- June 2nd, 2015, University of Glasgow, UK. 
井上克也，キラル研究会「哲学者と科学者の打ち出す真理への共同戦線」，2015年９月19日～22

日，蒲刈 広島. 

井上克也，JSPS 先端拠点形成事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニクス

-キラル磁性×光学物性研究会，2015年６月27～28日 分子科学研究所. 

Katsuya INOUE, European Conference on Magnetism 2015 (ECMM2015) （Sep. 2015 Zaragoza, 
Spain） 

井上克也，領域横断研究会，2015年11月 東京大学 

井上克也， Molecular Chirality 2015, 2015年６月12～13日, 早稲田大学 西早稲田キャンパス(東

京都新宿)  

髙阪勇輔， 日本物理学会2016年年次大会, 2016年３月19〜22日, 東北学院大学 (仙台) 
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錯体化学研究グループ 

スタッフ 水田 勉（教授），久米 晶子（准教授），久保 和幸（助教） 
 
◯研究活動の概要 

１. ２重キレートジホスフィン配位子の開発とその金属錯体の触媒反応 
フェロセンが２重に架橋したジホスフィン配位子をもつ白金(0)錯体を合成した。この錯体を

使うと，シラノールがポリシロキサンに変換されること見出した。ポリシロキサンは，工業的

に大量に生産されているが，金属錯体触媒により，合成可能であることが明らかになれば，立

体規則的ポリシロキサン合成の端緒となるので，重要な知見である。 
２．銅錯体を触媒とするアルキンの二重反応性と電極 
銅錯体を触媒中心とするアルキンの環化反応と酸化カップリング反応を，電極による銅の酸

化過程の有無によって切り替えを行った。電極表面に固定化したアルキン基質に対して異なる

レドックス応答部位を持つ二種類の基質を反応させ，同じ反応溶液中で隣接する二つの電極に

対して異なる基質の結合，および同一の電極に印加する電位を切り替えた時に結合する基質の

切替を検出した。 

３．反応性リン配位子をもつ錯体 
高周期典型元素を含む多重結合の反応性は高く，不活性小分子の新たな分子変換反応に利用

できると期待されている。本研究では，このような活性不飽和化合物を反応性配位子として遷

移金属錯体に導入し，新規な金属―配位子間協奏反応の開発を目指している。 
今年度は０価炭素配位子として注目されているカルボジホスホランにさまざまな電子吸引性置

換基を導入し，その電子供与性のチューニングを検討した。これを用いた遷移金属錯体を合成

し，オレフィンのヒドロアミノ化触媒への利用を通してその配位子としての性質を評価した。

また，極めて反応性が高く単離が困難であった BINAP 骨格を有する光学活性カルボジホスホ

ランの安定化を目的に，その二酸化炭素付加体の合成とこれを用いた遷移金属錯体の合成を検

討した。さらに，P=B 二重結合を有するホスフィノボラン白金錯体をビルディングブロックと

した多核遷移金属錯体の合成を検討した。 
 

◯発表原著論文 
◎K. Abe, K. Kubo, S. Kume, T. Mizuta, (2015) Hydrolysis of Me3SiCH2 groups on a double-chelating 

bis(ferrocenediyl)diphosphine coordinating to a Pt(0) center. Polyhedron, 110, 114-118. 
A single-molecular twin rotor: correlated motion of two pyrimidine rings coordinated to copper. Takara, 

Y.; Kusamoto, T.; Masui, T.; Nishikawa, M.; Kume, S.; Nishihara, H., Chemical Communications 
2015, 51 (14), 2896-2898.(共著) 

 
◯国際会議 

Kume S., “Enhanced H2 Evolution from Copper Surface Covered with Organic Network” 
Collaborative Conference on 3D &materials Research 2015 (Jun., 2015, Busan, Korea)：招待講演 

 
◯国内学会 

水田 勉, “環状ジホスフィンを架橋配位子とする２核金属錯体” 第８回 中国四国地区錯体化

学研究会，2015 年４月，松江 (依頼講演) 
◎Shoko Kume, Tsutomu Mizuta：“Covalent Organic Network Structure toward Modification of 

Electrode Surface Metal Activity”：錯体化学会第65回討論会，2015年９月，奈良：一般講演 

Shoko KUME：Hydrogen evolution and hydrogenation activities on copper cathode surface assisted 
by organic 2D frameworks：日本化学会第96春季年会，2016年３月，京田辺：一般講演 

◎島村毅彦，前野佑基，水田 勉，久米晶子：リン上にアミノ基を有する1,8-ナフチレンジホス

フィド架橋鉄２核錯体の合成とプロトン還元能：錯体化学会第65回討論会，2015年９月，奈

良 ：一般講演 

◎横市 綾，湯浅隆寛，久保和幸，水田 勉：分子内Lewis Pairとしての機能発現を目指したシ

クロメタラホスファザンの合成と反応性：2015年日本化学会中国四国支部大会, 2015

年11月，岡山：一般講演 

◎杉山昂史，久保和幸，水田 勉：電子求引基導入によるカルボジホスホラン配位子の電子的チ

ューニング：2015年日本化学会中国四国支部大会, 2015年11月，岡山：一般講演 
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矢野佐恵，鹿渡正美，水田 勉：末端に電子供与性置換基を有するC 字型4 座ホスフィン配位

子の性質：2015年日本化学会中国四国支部大会, 2015年11月，岡山：一般講演 

藤原康司，松岡美帆，水田 勉：バタフライ型ジホスフィンのイミノホスホラン誘導体-合成

と配位子としての効果-：2015年日本化学会中国四国支部大会, 2015年11月，岡山：

一般講演 

◎馬場貴士，阿部加奈子，久保和幸，久米晶子，水田 勉：２重のフェロセンキレートをもつジ

ホスフィン白金錯体によるオリゴシロキサン生成反応：日本化学会第96春季年会，2016年３

月，京田辺：一般講演 

◎釜本 侑，新田裕也，久米晶子，水田 勉：Electric Molecular Building on Surface using Dual Alkyne 
Reactions Catalyzed by Copper(II)/(I)：日本化学会第96春季年会，2016年３月，京田辺：ポス

ター発表 

◎松岡美帆，藤原康司，久保和幸，久米晶子，水田 勉：ビス(ナフタレン)ジホスフィン配位子

誘導体とその金属錯体の合成：日本化学会第96春季年会，2016年３月，京田辺：ポスター発

表 

 
 
◯学生の学会発表実績 
 
 

 
 
 

 
 
 
    
◯社会活動･学外委員 
・学協会役員，委員 

水田 勉，近畿化学協会 幹事（2012～） 
久米晶子，日本化学会中国四国支部庶務幹事   

 
・高大連携事業 

水田 勉，自然科学実験セミナー鳥取県立鳥取東高等学校（2011～2015 年９月，広島大学） 

久保和幸，自然科学実験セミナー鳥取県立鳥取東高等学校（2011～2015 年９月，広島大学） 

水田 勉， グローバル・サイエンス・キャンパス 課題中間発表審査会審査員（2015 年９月）,

分野別セミナー講師（2016 年１月，３月）, 課題中間発表審査会審査員（2016 年３月）(広

島大学) 

水田 勉，広島県立広島国泰寺高等学校 ＳＳＨサイエンス講座 （広島市，10月） 
 
 
 

 国際学会 件数 国内学会 件数 
学部４年生(1) ０ ２ 

博士課程前期(2) ０ ７ 

博士課程後期(3) ０ ０ 

博士課程前期・後期共(4) ０ ０ 
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分析化学研究グループ 

スタッフ 藤原 照文（教授），石坂 昌司（准教授），岡本 泰明（助教） 

 

◯研究活動の概要 

近年，ナノテクノロジーや地球科学などの先端的な研究分野における著しい発展とともに，

種々の異相界面などのナノメートルサイズの微小域やマイクロメートルサイズの微小液滴，例

えばエアロゾル水滴での化学種の相互作用に関する情報を得る方法論および計測技術が重要に

なっている。また，ナノ・マイクロ微小域の特異性を活用した新規な分離・検出法の開発も盛

んに押し進められている。しかし，それらの微小域の構造や性質の本質はあまり解明されてお

らず，溶液化学の分野においても関心が向けられている。そこで，当研究グループでは界面や

液滴等の微小域における特異な反応性の本質の解明とレーザー分光法，分離法及び原子・分子

スペクトルによる新規な微量計測法の開発を目的として，以下のテーマを中心に研究を行って

いる。平成27年度の研究成果を以下に掲げる。 

 １．ナノ微小域における特異な反応性と新規なフロー微量計測法の開発に関する研究 

逆ミセルを活用したガラス基板上への金ナノ粒子－ポリアミド複合体形成に関する研究を

行った。 
 ２．エアロゾル微粒子系のレーザー捕捉・顕微分光 

  気相の温度と湿度を制御可能なレーザー捕捉・顕微分光システムを構築し，降雨・降雪に

関係するエアロゾル微小水滴の物理化学現象を光学顕微鏡下で人工的に再現し，単一水滴ご

とに分光計測可能なシステムの開発を目指している。自然界の雲粒の中に多く含まれる硫酸

アンモニウムに着目し，エアロゾル微小水滴の凝固温度の硫酸アンモニウム濃度依存性に関

する研究を行った。 

 ３．電気加熱気化－誘導結合プラズマ原子スペクトル分析 

電気加熱気化装置－ICP発光分析装置を用いて，はんだ試料中の硫黄と炭素粉末中の銅の

定量を行った。 

 

◯発表原著論文 

◎K. Nakata, Y. Okamoto, S. Ishizaka, and T. Fujiwara (2016) Spectrometric estimation of sample amount 
in aliquot for a direct solid sampling system and its application to the determination of trace impurities 
in silver nanoparticles by ETV-ICP-OES. Talanta, 150, 434-439. 

◎T. H. A. Hasanin, T. Yamamoto, Y. Okamoto, S. Ishizaka, and T. Fujiwara (2016) A Flow Method for 
Chemiluminescence Determination of Antimony(III) and Antimony(V) Using a Rhodamine 
B-Cetyltrimethylammonium Chloride Reversed Micelle System Following On-Line Extraction. Anal. 
Sci., 32(2), 245-250. 

K. Tsuge, Y. Chishina, H. Hashiguchi, Y. Sasaki, M. Kato, S. Ishizaka, and N. Kitamura (2016) 
Luminescent copper(I) complexes with halogenido-bridged dimeric core. Coord. Chem. Rev., 306(2), 
636–651. 

S. Shibata, K. Tsuge, Y. Sasaki, S. Ishizaka, and N. Kitamura (2015) Directional Energy Transfer in 
Mixed-Metallic Copper(I)-Silver(I) Coordination Polymers with Strong Luminescence. Inorg. Chem., 
54(20), 9733–9739. 

◎K. Nakata, B. Hashimoto, H. Uchihara, Y. Okamoto, S. Ishizaka, and T. Fujiwara (2015) Direct solid 
sampling system for electrothermal vaporization and its application to the determination of chlorine in 
nanopowder samples by inductively coupled plasma optical emission spectroscopy. Talanta, 138, 
279-284. 

 

◯総説 

  なし 

 

◯国際会議 

◎F. Guo, S. Ishizaka, and T. Fujiwara: Characterization of hygroscopic properties of single aerosol 
particles using a laser trapping technique, The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (Dec., 2015, 
Hiroshima University Higashi-Hiroshima Campus, Higashi-Hiroshima, Japan)（一般講演） 

◎S. Ishizaka, A. Oomae, and T. Fujiwara: Laser trapping and spectroscopy of single supercooled water 
droplets in air, PACIFICHEM 2015 (Dec., 2015, Honolulu, Hawaii, USA)（ポスター発表） 
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◎T. Ishikawa, T. Fujiwara, and S. Ishizaka: Laser trapping and fluorescence correlation spectroscopy for 
the study on viscosity of single supercooled water droplets in air, PACIFICHEM 2015 (Dec., 2015, 
Honolulu, Hawaii, USA)（ポスター発表） 

◎M. Uraoka, T. Fujiwara, and S. Ishizaka: Laser trapping of black carbon particles in air with a single 
focused laser beam, PACIFICHEM 2015 (Dec., 2015, Honolulu, Hawaii, USA)（ポスター発表） 

◎M. Takemoto, T. H. Hasanin, Y. Okamoto, S. Ishizaka, and T. Fujiwara: A flow method for preparation of 
a gold nanoparticle-polyamide nanohybrid using reverse micelles adsorbed on glass surfaces, 
PACIFICHEM 2015 (Dec., 2015, Honolulu, Hawaii, USA)（ポスター発表） 

 
◯国内学会 

石坂昌司：光ピンセットを用いた単一エアロゾル液滴の化学。第38回溶液化学シンポジウム（2015

年10月，高知市文化プラザかるぽーと，高知）（招待講演） 

石坂昌司：光ピンセットで雲をつかむ計測法の開発と応用。日本分析化学会中国四国支部周南

地区講演会（2015年12月，東ソークラブ大会議室，周南市）（招待講演） 

石坂昌司：気相中の単一微粒子を対象としたレーザー捕捉法の開発と応用。日本分析化学会第

64年会（2015年９月，九州大学伊都キャンパス，福岡）（依頼講演） 

◎石坂昌司，片山慶一，肖 芳，大前温子，藤原照文：レーザー捕捉・顕微分光法のエアロゾル

微粒子系への応用。第75回分析化学討論会（2015年５月，山梨大学甲府キャンパス，甲府）

（一般講演） 

◎石川朋己，石坂昌司，藤原照文：過冷却微小水滴の粘度の温度依存性に関する研究（２）。第

75回分析化学討論会（2015年５月，山梨大学甲府キャンパス，甲府）（一般講演） 

◎浦岡 将，石坂昌司，藤原照文：気相中におけるカーボンブラックのレーザー捕捉。日本分析化

学会第64年会（2015年９月，九州大学伊都キャンパス，福岡）（一般講演） 
◎石川朋己，石坂昌司，藤原照文：Laser trapping and fluorescence correlation spectroscopy for the study 

on viscosity of single supercooled water droplet in air. 第21回中国四国支部分析化学若手セミナー

（2015年７月，UAゼンセン中央教育センター友愛の丘，岡山）（ポスター） 
◎浦岡 将，石坂昌司，藤原照文：気相中におけるカーボンブラックのレーザー捕捉。 第21回中

国四国支部分析化学若手セミナー（2015年７月，UAゼンセン中央教育センター友愛の丘，岡山）

（ポスター） 
◎新田真司，石坂昌司，藤原照文：原子間力顕微鏡(AFM)の微小水滴系への応用。 第21回中国四

国支部分析化学若手セミナー（2015年７月，UAゼンセン中央教育センター友愛の丘，岡山）（ポ

スター） 
◎溝口智穂，石坂昌司，藤原照文：単一エアロゾル微小水滴のレーザー捕捉法とラマンスペクト

ル測定。 第21回中国四国支部分析化学若手セミナー（2015年７月，UAゼンセン中央教育セン

ター友愛の丘，岡山）（ポスター） 
◎山本千尋，石坂昌司，藤原照文：イオン液体／水二相系の相分離現象の温度依存性。 第21回中

国四国支部分析化学若手セミナー（2015年７月，UAゼンセン中央教育センター友愛の丘，岡山）

（ポスター） 
 
 

◯学生の学会発表実績 

   

 

 

 

 

 

 

（2015年度の発表について記載：2015年４月から2016年３月まで） 
(1)学部４年生の学生が共同研究者の発表件数 
(2)博士課程前期の学生が共同研究者の発表件数 
(3)博士課程後期の学生が共同研究者の発表件数 
(4)博士課程前期・後期の学生が共に共同研究者の発表件数 

 国際学会 件数 国内学会 件数 

学部４年生(1) ０ ３ 

博士課程前期(2) ３ ２ 

博士課程後期(3) １ ２ 

博士課程前期・後期共(4) ０ ０ 
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◯セミナー・講演会開催実績 

 「第52回分析化学講習会」 

日時：2015年８月10日（月）・11日（火）  

 会場：広島大学 理学研究科講義棟（広島大学東広島キャンパス）  
 主題：安全・安心を支える分析化学と最新計測技術 
 
◯社会活動･学外委員 

・学協会役員，委員 

 藤原照文，日本分析化学会，中国四国支部事務局長（2009～2014） 

 石坂昌司，日本分析化学会，中国四国支部庶務幹事（2012～2015） 

 岡本泰明，日本分析化学会，中国四国支部庶務幹事（2011～2014） 

  

・高大連携事業 

 石坂昌司，広島国泰寺高等学校SSH事業（2012年６月，広島大学） 

 石坂昌司，模擬授業，2014年７月，広島市立安佐北高等学校（広島市） 

 

・論文誌編集委員 

石坂昌司，Analytical Sciences（Special Issue: Young Generation in Analytical Sciences）29(1)，2013，
ゲストエディター（2013） 

石坂昌司，日本分析化学会，「分析化学」誌編集委員（2013～2014） 

 

・討論会の組織委員 

 藤原照文，ナノ・バイオ・インフォ化学シンポジウム実行委員会委員（2004～） 

 藤原照文，日本分析化学会第63年会実行委員長（2013～2014） 

 石坂昌司，日本分析化学会第63年会実行委員会委員（2013～2014） 

岡本泰明，日本分析化学会第63年会実行委員会委員（2013～2014） 

 

◯国際共同研究・国際会議開催実績 

 石坂昌司，ＪＳＰＳ二国間交流事業・日仏交流促進事業ＳＡＫＵＲＡプログラム 

「大気エアロゾル粒子の光化学反応と雲凝結核・氷晶核機能の解明」（2015～2016） 

 

◯研究助成の受け入れ状況 

日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(Ｃ)「レーザー捕捉・顕微分光法の降雨発生機構

解明への応用」代表者 石坂昌司 

日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究(Ｂ)「X線を用いるエアロゾル液滴のミクロ構造解

析装置の開発とその応用」分担者 石坂昌司 

日本学術振興会二国間交流事業・日仏交流促進事業ＳＡＫＵＲＡプログラム 

「大気エアロゾル粒子の光化学反応と雲凝結核・氷晶核機能の解明」代表者 石坂昌司 

 

◯受賞状況（学生） 

石川朋己（Ｄ１），日本分析化学会中国四国支部支部長賞（ポスター発表） 

第21回中国四国支部分析化学若手セミナー 

2015年７月19日 ＵＡゼンセン中央教育センター友愛の丘（岡山市） 

 

◯座長を行った学会・討論会の名称 

石坂昌司，第75回分析化学討論会（2015年５月，山梨大学甲府キャンパス） 

 石坂昌司，日本分析化学会第64年会（2015年９月，九州大学伊都キャンパス） 
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構造有機化学研究グループ 
 
スタッフ名 灰野 岳晴（教授），関谷 亮（准教授），池田 俊明（助教） 
 
◯研究活動の概要 

当研究グループは，分子間相互作用により形成される超分子集合体の化学を中心に研究を行っ

ている。特に，有機化合物の三次元的な立体構造と，それらが示す様々な機能との相関を調べる

ことを研究の基本としており，さらにその結果をもとにして，興味ある機能性分子集合体の開発

を目指している。 
平成27年度の研究成果の概要を以下に示す。 
１．ビスポルフィリン-トリニトロフルオレノン，カリックス[5]アレーン-C60，およびハミルト

ン型水素結合の三種類の分子間相互作用を基盤として，超分子三元周期共重合体の構築に成

功した。 
２．ナノグラフェンの外周部分に複数の有機置換基を導入することで，ナノグラフェンのポリ

マー化に成功した。 
３．ナノグラフェンに塩基や酸を作用させることで，発光色が変化することがわかった。 
４．テトラキスポルフィリン超分子ポリマーをビスピリジンによって超分子架橋することで高

次構造体の構築に成功した。 
５．カリックス[4]アレーン多量体の自己集合により複数の空孔をもつ超分子カプセルの合成に

成功した。ゲスト包接において協同性が働くことを明らかにした。 
６．フェニルイソオキサゾール基をもった Pt 錯体がキラル発光性メタロゲルを形成することを

見出した。 
７．フェニルイソオキサゾール基をもったジチエノゲルモールがキラル発光性分子集合体を形

成することを見出した。 
 
◯発表原著論文 
 X. Li, Y. Watanabe, E. Yuba, A. Harada, T. Haino, K. Kono (2015) Facile construction of well-defined 

fullerene-dendrimer supramolecular nanocomposites for bioapplications. Chemical Communications, 
51, 2851-2854. 

◎T. Ikeda, M. Takayama, J. Kumar, T. Kawai, T. Haino (2015) Novel helical assembly of a Pt(II) 
phenylbipyridine complex directed by metal-metal interaction and aggregation-induced circularly 
polarized emission. Dalton Transactions, 44, 13156-13162. 

 A. Ikeda, N. Iwata, S. Hino, T. Mae, Y. Tsuchiya, K. Sugikawa, T. Hirao, T. Haino, K. Ohara, K. 
Yamaguchi (2015) Liposome collapse resulting from an allosteric interaction between 
2,6-dimethyl-beta-cyclodextrins and lipids. RSC Advances, 5, 77746-77754. 

◎Y. Inokuchi, T. Haino, R. Sekiya, F. Morishima, C. Dedonder, G. Feraud, C. Jouvet, T. Ebata (2015) UV 
photodissociation spectroscopy of cryogenically cooled gas phase host-guest complex ions of crown 
ethers. Physical Chemistry Chemical Physics, 17, 25925-25934. 

◎Y. Inokuchi, T. Ebata, T. Ikeda, T. Haino, T. Kimura, H. Guo, Y. Furutani (2015) New insights into 
metal ion-crown ether complexes revealed by SEIRA spectroscopy. New Journal of Chemistry, 39, 
8673-8680. 

 Y. Miyagi, T. Hirao, T. Haino, F. Sanda (2015) Synthesis of Optically Active Conjugated Polymers 
Containing Platinum in the Main Chain: Control of the Higher-Order Structures by Substituents and 
Solvents. Journal of Polymer Science Part A – Polymer Chemistry, 53, 2452-2461. 

 K. Kinjo, T. Hirao, S. Kihara, Y. Katsumoto, T. Haino (2015) Supramolecular Porphyrin Copolymer 
Assembled through Host-Guest Interactions and Metal-Ligand Coordination. Angewandte Chemie 
International Edition, 54, 14830-14834. 

◎T. Ikeda, T. Masuda, M. Takayama, H. Adachi, T. Haino (2016) Solvent-induced emission of organogels 
based on tris(phenylisoxazolyl)benzene. Organic & Biomolecular Chemistry, 14, 36-39. 

 H. Iwamoto, S. Tafuku, Y. Sato, W. Takizawa, W. Katagiri, E. Tayama, E. Hasegawa, Y. Fukazawa, T. 
Haino (2016) Synthesis of linear [5]catenanes via olefin metathesis dimerization of pseudorotaxanes 
composed of a [2]catenane and a secondary ammonium salt. Chemical Communications, 52, 319-322. 

◎Y. Kajiki, R. Sekiya, Y. Yamasaki, Y. Uemura, T. Haino (2016) Induced-Fit Molecular Recognition of 
Alkyl Chains in p-tert-Butylcalix[5]arene in the Solid State. Bulletin of the Chemical Society Japan, 
89, 220-225. 

◎H. Adachi, Y. Hirai, T. Ikeda, M. Maeda, R. Hori, S. Kutsumizu, T. Haino (2016) Photoresponsive 
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Toroidal Nanostructure Formed by Self-Assembly of Azobenzene-Functionalized 
Tris(phenylisoxazolyl)benzene. Organic Letters, 18, 924-927. 

◎ T. Imamura, T. Maehara, R. Sekiya, T. Haino (2016) Frozen Dissymmetric Cavities in 
Resorcinarene-Based Coordination Capsules. Chemistry – A European Journal, 22, 3250-3254. 

◎F. Morishima, R. Kusaka, Y. Inokuchi, T. Haino, T. Ebata (2016) Cage effects on conformational 
preference and photophysics in the host-guest complex of benzenediols with 18-Crown-6. Physical 
Chemistry Chemical Physics, 18, 8027-8038. 

◎Y. Kajiki, R. Sekiya, Y. Yamasaki, Y. Uemura, T. Haino (2016) Hydrogen-Bonded Hexameric Cluster 
of Benzyl Alcohol in the Solid State Polymeric Organization of p-tert-Butylcalix[5]arene. 
Supramolecular Chemistry, 28, 444-449. 

◎R. Sekiya, Y. Uemura, H. Naito, K. Naka, and T. Haino (2016) Chemical Functionalization and 
Photoluminescence of Graphene Quantum Dots. Chemistry – A European Journal, 22, 8198-8206. 

 

◯著書 
◎池田俊明，灰野岳晴 自己組織化マテリアルのフロンティア 第４章 エキゾチック自己組織化

「超分子」材料 ８ フラーレンを構成成分とする超分子ポリマー。フロンティア出版，東

京，pp 264-273，2015. 
 

◯総説 
 T. Haino (2015) Supramolecular Polymerization Engineered with Molecular Recognition. The Chemical 

Record, 15, 837-853. 
 

◯国際会議 
T. Haino: Supramolecular Polymerization Engineered with Unique Molecular Complexes, International 

Science & Nature Congress (ISNaC) (Sep., 2015, Kuala Lumpur, Malaysia) (招待講演) 
T. Haino: Supramolecular Polymerization of Functional Molecules via Unique Intermolecular 

Interactions, International Symposium on Construction and Application of Functional 
Molecules/Systems (Oct., 2015, Taipei, Taiwan) (招待講演) 

 T. Haino: Highly diastereoselective guest encapsulation by self-assembled dissymmetric capsule, 
PACIFICHEM 2015, (Dec., 2015, Hawaii, USA) (招待講演) 

 T. Haino: Supramolecular Polymers and Networks with Non-Covalent Bonds, Institute for Chemical 
Research International Symposium 2016 (ICRIS’16) – Research Network Based on ICR MOU – 
(Mar., 2016, Kyoto, Japan) (招待講演) 

 T. Haino: Supramolecular Polymerization of Fullerene Directed by Molecular Recognition, 13th 
International Conference on Calixarenes (July, 2015, Giardini Naxos, Italy) (一般講演) 

◎K. Suzuki, R. Sekiya, T. Haino: pH-responsive fluorescence behavior of graphene quantum dots, The 
12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (Dec., 2015, Hiroshima, Japan) (一般講演) 

◎R. Sekiya, Y. Uemura, K. Suzuki, T. Haino: Preparation of graphene quantum dots and their chemical 
functionalization by Cu(I)-catalyzed Huisgen cycloaddition reaction, PACIFICHEM 2015, (Dec., 
2015, Hawaii, USA) (一般講演) 

◎R. Sekiya, Y. Kajiki, T. Haino: Selective binding of guest alkyl termini by p-tert-butylcalix [5]arene in 
the solid state, Chirality 2014, PACIFICHEM 2015, (Dec., 2015, Hawaii, USA) (一般講演) 

◎K. Hirano, T. Haino, T. Ikeda: Luminescent supramolecular metallogel constructed by Pt(II) complex 
possessing, PACIFICHEM 2015, (Dec., 2015, Hawaii, USA) (ポスター) 

 T. Hirao, T. Haino: Synthesis of the noncovalently-linked sequence-regulated polymers formed by 
molecular recognition, PACIFICHEM 2015, (Dec., 2015, Hawaii, USA) (ポスター) 

◎D. Shimoyama, H. Yamada, T. Ikeda, T. Haino: Allosteric guest binding of octaphosphonate 
biscavitands, PACIFICHEM 2015, (Dec., 2015, Hawaii, USA) (ポスター) 

 Y. Kajiki, N. Tochio, J.-i. Uewaki, S.-i. Tate, T. Haino: Development of calixarene-based host molecules 
capable of binding histone tail peptide, PACIFICHEM 2015, (Dec., 2015, Hawaii, USA) (ポスター) 

 
◯国内学会 

池田俊明：フェニルイソオキサゾール基をもった光機能性分子の自己集合。2015日本化学会中

国四国支部大会（2015年11月，岡山）（招待講演） 
 灰野岳晴：特異な分子認識により駆動される超分子ポリマーの合成と物性。日本化学会第96春
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季年会（2016年３月，京都）（招待講演） 
◎Y. Tsunoda, R. Sekiya, T. Haino: Synthesis of Supramolecular Graft Copolymer via Molecular 

Recognition of Self-Assembled Capsule, 第64回高分子学会年次大会（2015年５月，北海道）（一

般講演） 
◎灰野岳晴，角田優太，関谷 亮：分子カプセルによるゲスト包接を駆動力とした超分子グラフ

ト共重合体の合成。第64回高分子討論会（2015年９月，宮城）（一般講演） 
◎足立浩明，池田俊明，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル基をもつ C3対称のベンゾトリチオ

フェン誘導体の協同的自己集合。第64回高分子学会年次大会（2015年５月，北海道）（一般

講演） 
◎植村友一朗，関谷 亮，灰野岳晴：周辺を５員環イミドで修飾したグラフェン量子ドットの物

性。第64回高分子学会年次大会（2015年５月，北海道）（一般講演） 
◎灘本昂平，多井允宣，池田俊明，灰野岳晴：ゲスト分子の添加により構造転移するテトラキス

ポルフィリンを基盤とした超分子ポリマー。第64回高分子学会年次大会（2015年５月，北海

道）（一般講演） 
◎池田俊明，足立浩明，飯島辰弥，森坂雄介，関谷 亮，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル

基を導入したπ共役系分子の協同的自己集合。第13回ホスト，ゲスト化学シンポジウム（2015

年６月，宮城）（一般講演） 
 平尾岳大，灰野岳晴：分子認識により生成する高度に配列制御された超分子三元共重合体。第

64回高分子討論会（2015年９月，宮城）（一般講演） 
 平尾岳大，灰野岳晴：特異な分子認識により生成する配列制御された超分子三元交互共重合体。

第26回基礎有機化学討論会（2015年９月，愛媛）（一般講演） 
◎鈴木花歩，関谷 亮，灰野岳晴：有機置換基を導入したナノグラフェンの合成と発光挙動。日

本化学会第96春季年会（2016年３月，京都）（一般講演） 
◎平野喬平，池田俊明，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル基を導入した Pt(II)らせん集積体か

らなる発光性メタロゲルのキラル光物性。日本化学会第96春季年会（2016年３月，京都）（一

般講演） 
◎灘本昂平，池田俊明，灰野岳晴：超分子架橋によるポルフィリン超分子ポリマーの構造制御。

日本化学会第96春季年会（2016年３月，京都）（一般講演） 
◎植村友一朗，関谷 亮，灰野岳晴：ウレイドピリミジノンで修飾したグラフェンの会合挙動。

日本化学会第96春季年会（2016年３月，京都）（一般講演） 
◎平野喬平，安達洋平，中村優志，池田俊明，大下浄治，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル

基をもった発光性分子の自己集合とキラル光物性。日本化学会第96春季年会（2016年３月，

京都）（一般講演） 
◎足立浩明，池田俊明，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル基を導入した C3対称ベンゾトリチ

オフェン誘導体の協同的自己集合。日本化学会第96春季年会（2016年３月，京都）（一般講

演） 
◎池田俊明，増田哲也，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル基を導入したペリレンビスイミド

からなる発光性ゲル。日本化学会第96春季年会（2016年３月，京都）（一般講演） 
◎山崎祐太朗，関谷 亮，灰野岳晴：カリックス[4]アレーンを用いた三重らせん型錯体の協同的

ホストゲスト錯形成。日本化学会第96春季年会（2016年３月，京都）（一般講演） 
◎平野喬平，池田俊明，灰野岳晴：ビス（フェニルイソオキサゾリル）フェニルアセチレン配位

子をもつ Pt(II)錯体によって形成される超分子メタロゲル。第64回高分子学会年次大会（2015

年５月，北海道）（ポスター） 
◎加治木泰範，関谷 亮，灰野岳晴：結晶中におけるカリックス[5]アレーンの小分子ゲスト認識。

第13回ホスト，ゲスト化学シンポジウム（2015年６月，宮城）（ポスター） 
◎下山大輔，山田仁美，関谷 亮，池田俊明，灰野岳晴：ホスホン酸エステルによって水酸基を

架橋したビスキャビダントの合成とアンモニウム塩の包接における協同性（2015年６月，宮

城）（ポスター） 
◎平野喬平，池田俊明，灰野岳晴：ビス（フェニルイソオキサゾリル）ベンゼンを導入した Pt(II)

錯体によって形成される発光性メタロゲル。第13回ホスト，ゲスト化学シンポジウム（2015

年６月，宮城）（ポスター） 
◎平尾岳大，灰野岳晴：三種のホストゲスト錯体による分子認識を駆動力とした超分子ポリマー

の構築，第61回高分子研究発表会（2015年７月，兵庫）（ポスター） 
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◎下山大輔，池田俊明，関谷 亮，灰野岳晴：八つのホスホン酸エステルにより架橋されたビス

キャビタンドの合成と錯形成における協同性。第50回反応有機若手の会（2015年８月，広島）

（ポスター） 
◎鈴木花歩，関谷 亮，灰野岳晴：長鎖アルキルで周辺修飾されたグラフェン量子ドットの発光

挙動。第50回反応有機若手の会（2015年８月，広島）（ポスター） 
◎植村友一朗，関谷 亮，灰野岳晴：ウレイドピリミジノンを導入したグラフェンが形成する超

分子ポリマーネットワーク。第64回高分子討論会（2015年９月，宮城）（ポスター） 
◎下山大輔，山田仁美，池田俊明，関谷 亮，灰野岳晴：八つのホスホン酸エステルにより架橋

されたビスキャビタンドの協同的錯形成。第64回高分子討論会（2015年９月，宮城）（ポス

ター） 
◎鈴木花歩，関谷 亮，灰野岳晴：長鎖アルキルにより周辺修飾されたグラフェン量子ドットの

発光挙動。第64回高分子討論会（2015年９月，宮城）（ポスター） 
◎下山大輔，関谷 亮，池田俊明，灰野岳晴：八つのホスホン酸エステルによって架橋されたビ

スキャビタンドのゲスト包接における協同性。第26回基礎有機化学討論会（2015年９月，愛

媛）（ポスター） 
◎鈴木花歩，関谷 亮，灰野岳晴：塩基の添加により変化するグラフェン量子ドットの発光。第

26回基礎有機化学討論会（2015年９月，愛媛）（ポスター） 
◎灘本昂平，池田俊明，灰野岳晴：ビスピリジンと亜鉛ポルフィリンの配位結合を用いた超分子

ポルフィリンポリマーの構造制御（2015年９月，愛媛）（ポスター） 
◎池田俊明，足立浩明，飯島辰弥，森坂雄介，関谷 亮，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル

基をもったπ共役分子の協同的自己集合。第26回基礎有機化学討論会（2015年９月，愛媛）

（ポスター） 
◎平野喬平，池田俊明，灰野岳晴：ビス(フェニルイソオキサゾリル)ベンゼンをもつ Pt(II)錯体か

らなる発光性超分子メタロゲル。第26回基礎有機化学討論会（2015年９月，愛媛）（ポスタ

ー） 
◎加治木泰範，関谷 亮，灰野岳晴：結晶中におけるカリックス[5]アレーンの小分子認識，第24

回有機結晶シンポジウム（2015年11月，広島）（ポスター） 
◎山崎祐太朗，関谷 亮，灰野岳晴：カリックス[4]アレーンによって形成される結晶中での 

head-to-tail 型カラム構造，第24回有機結晶シンポジウム（2015年11月，広島）（ポスター） 

 工藤央成，灰野岳晴：キラルビナフチルを導入したカリックス[5]アレーン誘導体とフラーレン

を側鎖にもつポリフェニルアセチレンの合成研究。第９回超分子若手懇談会（2015年11月，

兵庫）（ポスター） 
◎下山大輔，関谷 亮，池田俊明，灰野岳晴：八つのホスホン酸エステルによって架橋されたビ

スキャビタンドの協同的錯形成。第９回超分子若手懇談会（2015年11月，兵庫）（ポスター） 
◎山崎祐太朗，関谷 亮，灰野岳晴：カリックス[4]アレーンを複数有する三重らせん型錯体の協

同的ゲスト包接。第９回有機π電子系シンポジウム（2015年11月，愛知）（ポスター） 
◎植村友一朗，関谷 亮，灰野岳晴：ウレイドピリミジノンを導入したグラフェンが示す会合挙

動。第９回有機π電子系シンポジウム（2015年11月，愛知）（ポスター） 
◎池田俊明，足立浩明，飯島辰弥，森坂雄介，関谷 亮，灰野岳晴：フェニルイソオキサゾリル

基を導入したπ共役系分子の自己集合における協同性。第９回有機π電子系シンポジウム（2015

年11月，愛知）（ポスター） 
◎灘本昂平，池田俊明，灰野岳晴：亜鉛ポルフィリンとビスピリジンの配位結合を用いた超分子

ポルフィリンポリマーの構造制御。第９回有機π電子系シンポジウム（2015年11月，愛知）

（ポスター） 
 平尾岳大，灰野岳晴：超分子三元周期共重合体の創製。第９回有機π電子系シンポジウム（2015

年11月，愛知）（ポスター） 

◎鈴木花歩，関谷 亮，灰野岳晴：塩基の添加に伴い変化するグラフェン量子ドットの発光。第

９回有機π電子系シンポジウム（2015年11月，愛知）（ポスター） 
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◯学生の学会発表実績 
 
 

 
 
 
 
 

 
◯セミナー・講演会開催実績 

灰野岳晴：第17回生体機能関連化学若手の会サマースクール実行委員長（2005） 

灰野岳晴：第７回ホスト—ゲスト化学シンポジウム組織委員長（2011） 

灰野岳晴：日本化学会第91春季年会特別企画「分子配列空間の精密制御と情報変換」，企画主

催者（2011） 

灰野岳晴：第29回若手化学者のための化学道場実行委員長（2013） 

関谷 亮：第26回有機結晶シンポジウム実行委員（2015） 

池田俊明：第７回ホスト—ゲスト化学シンポジウム実行委員（2011） 

池田俊明：第23回生体機能関連化学若手の会サマースクール実行委員（2011） 

池田俊明：第29回若手化学者のための化学道場実行委員（2013） 

池田俊明：第２回バイオ関連化学シンポジウム若手フォーラム（第29回生体機能関連化学部会

若手フォーラム）世話人（2014） 
 
◯社会活動･学外委員 

灰野岳晴：新規素材探索研究会幹事（2001－） 

灰野岳晴：ホスト・ゲスト化学研究会幹事（2006－） 

灰野岳晴：有機合成化学協会中国四国支部幹事（2007－） 

灰野岳晴：日本化学会中国四国支部庶務幹事（2008） 

池田俊明：日本化学会生体機能関連化学部会･中国四国支部若手幹事（2011－2015） 

 

◯特許公報 

特願2016-046320・灰野岳晴，大下浄治，池田俊明，大鷲圭吾，中壽賀章，石丸維敏・ジチエノ

ゲルモール化合物（2016） 
 
◯研究助成の受け入れ状況 

科学研究費補助金 基盤研究（Ｂ），超分子グラフトポリマーの創製，灰野岳晴（代表者） 
科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ），超分子重合反応の遷移状態制御，灰野岳晴（代表者） 
科学研究費補助金 新学術領域研究，感応性分子集合体の機能創出，灰野岳晴（代表者） 
科学研究費補助金 新学術領域研究，超分子元素ブロックポリマーの開発，灰野岳晴（代表者） 
科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ），化学修飾によるグラフェン―有機超分子複合体の創製， 
関谷 亮（代表者） 

泉科学振興財団，化学修飾による薄膜状ナノグラフェン集合体の開発，関谷 亮（代表者） 
学術研究助成基金助成金 若手研究（Ｂ），発光性色素のらせん集積化による刺激応答性円偏光

発光分子集合体の創製，池田俊明（代表者） 
 
◯受賞状況（教員） 

灰野岳晴，平成27年度高分子化学会賞，「カリックスアレーン･C60およびビスポルフィリンの 

会合により形成される超分子ポリマーの創製」 
 
◯受賞状況（学生） 

平尾岳大（Ｄ３）第９回有機π電子系シンポジウム，ポスター賞「超分子三元周期共重合体の

創製」（2015） 

鈴木花歩（Ｍ１）The 11th Nano Bio Info Chemistry Symposium, Student Award “pH-responsive 
fluorescence behavior of graphene quantum dots” （2015） 

 

 国際学会 件数 国内学会 件数 
学部４年生(1) ０ ０ 

博士課程前期(2) ４ 32 

博士課程後期(3) １ ４ 

博士課程前期・後期共(4) ０ ０ 
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◯座長を行った学会・討論会の名称 
灰野岳晴：日本化学会第96春季年会 

 
◯その他特記事項 

灰野岳晴：広島大学薬品管理システム専門委員会委員（2004年４月〜） 

灰野岳晴：広島大学薬品管理システム専門委員会委員長（2011年４月〜） 

関谷 亮：広島大学教育交流委員（2014年４月〜2015年３月） 

関谷 亮：広島大学中央廃液処理施設運営委員（2013年４月〜2015年３月） 
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分子反応化学講座 

反応物理化学研究グループ 

スタッフ 山﨑 勝義（教授）， 高口 博志（准教授） 

 

○研究活動の概要 

 １．電子励起原子および振動励起分子の衝突素過程の速度論的研究 
   原子・分子の内部自由度の化学反応およびエネルギー移動過程への影響を量子状態選択的

に明らかにする速度論的研究を推進している。原子については，電子励起硫黄原子 S(1D)＋
OCS系の化学反応[1] S2＋COと電子消光[2] S(3P)＋OCSの分岐比決定を試みた。前年度にS(1D)
の検出に成功したが，分岐比決定には S(3P)の検出が不可欠であるので，S(3P)  S(3p4 3P)の検

出を試み，308~311 nm光励起により電子励起状態 3p3 3P に 2 光子遷移後, 3p3 3P  3p3 3S  3p4 
3P 遷移を利用する 2 光子励起真空紫外 LIF 検出に成功した。S(1D)の高効率消光剤である N2

をS(1D)＋OCS系に添加した際のS(3P)の濃度変化を観測し，経路[1]と[2]の分岐比を決定した。

2 原子分子については，振動励起 S2(a1g)の He による緩和速度測定を準位＝1～9 に拡張し，

緩和速度定数を決定した。その結果，4 種の分子(S2, O2, NO, CO)と He の衝突 1 回あたりの緩

和確率の振動準位依存性が一つの相関式で表されることを明らかにした。3 原子分子につい

ては，振動励起 NH2が CF4 により高効率で緩和されることを見出し，NH2＋NO 反応系の OH
収率の CF4 濃度依存性の測定結果から，N2＋H＋OH 生成経路が NH2の振動励起により加速さ

れることを明らかにし，同成果を Chem. Phys. Lett.誌に投稿し掲載された。 
 ２．量子状態選別した散乱実験による光解離反応とイオン・分子反応の反応ダイナミクス研究 
   反応ポテンシャルエネルギー曲面上の運動様式を実験的に観測して化学反応機構を解明す

るために，有機多原子分子種の光化学反応を対象として，量子状態を選別した散乱実験を行

っている。ニトロメタン(CH3NO2)の光化学反応の研究では，多原子分子反応の特徴である競

合する生成径路の全容を解明することができた。CH3，NO，O といった各解離生成物の終状

態分布と並進エネルギー分布から，ニトロメタンの紫外光吸収によるすべての生成径路を同

定した。特に CH3O+NO 生成経路が，励起状態での CH3NO2→CH3ONO 異性化反応を伴うこ

とを見出した。有機アミン類の光化学に関する系統的な研究では，最も単純なアンモニア誘

導体であるメチルアミン(CH3NH2)の光解離実験では，電子励起状態の NH2を生成する経路を

検出した。アンモニア分子では，電子励起した NH2生成が円錐交差近傍での動的過程によっ

て基底状態との分岐を決定付けるとして多くの研究がされているが，誘導体であるメチルア

ミンにおいてこの反応機構を始めて実験的に実証した。遷移金属錯体の光化学研究として行

なったペンタ鉄カルボニル（Fe(CO)5）では，脱離 CO 配位子の振動･回転状態の測定を行な

った。状態選別散乱分布測定結果と合わせて，アキシャル・エカトリアル位の配位子脱離ダ

イナミクス解明のための詳細な解析を行っている。 
 

○発表原著論文 

◎N. Kohno, A. Watanabe, M. Ishibe, H. Kobayashi, H. Kohguchi, and K. Yamasaki (2015) Enhancement 
of the NH2 + NO → OH + H + N2 reaction by vibrational excitation of NH2.Chem. Phys. Lett., 638, 
227232. DOI: 10.1016/j.cplett.2016.05.063 

◎M. Sumida, Y. Kohge, K. Yamasaki, H. Kohguchi (2016) Multiple Product Pathways in 
Photodissociation of Nitromethane at 213 nm. J. Chem. Phys., 144, 064304. DOI: 10.1063/1.4941090; 

 

○著書 

 山﨑勝義: 物理化学Monographシリーズ(上), 改訂４版, 広島大学出版会, 総頁数400, 改訂頁数

63, 2015. 
 山﨑勝義: 物理化学Monographシリーズ(下), 改訂４版, 広島大学出版会, 総頁数485, 改訂頁数

226, 2015. 
 

○総説 

 山﨑勝義 (2015) 「化学」の教科書のグローバル化。化学と教育，巻頭言, 63(10), 469. 
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◯国際会議 
H. Kohguchi: Relation between the Product and the Counter-Product in Polyatomic Photodissociation. 

International Asian Symposium (Mar., 2016, Kyotanabe, Japan) (招待講演)  
H. Kohguchi: Competition of Step-wise and Concerted Bond Cleavage of Polyatomic Photodissociation. 

The 20th East Asian Workshop on Chemical Dynamics (Oct., 2015, Gold Coast, Australia) (招待講

演) 

◎M. Sumida, K. Yamasaki, H. Kohguchi: Dynamics Study of the Photodissociation of Nitromethane 
Following the π* ← π Excitation. The 31th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics (Jun., 
2015, Sapporo, Japan) (一般講演) 

◎Y. Onitsuka, T. Yanaidani, K. Yamasaki, H. Kohguchi: Observation of the photodissociation dynamics of 
methylamine showing the specific final state distribution. International Symposium “Recent Progress 
in Molecular Science of Korea and Japan” (Jul., 2015, Higashi-Hiroshima, Japan) (一般講演) 

◎H. Goto, K. Fujihara, J. Yamashita, H. Kohguchi, and K. Yamasaki: Rate Coefficients for Vibrational 
Relaxation of S2(a1Δg, v  9) by Collisions with He. 31th Symposium on Chemical Kinetics and 
Dynamics (Jun., 2015, Sapporo, Japan) (ポスター) 

◎Y. Onitsuka, T. Yanaidani, K. Yamasaki, H. Kohguchi: Dependence of the Product Pathways in the 
Photodissociation of Methylamine on the Available Energy. The 31th Symposium on Chemical 
Kinetics and Dynamics (Jun., 2015, Sapporo, Japan) (ポスター) 

◎M. Sumida, K. Yamasaki, H. Kohguchi: Dynamics Study of the Photodissociation of Nitromethane 
Following the π* ← π Excitation. Symposium on Advanced Molecular Spectroscopy (Jul., 2015, 
Tokyo, Japan) (ポスター) 

◎M. Sumida, T. Hanada, K. Yamasaki, H. Kohguchi: Site-selective Photochemistry Observed for Allyl 
Iodide. Symposium on Advanced Molecular Spectroscopy (Jul., 2015, Tokyo, Japan) (ポスター) 

 

○国内学会 

H. Kohguchi：Photodissociation of Isomers: CH3NO2 and CH3ONO Significance of Electronic 
Dynamics Prior to Photodissociation．京都大学物理化学セミナー（2016年３月, 京都）（招待講

演） 
高口博志：分光法と散乱法による分子光化学ダイナミクスの研究．東京工業大学化学トピック

ス特殊講義（2015年12月, 東京）（招待講演） 
◎住田聖太，山﨑勝義，高口博志：解離生成物の全自由度測定によるニトロメタンの多経路光解

離反応の動力学的研究．第９回分子科学討論会（2015年９月, 東京）（一般講演） 
◎M. Sumida, K. Yamasaki, H. Kohguchi：Dynamics Study of Multiple Product Pathways in the 

Photodissociation of Nitromethane。The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium（2015年12月, 東

広島）（一般講演） 
◎鬼塚侑樹，柳井谷拓馬，山﨑勝義，高口博志：特異的終状態分布を示すメチルアミンの前期解

離ダイナクス観測．第９回分子科学討論会（2015年９月, 東京）（ポスター） 
◎加藤光枝，益本 修，山﨑勝義，高口博志：状態選別散乱分布測定によるCH3ONO光解離反応

のエネルギー分配決定．第９回分子科学討論会（2015年９月, 東京）（ポスター） 
 
◯学生の学会発表実績 

 国際学会 件数 国内学会 件数 

学部４年生(1) ０ ０ 

博士課程前期(2) ３ ２ 

博士課程後期(3) ３ ２ 

博士課程前期・後期共(4) ０ ０ 

 

◯社会活動・学外委員（過去５年以内）2011年以降 

・学協会役員 

 山﨑勝義，日本化学会役員候補者選考委員（2011） 

 山﨑勝義，日本化学会代議員 (2012-2014) 

 山﨑勝義，日本化学会理事 (2013-2014) 

Ⅲ－ 48



 

49 

 

 山﨑勝義，日本化学会「化学と教育」編集幹事会担当理事 (2013-2014) 

 山﨑勝義，日本化学会化学教育賞等選考委員会担当理事 (2014) 

 山﨑勝義，日本化学会単位・記号専門委員会委員 (2015-) 

 山﨑勝義，日本分光学会中国四国支部監査（2006-） 

 高口博志，原子衝突研究協会運営委員（2008-） 

 高口博志，原子衝突研究協会幹事（行事委員長）（2009-2011） 

高口博志，分子科学会企画委員（2010-2011） 

 高口博志，日本分光学会編集委員（2012-2013） 

 高口博志，日本分光学会常務委員編集担当（2014-） 

高口博志，分子科学会運営委員（2013-） 

 高口博志，原子衝突学会編集委員（2014-） 

 

・講習会・セミナー講師 

 山﨑勝義，サイエンスカフェ「化学反応の謎に迫る！」（2011年３月，広島大学） 

 高口博志，神戸大学大学院理学研究科 講演会「光化学過程における実効的反応座標の決定」（2012

年12月，神戸大学） 

 

・高大連携事業（出張講義等） 

 山﨑勝義，大学模擬講義「分子はコマのように回りバネのように伸び縮みする」(2011年７月，

広島県立広島皆実高等学校) 

 山﨑勝義，大学模擬講義「サイエンス(＝科学＝理学)の魅力と楽しみ方」(2011年10月，鳥取県

立鳥取東高等学校) 

 山﨑勝義，大学模擬講義「サイエンス＝科学＝理学の楽しみ方と物理化学研究の最前線」(2011

年11月，広島大学附属中高等学校) 

 山﨑勝義，大学模擬講義「サイエンス＝科学＝理学の楽しみ方」(2012年７月，広島県立広島皆

実高等学校) 

 山﨑勝義，大学模擬講義「サイエンス＝科学＝理学の楽しみ方」(2014年７月，広島県立福山誠

之館高等学校) 

 高口博志，広島県立井口高校校外研修「わける！はかる！わかる！」 (2015年７月，広島大学)  

 山﨑勝義，先端融合科学サマースクール「Department of Chemistry」 (2015年８月，広島大学) 

 山﨑勝義，科学技術振興機構 日本・アジア青少年サイエンス交流事業さくらサイエンスプラン

サマースクールプログラム「Chemical Reaction and Energy Transfer of Vibrationally Excited 
Molecules」 (2015年８月，広島大学) 

 山﨑勝義，機関リポジトリ新任担当者研修「研究者から見た機関リポジトリ」 (2015年９月，

広島修道大学) 

 山﨑勝義，広島県科学オリンピック開催事業 第４回広島県科学セミナー (2016年１月，広島

市立大学) 

高口博志，グローバルサイエンスキャンパス事業 第４回セミナー (2016年３月，広島大学) 

 山﨑勝義，グローバルサイエンスキャンパス事業 第５回セミナー (2016年３月，広島大学) 

 

・討論会の組織委員 

 山﨑勝義，第８回分子科学討論会実行委員会委員（2013-2014） 

高口博志，第26回化学反応討論会実行委員会委員（2009-2010） 

 高口博志，原子衝突研究協会第35回年会実行委員会委員長（2009-2010） 

 高口博志，原子衝突研究協会第36回年会実行委員会委員長（2010-2011） 

 高口博志，分子科学会企画委員分子科学会シンポジウム担当（2010-2011） 

 高口博志，第8回分子科学討論会実行委員会委員（2013-2014） 

 

・その他の委員 

 山﨑勝義，広島大学北京研究センター運営委員（2006-） 

 山﨑勝義，広島大学図書館リポジトリ・アドバイザー（2007-） 

 山﨑勝義，広島大学図書館資料選定会議委員（2013-2014） 

 山﨑勝義，広島大学グローバルサイエンスキャンパス(GSC)事業，コーディネーター（2015） 

Ⅲ－ 49



 

50 

 

 

◯産学官連携実績 

  

◯国際共同研究・国際会議開催実績 

高口博志，Symposium on Advanced Molecular Spectroscopy, Organizing Committee Member 
高口博志，International Symposium on Free Radical, Local Organizing Committee Member 

 

◯他研究機関での講義・客員 

高口博志, 集中講義「トピックス特殊講義」（2015年12月,東京工業大学） 

 

◯研究助成の受け入れ 

 科学研究費補助金 基盤研究(C)，化学反応速度式の解析解を用いない新しい反応速度決定法の

確立，研究代表者 山﨑勝義 

東レ科学技術研究助成，分子線実験による有機イオン反応系の反応座標の抽出，研究代表者 高

口博志 

 科学研究費補助金 基盤研究(B) 特設分野「遷移状態制御」，多原子系反応の実効的反応座標の

決定と反応設計に向けた体系化，研究代表者 高口博志 

 

◯受賞状況（学生） 

住田聖太，Best Student Award, The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (Dec. 5, 2015, 
Hiroshima University) 

 

◯座長を行った学会・討論会の名称 

 山﨑勝義，31th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics，札幌，2015年６月 
 高口博志，31th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics，札幌，2015年６月 
 高口博志，Symposium on Advanced Molecular Spectroscopy，東京，2015年７月 
 高口博志，The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium，東広島，2015年12月 
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有機典型元素化学研究グループ 

スタッフ 山本 陽介（教授），小島 聡志（准教授），Shang, Rong（助教） 
 

◯研究活動の概要 

  今年度は，数年前から開発してきた C2F5基を有する三座配位子に16族元素を導入し，硫黄お

よびセレンの超原子価ラジカルの合成と単離・構造解析に成功した。ラジカル電池としての応

用も行って，JACS に速報を報告することができた。（山本） 
  弱い求核性しか持たないピリジンと弱いルイス酸性しか持たない有機スズを同一分子に組み

込んだ化合物を BOC 化触媒として検討したところ，汎用されている DMAP と同程度の活性を

示したのみならず，選択性が大幅に向上した。また，電子欠損であるピリダジン誘導体でも

DMAP を上回る触媒能を示しうることが判明した。（小島） 
  Since the appointment in March 2015, much effort has been in establishing Lab B507. Meanwhile, a 

JSPS start-up grant application on boryl-ligated transition metal complexes and their reactivity was 
submitted and accepted. At the end of the fiscal year, the targeted highly strained azadiboriridine ligand 
was achieved and successfully complexed with Lewis basic [AuCl.L] complexes as anticipated. These 
new complexes are currently being characterised and investigated.(Shang) 

 

◯発表原著論文 
◎Y. Shi, T. Suguri, S. Kojima, Y. Yamamoto (2015) 7-6-7 Ring-Based Transition-Metal Catalysts for the 

Transfer Dehydrogenation of Isopropanol, J. Organometallic Chem., 799-800, 7-12. 
◎ N. Maeta, J. Yamamoto, S.-i. Fuku-en, R. Shang, Y. Yamamoto (2015) Synthesis of New 

Dipyrido-Annulated N-Heterocyclic Carbenes with Aryl Substituents, Zeitschrift für anorganische und 
allgemeine Chemie (Dedicated to Prof. F. Ekkehardt Hahn on the Occasion of his 60th birthday), 641, 
2199–2203. 

H. Braunschweig, W. C. Ewing, K. Ferkinghoff, A. Hermann, T. Kramer, R. Shang, E. Siedler, C. 
Wernera (2015) Activation of Boryl-, borylene and Metalloborylene Complexes by Isonitriles, Chem. 
Commun, 51, 13032-13035 

H. Braunschweig, J. O. C. Jimenez-Halla, K. Radacki, R. Shang (2015) A metal-mediated boron-centred 
isomerization reaction via C–H activation, Chem. Commun., 51, 16569–16572. 

Y. Imada, H. Nakano, K. Furukawa, R. Kishi, M. Nakano, H. Maruyama, M. Nakamoto, A. Sekiguchi, M. 
Ogawa, T. Ohta, Y. Yamamoto (2016) Isolation of Hypervalent Group-16 Radicals and Their 
Application in Organic-Radical Batteries, J. Am. Chem. Soc., 138, 479-482.  

Y. Imada, T. Kukita, H. Nakano, Y. Yamamoto (2016) Easy Access to Martin’s Hypervalent Sulfur 
Anions toward an Electrode Material for Organic Rechargeable Batteries, Bull. Chem. Soc. Jpn., 89, 
546-568.  

 
◯国際会議 

Y. Yamamoto: Synthesis of a New Modified Martin Ligand Bearing C2F5 Groups and Isolation of 
Hypervalent Sulfur and Selenium Radicals, HALCHEM VII, (Sep., 2015, Częstochowa, Poland) （招

待講演） 
Y. Yamamoto: Synthesis and Properties of New Singlet Carbenes and Singlet Diradicaloids, International 

Conference about Polymers and Advanced Materials- 2015 (Oct. 2015, Oaxac, Mexico)（招待講演） 
Y. Yamamoto, J. Yamamoto, S.-i. Fuku-en, K. Furukawa, R. Kishi, M. Nakano: Toward synthesis of 

thermally stable triplet carbenes, THE INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC 
BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（招待講演） 

H. Braunschweig, R. Shang:  Versatile reactivity of borylene complexes: Metathesis, borylene-carbonyl 
coupling and more, (Metal Coordination Sphere Design for Challenging Bond Transformations, THE 
INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, 
Honolulu, USA)（招待講演） 

Y. Yamamoto, M. Takeshita, K. Sato, J. Nakatsuji, A. Kurosaki, M. Nakano, R. Kishi, K. Furukawa, K. 
Kamada: Hypervalent pentacoordinated nitrogen radical cations: Synthesis, structure, and application 
to singlet diradicaloid, THE INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC BASIN 
SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（招待講演） 

Y. Yamamoto, Y. Imada, T. Kukita, H. Nakano, K. Furukawa, R. Kishi, M. Nakano, H. Maruyama, M. 
Nakamoto, A. Sekiguchi: Synthesis and Properties of Hypervalent Sulfur Radicals, The 14th 
International Symposium on Inorganic Ring Systems (Jul., 2015, Regensburg, Germany)（一般講演） 
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◎N. Maeta, J. Yamamoto, S.-i. Fuku-en, R. Shang, Y. Yamamoto: Syntheses of New Dipyrido-Annulated 
N-Heterocyclic Carbenes with Aryl Substituents and their Complexation to Gold Complexes, the 13th 
International Kyoto Conference on New Aspects of Organic Chemistry (IKCOC-13) (Nov., 2015, 
Kyoto, Japan)（一般講演） 

A. Hill, A. Colebatch, R. Shang, A. Willis: Construction of novel phosphorus functionalised carbynes of 
molybdenum and tungsten, (Activation and Transformation of Small Molecules Mediated by Early 
Transition Metal Complexes (Dec., 2015, Honolulu, USA)（一般講演） 

A. Hill, J. Ward, R. Shang, C. Stewart: Combination of boron and C1 chemistries at transition metal 
centers, (Organoboron Chemistry: Applications in Organic Synthesis, Biology, and Materials, THE 
INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, 
Honolulu, USA)（一般講演） 

J. Smith, S. Sugawara, Y. Yamamoto, W. Piers, D. Spasyuk: Synthesis and reactivity of electron rich 
amino-substituted diaryl PCP pincer complexes, THE INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS 
OF PACIFIC BASIN SOCIETIES 2015, (Dec., 2015, Honolulu, USA)（一般講演） 

◎W. Ohata, S. Kojima, Y. Yamamoto: Development of highly Z-selective reagents for olefinations using 
pentacoordinated phosphoranes, THE INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC 
BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 

T. Kukita, Y. Imada, H. Nakano, Y. Yamamoto: Synthesis of hypervalent sulfur anion bearing the 
tridentate ligand and their application, THE INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF 
PACIFIC BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 

◎M. Takeshita, K. Sato, J. Nakatsuji, A. Kurosaki, R. Shang, Y. Yamamoto:  Synthesis and structure of 
hypervalent pentacoordinated nitrogen radical cations, THE INTERNATIONAL CHEMICAL 
CONGRESS OF PACIFIC BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 

◎S. Morisako, R. Shang, Y. Yamamoto, Synthesis and application of new bulky metal-amide bases, THE 
INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, 
Honolulu, USA)（ポスター） 

R. Kuramasu, S. Sugawara, Y. Yamamoto, S. Hiramatsu: Synthesis and anti-aromaticity of 16 π 
anthracene-fused porphyrins, THE INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC 
BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 

◎N. Banden, A. Tamaki, J. Itou, S. Kojima, Y. Yamamoto: Cooperative catalysts for activation of acid 
anhydrides, THE INTERNATIONAL CHEMICAL CONGRESS OF PACIFIC BASIN SOCIETIES  
2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 

R. Manzano, A. Colebatch, Y.-S. Han, A. Hill, K. von Nessi, R. Shang, M. Sharma, J. Ward: CAC vs. 
ACC (A = S, Se, Te, BOMe, SnMe2, PR; R = Cl, Ph, Cy) bridged bimetallics, (Metal-containing 
pi-Conjugated Systems: Syntheses, Properties, Applications), THE INTERNATIONAL CHEMICAL 
CONGRESS OF PACIFIC BASIN SOCIETIES 2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 

◎S. Saito, N. Maeta, Rong Shang, Y. Yamamoto: Novel Boron-ligated and Annulated N-heterocyclic 
Carbene-coordinated Transition Metal Complexes, The 3rd International Symposium for Young 
Chemists on Stimuli-responsive Chemical Species for the Creation of Functional Molecules (Mar. 
2016, Nagoya, Japan)（ポスター） 

 
◯国内学会 

山本陽介：不安定化学種の安定化：面白い物性の検討と機能性物質への展開。第24回有機結晶

シンポジウム（2015年11月, 広島）（特別講演） 

森迫祥吾：新規スピロ型ピペリジン塩基の合成と応用。第50回有機反応若手の会（2015年７月，

東広島）（一般講演） 
藏増亮佑，平松尚悟，菅原 駿，山本陽介：アントラセン骨格との縮環を利用した高い平面性

を有する新規ポルフィリン合成の試み。第31回若手化学者のための化学道場（2015年８月, 徳
島）（一般講演） 

◎大畠 渉，小島聡志，山本陽介：五配位ホスホランを用いた選択的オレフィンの合成。第31回

若手化学者のための化学道場（2015年８月, 徳島）（一般講演） 
竹下将人, 山本陽介, 古川 貢, 岸 亮平, 中野雅由, 鎌田賢司：超原子価５配位窒素ラジカル

カチオン化合物の合成とジラジカル性を示す二量体の構造・性質。第26回基礎有機化学討論

会（2015年９月, 松山）（一般講演） 
和田佳奈子, 桑名祐里, 鈴川直幸, 柏葉 崇, 松川史郎, 箕浦真生, 山本陽介：溶解度の高い新規
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スフェランドの合成。2015年日本化学会中国四国支部大会（2015年11月, 岡山）（一般講演） 
◎大仁田知穗, 菅原 峻, Warren Piers, Shang Rong, 山本陽介：酸素架橋リモートカルベン配位子の

合成と応用。2015年日本化学会中国四国支部大会（2015年11月, 岡山）（一般講演）（一般講

演） 
◎山本純基，福圓真一，古川 貢，中野雅由，岸 亮平，安倍 学，山本陽介：安定な三重項カ

ルベンの合成検討。第42回有機典型元素化学討論会（2015年12月, 名古屋）（一般講演） 
山本陽介：超原子価５配位窒素ラジカルカチオン化合物の合成とジラジカル性を示す二量体の

構造・性質。文部科学省科学研究費補助金 新学術領域研究「感応性化学種が拓く新物質科

学」第4回公開シンポジウム（2015年5月，京都）（ポスター） 
◎前田直人，山本純基，福圓真一，Rong Shang，山本陽介：4,8 位にアリール基を有する新規一

重項カルベン及びその金錯体の合成。第５回 CSJ 化学フェスタ（2015年10月，東京）（ポスタ

ー） 
◎伊藤 純，晩田成美，小島聡志，山本陽介： o-ピリジル基を有する典型元素化合物の求核的な

触媒能の検討, 第５回 CSJ 化学フェスタ（2015年10月，東京）（ポスター） 
久木田智美・今田泰樹美・中野秀行，山本陽介:ＣＦ３及びＣ２Ｆ５基を有する聴言しか硫黄化合物

の合成と応用。第24回有機結晶シンポジウム（2015年11月, 広島）（ポスター） 
廣藤龍哉，山本陽介：高周期14族元素を含む環状化合物の合成と反応，第42回有機典型元素化

学討論会（2015年12月, 名古屋）（ポスター） 
◎玉木愛梨，小島聡志，山本陽介：ルイス塩基性部位とルイス酸性部位を有する新規化合物の合

成と応用，第42回有機典型元素化学討論会。（2015年12月, 名古屋）（ポスター） 
◎小林裕太郎，小島聡志，山本陽介：新規ピロピリジン誘導体の合成と応用, 第42回有機典型元

素化学討論会（2015年12月, 名古屋）（ポスター） 
大仁田知穂：新規カルベン配位子の合成と応用，第50回有機反応若手の会（2015年７月，東広

島）（ポスター） 
森迫祥吾：新規スピロ型ピペリジン塩基の合成と応用。第50回有機反応若手の会（2015年７月，

東広島）（ポスター） 
前田直人：分子内π共役による金カチオンの安定化(検討)，第50回有機反応若手の会（2015年

７月，東広島）（ポスター） 

久木田友美：Martin 配位子を有する超原子価硫黄化合物の合成と応用。第50回有機反応若手の

会（2015年７月，東広島）（ポスター） 
和田佳奈子：溶解度の高いスフェランドの合成と応用。第50回有機反応若手の会（2015年７月，

東広島）（ポスター） 
 
◯学生の学会発表実績 
 
 

 

 

 

 
 
 
◯セミナー・講演会開催実績 
 山本陽介，F. E. Hahn 教授講演会 
   日時：平成27年４月17日(月)16：20～ 
   場所：理学研究科 B301号室 
   講師：F. E. Hahn 教授（ドイツ，ミュンスター大学） 
   演題：Complexes Bearing Protic N-Heterocyclic Carbenes: Synthesis and Applications 
 山本陽介，Till Opatz 教授講演会 
   日時：平成27年５月19日(火)16：30～ 
   場所：理学研究科 B305号室 
   講師：Till Opatz 教授（ドイツ，マインツ大学） 
   演題：From Polarity Switching of Imines to Bioactive Natural Products 

 国際学会 件数 国内学会 件数 
学部４年生(1) ０ ５ 

博士課程前期(2) ４ ９ 

博士課程後期(3) １ ２ 

博士課程前期・後期共(4) １ １ 
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 山本陽介，Eric Rivard 准教授講演会 
   日時：平成27年８月17日(月)16：00～ 
   場所：理学研究科 B305号室 
   講師：Eric Rivard 准教授（カナダ，アルバータ大学） 
   演題：Phosphorescence and Parent Inorganic hydride Chemistry Group 
 
◯社会活動･学外委員 
 山本陽介，第22期日本学術会議連携会員(2011～) 

 山本陽介，基礎有機化学会副会長(2012.10～2014.9) 

 山本陽介，日本化学会中国四国支部支部長(2014.3～2015.2) 

 小島聡志，有機合成化学協会中国四国支部事務局(2003～) 

 Rong Shang, 「未来を拓く地方協奏プラットフォーム第１回成果報告会」【テニュア・トラッ

ク教員による報告】 2015年７月，広島大学中央図書館ライブラリーホール 
 Rong Shang, 「未来を拓く地方協奏プラットフォーム第６回 HIRAKU コンソーシアム教員研

修」【第１回コンソーシアム教員セミナー】2016年２月，広島大学 VBL 棟２階セミナー室，

タイトル: Clever Molecular Design For Catalysts of Sustainable Chemical Transformations   
 
・高大連携事業 
 山本陽介，2015年７月，広島大学附属高等学校 SSH 事業（理学研究科） 

 

・論文誌編集委員 

 山本陽介，Journal of Physical Organic Chemistry，Editorial Board(2005～) 
 

・討論会の組織委員 

 小島聡志「有機合成化学協会中国四国支部主催第72回パネル討論会」主催 

 

・その他の委員 

 山本陽介，中国四国・化学と工業懇話会常任運営委員(2007～)         
 
◯産学官連携実績 
 山本陽介，豊田中研と共同で蓄電池材料の開発を行い，論文を執筆した。 
     
◯国際共同研究・国際会議開催実績 
 山本陽介，メキシコ国立自治大学，遷移金属触媒に関する国際共同研究 
 山本陽介，カナダ・カルガリー大学，遷移金属触媒に関する国際共同研究 
 

◯他研究機関での講義・客員 

 山本陽介，関西学院大学院理工学研究科，非常勤講師，2015年８月24日-2015年８月25日 

 山本陽介，九州大学先導物質化学研究所，非常勤講師，2015年11月６日 

 山本陽介，アラバマ大学，客員教授，2013年９月１日-2017年８月31日 

 

◯研究助成の受け入れ状況 

 科学研究費補助金新学術領域研究(研究領域提案型)感応性化学種が拓く新物質科学， 
代表者 山本陽介 

 科学研究費補助金新学術領域研究(研究領域提案型)感応性高配位典型元素化合物の創製と反応，

代表者 山本陽介 
 科学研究費補助金基盤研究(B)，新規な三重項および一重項カルベンの合成とその応用， 

代表者 山本陽介 
 科学研究費補助金基盤研究(C)，環境調和的で穏やかな新規フラン合成法の開発， 

代表者 小島聡志 
科学研究費補助金研究活動スタート支援，Investigation of Transition Metal Base containing 

Frustrated Lewis Pairs for Potential Catalysts of Sustainable Chemical Transformations， 
代表者 Shang Rong 
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◯受賞状況（学生） 

 森迫祥吾 (Ｄ１) 第50回有機反応若手の会ポスター賞「新規スピロ型ピペリジン塩基の 

合成と応用」（2015） 

 前田直人 (Ｍ１) 第５回 CSJ 化学フェスタポスター賞「4,8位にアリール基を有する新規一重項 
カルベン及びその金錯体の合成」（2015） 

 和田佳奈子 (Ｂ４)日本化学会中国四国支部長賞（2015） 

 和田佳奈子 (Ｂ４) 広島大学学長賞・広島大学大学理学部長賞（2015） 

 

◯座長を行った学会・討論会の名称 

 山本陽介：新学術領域研究「感応性化学種が拓く新物質科学」第4回公開シンポジウム， 
2015年５月22日～23日，京都大学宇治おおばくプラザ 

 山本陽介：第42回有機典型元素化学討論会，2105年12月３日～５日，名古屋大学 
 Rong Shang：The 3rd International Symposium for Young Chemists on Stimuli-responsive Chemical  

Species for the Creation of Functional Molecules，2016年３月９日～10日，名古屋大学 
 

◯その他特記事項 

 山本陽介，広島大学研究企画会議委員(2013.５～) 

 山本陽介，広島大学研究設備サポート推進会議委員(2011.３～) 

 山本陽介，広島大学技術センター長(2008～) 

 山本陽介，先端機能物質研究センター運営委員会委員(2005～) 

 小島聡志，広島大学作業環境測定専門委員会委員(2006～) 

 小島聡志，広島大学日韓共同理工系学部留学生事業実施部会委員(2006～) 

 小島聡志，入試科目検討ワーキンググループ委員(2011～) 

 小島聡志，外国語教育研究センター運営委員会委員(2012～) 

 小島聡志，理学融合教育研究センター運営委員会委員(2012～) 

 小島聡志，高等学校「化学」(第一学習社)編集委員(2008～) 
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反応有機化学研究グループ 

スタッフ名 安倍 学（教授），高木 隆吉（助教），波多野 さや佳（助教） 
 
◯研究活動の概要 
・開殻系分子の反応挙動精査とその合成化学的利用に関する研究を行っている。 
・ 三重項ジラジカルから一重項ジラジカルへの項間交差の直接観測に成功した。 
・ 五重項状態を持つテトララジカルの発生に成功した。 
・ 一重項ジラジカルの非線形光学現象に関する知見を新たに得た。 
・ 一重項ジラジカルと三重項ジラジカルのラジカル性の直接観測に成功した。 

・新規な強酸性のキラルブレンステッド酸を用いたヒドロアミノ化反応やキラルなブレンステッ

ド酸をテンプレートとして用いたエナンチオ選択的な反応の開発を行っている。 
・新規フォトクロミック化合物の合成とフォトクロミック特性の検討，およびそれら知見を基と

した新規機能性有機分子の開発に関する研究を行っている。 
 
◯発表原著論文 

K. Uchida, S. Ito, M. Nakano, M. Abe, T. Kubo (2016) Biphenalenylidene: isolation and characterization 
of the reactive intermediate on the decomposition pathway of phenalenyl radical. J. Am. Chem. Soc., 
138, 2399-2410. 

◎J. Ye, S. Hatano, M. Abe, R. Kishi, Y. Murata, M. Nakano, W. Adam (2016) A puckered singlet 
cyclopentane-1,3-diyl: Detection of the third isomer in homolysis. Chem. Eur. J., 22, 2299-2306. 

T. Mizuno, M. Abe, N. Ikeda (2015) Simultaneous Observation of Triplet and Singlet Cyclopentane-1,3-
diyl Diradicals in the Intersystem Crossing Process. Aust. J. Chem., 68, 1700-1706. 

N. Komori, S. Jakkampudi, R. Motoishi, M. Abe, K. Kamada, K. Furukawa, C. Katan, W. Sawada, N. 
Takahashi, H. Kasai, B. Xue, T. Kobayashi (2015) Design and synthesis of a new chromophore, 2-(4-
nitrophenyl)benzofuran, for two-photon uncaging using near-IR light. Chem. Commun., 52, 331-334.  

S. K. Sarkar, A. Sawai, K. Kanahara, C. Wentrup, M. Abe, A. D. Gudmundsdottir (2015) Direct 
Detection of a Triplet Vinylnitrene, 1,4-Naphthoquinone-2-ylnitrene, in Solution and Cryogenic 
Matrices. J. Am. Chem. Soc., 137, 4207-4214. 

T. Nakamura, M. Niiyama, W. Hashimoto, K. Ida, M. Abe, J. Morita, K. Uegaki (2015) Multiple crystal 
forms of N,N’-diacetylchitobiosedeacetylase from Pyrococcus furiosus. Act. Cryst. Sec. F., 50, 
243-254. 

R. Takagi, T. Nishi (2015) Organocatalytic asymmetric desymmetrization of 4,4-disubstituted 
cyclohexadienones via an intermolecular Diels-Alder reaction. Org. Biomol. Chem., 13, 11039-11045. 

◎K. Kanahara, MD M. R. Badal, S. Hatano, M. Abe, S. Higashibayashi, N. Takashina, H. Sakurai (2015) 
Intra- and Intermolecular Reactivity of Triplet Sumanenetrione. Bull. Chem. Soc. Jpn. 88, 1612-1617. 

 
◯国際会議 

M. Abe: Design and Synthesis of a New Chromophore with Two-photon Absorption (TPA) Property, 
2-(4-Nitrophenyl)benzofuran (NPBF), and Its Application to Two-photon (TP) Uncaging reaction 
using Near IR Light. 6th International Symposium on Cureent Trends in Drug Discovery and Research 
(Feb. 25-28th, 2016, Lucknow, India)（招待講演） 

M. Abe: Nitrogen Atom Effects on the Reactivity of A Singlet Diradical. International Symposium on 
Construction and Application of Functional Molecules/Systems (Oct., 18-21, 2015, Yilan, Taiwan) 
（招待講演） 

M. Abe: Substituent Effect on the Long-wavelength Emission from Cyclopropane Derivatives. Gordon 
Research Conference on Photochemistry (July 22, 2015, Easton, USA)（招待講演） 

M. Abe: Design and Synthesis of a New Chromophore with Two-photon Absorption (TPA) Property, 
2-(4-Nitrophenyl)benzofuran (NPBF), and Its Application to Two-photon (TP) Uncaging reaction 
using Near IR Light. 2015 Korean-Japan Bilateral Symposium on Frontier Photoscience (2015 KJFP) 
(June 27, 2015, Jeju, Korea)（招待講演） 

M. Abe: Mechanistic study on the stereoselective photodenitrogenation of 2,3-diazabicyclo[2.2.1]heptanes. 
PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（一般講演） 

S. Yoshidomi, M. Abe: Photochemical generation of 4,4-dialkoxy-1,2-diazacyclopentane-3,5-diyls and 
their reactivity. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 

Y. Fujita1, M. Abe, T. Suzuki, Y. Shiota, K. Yoshizawa: Substituent effect on the ground state 
spin-multiplicity and molecular structure in cyclobutan-1,3-diylidene dicarbenes: Formation of the 
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bicyclo[1.1.0]but-1(3)-ene structure. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 
◎K. Onishi, M. Abe, S. Hatano: Stretch effect induced by planar skeleton in a macrocyclic system on the 

chemistry of diradicals. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 
◎C. Shimokawa, S. Hatano, M. Abe: Development of a fast spin-state switching system triggered by 

photolysis. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 
◎S. Jakkampudi, M. Abe, R. Takagi, C. Katan: Design and synthesis of new caged calcium with high 

twophoton absorption character. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスター） 
N. Komori, M. Abe, C. Katan, K. Kamada, K. Furukawa: Development of new photolabile protecting 

groups with twophoton absorption ability for physiological studies. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, 
Honolulu, USA)（ポスター） 

◎T. Ichiki, R. Takagi, M. Abe: Synthesis of strong chiral Brønsted acids bearing an adjacent sulfonimide 
and its catalitic ability in hydroamination. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA)（ポスタ

ー） 
R. Takagi, E. Fujii, H. Kondo: Organocatalytic asymmetric Michael reaction of cyclic β-ketoesters and 

Morita–Baylis–Hillman derivatives bearing a leaving group. PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, 
Honolulu, USA)（ポスター） 

 
◯国内学会 

千歳洋平，安倍 学：２光子吸収に優れたクマリン骨格を有する新規ケージド化合物の設計，

合成，反応。日本化学会第96回春季年会（2016年３月，京田辺）（一般講演） 
◎波多野さや佳，下川知恵，安倍 学：合理的分子設計に基づく新規逆フォトクロミック分子の

開発。日本化学会第96回春季年会（2016年３月，京田辺）（一般講演） 
松本 岬，中村岳志，岡本一茂，安倍 学：パラフェニレン骨格内に導入したテトララジカル

のスピン多重度。日本化学会第96回春季年会（2016年３月，京田辺）（一般講演） 
安倍 学，水野武見：アゾ化合物の光脱窒素反応の立体選択性に及ぼすスピン多重度の効果。

日本化学会第96回春季年会（2016年３月，京田辺）（一般講演） 
吉富翔平，安倍 学：局在化一重項ジラジカルの反応挙動に及ぼす窒素原子効果。日本化学会

第96回春季年会（2016年３月，京田辺）（一般講演） 
◎大西啓太，波多野さや佳，安倍 学：マクロ環骨格内に発生したジラジカルの反応挙動。日本

化学会第96回春季年会（2016年３月，京田辺）（一般講演） 
原田雄太，安倍 学：シクロペンタン-1,3-ジラジカルの反応性に及ぼす環状分子構造の効果。

日本化学会第96回春季年会（2016年３月，京田辺）（一般講演） 
吉富翔平，安倍 学：局在化一重項ジラジカルの反応挙動に及ぼす窒素原子効果。第26回基礎

有機化学討論会（2015年９月，松山）（一般講演） 
藤田祥基，安倍 学：Cyclobutan-1,3-diylidene Divalent 誘導体の最安定スピン多重度と分子構造

に及ぼす置換基効果。第26回基礎有機化学討論会（2015年９月，松山）（ポスター） 
◎大西啓太，波多野さや佳，安倍 学：マクロ環骨格内でのジラジカルの反応挙動。第26回基礎

有機化学討論会(2015年９月，松山）（ポスター） 
◎J. Satish，R. Takagi，C. Katan，M. Abe：Design and synthesis of new two-photon-absorption (TPA) 

chromophore with EGTA unit。2015光化学討論会（2015年９月，大阪）（一般講演） 
小森直光，鎌田賢司，古川 貢，K. Claudine，安倍 学：生理学実験に優れた二光子吸収能を

持つ光解離性保護基の開発。2015光化学討論会（2015年９月，大阪）（ポスター） 
◎下川知恵，波多野さや佳，安倍 学：光照射時のみにスピン状態が変化する光スイッチング分

子の開発。2015光化学討論会（2015年９月，大阪）（ポスター） 
吉富祥平：局在化一重項ジラジカルのヘテロ原子効果。第50回有機反応若手の会（2015年７月，

広島）（ポスター） 
大西啓太：マクロ環骨格内でのジラジカルの反応挙動。第50回有機反応若手の会（2015年７月，

広島）（ポスター） 
下川知恵：光照射時のみスピン状態が変化する光スイッチング分子の開発。第50回有機反応若

手の会（2015年７月，広島）（ポスター） 
市来隼哉：嵩高い置換基を導入した新規キラルブレンステッド酸の開発。第50回有機反応若手

の会（2015年７月，広島）（ポスター） 
小森直光：Development of phtolabile protecting groups with two-photon absorption ability for 

physiological studies. 第50回有機反応若手の会（2015年７月，広島）（ポスター） 
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藤田祥基：Cyclobuta-1,3-duylidene Divalent 誘導体の最安定スピン多重度と分子構造に及ぼす置

換基効果。第50回有機反応若手の会（2015年７月，広島）（ポスター） 
 
◯学生の学会発表実績 
 
 

 
 
 
 

 
 
◯セミナー・講演会開催実績 
 安倍 学，Shie-Ming Peng 教授 講演会 
  日時：2016年１月26日（火）15：00～ 
  場所：理学研究科 E209号室 
  講師：Shie-Ming Peng 教授（台湾，国立台湾大学） 
  演題：From Homonuclear Metal String Complexes to Heteronuclear Metal String Complexes 
 
 安倍 学，W. T. Borden 教授 講演会 
  日時：2015年11月30日（月）16：00～ 

  場所：理学研究科 B301号室 
  講師：W. T. Borden 教授 
  演題：Tunneling by Carbon. Calculations Tell Experimentalists Where to Look and What to Look for. 
 
 安倍 学，Tiow-Gan Ong 博士 講演会 
  日時：2015年４月６日（月）16：00～ 
  場所：理学研究科 B301号室 
  講師：Tiow-Gan Ong 博士 
  演題：Establishing Unconventional Main Group Chemistry via Conventional Ligand Design 
 
◯社会活動･学外委員 
・学協会役員，委員 
 安倍 学，分子情報ダイナミクス研究会代表（2007～） 
 
・論文誌編集委員 
 安倍 学，EDITORIAL BOARD ARKIVOC EDITORIAL BOARD OF REFEREES（2005～） 
 安倍 学，Australian Journal of Chemistry（2010～） 
 
・討論会の組織委員 
 安倍 学，基礎有機化学討論会組織委員（2007～） 

 安倍 学，反応性中間体と異常分子の国際会議組織委員（2010～） 
 安倍 学，第50回有機反応若手の会実行委員長（2015年７月29日－31日） 
 高木隆吉，第50回有機反応若手の会実行委員（2015年７月29日－31日） 
 波多野さや佳，第50回有機反応若手の会実行委員（2015年７月29日－31日） 
 
・講習会・セミナー 
 波多野さや佳，第16回 体験科学講座 ～女子高校生特別コース～（2016年３月19日,  

広島大学） 
 
◯国際共同研究・国際会議開催実績 
 PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA) 
 
◯特許公報 
 特許取得：「ケージド化合物及びその製造方法」，特願2013-269107，特開2015-124171,出願日：

 国際学会 件数 国内学会 件数 
学部４年生(1) ０ ３ 

博士課程前期(2) ６ 15 

博士課程後期(3) １ １ 

博士課程前期・後期共(4) ０ ０ 
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2013年12月26日, 発明者：安倍 学，河西春郎,小林孝嘉，出願人：広島大学，電気通信大学, 

取得日：2015年７月６日 
 
◯他研究機関での講義・客員 
 安倍 学，大阪市立大学理学研究科化学専攻，非常勤講師 

（2015年11月９日－2015年11月10日） 
 
◯研究助成の受け入れ状況 
 科学研究費補助金，新学術領域計画研究，光感応性・単結合化合物の創製と機能， 

代表者 安倍 学 
 ST-CREST 分担研究，光制御用分子の合成，安倍 学 
 科学研究費補助金基盤研究（Ｃ），有機分子触媒を用いた多置換ビシクロ化合物のワンポット 

不斉合成法の開発と応用，代表者 高木隆吉 
 科学研究費補助金若手研究（Ｂ），合理的分子設計に基づく逆フォトクロミック分子の創製， 

代表者 波多野さや佳 
 
◯座長を行った学会・討論会の名称 
 安倍 学，6th International Symposium on Current Trends in Drug Discovery and Research (Feb 25-28th, 

Lucknow, India) 
 安倍 学，PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA) 
 安倍 学，2015 Korean-Japan Bilateral Symposium on Frontier Photoscience (2015 KJFP) 
 安倍 学，International Symposium on Construction and Application of Functional Molecules/Systems 
 波多野さや佳，日本化学会第96春季年会，京都，2016年３月 

 
◯その他特記事項 

青少年のための科学の祭典第21回広島大会（2015年10月24‐25日，広島市こども文化科学館） 
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量子化学研究グループ 

 
スタッフ  相田 美砂子（教授），岡田 和正（准教授），赤瀬 大（助教） 
 
○研究活動の概要  

 量子化学研究グループの研究の目的は，分子の構造や反応の特異性，分子挙動の特徴，また，

電子構造における特徴を，量子化学における理論と実験の両方の手法を用いることによって明ら

かにすることである。 
①水アニオンクラスター６量体の，さまざまな異性体を解析した結果，水素結合ネットワークに

よる解析により，振動数や水素結合エネルギーを明確にできることを明らかにした。 
②金属イオンとして Ca2+をとりあげ，Ca2+のハロゲン化物に注目し，金属イオンとアニオン X を

同時に一つの系の中に含めた計算を進めた。QM/MM-MD 法，および ab initio MO 法を用いて，

Ca-X 間の距離，X-Ca-X の角度，Ca2+とハロゲン化物イオンが共有している水分子の数，水和し

ている水分子の電荷分布などに注目し，ハロゲン化物イオンが水和構造や水和している水分子に

与える影響を明らかにした。 
③軟 X 線発光スペクトルに観測されるスペクテータ・シフトの定量的解釈を目的に，簡単なフル

オロ化合物のフッ素内殻領域での軟X線発光スペクトルを光子エネルギーの関数として測定した。

共鳴オージェスペクトルに観測されるスペクテータ・シフトの定量的解釈のために提唱した単純

モデルを応用し，発光スペクトルに観測されるスペクテータ・シフトを傍観電子の有効核電荷で

評価した。得られた有効核電荷の値は発光に関与する軌道により異なった。 
④フルオロ化合物のオージェ終状態と分子内転位チャンネルとの相関を探る実験を実施した。転

位後生成する解離イオンとオージェ電子との同時計測法を用いて，炭素内殻共鳴励起(284.5 eV)と
炭素内殻イオン化(310.0 eV)でオージェスペクトルを測定した。C–C 結合の直接解離により生成す

る解離イオン C2H3+は様々な電子状態から生成するのに対し，フッ素転位を伴う反応を経て生成す

る解離イオン C2H3F+は，284.5 eV 共鳴励起において，電子運動エネルギー265 eV を中心とした限

られた範囲のオージェ電子とだけ相関を示しており，転位チャンネルはこの特定の範囲の電子状

態から開いていることが判明した。 
⑤TMAO の水和構造に関する軟 X 線発光分光研究を継続して行った。溶質–溶媒相互作用に関す

る知見を得るため，TMAO の酸素内殻領域で水溶液系とジクロロメタン溶液系の軟 X 線発光スペ

クトルの TMAO 濃度依存性を，それぞれ測定した。発光スペクトルにおいて，水溶液では強度の

大きなピークが１本，ジクロロメタン溶液では弱いピーク２本が確認された。しかもピーク２本

の TMAO 濃度依存性が互いに異なっている。両系でのピーク数の違いは，観測される安定な溶媒

和構造の数の違いを表していると解釈できた。溶質–水相互作用は大きく，TMAO は１つの極めて

安定な水和構造を形成するのに対し，ジクロロメタン系では複数の溶媒和構造が取り得て，その

存在比は濃度とともに変化すると結論づけた。 
 
○発表原著論文  

Ami Kosaka, Misako Aida, Yukiteru Katsumoto (2015) Reconsidering the activation entropy for 
anomerization of glucose and mannose in water studied by NMR spectroscopy. Journal of Molecular 
Structures, 1093, 195-200.  

S. Kusano, S. Ishiyama, SL, Lam, T. Mashima, M. Katahira, K. Miyamoto, M. Aida, F. Nagatsugi (2015) 
Crosslinking reactions of 4-amino-6-oxo-2-vinylpyrimidine with guanine derivatives and structural 
analysis of the adducts. Nucleic Acids Research, 43, 7717-7730. 

岡田和正 (2016) 軟 X 線分光法による分子の電子構造の研究。化学と教育，64，230-231。 
 
○国際会議 

Misako Aida: Changing the face of Hiroshima University. (Session Title: Women in Chemistry: 
Changing the Face of Science) The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 
(Pacifichem2015) (December 17, 2015, Honolulu, Hawaii, USA) （招待講演） 

Misako Aida: Theoretical study on the mutual influence of water and biomolecules. The International 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem2015) (December 15, 2015, Honolulu, 
Hawaii, USA) （一般講演） 

◎Dai Akase, Misako Aida, Koichi Ohno, Suehiro Iwata: Analysis of hydrogen bond energies and hydrogen 
bonding networks in water clusters using the locally projected molecular orbital perturbation theory. 
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The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem2015) (December 17, 
2015, Honolulu, Hawaii, USA) （一般講演） 

Tasuku Horiuchi, Shinji Kondo, Takamasa Sakai, Yukiteru Katsumoto: Two aggregation processes of 
thermo-responsive PEO-PPO multiblock copolymer in the aqueous solution. The International 
Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (Pacifichem2015) (December 18, 2015, Honolulu, 
Hawaii, USA) （一般講演） 

Kazuaki Rikiyama, Yukiteru Katsumoto 2015: Association behavior of bovine serum albumin with the 
PEO-PPO multi-block copolymer in water. The International Chemical Congress of Pacific Basin 
Societies 2015 (Pacifichem2015) (December 15-20, 2015, Honolulu, Hawaii, USA) （一般講演）（ポ

スター） 
Takuma Kaneda, Hiroshi Iwayama, Kazumasa Okada, Eiji Shigemasa: Spectator Auger decays of 

fluorocarbon molecules across the F 1s threshold. International Symposium “Recent Progress in 
Molecular Science of Korea and Japan” (July 30, 2015, Higashi-Hiroshima)（一般講演） 

Kengo Miyamoto, Misako Aida: Theoretical study on many-body effect of interactions between 
nucleobases in B-DNA. The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 5, 2015, 
Higashi-Hiroshima) （一般講演） 

Ryo Tateishi, Takuma Kaneda, Hiroshi Iwayama, Mitsuhiko Kono, Kazumasa Okada, Eiji Shigemasa: 
Auger spectra of the fragment ions formed through the rearrangement of the C 1s-excited 
3,3,3-trifluoropropene molecule. The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 5, 2015, 
Higashi-Hiroshima) （一般講演） 

◎ Yudai Watanabe, Dai Akase, Misako Aida: Theoretical study on the electronic structure of 
trimethylamine N-oxide (TMAO) in aqueous solution. The International Chemical Congress of Pacific 
Basin Societies 2015 (Pacifichem2015) (December 17, 2015, Honolulu, Hawaii, USA) （ポスター） 

 
○国内学会  

相田美砂子：生理活性分子の水溶液中における構造の理論予測。第９回分子科学討論会（2015

年９月 16 日－19 日，東京）（招待講演） 

金田琢磨，岡田和正，岩山洋士，繁政英治：フッ化炭化水素分子のフッ素内殻領域における傍

観型オージェ崩壊。第36回広大サステナブル科学セミナー 軟X線分光ミニシンポジウム（2015

年８月 11 日，東広島）（依頼講演） 

◎赤瀬 大，相田美砂子：水６量体アニオンクラスターの水素結合ネットワークと垂直電子脱離

エネルギー。第 18回理論化学討論会（2015 年５月 20 日–22 日，豊中市）（一般講演） 

◎赤瀬 大，相田美砂子：水クラスターにおける水素結合ネットワークと水分子の振動数。第９

回分子科学討論会（2015 年９月 16 日－19 日，東京）（一般講演） 

◎赤瀬 大，相田美砂子，大野公一，岩田末廣：水クラスター(H2O)n (n8) 内の水素結合エネル

ギーと水素結合ネットワークの解析：GRRM 法による探索と LPMO PT による解析。第９回

分子科学討論会（2015 年９月 16 日－19 日，東京）（一般講演） 

堀内 輔，近藤真司，酒井崇匡，勝本之晶：水溶液中における熱応答性 PEO-PPO マルチブロッ

クコポリマーの凝集過程。第 64回高分子学会年次大会（2015 年５月 27 日－29 日，北海道札

幌市）（一般講演） 

力山和晃， 勝本之晶：水溶液中におけるウシ血清アルブミンと PEO-PPO マルチブロックコポ

リマーの会合挙動。第 64 回高分子年次大会（2015 年５月 27 日－29 日，北海道札幌市）（一

般講演） 

菅原貴弘，相田美砂子：QM/MM-MD 法を用いたハロゲン化カルシウムの水和構造と水分子に

及ぼす影響についての理論化学的研究。第 38 回溶液化学シンポジウム（2015 年 10 月 21 日

－23 日，高知）（一般講演） 

宮本健悟，相田美砂子：B-DNA の塩基対間相互作用における多体効果についての理論化学的研

究。第 38回ケモインフォマティクス討論会（2015 年 10 月８日－９日，東京）（一般講演） 

◎青山拓馬，佐々木 優，堀川裕加，徳島 高，岡田和正，大浦正樹，相田美砂子：軟Ｘ線発光分

光法による TMAO ジクロロメタン溶液の溶質-溶媒相互作用の研究。2015 年日本化学会中国

四国支部大会（2015 年 11 月 14 日－15 日，岡山）（一般講演） 

◎佐々木一繁，赤瀬 大，相田美砂子：プロトン化水クラスターH3O+(H2O)n−1（n≤7）の安定構造

と OH 伸縮振動のトポロジー的な分類に関する理論化学的研究。2015 年日本化学会中国四国

支部大会（2015 年 11 月 14 日－15 日，岡山）（一般講演） 

◎細田 萌，赤瀬 大，相田美砂子：NMR スペクトルにおける溶媒効果についての理論化学的研
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究。2015 年日本化学会中国四国支部大会（2015 年 11 月 14 日－15 日，岡山）（一般講演） 
◎吉川太基，赤瀬 大，相田美砂子：水溶液中におけるヘキソピラノースの構造に関する研究。

2015 年日本化学会中国四国支部大会（2015 年 11 月 14 日－15 日，岡山）（一般講演） 

相田美砂子：ヘキソピラノースの構造と水和構造に関する理論的研究。新学術領域研究「天然

物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第８回公開シンポジウム（2015 年６月８

日－９日，仙台）（ポスター） 

堀内 輔，勝本之晶：熱応答性 PEO-PPO マルチブロックコポリマーの水溶液中における段階的

凝集過程。高分子基礎研究会 2015（2016 年１月 29 日－31 日，大分県由布市）（ポスター） 
力山和晃， 勝本之晶：ウシ血清アルブミンの構造変化が PEO-PPO マルチブロックコポリマー

との会合に与える影響。高分子基礎研究会 2015（2016 年１月 29 日－31 日，大分県由布市）

（ポスター） 
渡部雄大，相田美砂子：フグ毒の水溶液中における構造と水和に関する理論化学的研究。第９

回分子科学討論会（2015 年９月 16 日－19 日，東京）（ポスター） 
渡部雄大，相田美砂子：尿素とトリメチルアミンオキシドの水和構造の特徴に関する理論化学

的研究。第 38回溶液化学シンポジウム（2015 年 10 月 21 日－23 日，高知）（ポスター） 
Takuma Kaneda, Kazumasa Okada, Hiroshi Iwayama , Eiji Shigemasa: Screening effect of the spectator 

electron as illuminated by the 2-D resonant Auger spectra of 1,1,1-trifluoroethane in the F 1s region. 
第 31 回化学反応討論会（2015 年６月３日－５日，札幌）（ポスター） 

金田琢磨，岩山洋士，岡田和正，河野光彦，繁政英治：フッ化炭化水素で観測する共鳴オージ

ェスペクトルの傍観型シフトの光子エネルギー依存性。UVSOR シンポジウム 2015（2015 年

11 月６日－７日，岡崎）（ポスター） 
金田琢磨，岩山洋士，岡田和正，河野光彦，繁政英治：フッ素内殻吸収端近傍における 1,1,1-

トリフルオロエタンの傍観型オージェ崩壊。第 29回日本放射光学会年会・放射光科学合同シ

ンポジウム（2016 年１月９日－11日，柏）（ポスター） 
菅原貴弘，相田美砂子：二価金属ハロゲン化物の水和構造に関する理論化学的研究。第９回分

子科学討論会（2015 年９月 16 日－19 日，東京）（ポスター） 
◎Yuu Sasaki, Yuka Horikawa, Takashi Tokushima, Kazumasa Okada, Masaki Oura, Misako Aida: Soft 

X-ray emission spectroscopy of aqueous solutions of trimethylamine-N-oxide at the O K-edge. 第 31

回化学反応討論会（2015 年６月３日－５日，札幌）（ポスター） 
◎佐々木 優, 堀川裕加, 徳島 高, 岡田和正, 大浦正樹, 相田美砂子：トリメチルアミン-N-オキ

シド水溶液の軟 X 線発光スペクトルおよびその偏光依存性。第９回分子科学討論会（2015 年

９月 16 日－19 日，東京）（ポスター） 
 

◯学生の学会発表実績 
 
 
 
 

 

 

 

 

(1)学部４年生の学生が共同研究者の発表件数 
(2)博士課程前期の学生が共同研究者の発表件数 
(3)博士課程後期の学生が共同研究者の発表件数 
(4)博士課程前期・後期の学生が共に共同研究者の発表件数 

   (5)学部４年生・博士課程前期の学生が共に共同研究者の発表件数 

 
◯社会活動･学外委員 
・学協会役員，委員  

相田美砂子，日本化学会情報化学部会幹事（1996－2007，2012－2013） 

相田美砂子，日本化学会中国四国支部幹事（2002－2008） 

相田美砂子，日本化学会 理事（2015－） 

 国際学会 件数 国内学会 件数 
学部４年生(1) ０ ３ 

博士課程前期(2) ２ ９ 

博士課程後期(3) ３ ６ 

博士課程前期・後期共(4) ０ ０ 

学部４年生・博士課程前期共(5) １ １ 
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相田美砂子，情報計算化学生物学会（CBI 学会）理事（2002－） 

相田美砂子，分子科学会運営委員（2008－2011，2013－2016） 

相田美砂子，中国四国・化学と工業懇話会運営委員長（2011－2012） 

相田美砂子，日本学術会議連携会員（2011－） 

相田美砂子，文部科学省 科学技術・学術政策局 卓越研究員制度検討委員会 委員（2014） 

相田美砂子，文部科学省 研究振興局 第 8 期学術情報委員会 専門委員（2015 年 3月－） 

 

・外部評価委員など  

相田美砂子，産業技術総合研究所 計算科学研究部門評価委員（2005－2009） 

相田美砂子，広島県 イノベーション人材等育成事業補助金審査会 委員（2011－2013） 

相田美砂子，立命館大学 産学連携コーオプ型高度人材育成プログラム 外部評価委員 

（2011－2014） 
 
・講習会・セミナー講師 
相田美砂子，未来を拓く地方協奏プラットフォーム第１回成果報告会，「未来を拓く地方協

奏プラットフォーム」概要説明 （2015 年７月３日，東広島市） 
相田美砂子，第３回若手研究者シーズ発表会－計測と分析－，「未来を拓く地方協奏プラッ

トフォーム」概要説明 （2015 年７月９日，広島市） 

相田美砂子，広島大学 関西フェニックスの会 講演「広島大学の大型プロジェクトと 

若手人材養成の取組み」（2015 年９月５日，大阪市） 

相田美砂子，岐阜大学キャリア支援部門ＦＤ「コンソーシアム構築による博士人材育成 

－広島大学の取組み－」（2015 年 10 月 16 日，岐阜市） 

相田美砂子，福山大学 平成 27 年度 第６回ＦＤ／ＳＤ研修会（ワークライフ支援室意識

啓発研修会）講演「なぜ，今，男女共同参画なのか －広島大学の取組紹介と，未来へ

のステップ－」（2015 年 10 月 29 日，福山市） 

相田美砂子，富山大学「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」キックオ

フ講演会－大学躍進のチャンスとしての男女共同参画－ 特別講演「大学で男女共同参

画推進が必要な理由－広島大学の事例紹介と将来展望－」（2015 年 12 月２日，富山市） 

相田美砂子，平成 27 年度 科学技術人材育成費補助事業シンポジウム 「科学技術人材育

成 これまでの 10 年，これからの 10 年 人材育成について多様な立場から考える －

若手や女性がさらに輝くために，産学官でなすべきことは何か－」 分科会１ パネリ

スト（2015 年 12 月 14 日，東京都千代田区） 

相田美砂子，未来を拓く地方協奏プラットフォーム第２回成果報告会，「未来を拓く地方協

奏プラットフォーム」概要説明 （2016 年２月５日，東広島市） 

相田美砂子，新潟大学ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業 管理ＦＤ「女性

の採用・登用に向けて」 特別講演「女性が活躍する社会は大学での男女同等の環境構

築から」（2016 年２月 22 日，新潟市） 

 

・高大連携事業 

赤瀬 大，日本化学会中国四国支部 夢・化学 21 化学への招待（2015 年８月 18 日－19 日，

広島大学） 
 
・討論会の組織委員 

相田美砂子，The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium 実行委員長 （2015 年 12 月） 

赤瀬 大，The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium 実行委員 （2015 年 12 月） 
 
・その他の委員 

岡田和正，日本原子力研究開発機構 光科学専門部会委員 (2008年度–) 

 

○産学官連携実績 
相田美砂子，赤瀬 大，共同研究「金属エロージョンにおける反応過程の研究」（株）日本製鋼

所広島製作所 
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相田美砂子，共同研究「カーボン繊維と樹脂パウダーの付着メカニズム」（株）サン・テクトロ 
相田美砂子，赤瀬 大，共同研究「酸化ガリウムp型化に関する，フィージビリティ検討」矢崎

総業(株) 
 
◯共同プロジェクトへの参加状況 

相田美砂子，科学技術人材育成費補助事業「科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業」

次世代研究者育成プログラム『未来を拓く地方協奏プラットフォーム』実施責任者（2014－

2021） 
相田美砂子，女性研究者研究活動支援事業（拠点型）実施責任者（2013－2015） 

 
◯他研究機関での講義・客員 

相田美砂子，山口大学大学院理工学研究科，非常勤講師（総合理工学特別講義）（2015 年７月

30 日），2015 年４月１日－2016 年３月 31 日  

 

○研究助成の受け入れ状況  

文部科学省科学研究費補助金，新学術領域研究（研究領域提案型） 公募研究 

  「生理活性分子の特徴抽出と合理的分子設計のための理論化学的研究」 

  （代表：相田美砂子）（2014－2015） 

 

◯受賞状況（学生） 

宮本健悟（研究生） 
  Student Award, The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 2015, Higashi-Hiroshima) 
 
◯座長を行った学会・討論会の名称 

岡田和正，The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 2015, Higashi-Hiroshima). 
赤瀬 大，第 18 回理論化学討論会，2015 年５月，豊中市 

 

Ⅲ－ 64



 

65 

 

 
1-4-3 各種研究員と外国人留学生の受け入れ状況 

・外国人留学生の受け入れ状況 
 平成27年度は，博士課程前期に８名，後期に２名の外国人留学生を受け入れた。 
 

1-4-4 研究助成金の受け入れ状況 

 化学専攻のスタッフが平成27年度（2015年度）に受けた研究費等の総数を示す。 

項   目 分   類 件数 
文部科学省科学研究費補助金  新学術領域 ６ 

 基盤研究(S) １ 

 基盤研究(A) ０ 

 基盤研究(B) ２ 

 基盤研究(C) ５ 

 挑戦萌芽研究 １ 

 若手研究(A) ０ 

 若手研究(B) ２ 

 若手研究(スタートアップ) ０ 

その他の研究費（公募）  20 

 
1-4-5 学界ならびに社会での活動 

・学協会役員，委員（過去５年以内） 
 江幡孝之: Journal of Physical Chemistry A, Editorial Advisory Board (2012～) 

  江幡孝之: 分子科学会運営委員（2012～） 

 江幡孝之: 日本分光学会中国四国支部支部長（2014～） 

 井口佳哉: 日本分光学会中国四国支部事務局長（2013～） 

 西原禎文：化学教育協議会広島支部幹事（2011） 

 井上克也：高輝度放射光施設（SPrinrg-8） 利用者懇談会（SPRUC） キラル磁性 マルチフェロ

イックス研究会，会長（2013） 

 井上克也：日本学術振興会特別研究員等審査会，専門委員（2012～2013.7） 

井上克也：固体物理，誌友（2015） 

水田 勉：錯体化学会，理事（2011～2013） 

 水田 勉：近畿化学協会，幹事(2012～) 

 久米晶子：日本化学会中四国支部庶務幹事（2014～） 

 藤原照文：日本化学会，中国四国支部長（2011） 

 藤原照文：日本分析化学会，中国四国支部常任幹事（2006～2009, 2013） 

 藤原照文：日本分析化学会，中国四国支部事務局長（2009～2014） 

 藤原照文：日本分析化学会，中国四国支部副支部長（2010～2011） 

 藤原照文：日本分析化学会，代議員（2011～2012） 

 藤原照文：日本分析化学会，中国四国支部長（2012） 

藤原照文：日本分析化学会，理事（2013～2014） 

 石坂昌司：日本化学会北海道支部庶務幹事（2011） 

 石坂昌司：日本化学会，中国四国支部庶務幹事（2012） 

石坂昌司：日本分析化学会，北海道支部幹事（2000～2011） 

石坂昌司：日本分析化学会，中国四国支部庶務幹事（2012～2015） 

 岡本泰明：日本分析化学会中国四国支部庶務幹事（2011～2014） 

 灰野岳晴：新規素材探索研究会幹事（2001～） 

 灰野岳晴：ホスト・ゲスト化学研究会幹事（2006～） 

 灰野岳晴：有機合成化学協会中国四国支部幹事（2007～） 
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 池田俊明：日本化学会生体機能関連化学部会・中国四国支部若手幹事（2011～2015） 

 山﨑勝義：日本化学会役員候補者選考委員（2011） 

 山﨑勝義：日本化学会代議員（2012～2013） 

 山﨑勝義：日本化学会理事（2013～2014） 

 山﨑勝義：日本化学会「化学と教育」編集幹事委員会（2013～2014） 

 山﨑勝義：日本分光学会代議員（2004，2006～） 

 山﨑勝義：日本分光学会中国四国支部監査（2006～） 

 山﨑勝義，日本化学会化学教育賞等選考委員会担当理事 (2014) 

 山﨑勝義，日本化学会単位・記号専門委員会委員 (2015～) 

 高口博志：原子衝突研究協会運営委員（2008～） 

 高口博志：原子衝突研究協会幹事（行事委員長）（2009～2011） 

 高口博志：分子科学会企画委員（2010～2011） 

 高口博志：日本分光学会編集委員（2012～2013） 

 高口博志：日本分光学会常務委員編集担当（2014～） 

 高口博志：分子科学会運営委員（2013～） 

 高口博志：原子学会運営委員（2014～） 

 高口博志：日本分光学会常務委員編集担当（2014～） 

 高口博志，原子衝突学会編集委員（2014～） 

 山本陽介：第22期日本学術会議連携会員（2011～） 

 山本陽介：基礎有機化学会副会長（2012.10～2014.9） 

 山本陽介：日本化学会中国四国支部副支部長（2013.3～） 

 山本陽介：日本化学会中国四国支部支部長（2014.3～2015.2） 

 小島聡志：有機合成化学協会中国四国支部事務局（2003～） 

 安倍 学：分子情報ダイナミクス研究会代表（2007～） 

 安倍 学：基礎有機化学会・副会長（2010～2012） 

 安倍 学：基礎有機化学会・事務局(2013～2014) 

 安倍 学：基礎有機化学会・副会長（2015～） 

 相田美砂子：日本化学会情報化学部会幹事（1996-2007，2012～2013） 

 相田美砂子：情報計算化学生物学会（CBI学会）理事（2002～） 

 相田美砂子：分子科学会運営委員（2008～2011，2013～2016） 

 相田美砂子：中国四国・化学と工業懇話会運営委員長（2011～2012） 

 相田美砂子：日本学術会議連携会員（2011～） 

 相田美砂子：文部科学省 科学技術・学術政策局 卓越研究員制度検討委員会 委員（2014） 

相田美砂子：文部科学省 研究振興局 第８期学術情報委員会 専門委員（2015年３月～） 

相田美砂子：日本化学会 理事（2015～） 

岡田和正：日本化学会中国四国支部庶務幹事（2015） 
 
・外部評価委員など（過去５年以内） 
 井上克也：九州工業大学 外部評価委員（2013） 

 井上克也：九州工業大学 外部評価委員（2015） 

 相田美砂子：産業技術総合研究所 計算科学研究部門評価委員（2005～2009） 

 相田美砂子：立命館大学 産学連携コーオプ型高度人材育成プログラム 外部評価委員 

（2011～2014） 

 相田美砂子：広島県 イノベーション人材等育成事業補助金審査会 委員（2011～2013） 

 

・講習会・セミナー講師（過去５年以内） 
 福原幸一他，サイエンスカフェ「サイエンススコープ 〜科学者が見ている世界〜」（2012年３

月，広島大学） 

 福原幸一，広島文化学園米食文化研究会「米食文化講座 科学の目で見た米食よもやま話」（2015

年11月） 

 高口博志，神戸大学大学院理学研究科講演会「光化学過程における実行的反応座標の決定」（2012

年12月，神戸大学） 

 山本陽介，大塚製薬「16πポルフィリンの合成とその性質」（2011年11月，徳島市） 
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 山本陽介，理学融合教育研究センター第７回ランチタイムセミナー講師，附属理学融合教育研

究センター，「エキゾチックな分子の合成」（2013年１月，広島大学） 
 山本陽介，鳥取大学生命機能研究支援センター設備サポート分野設立記念講演ー大学・地域・

企業との設備共同利用に向けて「広島大学技術センターの組織化の経緯と現状」（2013年９月，

鳥取大学） 
 山本陽介，平成25年度第１回鳥取大学技術部全体研修会「大学における技術職員の役割～これ

からの技術職員」（2013年７月，鳥取大学） 
 山本陽介，2015年１月，第2回北海道大学オープンファシリティシンポジウム，北海道大学，題

目：広島大学における研究基盤整備の取り組み 
 Rong Shang, テニュア・トラック教員による報告「未来を拓く地方協奏プラットフォーム第１回

成果報告会」（2015年７月，広島大学中央図書館ライブラリーホール） 
 Rong Shang, 第１回コンソーシアム教員セミナー 未来を拓く地方協奏プラットフォーム第６回

HIRAKUコンソーシアム教員研修「Clever Molecular Design For Catalysts of Sustainable Chemical 
Transformations」（2016年２月，広島大学 VBL 棟2階セミナー室） 

 波多野さや佳，第12回体験科学講座～女子高生特別コース～（2014年３月，広島大学） 
 波多野さや佳，第16回 体験科学講座～女子高校生特別コース～（2016年３月19日, 広島大学） 
 相田美砂子，第54回中国四国産学連携化学フォーラム“イノベーション創出と人材育成”，講師

（2011年４月８日，東広島市） 
 相田美砂子，平成23年度「大学職員のための男女共同参画推進研修」（国立女性教育会館）講師

（2011年12月８日・９日，埼玉県比企郡） 
 相田美砂子，「若手研究人材養成のための担当者連絡会」コーディネーター（2012年１月５日・

６日，広島市） 
 相田美砂子，岩手大学男女共同参画推進シンポジウム「科学技術・学術分野における男女共同

参画の推進」講師（2012年２月20日，盛岡市） 
 相田美砂子，「広島大学４プロジェクト合同シンポジウム」講師（2012年３月30日，東広島市） 

相田美砂子，「女性の活躍促進のために」，日本船舶海洋工学会平成25年春季講演会 特別企画「海

事産業の未来と理系女子」基調講演（2013年５月，広島市） 
相田美砂子，シンポジウム「イノベーション創出を支える博士人材の育成」～博士人材データ

ベースの活用と促進に向けて～（文部科学省 科学技術・学術政策研究所）パネリスト（2014

年６月２日，東京） 
相田美砂子，日本工学教育協会 平成26年度工学教育研究講演会 オーガナイズドセッション

「ダイバーシティの観点からみるリケジョの活躍」基調講演（2014年８月28日，東広島市） 
相田美砂子，日本分析化学会 第63回年会「女性研究者ネットワークセミナー」講演（2014年９

月18日，東広島市） 

相田美砂子，2014年日本化学会中国四国支部大会 セミナー「理系のキャリアデザイン －男女

共同参画社会の実現を目指して－」講演「中四国における大学の取り組み事例」（2014年11月

９日，山口市） 

相田美砂子，女性研究者研究活動支援事業シンポジウム2014「女性研究者支援とダイバーシティ・

マネジメント」（文部科学省主催）分科会「ポジティブ・アクション（採用，登用）」座長（2014

年11月26日，東京都千代田区） 
相田美砂子，「バッファリングによる女性研究者養成の加速」総括シンポジウム（熊本大学）パ

ネリスト（2015年１月26日，熊本市） 
相田美砂子，シンポジウム「産学連携・協力プロセスを通じた高度博士人材の育成」（立命館大

学）パネリスト（2015年３月17日，京都市） 
相田美砂子，日本化学会第95回春季年会「社会にはばたく，世界にはばたく：あなたがリーダ

ーになるために―男女共同参画シンポジウム―」講演「あなたがあなたの道を歩むために」（2015

年３月27日，船橋市） 
相田美砂子，未来を拓く地方協奏プラットフォーム第1回成果報告会，「未来を拓く地方協奏プ

ラットフォーム」概要説明 （2015年７月３日，東広島市） 
相田美砂子，第３回若手研究者シーズ発表会－計測と分析－，「未来を拓く地方協奏プラットフ

ォーム」概要説明 （2015年７月９日，広島市） 
相田美砂子，広島大学 関西フェニックスの会 講演「広島大学の大型プロジェクトと 
若手人材養成の取組み」（2015年９月５日，大阪市） 
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相田美砂子，岐阜大学キャリア支援部門ＦＤ「コンソーシアム構築による博士人材育成 
－広島大学の取組み－」（2015年10月16日，岐阜市） 

相田美砂子，福山大学 平成27年度 第６回ＦＤ／ＳＤ研修会（ワークライフ支援室意識啓発研

修会）講演「なぜ，今，男女共同参画なのか －広島大学の取組紹介と，未来へのステップ

－」（2015年10月29日，福山市） 
相田美砂子，富山大学「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」キックオフ講

演会－大学躍進のチャンスとしての男女共同参画－ 特別講演「大学で男女共同参画推進が

必要な理由－広島大学の事例紹介と将来展望－」（2015年12月２日，富山市） 
相田美砂子，平成27年度 科学技術人材育成費補助事業シンポジウム 「科学技術人材育成 こ

れまでの10年，これからの10年 人材育成について多様な立場から考える －若手や女性が

さらに輝くために，産学官でなすべきことは何か－」 分科会１ パネリスト（2015年12月

14日，東京都千代田区） 

相田美砂子，未来を拓く地方協奏プラットフォーム第2回成果報告会，「未来を拓く地方協奏プ

ラットフォーム」概要説明 （2016年２月５日，東広島市） 
相田美砂子，新潟大学ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業 管理ＦＤ 「女性の

採用・登用に向けて」 特別講演「女性が活躍する社会は大学での男女同等の環境構築から」

（2016年２月22日，新潟市） 
 
・高大連携事業（過去５年以内） 
 岡田和正：広島県高等学校教科学力養成事業，平成22年度第４回講演（2011年2月，広島県立呉

三津田高等学校） 

 水田 勉：自然科学実験セミナー鳥取県立鳥取東高等学校（2011～2015年９月，広島大学） 

 水田 勉：ＳＳＨラボセミナー 広島県立国泰寺高校（2011年11月，広島大学） 

 水田 勉：出張講義 鳥取県立鳥取西高等学校『学問への誘い』（2012年３月，鳥取市） 

 水田 勉：広島県立広島高等学校 模擬授業（2013年９月） 

 久保和幸：自然科学実験セミナー鳥取県立鳥取東高等学校（2011～2015年９月，広島大学） 

 久保和幸：ＳＳＨラボセミナー 広島県立国泰寺高校（2011年11月，広島大学） 

 水田 勉：グローバル・サイエンス・キャンパス 課題中間発表審査会審査員（2015年９月）, 

分野別セミナー講師（2016年１月・３月）, 

課題中間発表審査会審査員（2016年３月）（広島大学） 

 水田 勉：広島県立広島国泰寺高等学校 ＳＳＨサイエンス講座 （2015年10月，広島市） 

 石坂昌司：広島国泰寺高等学校ＳＳＨ事業（2012年６月，広島大学） 

 石坂昌司：模擬授業（2014年７月，広島市立安佐北高等学校） 

 山﨑勝義：大学模擬講義「分子はコマのように回りバネのように伸び縮みする」（2011年７月，

広島県立広島皆実高等学校） 

 山﨑勝義：大学模擬講義「サイエンス（＝科学＝理学）の魅力と楽しみ方」（2011年10月，鳥取

県立鳥取東高等学校） 

 山﨑勝義：大学模擬講義「サイエンス＝科学＝理学の楽しみ方と物理化学研究の最前線」（2011

年11月，広島大学附属中高等学校） 

 山﨑勝義：大学模擬講義「サイエンス＝科学＝理学の楽しみ方」（2012年７月，広島県立広島皆

実高等学校） 

 山﨑勝義：大学模擬講義「サイエンス＝科学＝理学の楽しみ方」（2014年７月，広島県立福山誠

之館高等学校） 

 高口博志：広島県立井口高校校外研修「わける！はかる！わかる！」（2015年７月，広島大学） 
 山﨑勝義：先端融合科学サマースクール「Department of Chemistry」（2015年８月，広島大学） 
 山﨑勝義：科学技術振興機構 日本・アジア青少年サイエンス交流事業さくらサイエンスプラン

サマースクールプログラム「Chemical Reaction and Energy Transfer of Vibrationally 
Excited Molecules」（2015年８月，広島大学） 

 山﨑勝義：機関リポジトリ新任担当者研修「研究者から見た機関リポジトリ」（2015年９月，広

島修道大学） 
 山﨑勝義：広島県科学オリンピック開催事業 第４回広島県科学セミナー（2016年１月，広島

市立大学） 

 高口博志：グローバルサイエンスキャンパス事業 第４回セミナー（2016年３月，広島大学） 
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 山﨑勝義：グローバルサイエンスキャンパス事業 第５回セミナー（2016年３月，広島大学） 

 山本陽介：2011年12月，広島県立呉昭和高校，模擬授業 

 山本陽介：2011年７月，広島大学附属高等学校ＳＳＨ事業 

 山本陽介：2012年６月，広島県立国泰寺高等学校ＳＳＨ事業（理学研究科） 

 山本陽介：2012年７月，広島県立安古市高等学校，模擬授業（安古市高等学校） 

 山本陽介：2012年７月，広島大学附属高等学校ＳＳＨ事業（理学研究科） 

 山本陽介：2013年７月，広島大学附属高等学校ＳＳＨ事業（理学研究科） 

 山本陽介：2014年７月，広島大学附属高等学校ＳＳＨ事業（理学研究科） 

 山本陽介：2014年７月，広島県科学オリンピック開催事業，第２回広島県科学セミナー講師 

 山本陽介：2014年11月，広島県科学オリンピック開催事業，第３回広島県科学セミナー指導助

言者 

 山本陽介：2015年１月，広島県科学オリンピック開催事業，第４回広島県科学セミナー審査 

 山本陽介：2015年７月，広島大学附属高等学校ＳＳＨ事業（理学研究科） 

 波多野さや佳：ＳＳＨ フロンティアサイエンス講義（2013年10月24日, 広島大学附属高等学

校） 

 相田美砂子，勝本之晶：広島県科学オリンピックセミナー講師（2013年７月31日，広島大学） 

 赤瀬 大：日本化学会中国四国支部 夢・化学21 化学への招待（2014年８月７日－８日， 

広島大学） 

 赤瀬 大：日本化学会中国四国支部 夢・化学21 化学への招待（2015年８月18日－19日， 

広島大学） 
 
・論文誌編集委員（過去５年以内） 
 石坂昌司：Analytical Sciences（Special Issue: Young Generation in Analytical Sciences）29(1)，2013，

ゲストエディター（2013～2014） 

 石坂昌司：日本分析化学会，「分析化学」誌編集委員（2013～2014） 
 山本陽介：Journal of Physical Organic Chemistry, Editorial Board（2005～） 
 安倍 学：ARKIVOC EDITORIAL BOARD OF REFEREES（2005～） 
 安倍 学：Bulletin of the Chemical Society of Japan（2009～） 
 安倍 学：Australian Journal of Chemistry（2010～） 

 
・学会・討論会の組織委員（過去５年以内） 
 江幡孝之：ロシアの大学生を対象としたサマースクール実行委員長（2014） 

 岡田和正：第27回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム実行委員会委員 (2013～

2014) 

 水田 勉：錯体化学会，錯体化学討論会運営委員（2006～） 
 水田 勉：日本化学会  CSJ化学フェスタ実行委員会委員（2012～） 

 藤原照文：ナノ・バイオ・インフォ化学シンポジウム実行委員会委員（2004～） 
 藤原照文：日本分析化学会第63年会実行委員長（2013～2014） 

 石坂昌司：2013年日本化学会中国四国支部大会実行委員（2012～2013） 

 石坂昌司：日本分析化学会第63年会実行委員会委員（2013～2014） 

 岡本泰明：日本分析化学会第63年会実行委員会委員（2013～2014） 

 灰野岳晴：第７回ホスト－ゲスト化学シンポジウム組織委員長（2011） 

 灰野岳晴：日本化学会第91春季年会特別企画「分子配列空間の精密制御と情報変換」，企画主 

催者（2011） 

 灰野岳晴：第29回若手化学者のための化学道場実行委員長（2013） 

 池田俊明：第７回ホスト－ゲスト化学シンポジウム実行委員（2011） 
 池田俊明：第23回生体機能関連化学若手の会サマースクール実行委員（2011） 

 池田俊明：第29回若手化学者のための化学道場実行委員（2013） 

 山﨑勝義：第８回分子科学討論会実行委員会委員（2013～2014） 

 高口博志：原子衝突研究協会第36回年会実行委員会委員長（2010～2011） 

 高口博志：分子科学会企画委員分子科学会シンポジウム担当（2010～2011） 

 高口博志：第８回分子科学討論会実行委員会委員（2013～2014） 

 山本陽介：The 1st International Symposium on Stimuli-responsive Chemical Species for the Creation of 
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Functional Molecules主催者（2013） 

 小島聡志：「有機合成化学協会中国四国支部主催第72回パネル討論会」主催（2015） 

 安倍 学：基礎有機化学討論会組織委員（2007～） 

 安倍 学：反応性中間体と異常分子の国際会議組織委員（2010～） 

 安倍 学：第50回有機反応若手の会実行委員長（2015年７月29日－31日） 

 高木隆吉：第50回有機反応若手の会実行委員（2015年７月29日－31日） 

 波多野さや佳：第50回有機反応若手の会実行委員（2015年７月29日－31日） 

 相田美砂子：The 8th Nano Bio Info Chemistry Symposium実行委員長（2011年12月） 

 相田美砂子：第35回情報化学討論会実行委員長（2012年10月） 

 相田美砂子：2013年日本化学会中国四国支部大会実行委員長（2013年11月） 

 相田美砂子：The 10th Nano Bio Info Chemistry Symposium 実行委員長（2013年12月） 

 相田美砂子：第8回分子科学討論会実行委員（2014年９月） 

 相田美砂子：The 11th Nano Bio Info Chemistry Symposium 実行委員長（2014年12月） 

 岡田和正：第８回分子科学討論会実行委員（2014年９月） 

 岡田和正：第27回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム実行委員会委員  

（2013年～2014年） 

 赤瀬 大：第８回分子科学討論会実行委員（2014年９月） 

 赤瀬 大：The 11th Nano Bio Info Chemistry Symposium実行委員（2014年12月） 
 相田美砂子：The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium実行委員長（2015年12月） 

 赤瀬 大：The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium 実行委員（2015年12月） 
 

 
・その他の委員（過去５年以内） 
 江幡孝之：広島大学理学研究科副研究科長，広島大学評議員，理学研究科附属理学融合教育研

究センター長（2009年４月～） 
 岡田和正：日本原子力研究開発機構 光科学専門部会委員（2008～） 

 岡田和正：広島大学若手研究人材養成センター 研究科連絡ＷＧ（2009～） 

 福原幸一：「サイエンスカフェ」代表（2012～） 

 福原幸一：理学研究科附属理学融合教育研究センターアウトリーチ部門委員（2012～） 

 井上克也：日本学術振興会科学研究費審査委員 

 井上克也：高輝度放射光研究施設，利用者懇談会，委員 

 井上克也：高輝度放射光研究施設，利用者懇談会，キラル/マルチフェロイック磁性研究会会長 
 井上克也：Ideen EXPO，ハノーバーアイデア博，ハノーバー，出展（2011） 

 久米晶子：錯体化学会  錯体化学会将来計画委員会委員（2010～2011） 

 灰野岳晴：広島大学薬品管理システム専門委員会委員（2004年４月～） 

 灰野岳晴：広島大学薬品管理システム専門委員会委員長（2011年４月～） 

 灰野岳晴：広島大学図書館運営戦略会議委員（2009年４月～2012年３月） 

 灰野岳晴：理学研究科安全衛生委委員（2011年４月～2013年３月） 

 灰野岳晴：理学研究科化学専攻長（2012年４月～2013年３月） 

 灰野岳晴：理学研究科人事交流委員会（2012年４月～2013年３月） 

 灰野岳晴：理学研究科施設活用委員（2012年４月～2014年３月） 

 灰野岳晴：理学研究科評価委員（2012年４月～2014年３月） 

 灰野岳晴：理学研究科大学院委員（2012年４月～2014年３月） 

 灰野岳晴：理学研究科地区防災対策委員（2012年４月～2013年３月） 

 灰野岳晴：理学部化学科教務問題検討委員（2012年４月～2013年３月） 

 関谷 亮：広島大学中央廃液処理施設運営委員（2013年４月～2015年３月） 

 関谷 亮：広島大学教育交流委員（2014年４月～2015年３月） 

 山﨑勝義：広島大学北京研究センター運営委員（2006～） 

 山﨑勝義：広島大学図書館リポジトリ・アドバイザー（2007～） 

 山﨑勝義：広島大学図書館資料選定会議委員（2013～2014） 

 山﨑勝義：広島大学グローバルサイエンスキャンパス（ＧＳＣ）事業，コーディネーター（2015） 

 山本陽介：中国四国・化学と工業懇話会常任運営委員（2007～） 

 山本陽介：広島大学研究設備サポート推進会議委員（2011年３月～） 
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 山本陽介：広島大学研究設備サポート推進会議専門部会委員（2011年３月～） 

 山本陽介：広島大学技術センター長（2008～） 

 山本陽介：先端機能物質研究センター運営委員会委員（2005～） 

 山本陽介：組織的な若手研究者等海外派遣プログラム主担当研究者（理工農系：サステナブル

社会の実現に貢献する自然科学系国際的若手研究者の育成プログラム）（2010年２月

～2013年３月） 

 山本陽介：ものづくりプラザ管理運営委員会委員長（2012年４月～2014年３月） 

 小島聡志：広島大学作業環境測定専門委員会委員（2006～） 

 小島聡志：広島大学日韓共同理工系学部留学生事業実施部会委員（2006～） 

 小島聡志：入試科目検討ワーキンググループ委員（2011～） 

 小島聡志：外国語教育研究センター運営委員会委員（2012～） 

 小島聡志：理学融合教育研究センター運営委員会委員（2012～） 

 小島聡志：高等学校「化学」（第一学習社）編集委員（2008～） 

 小島聡志：理学部入試改革検討ワーキンググループ委員（2013） 

 小島聡志：理学研究科大学院国際化推進ワーキンググループ委員（2013） 

 安倍 学：おもしろワクワク化学の世界－'11広島化学展ミニ版（2011年８月１日，広島市こど

も文化科学館） 

 安倍 学：青少年のための科学の祭典第17回広島大会（2011年10月30，31日，広島市こども文

化科学館） 

 安倍 学：青少年のための科学の祭典第19回広島大会（2013年10月26日, 27日，広島市こども

文化科学館 

 安倍 学：青少年のための科学の祭典第20回広島大会（2014年11月25日，広島市こども文化科

学館 

 安倍 学：青少年のための科学の祭典第21回広島大会（2015年10月24日, 25日，広島市こども

文化科学館 
 
・他研究機関での講義・客員（2015年度） 

井上克也：放送大学自然の理解コース，客員教授（2013年４月１日－2019年３月31日） 

高口博志：集中講義「トピックス特殊講義」（2015年12月, 東京工業大学） 

山本陽介：関西学院大学院理工学研究科，非常勤講師（2015年８月24日－2015年８月25日） 

山本陽介：九州大学先導物質化学研究所，非常勤講師（2015年11月６日） 

山本陽介：アラバマ大学，客員教授（2013年９月１日－2017年８月31日） 

安倍 学：大阪市立大学理学研究科化学専攻，非常勤講師 

（2015年11月９日－2015年11月10日） 

相田美砂子：山口大学大学院理工学研究科，非常勤講師（総合理工学特別講義） 

（2015年７月30日，2015年４月１日－2016年３月31日） 

 

・座長を行った学会・討論会の名称（2015年度） 
井上克也：3rd DMI Conference (III International Workshop Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and 

Exotic Spin Structures), Pskov, Russia, 2015 年５月 26 日〜29 日. 
井上克也：International Research Symposium on Chiral Magnetism（ChiMag2016）, 2016 年２月 20

〜23 日, オリエンタルホテル, Hiroshima (Japan) . 
井上克也：Topical meeting of Center for Chiral Science November 17th, 2015, Hiroshima University, 

Japan. 
井上克也：Core-to-Core International meeting, Kick off meeting October 11th-13th, 2015, University of 

Glasgow, UK. 
井上克也：Core-to-Core Organizer meeting, June 22nd-23rd, 2015, University of Glasgow, UK. 
井上克也：Core-to-Core Meeting, May 31th- June 2nd, 2015, University of Glasgow, UK. 
井上克也：キラル研究会「哲学者と科学者の打ち出す真理への共同戦線」，2015 年９月 19 日～

９月 22 日，蒲刈 広島. 
井上克也：JSPS 先端拠点形成事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニクス

-キラル磁性×光学物性研究会-2015 年６月 27～28 日 分子科学研究所. 
井上克也：European Conference on Magnetism 2015 (ECMM2015) （Sep. 2015 Zaragoza, Spain） 
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井上克也：領域横断研究会（2015 年 11 月 東京大学) 
井上克也：Molecular Chirality 2015, 2015年６月12～13日, 早稲田大学 西早稲田キャンパス(東

京都新宿) 

髙阪勇輔：日本物理学会 2016 年年次大会, 2016 年３月 19〜22 日, 東北学院大学 (仙台) 

石坂昌司：第75回分析化学討論会（2015年５月，山梨大学甲府キャンパス） 

石坂昌司：日本分析化学会第64年会（2015年９月，九州大学伊都キャンパス） 

灰野岳晴：日本化学会第 96 春季年会 

山﨑勝義：31th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics，札幌，2015年６月 
高口博志：31th Symposium on Chemical Kinetics and Dynamics，札幌，2015年６月 
高口博志：Symposium on Advanced Molecular Spectroscopy，東京，2015年７月 

高口博志：The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium，東広島，2015年12月 

山本陽介：新学術領域研究「感応性化学種が拓く新物質科学」第４回公開シンポジウム，2015

年５月 22 日～23 日，京都大学宇治おおばくプラザ 

山本陽介：第 42 回有機典型元素化学討論会，2105 年 12 月３日～５日，名古屋大学 
Rong Shang：The 3rd International Symposium for Young Chemists on Stimuli-responsive Chemical 

Species for the Creation of Functional Molecules，2016 年３月９日～10 日，名古屋大学 
安倍 学：6th International Symposium on Current Trends in Drug Discovery and Research (Feb 25-28th, 

Lucknow, India) 
安倍 学：PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA) 
安倍 学：2015 Korean-Japan Bilateral Symposium on Frontier Photoscience (2015 KJFP) 
安倍 学：International Symposium on Construction and Application of Functional Molecules/Systems 
波多野さや佳：日本化学会第 96 春季年会，京都，2016 年３月 

岡田和正：The 12th Nano Bio Info Chemistry Symposium (December 2015, Higashi-Hiroshima). 
赤瀬 大：第 18 回理論化学討論会，2015 年５月，豊中市 

 
・セミナー・講演会開催実績（2015年度） 

江幡孝之: Mathias Weber 教授（University of Colorado at Boulder）による講演会開催（2015年６

月３日） 

江幡孝之: Gereon Niedner-Schatteburg 教授（Techinical University of Kaiserslautern）による講

演会開催（2015年６月16日） 

井口佳哉: 日本分光学会中国四国支部講演会開催（2016年１月７日） 

井口佳哉: International Symposium “Recent Progress in Molecular Science of Korea and Japan”開催

（2015年７月30日） 

井上克也，キラル研究会「哲学者と科学者の打ち出す真理への共同戦線」，2015 年９月 19 日～

９月 22 日，蒲刈，広島，実行委員長，50 名 
井上克也，JSPS 先端拠点形成事業（Core-to-Core)トピカルミーティング キラルプラズモニクス

-キラル磁性×光学物性研究会-2015 年６月 27～28 日，分子科学研究所, 100 名 
井上克也，Core 若手の会 キラルミニ勉強会, 2015 年７月 21-23 日，広島大学，30 名 
西原禎文，井上克也，錯体化学若手の会，夏の学校 2015, 2015 年８月６～８日, 山口県，セン

トコア山口，組織委員長，100 名 

石坂昌司：「第 52 回分析化学講習会，安全・安心を支える分析化学と最新計測技術」2015 年８

月 10 日・11 日，広島大学 理学研究科講義棟（広島大学東広島キャンパス）  

関谷 亮：第 26 回有機結晶シンポジウム実行委員（2015） 

山本陽介：F. E. Hahn 教授講演会，平成 27年４月 17 日(月)16：20～，理学研究科 B301 号室，

F. E. Hahn 教授（ドイツ，ミュンスター大学），演題：Complexes Bearing Protic 
N-Heterocyclic Carbenes: Synthesis and Applications 

山本陽介：Till Opatz 教授講演会，平成 27 年５月 19 日(火)16：30～，理学研究科 B305 号室，

Till Opatz 教授（ドイツ，マインツ大学），演題：From Polarity Switching of Imines to 
Bioactive Natural Products 

山本陽介：Eric Rivard 准教授講演会，平成 27年８月 17 日(月)16：00～，理学研究科 B305 号室，

Eric Rivard 准教授（カナダ，アルバータ大学），演題：Phosphorescence and Parent 
Inorganic hydride Chemistry Group 

安倍 学：Shie-Ming Peng 教授 講演会，2016 年１月 26 日（火）15：00～，理学研究科 E209

号室，Shie-Ming Peng 教授（台湾，国立台湾大学），演題：From Homonuclear Metal String 

Ⅲ－ 72



 

73 

 

Complexes to Heteronuclear Metal String Complexes 
安倍 学：W. T. Borden 教授 講演会，2015 年 11 月 30 日（月）16：00～，理学研究科 B301 号

室，W. T. Borden 教授，演題：Tunneling by Carbon. Calculations Tell Experimentalists 
Where to Look and What to Look for. 

安倍 学：Tiow-Gan Ong 博士 講演会，2015 年４月６日（月）16：00～，理学研究科 B301 号

室，Tiow-Gan Ong 博士，演題：Establishing Unconventional Main Group Chemistry via 
Conventional Ligand Design 

安倍 学：第 50 回有機反応若手の会実行委員長（2015 年７月 29 日－31 日） 

高木隆吉：第 50 回有機反応若手の会実行委員（2015 年７月 29 日－31 日） 

波多野さや佳：第 50 回有機反応若手の会実行委員（2015 年７月 29 日－31 日） 

相田美砂子：未来を拓く地方協奏プラットフォーム第 1回成果報告会，「未来を拓く地方協奏プ

ラットフォーム」概要説明 （2015 年７月３日，東広島市） 

相田美砂子：第 3 回若手研究者シーズ発表会－計測と分析－（2015 年７月９日，広島市） 

相田美砂子：未来を拓く地方協奏プラットフォーム第 2回成果報告会（2016 年２月５日，東広

島市） 
 

・産学官連携実績（2015年度） 
福原幸一：「潤滑油用基油の低温流動性改善に関する研究」共同研究（H27〜H28） 

井上克也：共同研究，アイシン精機 

西原禎文：新技術説明会，９月５日，東京 

灰野岳晴，大下浄治，池田俊明，大鷲圭吾，中壽賀章，石丸維敏：ジチエノゲルモール化合物，

特願2016-046320・（2016） 

山本陽介：豊田中研と共同で蓄電池材料の開発を行い，論文を執筆した 

相田美砂子：赤瀬 大，共同研究「金属エロージョンにおける反応過程の研究」（株）日本製鋼

所広島製作所 

相田美砂子：共同研究「カーボン繊維と樹脂パウダーの付着メカニズム」（株）サン・テクトロ 
相田美砂子，赤瀬 大：共同研究「酸化ガリウムp型化に関する，フィージビリティ検討」矢崎

総業株式会社 
 

・国際共同研究・国際会議開催実績（2015年度） 
井上克也：This work was supported by JSPS Core-to-Core Program, A. Advanced Research Networks.

“スピンキラリティを軸にした先端材料コンソーシアム”，日本側拠点リーダー（メ

ンバー数 162 名）(H27-H31) 

井上克也：3rd DMI Conference (III International Workshop Dzyaloshinskii-Moriya Interaction and 
Exotic Spin Structures), Pskov, Russia, 2015.5.26-29. 100 名,組織委員 

井上克也：The 9th Russian-Japanese Workshop on Open Shell Compounds and Molecular Spin Devices，
2015 年 11 月８日—11 月 11 日，淡路夢舞台, 150 名,組織委員 

井上克也：International Research Symposium on Chiral Magnetism（ChiMag2016）, 20th-23th Feb. 
2016, オリエンタルホテル, Hiroshima (Japan) , 80 名,組織委員長 

井上克也：Topical meeting of Center for Chiral Science November 17th, 2015, Hiroshima University, 
Japan，30 名，組織委員長 

井上克也：Core-to-Core International meeting, Kick off meeting October 11th-13th, 2015, University of 
Glasgow, UK, , 40 名,組織委員長(http://home.hiroshima-u.ac.jp/kotai/kickoff/index.html) 

井上克也：Core-to-Core Organizer meeting, June 22nd-23rd, 2015, University of Glasgow, UK 40 名,

組織委員長 
井上克也：Core-to-Core  Crystal Growth Meeting, June 3rd-5th, 2015, Lyon Univ. and Neel Inst., 

France,組織委員長，30 名 
井上克也：Core-to-Core Meeting, May 31th- June 2nd, 2015, University of Glasgow, UK, 組織委員長，

30 名 
井上克也：スペイン Zaragoza 大学 （分子性キラル磁性体の中性子線回折，無機キラル磁性

体のスピン相図，無機キラル磁性体の中性子線回折に関する国際共同研究） 
井上克也：英国 Glasgow 大学 （無機キラル磁性体のローレンツＴＥＭ，キラル磁性体のス

ピン位相ダイナミクス，キラル磁性体のプラズモニクス，キラル磁性体のスピン位

相とボルテックスビームの相互作用，キラル磁性体の物性理論に関する国際共同研
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究） 
井上克也：ロシア ウラル連邦大学（無機キラル磁性体の合成，キラル磁性体のスピンダイナ

ミクスと相図，分子性キラル磁性体のスピンダイナミクス，キラル磁性体の物性理

論に関する国際共同研究） 
井上克也：フランス ネール研究所 （無機キラル磁性体の結晶成長に関する国際共同研究） 
井上克也：フランス リヨン第一大学 （分子性キラル磁性体の合成，分子性キラル磁性体の

スピンダイナミクス，分子性キラル磁性体の新規物性に関する国際共同研究） 
井上克也：フランス ラウエーランジェバン 研究所（ＩＬＬ） （分子性キラル磁性体の中

性子線回折，無機キラル磁性体の中性子線回折に関する国際共同研究） 
井上克也：スペイン Zaragoza 大学 （無機キラル磁性体のスピン相図，無機キラル磁性体の

中性子線回折，キラル磁性体とキラル液晶の類似性探索に関する国際共同研究） 
井上克也：ドイツ ＩＦＷライプツィッヒ研究所 （無機キラル磁性体のスキルミオンに関す

る国際共同研究） 
井上克也：オランダ グローニンゲン大学（無機キラル磁性体のスキルミオンと磁気異方性に

関する国際共同研究） 
井上克也：オーストラリア 豪州原子力研究機構ＡＮＳＴＯ（ＯＰＡＬ）（無機キラル磁性体の

中性子線回折に関する国際共同研究） 
井上克也：オーストラリア モナッシュ大学（キラル磁性体の電子線ホログラフィー，キラル

磁性体とメタマテリアルに関する国際共同研究） 
井上克也：フランス レンヌ第一大学 （分子性キラル磁性体の光学物性に関する国際共同研

究） 
井上克也：カナダ ダルハウス大学 （金属薄膜のキラル物性に関する国際共同研究） 
井上克也：ロシア ピーターズバーグ原子核物理研究所 （無機キラル磁性体の中性子線回折

とキラル効果に関する国際共同研究） 
井上克也：ロシア 金属物性研究所 （無機キラル磁性体の合成研究に関する国際共同研究） 
西原禎文：Japan-China Joint Meeting on the Exploring a Frontier in Molecular Ferroelectric Material，

June 19th, 2015, Hiroshima, Japan, 40 名, 組織委員長 
石坂昌司：JSPS 二国間交流事業・日仏交流促進事業 SAKURA プログラム 

「大気エアロゾル粒子の光化学反応と雲凝結核・氷晶核機能の解明」（2015～2016） 
高口博志：Symposium on Advanced Molecular Spectroscopy, Organizing Committee Member 
高口博志：International Symposium on Free Radical, Local Organizing Committee Member 
山本陽介：メキシコ国立自治大学，遷移金属触媒に関する国際共同研究 
山本陽介：カナダ・カルガリー大学，遷移金属触媒に関する国際共同研究 
安倍 学：PACIFICHEM2015 (Dec., 2015, Honolulu, USA) 
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２ 化 学 科 
 
2-1 学科の理念と目標 

 化学科の理念・目標は，自然科学の基盤である化学における教育研究を深化，推進するととも

に，化学の基礎を体系的に身につけ，幅広く深い教養に根ざした総合的判断力を持った社会で活

躍できる人材を育成することである。 
 
2-2 学科の組織 

【１】化学科の教員 
 化学科は化学専攻および数理分子生命理学専攻の化学系の教員が併任している。化学科授業科

目担当の教員（平成28年３月１日現在）および平成27年度の非常勤講師を次にあげる。 
職   氏  名 所     属 

教 授 相 田 美砂子 化学専攻分子反応化学講座 
 安 倍   学 化学専攻分子反応化学講座 
 泉   俊 輔 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 井 上 克 也 化学専攻分子構造化学講座 
 江 幡 孝 之 化学専攻分子構造化学講座 
 大 槻   勤（非常勤） 京都大学原子炉実験所 
 齋 藤 健 一 自然科学研究支援開発センター 
 楯   真 一 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 中 島   覚 自然科学研究支援開発センター 
 中 田   聡 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 灰 野 岳 晴 化学専攻分子構造化学講座 
 水 田   勉 化学専攻分子構造化学講座 
 藤 原 照 文 化学専攻分子構造化学講座 
 山 﨑 勝 義 化学専攻分子反応化学講座 
 山 本 陽 介 化学専攻分子反応化学講座 

特任教授 秋 光   純 化学専攻分子構造化学講座 
准教授 石 坂 昌 司 化学専攻分子構造化学講座 

 井 口 佳 哉 化学専攻分子構造化学講座 
 岡 田 和 正 化学専攻分子反応化学講座 
 片 栁 克 夫 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 久 米 晶 子 化学専攻分子構造化学講座 
 高 口 博 志 化学専攻分子反応化学講座 
 小 島 聡 志 化学専攻分子反応化学講座 
 関 谷   亮 化学専攻分子構造化学講座 
 西 原 禎 文 化学専攻分子構造化学講座 
 藤 原 好 恒 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 三 好   明（非常勤） 東京大学大学院工学系研究科 

助 教 赤 瀬   大 化学専攻分子反応化学講座 
 芦 田 嘉 之 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 池 田 俊 明 化学専攻分子構造化学講座 
 大 前 英 司 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 岡 本 泰 明 化学専攻分子構造化学講座 
 久 保 和 幸 化学専攻分子構造化学講座 
 七 種 和 美 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 SHANG RONG 化学専攻分子反応化学講座 
 高 木 隆 吉 化学専攻分子反応化学講座 
 仲   一 成 化学専攻分子反応化学講座 
 波多野 さや佳 化学専攻分子反応化学講座 
 福 原 幸 一 化学専攻分子構造化学講座 
 藤 原 昌 夫 数理分子生命理学専攻生命理学講座 
 MARYUNINA KSENIYA 化学専攻分子構造化学講座 

特任助教 髙 阪 勇 輔 化学専攻分子構造化学講座 
 宮 下   直 化学専攻分子反応化学講座 
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【２】化学科の運営 
 化学科の運営は，化学科長を中心にしておこなわれている。副化学科長および化学科長補佐が

それを補佐し，副化学科長は次期学科長予定者とする。 
    平成27年度  化学科長   水田  勉 
           副化学科長  山﨑 勝義 
           化学科長補佐 片柳 克夫 
 
 また，化学科の円滑な運営のために各種委員会等が活動している。平成27年度の各種委員会の

委員一覧を次にあげる。 

図書委員  齋藤    

化学実験委員 
 

○西原 
福原 

岡本 
波多野 

宮下 
大前 

藤原(昌) 
 

教務問題検討委員 
 

○灰野 
小島 

藤原(照) 
西原 

井口 
 

江幡 
 

情報処理委員 
 

○相田 
 

岡本 
   

野外研修企画委員 
   および 
担当研究グループ 

○岡田 
量子 

水田 
構物 

反物 
反有 

固体 
分物 

当番研究グループ 構造有機化学グループ 

安全衛生委員 ○山本    

危険薬品庫管理者 小島    

シリンダーキャビネ

ット室管理者 池田    

就職担当 
 

藤原(照) 
山本 

 Ｈ26年10月～Ｈ27年９月末 

Ｈ27年10月～Ｈ28年９月末 

              ○は委員長 
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2-3 学科の学士課程教育 

2-3-1 アドミッション・ポリシーとその目標 

 化学科では次のような入学者受け入れ方針を掲げている。 
１）真理を探究することの好きな人。 
２）好奇心の旺盛な人。 
３）化学の好きな人。 
４）新しいことに挑戦したいと思っている人。 
 

2-3-2 学士課程教育の理念と達成のための具体策 

 化学は，物質科学の中心を占める基幹学問として，また，生命科学の複雑で精緻な世界を，分

子及びその集合体レベルで解明するための基盤として，自然科学の中でますますその重要性を増

しています。化学科ではこのような時代に対応するため，化学の基盤を体系的に身につけさせた

上で，応用を含めた幅広く深い知識と問題解決能力を習得させることを教育目標とします。特に，

基礎実験技術の習得を含めた体系化した教育を行います。また，環境問題や情報化時代に対応し

た化学教育の充実を図り，生命科学分野の基礎教育を充実させ，多様な科学の発展に適応できる

広い視野をもった人材を育成することも目標とします。 
 一方，学生の学習意欲や能力の多様化の問題を，個性の発現の好機ととらえ，各学生の指向や

個性を考慮した教育指導を行い，学生の顔の見える教育というスローガンを掲げます。 
 具体的には，以下の目標を設定します。 
（１）学生と教員の交流を促進し，各学生の生活指導を含めた一貫教育を行う。 
（２）主要な化学分野の基礎の体系化を図る。 
（３）学生実験を重視し，幅広い分野で，最新の科学技術の発展に対応できる実験技術を習得さ

せる。 
（４）情報化・国際化に対応した教育を行う。 
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2-3-3 学士課程教育の成果とその検証 

・平成27年度化学科在籍学生数 

平成27年５月１日現在

入 学 年 度 在籍 学生 数 

平成27年度  72(17) 

平成26年度  65(15) 

平成25年度  59(13) 

平成24年度  65(16) 

平成23年度  7( 2) 

平成22年度  3( 1) 

平成21年度  1( 0) 

平成20年度 0 

平成19年度  1( 0) 

合  計 273(64) 

（ ）内は女子で内数

 
・チューター 

入学年度 チュ ータ ー 

平成27年度 水田，片柳，久保 

平成26年度 灰野，石坂，大前 

平成25年度 江幡，岡田，岡本 

平成24年度 泉，高口，藤原(昌) 

平成23年度 中田，井口，高木 

平成22年度 井上，小島， 

平成21年度 藤原(照)，藤原(好) 

平成20年度 楯，福原 

平成19年度 山﨑，片柳，井口 
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・平成27年度化学科開講授業科目 
科目 
区分

開設
期 

履修 
指定 開講科目名 担当教員名 授業のキーワード 

情報 1前 必修 
情報活用演習[1理
化] 

久保 

パーソナルコンピューター，インターネット，
電子メール，文書作成ソフトウェア，表計算ソ
フトウェア，研究発表ソフトウェア，化学構造
式ソフトウェア 

基盤 1前 
他学 
科用 

＊化学概説Ａ【理】
[1理地] 

江幡，岡田 原子・分子，化学結合，量子化学，熱力学，反
応速度，化学平衡 

教養 1前 必修 教養ゼミ 

岡田,井上, 
山﨑,安倍, 
相田,福原, 
西原,片柳, 
高木,波多野, 
MARYUNINA,
赤瀬 

化学的情報の収集・整理・提供 

専門 1前 必修 基礎化学Ａ 江幡 力学，エネルギー，波動，原子・分子の構造  

専門 1前 必修 基礎化学Ｂ 山本 有機化学，命名法，官能基，立体化学，有機反
応 

基盤 1後 
他学 
科用 

＊化学概説Ｂ【理】 小島,石坂 
原子･分子，化学結合，無機化学，固体化学，化
学平衡，化学反応，有機化学，混成軌道，誘起
効果，共鳴効果 

専門 1後 必修 基礎物理化学Ａ 藤原(好) 化学熱力学，状態方程式，熱力学第零-第三法則，
自由エネルギー 

専門 1後 必修 基礎物理化学Ｂ 江幡 量子力学，波動・粒子二重性，シュレーディン
ガー方程式，波動関数  

専門 1後 必修 基礎無機化学 井上 原子の基本的性質,電気陰性度と電子親和力,原
子とイオンのサイズ, 化結合,  

専門 1後 必修 基礎有機化学 小島 有機電子論，反応機構，付加反応，求核置換反
応，脱離反応，アルケン，アルキン 

専門 2前 必修 物理化学IＡ 山﨑 相平衡，化学ポテンシャル，混合溶液，束一的
性質，化学平衡 

専門 2前 必修 物理化学IＢ 岡田 調和振動子，剛体回転子，オービタル，動径分
布関数，スピン，パウリの原理 

専門 2前 必修 有機化学I 関谷 アルコール，エーテル，フェノール，アミン 

専門 2前 必修 有機化学II 灰野 カルボニル化合物・電子の流れ図・求核攻撃・
求電子反応・共役付加・カルボニル縮合反応 

専門 2前 必修 無機化学I 西原 量子化学・原子・分子・結合・分子軌道法・バ
ンド理論 

専門 2前 必修 無機化学II 石坂 データー処理，化学量論，化学平衡，活量，酸
塩基，酸化還元，錯形成，沈殿生成 

専門 2後 必修 物理化学IIＡ 山﨑 ボルツマン分布，分配関数，反応速度，素反応 
専門 2後 必修 物理化学IIＢ 高橋 電子構造，分子軌道法，量子化学，群論 
専門 2後 選択 有機典型元素化学 山本   
専門 2後 必修 無機化学III 久米 錯体化学 

専門 2後 選択 生体物質化学 泉 
糖質，立体化学，脂質，生理活性物質，生体膜，
アミノ酸，等電点，蛋白質，構造階層性，蛋白
質の精製，蛋白質の一次配列決定法 

専門 2後 必修 無機化学演習 
井上,石坂, 
久米,岡本, 
久保,西原 

無機化学，錯体化学，分析化学の演習 

専門 2後 選択 有機分析化学 関谷 構造解析，機器分析，核磁気共鳴法（ＮＭＲ），
赤外分光法（ＩＲ） 

専門 2後 選択 生物構造化学 片柳 蛋白質，核酸，分光法，回折法，Ｘ線構造解析，
立体構造 

専門 2後 必修 有機化学III 安倍 
芳香族求電子置換反応，芳香族求核置換反応，
多核芳香族化合物，複素環式化合物，ペリ環状
反応 
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基盤 3前 必修 
化学英語演習[3理
化] 

井口,藤原(昌), 
MARYUNINA 化学英語，英作文，英文和訳 

専門 3前 選択 
化学インターンシ
ップ 

水田 派遣研修，職業倫理  

専門 3前 必修 物理化学演習 
高口,加治屋, 
大前,藤原(好) 
藤原(昌) 

熱力学，化学平衡，相平衡，量子化学，回転・
振動分光法，統計熱力学 

専門 3前 必修 
システムバイオロジ
ー 

泉,山本(卓) 

ＤＮＡ，塩基（プリン，ピリミジン），遺伝，セ
ントラルドグマ，遺伝子組換え，ｉＰＳ細胞，
酵素反応，反応速度論，阻害剤，フィードバッ
ク制御，シグナル伝達系 

専門 3前 選択 光機能化学 齋藤 物理化学，光，物性，機能 

専門 3前 選択 反応有機化学 安倍 転位反応，軌道相互作用，Woodward-Hoffmann
則，光反応 

専門 3前 必修 化学実験I 西原 基礎化学実験，無機・分析化学，物理化学，有
機・生物化学  

教職 3前 必修 化学実験A 
西原,平松, 
内海 

基礎化学実験，実験技能・操作，指導案作成，
課題研究指導，中学校教諭(理科)一種免許状 

専門 3前 選択 反応動力学 高口 気体分子運動論，液体中の分子運動，衝突頻度，
衝突速度理論，遷移状態理論  

専門 3前 選択 分子構造化学 井口 量子化学，振動状態，回転状態，電子状態，分
子分光 

専門 3前 選択 量子化学 相田 電子状態理論，分子軌道法，計算化学 

専門 3前 選択 機器分析化学 藤原(照) 分配平衡，溶媒抽出，イオン交換，クロマトグ
ラフィー，分光分析法，電気化学分析法 

専門 3前 選択 無機固体化学 井上 固体物性，誘電・伝導・磁性体，相転移 
専門 3前 選択 構造有機化学 灰野 立体化学，キラリティ，立体配座，超分子化学 

基盤 3後 必修 
化学英語演習[3理
化] 

西原,大前, 
MARYUNINA 化学英語，英語発音，英文読解，英作文 

専門 3後 選択 先端化学 水田 先端化学，卒業研究ガイダンス  

専門 3後 選択 
バイオインフォマ
ティクス 

大前,芦田 分子生物学，構造生物学，生命情報学  

専門 3後 選択 計算化学・同実習 相田,赤瀬 量子化学，計算化学，情報化学，計算機 

専門 3後 必修 有機化学演習 
関谷,高木, 
池田,波多野 

有機化学，演習，有機反応，有機構造，有機反
応機構 

専門 3後 必修 化学実験II 西原 基礎化学実験，無機・分析化学，物理化学，有
機・生物化学  

専門 3後 選択 生体高分子化学 楯 蛋白質立体構造，蛋白質機能制御機構，蛋白質
の分子認識機構，蛋白質を対象とした計測技術 

専門 3後 選択 分子光化学 中田 光化学反応，電子の励起，電子スピン，光の吸
収 

専門 3後 選択 有機金属化学 水田 
典型元素および遷移金属の有機金属化学,１８電
子則,酸化付加,還元的脱離,挿入反応,金属錯体触
媒 

専門 3後 選択 放射化学 中島 放射線，放射性同位元素，化学状態，放射線計
測，原子核反応 

専門 3後 選択 生物化学 泉,七種 
代謝，同化・異化，解糖系，TCAサイクル，脂
質生合成，２次代謝，メバロン酸経路と非メバ
ロン酸経路 

専門 4後 必修 化学演習 山﨑,岡田 量子論，分子構造，化学平衡，統計熱力学， 
反応速度論 

集中講義 化学特別講義 三好  明（東京大学大学大学院工学系研究科/准教授） 
     （反応システムと素過程の物理化学）  担当：反応物理化学グループ 
 
     化学特別講義 大槻  勤（京都大学原子炉実験所/教授） 
     （放射壊変の基礎と化学状態）     担当：放射線反応化学グループ 
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・担当授業科目一覧 
平成27年度担当授業科目 

職 氏  名 講     義 演   習 
化学 
実験 

卒業 
研究 

教 授 相田美砂子 量子化学，計算化学・同実習，教養ゼミ   ◎ 

 安倍  学 有機化学Ⅲ，反応有機化学，教養ゼミ   ◎ 

 泉  俊輔 
 

生体物質化学，生物化学，システムバイオロ

ジー， 
  

◎ 

 

 井上 克也 基礎無機化学，無機固体化学，教養ゼミ  無機化学演習，  ◎ 

 江幡 孝之 基礎化学Ａ，基礎物理化学Ｂ，化学概説Ａ   ◎ 

 齋藤 健一 光機能化学   ◎ 

 楯  真一 生体高分子化学，   ◎ 

 中島  覚 放射化学   ◎ 

 中田  聡 分子光化学   ◎ 

 灰野 岳晴 有機化学Ⅱ，構造有機化学，   ◎ 

 藤原 照文 機器分析化学   ◎ 

 水田  勉 有機金属化学，化学インターンシップ， 
先端化学 

  ◎ 

 山﨑 勝義 物理化学ⅠＡ，物理化学ⅡＡ，教養ゼミ 化学演習  ◎ 

 山本 陽介 基礎化学Ｂ，有機典型元素化学，   ◎ 

准教授 石坂 昌司 無機化学Ⅱ，化学概説Ｂ， 無機化学演習 ○ ◎ 

 井口 佳哉 分子構造化学 化学英語演習 ○ ◎ 

 岡田 和正 物理化学ⅠＢ，化学概説Ａ，教養ゼミ 化学演習，化学英語演習 ○ ◎ 

 片柳 克夫 生物構造化学，教養ゼミ  ○ ◎ 

 久米 晶子 無機化学Ⅲ， 無機化学演習 ○ ◎ 

 関谷  亮 有機分析化学，有機化学Ⅰ 有機化学演習 ○ ◎ 

 高口 博志 反応動力学 物理化学演習 ○ ◎ 

 小島 聡志 基礎有機化学，化学概説Ｂ  ○ ◎ 

 西原 禎文 無機化学Ⅰ，教養ゼミ，化学実験Ａ 無機化学演習，化学英語演習 ◎ ◎ 

 藤原 好恒 基礎物理化学Ａ 物理化学演習 ○ ◎ 

講 師 高橋  修 物理化学ⅡＢ   ◎ 

助 教 赤 瀬  大 計算科学・同実習，教養ゼミ  ○ ○ 

 芦田 嘉之 バイオインフォマティクス  ○ ○ 

 池田 俊明  有機化学演習 ○ ○ 

 大前 英司 バイオインフォマティクス 物理化学演習，化学英語演習 ○ ○ 

 岡本 泰明  無機化学演習 ○ ○ 

  加治屋大介  物理化学演習 ○  

 久保 和幸  無機化学演習，情報活用演習 ○ ○ 

 七種 和美 生物化学  ○ ○ 

 高木 隆吉 教養ゼミ 有機化学演習 ○ ○ 

 仲  一成     

 波多野さや佳 教養ゼミ 有機化学演習 ○ ○ 

 福原 幸一 教養ゼミ  ○ ○ 

 藤原 昌夫 教養ゼミ 物理化学演習，化学英語演習 ○ ○ 

 MARYUNINA 
KSENIYA 教養ゼミ 化学英語演習 ○ ○ 

 宮下  直   ○  
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化学プログラム履修要領 
 

 化学プログラムでは，専門教育科目が体系的かつ効果的に履修できるように，専門教育科

目受講基準を定めている。科目の履修に当たっては，受講基準とともに次の事項に十分留意

すること。 

 

１ 必修の授業科目は，授業科目履修表に定められた年次に修得しておくことが望ましい。

未修得科目が生じた場合には，次年次の授業科目と開講時間が重なるために受講できない

場合があり，留年の原因となる。 

重なった場合には，未修得科目を優先して履修することが望ましい。 

２ 受講基準１により「化学実験Ⅰ」及び「化学実験Ⅱ」を履修することができない場合に

は，卒業が遅れることになる。この場合でも，「化学実験Ⅰ」及び「化学実験Ⅱ」以外の

授業科目は履修することができるが，未修得の必修科目の履修を優先させなければならな

い。 

３ 教養教育科目は３年次後期(６セメスター)までに修得しておかないと，受講基準２によ

り卒業研究が履修できない場合がある。 

４ 教養教育科目「領域科目」で卒業の要件として修得すべき単位（以下，卒業要件単位）

にできるのは，自然科学領域以外の科目に限る。 

５ 教養教育科目「基盤科目」のうち数学・理科系の「概説」科目として「物理学概説Ａ」

及び「物理学概説Ｂ」を選択必修としているが，両方履修することが望ましい。 

「概説」科目の修得単位は，専門科目(選択)の単位に振り替えることができないが，『科

目区分を問わない』科目の単位にすることができる。ただし，｢化学概説Ａ｣及び「化学概

説Ｂ」は卒業要件単位に算入することができない。 

６ 授業担当教員の了承が得られれば，化学プログラムで開講する上位セメスターの専門教

育科目を履修することができる。 

７ 特別講義は，一定期間に集中的に開講される講義である。 

化学プログラムでは，「化学特別講義」及び「理学部他プログラムの特別講義」から，合

計で最大２単位まで専門科目(選択)として認めることができる。 

８ 「理学部他プログラムの特別講義」の単位を卒業要件単位とする場合，理学部他プログ

ラムの単位で専門科目（選択）の卒業要件単位とできる単位数は，８単位からその「理学

部他プログラムの特別講義」の単位数を引いた数が上限となる。 

９ 「科目区分を問わない」科目として６単位必要である。この６単位は，以下の科目の単

位から振り替えることができる。詳細についてはチューターと相談のこと。 

・『コミュニケーション基礎』の「コミュニケーション基礎Ⅰ」及び「コミュニケーショ

ンⅡ」 

・自然科学領域以外の「領域科目」 

・「基盤科目」の数学・理科系の「概説」科目（｢化学概説Ａ，Ｂ｣を除く） 

・理学部他プログラムの「専門基礎科目」及び「専門科目(「特別講義」を除く)」 

１０ 「教職に関する科目」は，卒業要件単位に算入することができない。  
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化学プログラム専門教育科目受講基準 

１ 化学実験Ⅰ(５セメスター)を履修するためには，各科目群において次に示す単位数以上

（合計６２単位）を修得していなければならない (括弧内の数字は，４セメスターまでに

修得することになっている卒業に必要な単位数を表す) 。化学実験Ⅱ(６セメスター)を受

講するには化学実験Ⅰを修得しておく必要がある。 

また，「学生教育研究災害傷害保険」及び「学生教育研究賠償責任保険」等に加入して

いることが必要である（平成２２年度以降の１年次入学生は，大学負担により「学生教育

研究災害傷害保険」のみ４年分加入済）。 

 

教養ゼミ      ２単位(２) 

パッケージ別科目  ４単位(６) 

外国語科目     ９単位(10) 

情報科目      ２単位(２) 

領域科目      ２単位(２) 

健康スポーツ科目    ２単位 (２) 

基盤科目       １２単位*1(16) 

専門基礎科目     ２７単位 (33) 

科目区分を問わない科目 ２単位 (６) 

 *1 物理学実験，化学実験法・同実験，及び生物学実験または地学実験はすべて 

修得していること。 

 

２ 卒業研究(７，８セメスター)を履修するためには，各科目群において次に示す単位

数以上（合計１１０単位）を修得していなければならない (括弧内の数字は，卒業研

究を除いた卒業に必要な単位数を表す。) 。 

また，「学生教育研究災害傷害保険」及び「学生教育研究賠償責任保険」等に加入

していることが必要である（平成２２年度以降の１年次入学生は，大学負担により「学

生教育研究災害傷害保険」のみ４年分加入済）。 

 

教養ゼミ      ２単位(２) 

平和科目      ２単位(２) 

パッケージ別科目  ６単位(６) 

外国語科目    １０単位(10) 

情報科目      ２単位(２) 

領域科目      ２単位(２) 

 

健康スポーツ科目     ２単位(２) 

基盤科目         １６単位(18) 

専門基礎科目      ２９単位(35) 

先端理学科目       ２単位(２) 

化学実験Ⅰ，化学実験Ⅱ １０単位(10) 

専門科目(選択)     ２１単位(23) 

科目区分を問わない科目  ４単位(６) 

 

 上記受講基準１及び２について,『広島大学理学部における早期卒業認定に関する申合せ』

第３第２項により適格の認定を受けた学生（早期卒業希望者）及び編入・転入生はこの限り

ではない。詳細についてはチューターと相談のこと。 

 

付記 この履修要領は，平成２７年度入学生から適用する。 
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平成27年度新入生用化学科授業科目履修表 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

1 2 3 4 5 6 7 8

教養ゼミ 2 必　　修 ②

「平和科目」から 各2 選択必修 ○ ○

「パッケージ別科目」の1パッケージから 各2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠＡ 1 ①

コミュニケーションⅠＢ 1 ①

コミュニケーションⅡＡ 1 ①

コミュニケーションⅡＢ 1 ①

コミュニケーションⅢＡ 1 ○ ○

コミュニケーションⅢＢ 1 ○ ○

コミュニケーションⅢC 1 ○ ○

「ベーシック外国語Ⅰ」から2単位 各1 ○

「ベーシック外国語Ⅱ」から2単位 各1 ○

情報活用演習 2 必　　修 ②

「自然科学領域」以外から　(注4） 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

「健康スポーツ科目」から 1又は2 選択必修 ○ ○

微分積分学I 2 ②

微分積分学II 2  ②

線形代数学Ⅰ 2 ②  

線形代数学Ⅱ 2 ②

物理学実験 1  ①

化学実験法・同実験 2 ②

生物学実験 1 ○

地学実験 1 ○

数学概説 2 ○

情報数理概説 2 ○

物理学概説Ａ 2 ○

物理学概説Ｂ 2 ○

生物科学概説Ａ 2 ○

生物科学概説Ｂ 2 ○

地球惑星科学概説Ａ 2 ○

地球惑星科学概説Ｂ 2 ○

2 化学英語演習　（同一名称2科目） 各1 必　　修 ① ①

（注3） 　修得した「コミュニケーション基礎Ⅰ」及び「コミュニケーション基礎Ⅱ」の単位については，『科目区分を問わない』に算入することができる。

（注4） 　『自然科学領域』以外の科目に限り，卒業要件単位として算入することができる。教育職員免許状の取得を希望する場合は，『社会科学領域』の「日本国憲法」が必修であることに留意
すること。

教養教育科目小計 44

（注1） 　記載しているセメスターは標準履修セメスターを表している。当該セメスター以降の同じ開設期（前期又は後期）に履修することも可能であるが，授業科目により開設期が異なる場合があ
るので，履修年度のシラバス等により確認すること。

（注2） 　短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「マルチメディア英語演習」の履修により修得した単位を『コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ』の要修得単位として算入
することができる。
　外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧に記載の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を
参照すること。

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

教
養
コ
ア
科

目

教　養　ゼ　ミ 2

平　和　科　目 2

パッケージ別科目 6

必　　修

1
選択必修

上記2科目から1科目1単位

4
選択必修

上記8科目から「物理学概説Ａ」又は「物理学概説Ｂ」を含む2科目4単位

領　域　科　目 2

健康スポーツ科目 2

基　盤　科　目 18

11

共
 

通
 

科
 

目

外
　
国
　
語
　
科
　
目

情　報　科　目 2

選択必修

上記3科目から2科目2単位

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペイン語，
ロシア語，中国語，韓国語，アラビ
ア語のうちから１言語選択）

4
選択必修

Ⅰ及びⅡは同一言語を選択すること

自由選択

コミュニケーションⅠ 2 必　　修

コミュニケーションⅡ 2 必　　修

英
　
語
　

(

注
2

)

コミュニケーション基礎
（注3）

10

(0)

コミュニケーションⅢ 2

履修区分

標準履修セメスター　（下段の数字はセメスターを示す）　（注1）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

化学プログラム履修表
　履修に関する条件は，化学プログラム履修要領に記載されているので注意すること。

　この表に掲げる授業科目の他，他プログラム・他学部又は他大学等で修得した授業科目で化学プログラム担当教員会が認めるものについて，修得した単位を卒業要件の単
位に算入することができる。

※　本プログラムに加えて所定の単位（詳細は学生便覧を参照のこと）を修得すれば，中学校教諭一種免許状（理科），高等学校教諭一種免許状（理科），毒物劇物取扱責任
者，学芸員となる資格の取得が可能である。
　さらに，本プログラムを卒業すれば，危険物取扱者（甲種）資格の受験が可能となる。

（教養教育）

区
分

科　目　区　分
要修得
単位数

授　業　科　目　等
単
位
数
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期
1 2 3 4 5 6 7 8

基礎化学Ａ 2 ②

基礎化学Ｂ 2 ②

基礎物理化学Ａ 2 ②

基礎物理化学Ｂ 2 ②

基礎無機化学 2 ②

基礎有機化学 2 ②

物理化学ⅠＡ 2 ②

物理化学ⅠＢ 2 ②

物理化学ⅡＡ 2 ②

物理化学ⅡＢ 2 ②

無機化学Ⅰ 2 ②

無機化学Ⅱ 2 ②

無機化学Ⅲ 2 ②

有機化学Ⅰ 2 ②

有機化学Ⅱ 2 ②

有機化学Ⅲ 2 ②

無機化学演習 1 ①

物理化学演習 1 ①

有機化学演習 1 ①

先端数学 2 ○

先端物理科学 2 ○

先端化学 2 ○

先端生物学 2 ○

先端地球惑星科学 2 ○

生物構造化学 2 ○

生体物質化学 2 ○

有機分析化学 2 ○

有機典型元素化学 2 ○

反応動力学 2 ○

分子構造化学 2 ○

量子化学 2 ○

無機固体化学 2 ○

機器分析化学 2 ○

構造有機化学 2 ○

反応有機化学 2 ○

光機能化学 2 ○

システムバイオロジー 2 ○

生体高分子化学 2 ○

分子光化学 2 ○

有機金属化学 2 ○

放射化学 2 ○

生物化学 2 ○

バイオインフォマティクス 2 ○

計算化学・同実習 2 ○

化学演習 1 ○

化学インターンシップ 1 ○

「化学特別講義」　（注6） ○ ○ ○ ○

化学実験Ⅰ 5 ⑤

化学実験Ⅱ 5 ⑤

卒業研究 各4 ④ ④

0
～

8

理学部他プログラムで開講される「専門基礎科
目」及び「専門科目」の授業科目　（注7）

自由選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注8） 制限付選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注7） 　その他化学プログラム担当教員会が認めた授業科目も含まれる。詳細についてはチューターと相談のこと。

（注8） 　卒業要件単位数は128であるので，各科目区分の要修得単位数(教養教育科目44単位，専門教育科目78単位　合計122単位)に加えて，教養教育科目及び専門教育科目の科目区分
を問わず，さらに4単位以上修得することが必要である。
　ただし，6単位を超過して修得した「パッケージ別科目」は含まれず，以下の科目の単位に限定される。詳細についてはチューターと相談のこと。
　・『コミュニケーション基礎』の「コミュニケーション基礎Ⅰ」及び「コミュニケーション基礎Ⅱ」
　・「自然科学領域」以外の『領域科目』
　・『基盤科目』の数学・理科系の「概説」科目（｢化学概説Ａ」及び｢化学概説Ｂ｣を除く）
　・理学部他プログラムの『専門基礎科目』及び『専門科目』（「特別講義」を除く）

合計 128

（注5） 　「専門科目」の要修得単位数43を充たすためには，必修科目計18単位及び選択必修科目計2単位に加えて，選択必修科目及び自由選択科目から23単位以上を修得する必要がある。
このうち15単位以上は，履修表に掲げる化学プログラム専門科目の選択必修科目から修得することが必要である。

（注6） 　「化学特別講義」は，一定期間（5セメスター以降）に集中形式で開講される。履修については化学プログラム履修要領を参照すること。

科目区分を問わない 6

43

2
選択必修

上記5科目の「先端理学科目」から1科目2単位

15以上
選択必修

上記23科目から8科目15単位以上

18 必　　修

標準履修セメスター　（下段の数字はセメスターを示す）　（注1）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

専門基礎科目 35 必　　修

専門科目

区
分

科　目　区　分
要修得
単位数

授　業　科　目　等
単
位
数

履修区分

専門教育科目　小計 78

（専門教育）

（注5）
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・平成27年度化学科卒業者進路状況 
（平成28年５月１日現在） 

（ ）内は女子で内数 

卒

業

者

総

数 

就      職      者 進

学 

その他 

一     般     職 教 職 研

究

生 

そ

の

他 

公

務 

製

造

業 

情

報

通

信

業 

教
育
・
学
習
支
援
業 

金

融

・

保

険

業 

小
売
り
・
卸
売
業 

医

療

・

福

祉 

そ

の

他 

小

計 

学

校

教

育 

小

計 

62 

(18) 

0 

(0) 

7 

(4) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

7 

(4) 

0 

(0) 

0 

(0) 

48 

(13) 

0 

(0) 

7 

(1) 

 
2-3-4 卒業論文発表実績 

【１】平成27年度卒業研究生の各研究グループ配属者数 

研究グループ名 卒研生数 スタッフ名 

化学専攻分子構造化学講座 
  構造物理化学研究グループ 
  固体物性化学研究グループ 
  錯体化学研究グループ 
  分析化学研究グループ 
  構造有機化学研究グループ 

 

6 

5 

5 

5 

3 

 
江幡，井口，福原 
井上，西原，MARYUNINA，髙阪 
水田，久米，久保 
藤原(照)，石坂，岡本 
灰野，関谷，池田 

化学専攻分子反応化学講座 
  反応物理化学研究グループ 
  有機典型元素化学研究グループ 
  反応有機化学研究グループ 
  量子化学研究グループ 

 

5 

4 

5 

5 

 
山﨑，高口 
山本，小島，SHANG 
安倍，高木，波多野 
相田，岡田，赤瀬 

数理分子生命理学専攻 
  物理環境化学研究グループ 
  生物化学研究グループ 
  分子生物物理学研究グループ 

 

5 

4 

6 

 
中田，藤原(好)，藤原(昌) 
泉，芦田，七種 
楯，片栁，大前，HOLGER 

自然科学研究支援開発センター 
  光機能化学研究グループ 
  放射線反応化学研究グループ 

 

3 

3 

 
齋藤，加治屋 
中島，宮下 

計 64  
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【２】平成27年度の卒業生と研究題目 

青山 拓馬 
軟Ｘ線発光分光法によるTMAOジクロロメタン溶液の溶質–

溶媒相互作用の研究 
量子化学 

一樂 陽司 
ギ酸と遷移金属から成る空間反転対称性の破れた磁性体の合

成とその物性測定 
固体物性化学 

伊藤 純 
 o-ピリジル基を有する有機スズ化合物の協働効果による触

媒能の検討 
有機典型元素化学 

伊藤 慎一郎 
天然変性領域を介した核内受容体と転写共役因子の相互作

用解析 
分子生物物理学 

伊藤 陽祐 
プレゴン還元酵素の立体選択性を決定するタバコ細胞内タン

パク質の探索 
生物化学 

岩坪 宏和 SCLC測定装置の立ち上げと高分子薄膜の面外移動度測定 光機能化学 

上田 和也 
 

 
分子生物物理学 

梅原 康平 
HSP70のドメイン間ダイナミクスによる構造機能制御機構解

析 
分子生物物理学 

大仁田 知穗 新規環状芳香族カルベン配位子の合成と応用 有機典型元素化学 

岡本 靖生 
軸不斉型環状カルボジホスホラン‐二酸化炭素付加体の合成

とこれを用いた遷移金属錯体の合成 
錯体化学 

春日 雅裕 
 

 
自己組織化学 

門脇 悠稀 
CH3生成物観測によるトリメチルアミン励起状態ダイナミク

スの研究 
反応物理化学 

萱原 克彦 界面張力差を駆動力とする自己駆動系の変形運動 自己組織化学 

木田 基 
スフェランド-金属イオン包接錯体の極低温気相電子スペク

トルの測定 
構造物理化学 

木下 真之介 
紫外－遠紫外 Pump-Probe法によるカルボニル基をもつ分子

のDark stateの観測 
構造物理化学 

客野 那月 
還元剤を用いたMo,Wの還元およびジチオール配位子による

酸化状態の同定 
放射線反応化学 

久保田 ひか

り 

根岸カップリングによるフェロセニルルテノセンの合成と酸

化 
放射線反応化学 

郡島 遥 
ホスフィノボラン配位子を導入した平面型白金錯体と銀イオ

ンとの反応 
錯体化学 

髙野 駿 
Lower Rim にメトキシエチル基を導入したカリックス[4]ア

レーンポリマーの合成研究 
構造有機化学 

齋藤 聡太 

Synthesis of π-withdrawing Boron-ligated Transition Metal 
Complexes（π-受容性ホウ素を配位子とする遷移金属錯体の

合成） 
有機典型元素化学 

坂本 美佳 
葉緑体形成に寄与するジスルフィド異性化酵素CYO1の結晶

化に向けた大量調製の検討 
分子生物物理学 

佐々木 一繁 
トポロジー的に区別したプロトン化水クラスター７量体の安

定構造とOH伸縮振動の分類に関する理論化学的研究 
量子化学 

城石 正樹 
 

 
生物化学 

末永 太河 超高圧下におけるエネルギー物質TATBの構造変化の観測 構造物理化学 

鈴木 沙弥香 細胞周期依存的な酵母クロマチン構造変化の解析 分子生物物理学 
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鈴木 美穂 
 

 
構造物理化学 

蘇 湖元 
レーザー分光と量子化学計算を用いた極低温18-Crown-6・
p-Tyrosol Complexの構造決定 

構造物理化学 

高木 勇二 酸化重合で電極固定化した酸素活性化錯体触媒の開発 錯体化学 

高木 好美 カーボンナノチューブ磁気配向薄膜の光学特性 自己組織化学 

立石 亮 
3,3,3-トリフルオロプロペンの炭素内殻領域におけるコイン

シデンス・オージェスペクトルと分子内転位 
量子化学 

谷本 遥 
硫黄原子S(1D, 3P)の高感度検出およびS(1D) + OCS系の反応と

消光過程の分岐比 
反応物理化学 

千歳 洋平 
二光子吸収能を有するクマリン型新規光解離性ケージド化合

物の合成をその光反応性 
反応有機化学 

中田 裕之 金属カルボニル錯体の光脱離配位子の運動解析 反応物理化学 

永田 敏洋 
電気加熱気化-ICP発光分析法によるはんだ試料中の硫黄の定

量 
分析化学 

長鶴 徳彦 
インターカレート系無機キラル磁性体，MM’3S6（M = V or Cr, 
M' = Nb or Ta）の合成と磁性 

固体物性化学 

中野 恭裕 
メカノケミカル法によるSiとアルカリ溶液からの水素発生：

反応メカニズムの解析 
光機能化学 

西田 一輝 Cu(Ⅱ)－CO3
2-系分子スピンラダーの磁気希釈 固体物性化学 

新田 真司 原子間力顕微鏡の微小液滴系への応用 分析化学 

野村 美生 
酵素反応と結合した過酸化水素駆動型自己駆動系のモード

スイッチング 
自己組織化学 

馬場 貴士 
嵩高いアルキル基をもつリン架橋[1.1]フェロセノファンの

合成とその白金錯体の触媒反応 
錯体化学 

林 宏太朗 

磁気異方性の小さな遷移金属イオンMn(Ⅱ)とCr(Ⅲ)を骨格と

するシアノ架橋型キラル分子磁性体の詳細な磁気特異性の研

究 

固体物性化学 

原 彩乃 
振動励起S2(a1Δg, v = 4, 5)の選択的検出およびSF6による振動

緩和の速度論的研究 
反応物理化学 

原田 雄太 
シクロペンタン-1,3-ジラジカルの反応性に及ぼす環状分子

構造の効果 
反応有機化学 

平西 祐梨 振動反応で自己組織化する化学シンクロ 自己組織化学 

藤本 啓資 可視発光するSiナノ粒子の液相合成と光学特性 光機能化学 

細田 萌 
溶媒効果を考慮に入れたNMRの遮蔽定数に関する理論化学

研究 
量子化学 

本田 匠 
SEIRA分光法を用いたクラウンエーテルのアルカリ金属イオ

ン包接状態の研究 
構造物理化学 

前原 健志 
レゾルシンアレーンの自己集合により生成するキラルな超分

子カプセルの合成研究 
構造有機化学 

松岡 美帆 
バタフライ型ビス（ナフタレンジイル）ジホスフィンの4級

化と配位挙動 
錯体化学 

松本 岬 
パラフェニレン骨格内に導入したテトララジカルのスピン多

重度 
反応有機化学 

丸山 慧 
長鎖アルキルエステルを導入したテトラキスポルフィリンの

合成 
構造有機化学 

丸山 莉央 
 

 
固体物性化学 
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溝口 智穂 
単一過冷却微小水滴の凝固点の硝酸ナトリウム濃度依存性に

関する研究 
分析化学 

宮本 友樹 
溶媒抽出-逆ミセル系ルミノール化学発光検出によるアスコ

ルビン酸の定量法の開発 
分析化学 

村田 康輔 シングレットフィッション挙動を発現する発色団配置の調査反応有機化学 

山﨑 侑平 
キラルビススルホンイミドの不斉ブレンステッド酸の合成と

適用範囲の検討 
反応有機化学 

山田 純暉 
トビイロケアリ（Lasius japonicus）の採餌行動と排泄行動の

社会性を支配する物質 
生物化学 

山本 千尋 熱応答性イオン液体を用いた多相系水滴のレーザー捕捉 分析化学 

吉川 太基 
水溶液中のマンノースにおける構造と安定性に関する理論化

学的研究 
量子化学 

吉木 敦美 
CH(X2Π)ラジカルの生成・検出およびO2との反応速度定数の

決定 
反応物理化学 

吉浪 啓介 
1,4‐ビス（4‐ピリジル）ベンゼン型架橋配位子を用いた鉄

（II）集積型錯体の構造とスピン状態の研究 
放射線反応化学 

和田 佳奈子 
溶解度の高い新規スフェランドを用いた超原子価テルル化合

物合成の試み 
有機典型元素化学 

 
 

2-4 その他特記事項 

2-4-1 学生の表彰 

  学長表彰者 ２名 
  理学研究科長賞表彰者 １名 

理学部長賞表彰者 ２名 
  日本化学会中国四国支部長賞受賞者 ２名 
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